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第 1 章

Cisco Unity Connectionのトラブルシュー
ティング

『Cisco Unity Connectionトラブルシューティングガイド』は、Cisco Unity Connectionで遭遇す
る問題の解決に役立ちます。お使いの Unity Connectionシステムで、このトラブルシューティ
ングガイドに記載されている症状が発生している場合は、推奨されるトラブルシューティング

手順を実行してください。しかし、症状がこのトラブルシューティングガイドに記載されてい

ない場合、または推奨されるトラブルシューティングでは問題が解決しない場合、この章に記

載されている手順を実行して、問題がSELinuxセキュリティポリシーに起因するかどうかを判
断してください。 (SELinuxは Unity Connectionサーバー上の Cisco Security Agent(CSA)を置き
換えました。)トレースを使用して、Unity Connectionに関連するさまざまな問題をトラブル
シューティングすることもできます。

CLIコマンドの詳細については、以下にある、該当する『CommandLine InterfaceReferenceGuide
for Cisco Unified Communications Solutions』を参照してください。

• Troubleshooting Cisco Unity Connection（1ページ）

Troubleshooting Cisco Unity Connection

診断トレースを使用したトラブルシューティング

診断トレースは、問題のトラブルシューティングを支援するツールとして使用できます。Cisco
Unity Connection Serviceabilityでは、トレースを有効にして Cisco Unity Connectionコンポーネ
ントのトラブルシューティングを行うことができます。 Cisco Unified Serviceabilityでは、ト
レースを有効にすることで、Cisco Unified Serviceabilityでサポートされているサービスのトラ
ブルシューティングを行うことができます。トレースを有効にすると、Real-Time Monitoring
Tool (RTMT)またはコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してトレースログファイ
ルにアクセスできます。
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Cisco Unity Connection Serviceabilityのトレース
Cisco Unity Connection Serviceabilityは、マイクロトレースとマクロトレースの両方を提供して
おり、これらは個別に、または任意の組み合わせで有効にすることができます。

Unity Connectionの特定のコンポーネントに関する問題のトラ
ブルシューティングに使用します。

Cisco Unity Connection
Serviceabilityマイクロトレース

Unity Connectionの機能全般に関するトラブルシューティング
に使用します。

Cisco Unity Connection
Serviceabilityマクロトレース

トレースを有効にすると、Real-Time Monitoring Tool (RTMT)またはコマンドラインインター
フェイス（CLI）を使用してトレースログファイルにアクセスできます。

選択された問題に対するマイクロトレース

Cisco Unity Connection Serviceabilityのマイクロトレースを使用すると、特定のUnity Connection
コンポーネントに関する問題をトラブルシューティングできます。表1は、特定の問題のトラ
ブルシューティングやトレースログの表示に必要な、さまざまな Cisco Unity Connection
Serviceabilityマイクロトレースに関する情報を提供します。（CiscoUnityConnectionServiceability
マイクロトレースの使用方法については、『Cisco Unity Connection Serviceabilityアドミニスト
レーションガイド、リリース 15』の「トレースの使用」の章を参照してください。ガイドは
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/serv_administration/guide/b_
15cucservag.htmlで入手できます。）

Cisco Unity Connection Serviceabilityのマイクロトレースを有効にすると、システムパフォーマ
ンスが低下します。トレース機能はトラブルシューティング目的でのみ有効にしてください。

（注）

表 1 : Cisco Unity Connection Serviceabilityマイクロトレース（特定の問題用）

トレースログのファイル名RTMTサービスを選択する設定するトレース問題領域

音声の問題

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

CML (すべてのレベル)TUI経由で添付ファイルを再
生する

diag_CuNotifier_*.uc接続通知機能

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

ConvSub（全レベル）

カレンダー連携に関する問題

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
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トレースログのファイル名RTMTサービスを選択する設定するトレース問題領域

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ。

CCL（レベル 10、11、
12、13）

カレンダーの統合

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

CsWebDav (レベル 10、
11、12、13)

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

diag_CuImapSvr_*.ucConnection IMAPサーバーCsWebDav（レベル 10
～13）

カレンダー連携（イベント通

知）

通話に関する問題

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

Arbiter（レベル 14、
15、16）

ルーティングルール

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

RoutingRules（レベル
11）

クライアントの問題

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

CML (すべてのレベル)Cisco Unified Personal
Communicatorクライアント
（IMAP関連の問題）

（表 1-2の「Cisco Unified
Personal Communicatorクライ
アント（IMAP関連の問
題）」も参照）

diag_CuNotifier_*.uc接続通知機能

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

CsMalUmss (すべてのレ
ベル)

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

diag_CuImapSvr_*.ucConnection IMAPサーバーCuImapSvr (すべてのレ
ベル)

diag_MTA_*.uc接続メッセージ転送エー

ジェント

MTA (すべてのレベル)
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3

Cisco Unity Connectionのトラブルシューティング

選択された問題に対するマイクロトレース



トレースログのファイル名RTMTサービスを選択する設定するトレース問題領域

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

CML (すべてのレベル)ViewMail for Outlook（メッ
セージの送受信）

（表 1-2の「ViewMail for
Outlook（メッセージの送受
信）」も参照）

diag_CuNotifier_*.uc接続通知機能

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

CsMalUmss (すべてのレ
ベル)

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

diag_CuImapSvr_*.ucConnection IMAPサーバーCuImapSvr (すべてのレ
ベル)

diag_MTA_*.uc接続メッセージ転送エー

ジェント

MTA (すべてのレベル)

diag_SMTP_*.ucConnection SMTPサーバーSMTP(すべてのレベル)

Unity Connection Clusterの問題

diag_CuSrm_*.ucConnectionサーバーロール
マネージャ

SRM (すべてのレベル)Unity Connectionクラスター
(ファイルレプリケーション
を除く)

diag_CuFileSync_*.ucConnection File SyncerCuFileSync（すべての
レベル）

Unity Connectionクラスタ
ファイルレプリケーション

外部メッセージストアの問題

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

CML (すべてのレベル)外部メッセージストア内の

メールにアクセスする

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

ファックスに関する問題

diag_MTA_*.uc接続メッセージ転送エー

ジェント

MTA (すべてのレベル)ファイルのレンダリング

diag_MTA_*.uc接続メッセージ転送エー

ジェント

MTA (すべてのレベル)SMTPメッセージは送信され
ません

diag_SMTP_*.ucConnection SMTPサーバーSMTP(すべてのレベル)SMTPサーバーがファックス
を誤処理する
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トレースログのファイル名RTMTサービスを選択する設定するトレース問題領域

LDAPの問題

diag_CuCmDbEventListener_*.ucConnectionCMデータベース
イベントリスナー

CuCmDbEventListenerLDAP同期

（表 1-3の「LDAP同期」も
参照）

メッセージの問題

diag_MTA_*.uc接続メッセージ転送エー

ジェント

MTA (すべてのレベル)ディスパッチメッセージ

（表 1-2の「ディスパッチ
メッセージ」も参照）

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

CML (すべてのレベル)IMAPメッセージ

（表 1-2の「IMAPメッセー
ジ」も参照） diag_CuNotifier_*.uc接続通知機能

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

CsMalUmss (すべてのレ
ベル)

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

diag_CuImapSvr_*.ucConnection IMAPサーバーCuImapSvr (すべてのレ
ベル)

diag_MTA_*.ucUnity Connectionメッセージ
転送エージェント

MTA (すべてのレベル)

diag_SMTP_*.ucConnection SMTPサーバーSMTP(すべてのレベル)
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トレースログのファイル名RTMTサービスを選択する設定するトレース問題領域

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

CML (すべてのレベル)メッセージの配信と取得

(表 1-2の「メッセージの配
信と取得」も参照) diag_CuNotifier_*.uc接続通知機能

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

CsMalUmss（レベル
10、14、18、22、23、
26）

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

diag_MTA_*.uc接続メッセージ転送エー

ジェント

MTA (すべてのレベル)

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

Notifier（レベル 6と 7
を除くすべてのレベ

ル）
diag_CuNotifier_*.uc接続通知機能

diag_SMTP_*.ucConnection SMTPサーバーSMTP(すべてのレベル)

diag_CuSysAgent_*.uc接続システムエージェントUmssSysAgentTasks（全
レベル）

diag_MTA_*.uc接続メッセージ転送エー

ジェント

MTA (すべてのレベル)メッセージ中継に関する問題

diag_SMTP_*.ucConnection SMTPサーバーSMTP(すべてのレベル)

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

CML (すべてのレベル)NDR

（表1-2の「NDR」も参照）

diag_CuNotifier_*.uc接続通知機能

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

CuCsMgr（全レベル）
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トレースログのファイル名RTMTサービスを選択する設定するトレース問題領域

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

CuCsMgr（全レベル）通知未送信

（表1-2の「通知未送信」も
参照） diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ

ンマネージャ

Notifier（レベル 6と 7
を除くすべてのレベ

ル）
diag_CuNotifier_*.uc接続通知機能

diag_CuNotifier_*.uc接続通知機能通知機能（レベル 6と
7を除くすべてのレベ
ル）

SMTP/HTML通知/インテリ
ジェント通知

diag_SMTP_*.ucConnection SMTPサーバーSMTP(すべてのレベル)

diag_CuSysAgent_*.uc接続システムエージェントUmssSysAgentTasks（全
レベル）

セキュアメッセージの保存期

間

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

Notifier（レベル 6と 7
を除くすべてのレベ

ル）

SMS通知

diag_CuNotifier_*.uc接続通知機能

ネットワークの問題

diag_CuReplicator_*.ucConnectionDigital Networking
Replication Agent

CuReplicatorサイト内ネットワーキングの

レプリケーション

（表1-2の「サイト内ネット
ワーキングのレプリケーショ

ン」も参照）

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

フィーダー（レベル

00、01、02、03）
サイト間ネットワークのレプ

リケーション

diag_CuSysAgent_*.uc接続システムエージェントFeedReader（レベル
00、01、02、03、10、
14）

diag_CuSysAgent_*.uc接続システムエージェントFeedReader（レベル
00、01、02、03、10、
14）

HTTPネットワーキング

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

Feeder（レベル 00、
01、02、03）
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トレースログのファイル名RTMTサービスを選択する設定するトレース問題領域

diag_MTA_*.uc接続メッセージ転送エー

ジェント

MTA (すべてのレベル)VPIMメッセージ配信

（表 1-2の「VPIMメッセー
ジ配信」も参照） diag_SMTP_*.ucConnection SMTPサーバーSMTP(すべてのレベル)

個人通話転送規則に関する問題

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

CCL（レベル 10、11、
12、13）

カレンダー情報へのアクセス

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

CsWebDav (レベル 10、
11、12、13)

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

ConvSub（全レベル）電話でパーソナル着信転送

ルールを設定する

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

ConvRoutingRules（全
レベル）

ルールが有効になっている

ユーザーへの呼び出し時の

ルール処理
diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ

ケーション

RulesEngine（すべての
レベル）

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

CDE (すべてのレベル)ルール関連の会話

電話ビューの問題

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

PhoneManager（全レベ
ル）

Phone View

問題を報告する

diag_CuReportDataHarvester_*.uc接続レポート Data HarvesterReportDataHarvester（全
レベル）

レポートにおけるデータ収集

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

CuService（全レベル）レポートの表示

RSSフィードの問題
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トレースログのファイル名RTMTサービスを選択する設定するトレース問題領域

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

RSS (すべてのレベル)音声メッセージの RSS
フィードへのアクセス

SNMPに関する問題

diag_CuSnmpAgt_*.ucConnection SNMP AgentCuSnmpAgt（全レベ
ル）

SNMP

SpeechViewの文字起こしに関する問題

diag_MTA_*.uc接続メッセージ転送エー

ジェント

SttClient (すべてのレベ
ル)

SpeechView文字変換

diag_SttService_*.ucConnection SpeechView
Processor

SttService (すべてのレ
ベル)

diag_SMTP_*.ucConnection SMTPサーバーSMTP(すべてのレベル)

diag_MTA_*.uc接続メッセージ転送エー

ジェント

MTA (レベル 10、11、
12、13)

diag_CuSysAgent_*.uc接続システムエージェントSysAgent (レベル 10、
11、12、16)

diag_CuNotifier_*.uc接続通知機能Notifier (レベル 16、
21、25、30)

通知デバイスに文字起こしを

送信する

テストボタン（外部サービスおよび外部サービスアカウント）に関する問題

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

CuESD（全レベル）テストボタン (外部サービス
診断ツール)

ウェブ受信トレイの問題

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

VMREST(すべてのレベ
ル)

Representational State Transfer
(REST) APIとのやり取り

Jabberボイスメールの問題
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トレースログのファイル名RTMTサービスを選択する設定するトレース問題領域

localhost_access_log.txtCisco Tomcatデフォルトで有効に

なっているため、該当

しません。

Jabberボイスメール

request.log[Connection Jetty]デフォルトで有効に

なっているため、該当

しません。

diag_CuNotifier_*.uc接続通知機能Notifier（レベル 18お
よび 21）

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

Cuca

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

VMREST

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

トラップ - (全レベル)ビジュアルボイスメールの問

題

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

VMREST(すべてのレベ
ル)

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

Arbiter -（レベル 12～
17）

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

CDE-04 - <13-17>

diag_CuCsMgr_*.ucCuConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

MiuCall -（すべてのレ
ベル）

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

MiuGeneral - (全レベル)

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

MiuIO - <11-15>

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

MiuMethod - (全レベル)

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

MiuSIP - (全レベル)

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

MiuSIPStack - (全レベ
ル)

diag_CuMixer_*.ucConnection Mixerミキサー - (全レベル)
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トレースログのファイル名RTMTサービスを選択する設定するトレース問題領域

Cisco Smart Softwareライセンシングの問題

diag_CuSlmSvr_*.ucConnection Smart License
Managerサーバー

CuSlmSvr（全レベル）ライセンス

テナントパーティショニングの問題

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

Cucaテナントのパーティショニン

グ

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

VMREST(すべてのレベ
ル)

ビデオ挨拶に関する問題

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

CDE（レベル 1、10～
17、20、21）

ビデオグリーティング

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

ConvSub（レベル 01～
05）

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

MiuIO（レベル 11～
13、25、27）

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

Miu Sip/Miu Sip Stack
（すべてのレベル）

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

MiuMethods/MiuCall
（全レベル）

diag_CuMixer_*.ucConnection MixerMixer（レベル 01～
04）

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

動画（レベル 10と
11）

SAML SSOの問題
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トレースログのファイル名RTMTサービスを選択する設定するトレース問題領域

ssosp*.log

ssoApp.log

Cisco Tomcat

Cisco Tomcatセキュリティ

Cisco SSO

SAML SSOログをアク
ティベートするための

CLIコマンド：

admin: set samltrace level
<trace-level>

ここで

トレースレベルは、

BEBUG、INFO、
WARNING、ERROR、
または FATALのいず
れかです

トレースレベルを確認

するための CLIコマン
ド：

admin: show samltrace
level

SAML SSO

その他の問題

diag_CuMbxSync_*.ucConnectionメールボックス
同期

CsMbxSyncUnity Connectionと Exchange
間の同期トレース

diag_CuGSuiteSyncSrv_*.ucConnection G Suite同期サー
ビス

CuGSuiteSyncSrvUnity Connectionと Gmail
サーバー間の同期トレース

diag_CuMbxSync_*.ucConnectionメールボックス
同期

CsEwsMbxSync診断における
Exchange EWS呼び出し

[Connection Jetty]EWSNotifyJettyウェブサービス診断に
おける EWS通知

diag_CuMbxSync)_*.uc接続メールボックス同期CsWebDavExchange 2003 WebDAVプロ
トコル診断

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

CuEsdConnection外部サービスのア
クティビティ

diag_CuMta_*.uc接続メッセージ転送エー

ジェント

MTAConnectionでのメッセージの
保存

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

CucaUMサービスおよびUMユー
ザーページ用の CUCAのテ
ストボタン

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
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トレースログのファイル名RTMTサービスを選択する設定するトレース問題領域

diag_CuMbxSync_*.ucConnectionメールボックス
同期

MbxLocator自動検出機能の診断

diag_DbEventPublisher_*.ucConnectionDBイベントパブ
リッシャー

DBEventMbxSyncQおよび
EWSNotiftQイベント

PIN同期の問題

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

AxlAccess (レベル 00、
01)

PIN同期の問題

diag_Tomcat_*.ucTomcatログ一括管理ツール(すべて
のレベル)

diag_Tomcat_*.ucTomcatログCiscoPCA (レベル
00,01,02,13)

diag_Tomcat_*.ucTomcatログCuca（すべてのレベ
ル）

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

CuCsMgr（レベル 10）

diag_Tomcat_*.ucTomcatログVMREST(すべてのレベ
ル)

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

CDL（レベル10および
11）

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

ConvSub（レベル 01、
03、04、05）

選択された問題に対するマクロトレース

Cisco Unity Connection Serviceabilityのマクロトレースを使用すると、事前に選択された一連の
マイクロトレースを使用して、Unity Connectionの機能の一般的な領域のトラブルシューティ
ングを行うことができます。

表1-2には、選択した問題のトラブルシューティングやトレースログの表示に必要なCiscoUnity
Connection Serviceabilityマクロトレースの情報が記載されています。（Cisco Unity Connection
Serviceabilityマクロトレースの使用方法については、『Cisco Unity Connection Serviceabilityア
ドミニストレーションガイド、リリース15』の「トレースの使用」の章を参照してください。
ガイドは https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/serv_administration/
guide/b_15cucservag.htmlで入手できます。）
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Cisco Unity Connection Serviceabilityのマクロトレースを有効にすると、システムパフォーマン
スが低下します。トレースはトラブルシューティング目的でのみ有効にしてください。

（注）

表 2 : Cisco Unity Connection Serviceabilityマクロトレース（特定の問題用）

トレースログのファイル名選択する RTMTサービス設定するトレース問題箇所

音声の問題

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

メディア（Wave）ト
レース

音質

diag_CuMixer_*.ucConnection Mixer

通話に関する問題

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

コール制御（Miu）ト
レース（マクロトレー

スを展開して SIPまた
は SCCPを選択）

コール制御

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

通話フロー診断コールフロー

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

コール制御（Miu）ト
レース（マクロトレー

スを展開して SIPまた
は SCCPを選択）

ViewMail for Outlook（電話で
の録音または再生）

クライアントの問題

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

通話フロー診断Cisco Unified Personal
Communicatorクライアント
（IMAP関連の問題）

（表 1-1の「Cisco Unified
Personal Communicatorクライ
アント（IMAP関連の問
題）」も参照）

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
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トレースログのファイル名選択する RTMTサービス設定するトレース問題箇所

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

通話フロー診断ViewMail for Outlook（メッ
セージの送受信）

（表 1-1の「ViewMail for
Outlook（メッセージの送受
信）」も参照）

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

ViewMail for Outlook

diag_CuImapSvr_*.ucConnection IMAPサーバー

diag_MTA_*.uc接続メッセージ転送エー

ジェント

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

diag_Tomcat_*.uc[Connection REST Service]

diag_CuMbxSync_*.ucConnectionメールボックス
同期

Cisco Unity Connection Serviceabilityの問題

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

Connection Serviceability
Webサービス

Cisco Unity Connection
Serviceability

会話の問題

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

通話トレースConversations

メッセージの問題

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

通話フロー診断ディスパッチメッセージ

（表1-1の「ディスパッチ
メッセージ」も参照）

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

通話フロー診断IMAPメッセージ

（表 1-1の「IMAPメッセー
ジ」も参照）
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トレースログのファイル名選択する RTMTサービス設定するトレース問題箇所

diag_MTA_*.uc接続メッセージ転送エー

ジェント

メッセージ追跡トレー

ス

メッセージの配信と取得

（表1-1の「メッセージの配
信と取得」も参照） diag_CuSysAgent_*.uc接続システムエージェント

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

diag_Tomcat_*.ucConnection Tomcatアプリ
ケーション

diag_CuImapSvr_*.ucConnection IMAPサーバー

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

通話フロー診断NDR

（表1-1の「NDR」も参照）

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

その他の通知問題のト

レース（マクロトレー

スを展開して SIPまた
は SCCPを選択してく
ださい）

通知未送信

（表1-1の「通知未送信」も
参照） diag_CuNotifier_*.uc接続通知機能

diag_CuMbxSync_*.ucConnectionメールボックス
同期

シングルインボックス

トレース

ユニファイドメッセージング

でメッセージが同期されてい

ません

MWIの問題

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

MWIの問題に関するト
レース（マクロトレー

スを展開して SIPまた
は SCCPを選択してく
ださい）

MWI

diag_CuNotifier_*.uc接続通知機能

ネットワークの問題

diag_CuReplicator_*.ucConnectionDigital Networking
Replication Agent

デジタルネットワーキ

ング

サイト内ネットワーキングの

レプリケーション

（表1-1の「サイト内ネット
ワーキングのレプリケーショ

ン」も参照）

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

通話フロー診断VPIMメッセージ配信

（表 1-1の「VPIMメッセー
ジ配信」も参照）
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トレースログのファイル名選択する RTMTサービス設定するトレース問題箇所

起動時の問題

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

Unity起動Unity Connectionの起動に失
敗する

diag_CuNotifier_*.uc接続通知機能

テキスト読み上げに関する問題

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

通話制御（MIU）ト
レース（マクロトレー

スを展開して SIPまた
は SCCPを選択してく
ださい）

音声合成

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

メディア（Wave）ト
レース

diag_CuMixer_*.ucConnection Mixer

diag_CuCsMgr_*.ucConnectionカンバセーショ
ンマネージャ

テキスト読み上げ

（TTS）トレース

マイクロトレースまたはマクロトレースの使用

CiscoUnityConnection Serviceabilityのマイクロトレースまたはマクロトレースを使用してUnity
Connectionの問題をトラブルシューティングする場合は、まずCiscoUnityConnectionServiceability
で該当するトレースを有効にする必要があります。その後、リアルタイム監視ツール（RTMT）
またはコマンドラインインターフェース（CLI）を使用して、トレースによって生成されたロ
グを収集および表示できます。

マイクロトレースまたはマクロトレースの有効化とトレースログの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unity Connection Serviceabilityの [トレース
（Trace）]メニューで、次のいずれかを実行しま
す。

ステップ 1 • [マイクロトレース（Micro Traces）]を選択
し、マイクロトレースを有効にします。

• [マクロトレース（Macro Traces）]を選択し、
マクロトレースを有効にします。

[マイクロトレース（MicroTraces）]または [マクロ
トレース（Macro Traces）]ページの、[サーバー

ステップ 2

（Server）]フィールドで、Unity Connectionサー
バーの名前を選択し、[実行（Go）]を選択します。

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
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目的コマンドまたはアクション

次のいずれかを実行します。ステップ 3 •マイクロトレースフィールドで、設定するマイ
クロトレースを選択し、[Go]を選択します。

•有効にするマクロトレースのチェックボックス
をオンにします。

マイクロトレースまたはマクロトレースの下で、

設定するマイクロトレースまたはマクロトレース

ステップ 4

レベルのチェックボックスをオンにして、保存を

選択します。

問題を再現します。ステップ 5

コマンドラインインターフェース（CLI）を使用し
て、トレースログファイルにアクセスできます。

トレースログファイルを収集するには、リアルタ

イム監視ツール（RTMT）を起動します。詳細な
ステップ 6

詳細については、手順については、該当する『Cisco Unified Real-Time
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.htmlMonitoring Toolアドミニストレーションガイド』
にある該当する『Cisco Unified Communicationsの「Trace and Log Centralの操作」の章を参照して
Solutionsのコマンドラインインターフェイスリ

ファレンスガイド』を参照してください。
ください。このガイドは
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.html
で入手できます。

RTMTで、[システム]メニューからツール > >
トレーストレース&ログセントラルを選択します。

ステップ 7

[Trace & Log Central]のツリー階層で、[ファイルを
収集する（CollectFiles）]をダブルクリックします。

ステップ 8

「CUCサービス/アプリケーションの選択」タブ
で、該当するサービスのチェックボックスをオン

にして、「次へ」を選択します。

ステップ 9

「システムサービス/アプリケーションの選択」タ
ブで、「次へ」を選択します。

ステップ 10

[収集時間（Collection Time）]グループボックス
で、トレースを収集する期間を指定します。

ステップ 11

[ファイルのダウンロード（Download File）]オプ
ショングループボックスで、トレースのダウン

ロードに使用するオプションを指定します。

ステップ 12

[Finish]を選択します。ステップ 13

収集したトレースファイルを表示するには、トレー

ス収集機能のローカルブラウズオプションを使用

します。

ステップ 14
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目的コマンドまたはアクション

Cisco Unity Connection Serviceabilityで、ステップ 3
およびステップ 4で有効にしたトレースを無効に
して、[保存（Save）]を選択します。

ステップ 15

Traces in Cisco Unified Serviceability

選択された問題のトレース

Cisco Unified Serviceabilityのトレース機能を使用すると、特定の問題をトラブルシューティン
グできます。トレースを有効にすると、リアルタイム監視ツール（RTMT）またはコマンドラ
インインターフェイス（CLI）を使用してトレースログファイルにアクセスできます。

表 1-3には、選択した問題のトラブルシューティングやトレースログの表示に必要な Cisco
Unified Serviceabilityトレースの情報が記載されています。（Cisco Unified Serviceabilityトレー
スの使用方法の詳細については、

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.htmlにある該当する
『Cisco Unified Serviceabilityアドミニストレーションガイド』の「トレース」の章を参照して
ください。）

CiscoUnifiedServiceabilityのトレースを有効にすると、システムパフォーマンスが低下します。
トレースはトラブルシューティング目的でのみ有効にしてください。

（注）

表 3 :特定の問題に対する Cisco Unified Serviceabilityトレース

選択する RTMTサービス設定するトレース問題箇所

Cisco DRF Local Cisco DRF MasterCisco DRF Local Cisco DRF
Master

バックアップと復元

Cisco DirSyncCisco DirSyncLDAP同期

Cisco CallManagerレルムCiscoCCMRealmWeb Serviceウェブアプリケーションへのサインイン

トレースを使用した問題のトラブルシューティング

Cisco Unity Connectionの問題をトラブルシューティングするために Cisco Unified Serviceability
トレースを使用する場合は、まず Cisco Unified Serviceabilityで該当するトレースを有効にする
必要があります。その後、Real-Time Monitoring Tool (RTMT)またはコマンドラインインター
フェイス（CLI）を使用して、トレースによって生成されたログを収集および表示できます。
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Cisco Unified Serviceabilityのトレースを有効にしてトレースログを表示する

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityで、[トレース]メニューの [トラブルシューティングトレース設定]を選択し
ます。

ステップ 2 トラブルシューティングトレース設定ページで、ディレクトリサービスの下の、有効にするトレースの

チェックボックスをオンにして、[保存]を選択します。

ステップ 3 問題を再現します。

ステップ 4 トレースログファイルを収集するには、Real-Time Monitoring Tool (RTMT)を起動します。詳細な手順に
ついては、該当する『Cisco Unified Real-Time Monitoring Toolアドミニストレーションガイド』の「Trace
and Log Centralの操作」の章を参照してください。このガイドは
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.htmlで入手できます。

コマンドラインインターフェース（CLI）を使用して、トレースログファイルにアクセスできます。詳
細については、http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.htmlにある該当す
る『Cisco Unified Communications Solutionsのコマンドラインインターフェイスリファレンスガイド』
を参照してください。

ステップ 5 RTMTで、[システム]メニューからツール > > トレーストレース &ログセントラルを選択します。

ステップ 6 [Trace & Log Central]のツリー階層で、[ファイルを収集する（Collect Files）]をダブルクリックします。

ステップ 7 「CUCサービス/アプリケーションの選択」タブで「次へ」を選択します。

ステップ 8 「システムサービス/アプリケーションの選択」タブで、該当するサービスのチェックボックスをオンに
して、「次へ」を選択します。

ステップ 9 [収集時間（Collection Time）]グループボックスで、トレースを収集する期間を指定します。

ステップ 10 [ファイルのダウンロード（Download File）]オプショングループボックスで、トレースのダウンロード
に使用するオプションを指定します。

ステップ 11 [Finish]を選択します。

ステップ 12 収集したトレースファイルを表示するには、トレース収集機能のローカルブラウズオプションを使用し

ます。

ステップ 13 Cisco Unity Connection Serviceabilityで、手順 2で有効にしたトレースを無効にし、保存を選択します。
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第 2 章

トラブルシューティングユーティリティ

•文法統計ツール（21ページ）
• Cisco Unity Connection Serviceability（22ページ）
•タスク管理ツール（22ページ）
• Cisco音声テクノロジーグループサブスクリプションツール（23ページ）
• Real-Time Monitoring Tool（23ページ）
• Cisco Unified Serviceability（24ページ）
•リモートデータベース管理ツール（24ページ）
• Cisco Utilities Database Link for Informix (CUDLI)（25ページ）
•リモートポートステータスモニタ（25ページ）
•アプリケーション監査ログ（25ページ）
•ネットワークアナライザー（26ページ）
•システム復元ツール（26ページ）

文法統計ツール
[文法統計（Grammar Statistics）]ツールは、Unity Connection音声認識カンバセーションで、シ
ステム上のオブジェクトの名前（たとえば、ユーザー名と代替名、配信リスト名、など）と発

信者の発声を照合するために使用される動的な名前文法に関する情報を表示します。管理者が

Unity Connectionシステムで名前を追加または変更する場合、名前は文法でコンパイルされる
まで、音声認識カンバセーションで認識されません。

ツールは、各名前文法に対して、文法の再コンパイルの終了時刻、文法の一意のアイテムの合

計数、文法に対する保留中の更新があるかどうか、文法が現在処理中かどうかなどの情報を表

示します。

デフォルトでは、管理者がシステムの名前付きオブジェクトを追加するか、オブジェクト名を

変更するとき（一括操作が進行中の場合を除きます。この場合、Unity Connectionは文法を再
コンパイルする前に、操作が完了するまで 10分間待機します）、または 1分間に 5件以上の
変更が要求された場合、Unity Connectionは文法を再コンパイルします。混雑時に名前文法の
再コンパイルプロセスが Unity Connectionサーバーのパフォーマンスに影響を与えるところま
で文法が増大した場合、デフォルトの音声認識更新スケジュール (Cisco Unity Connectionの管
理の [システム設定] > [スケジュール])を次のように変更できます。Unity Connection音声認識

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
21



トランスポートユーティリティが音声認識の名前文法を自動的に再構築できる時間と曜日を制

限します。デフォルトでは、このスケジュールのすべての日時がアクティブになります。スケ

ジュールを変更するが、スケジュールがアクティブでない間にスケジュールを上書きし、すべ

ての文法の即時再コンパイルを強制する場合、または一括操作が開始された後の 10分間の待
機期間中に再コンパイルを強制する場合、[文法統計（GrammarStatistics）]ツールの [文法の再
構築（Rebuild Grammars）]ボタンを選択できます。

Cisco Unity Connection Serviceability
UnityConnection用のウェブベースのトラブルシューティングツールであるCiscoUnityConnection
Serviceabilityは次の機能を提供します。

•トラブルシューティングに使用できる Unity Connectionアラーム定義を表示する。

• Unity Connectionトレースを有効にする Real-Time Monitoring Tool (RTMT)でトレース情報
を収集して表示できます。

• Unity Connectionトレース情報が保存されるログを設定します。

• Unity Connectionクラスターが構成されている場合、Unity Connectionサーバーのサーバー
状況を表示および変更する。

• Unity Connection機能サービスの状況を表示する。

• Unity Connectionサービスをアクティブ化、非アクティブ化、開始、および停止する。

•さまざまなファイル形式で表示できるレポートを生成する。

関連するサービスとコンポーネントに応じて、CiscoUnityConnection ServiceabilityおよびCisco
Unified Serviceabilityの両方で保守関連のタスクを完了することができます。たとえば、問題
をトラブルシューティングするために、サービスを開始および停止し、アラームを表示し、両

方のアプリケーションでトレースを設定する必要がある場合があります。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/serv_
administration/guide/b_15cucservag.htmlにある『Cisco Unity Connection Serviceabilityアドミニス
トレーションガイド、リリース 15』を参照してください。

タスク管理ツール
タスク管理ページには、Unity Connectionが定期的なスケジュールで自動的に実行するさまざ
まなシステムメンテナンスおよびトラブルシューティングのタスクが一覧表示されます。タス

クは、バックアップおよびアンチウイルススキャンと同時に実行できます。

各タスクのデフォルト設定とスケジュールは、機能性とパフォーマンスが最適化されていま

す。既定の設定とスケジュールは変更しないことをお勧めします。

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
22

トラブルシューティングユーティリティ

Cisco Unity Connection Serviceability

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/serv_administration/guide/b_15cucservag.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/serv_administration/guide/b_15cucservag.html


一部のタスクは Unity Connectionの機能にとって重要です。重要なタスクの頻度を無効にした
り変更したりすると、パフォーマンスに悪影響を及ぼしたり、Unity Connectionの機能が停止
したりする可能性があります。

注意

タスク管理ツールにアクセスする

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、ツールを展開します。

ステップ 2 [タスク管理]を選択します。

Cisco音声テクノロジーグループサブスクリプション
ツール

Cisco音声テクノロジーグループサブスクリプションツールを使用すると、Unity Connection
ソフトウェアの更新についてメールで通知を受けることができます。登録するには、

http://www.cisco.com/cgi-bin/Software/Newsbuilder/Builder/VOICE.cgiにある Cisco音声テクノロ
ジーグループサブスクリプションツールページに移動してください。

Real-Time Monitoring Tool
クライアント側アプリケーションとして実行される Real-Time Monitoring Tool (RTMT)は、
HTTPSおよびTCPを使用して、UnityConnectionのシステムパフォーマンス、デバイスステー
タス、デバイス検出、および CTIアプリケーションを監視します。システムの問題をトラブ
ルシューティングするために、RTMTは HTTPS経由でデバイスに直接接続できます。また、
RTMTは Unity Connectionのボイスメッセージポートを監視することもできます。

RTMTを使用すると、次の作業を実行できます。

•システムの状態に焦点を当てた一連の事前定義された管理オブジェクトを監視します。

•オブジェクトの値がユーザー設定のしきい値を超えるか下回る場合に、メールの形式でさ
まざまなアラートを生成します。

•トレースを収集し、RTMTに存在するさまざまなデフォルトビューアで表示する。

• SysLogビューアで syslogメッセージとアラーム定義を表示する。

•パフォーマンス監視カウンターを使用する。
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• Unity Connectionのボイスメッセージポートを監視する。 Unity Connectionクラスタが構
成されている場合、RTMTの複数のインスタンスを開いて、Unity Connectionクラスタの
各サーバーでボイスメッセージポートを監視できます。

詳細については、http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.html
にある『Cisco Unified Real-Time Monitoring Toolアドミニストレーションガイド』を参照して
ください。

Cisco Unified Serviceability
Unity Connection用のウェブベースのトラブルシューティングツールである Cisco Unified
Serviceabilityは次の機能を提供します。

•トラブルシューティングのためにアラームとイベントを保存し、アラームメッセージの定
義を提供します。

•トラブルシューティングのために様々なログファイルにトレース情報を保存します。

• [サービスのアクティベーション（Service Activation）]ウィンドウを通じて、オンまたは
オフにしたり、表示したりできる機能サービスを提供する。

•機能およびネットワークサービスを開始および停止するためのインタフェースを提供しま
す。

•日次レポート（アラートサマリーやサーバー統計レポートなど）を生成し、アーカイブし
ます。

•システム内のスレッドとプロセスの数をモニタリングします。キャッシュを使用してパ
フォーマンスを向上させます。

関連するサービスとコンポーネントに応じて、あなたは Cisco Unified Serviceabilityと Cisco
UnityConnection Serviceabilityの両方でServiceability関連のタスクを完了することができます。
たとえば、問題をトラブルシューティングするために、サービスを開始および停止し、アラー

ムを表示し、両方のアプリケーションでトレースを設定する必要がある場合があります。

リモートデータベース管理ツール
データベースプロキシを有効にすると、Cisco Unity Toolsウェブサイト
（http://ciscounitytools.com）から入手できる一部のWindowsベースのリモートデータベース管
理ツールが使用できるようになります。Unity Connectionのリリース間に、ユーティリティの
更新が頻繁に投稿されます。
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サインアップしておくと、Cisco Unity Toolsウェブサイトにユーティリティが更新された際に
通知を受け取ることができます。 http://ciscounitytools.comに移動して、[ここからサインアップ
（Sign Up Here）]を選択します。

（注）

リモートデータベースアクセスの有効化の詳細については、『Cisco Unity Connectionのシステ
ム管理ガイド』の「ツール」の章の「リモート管理ツールのデータベースアクセスを有効にす

るhttps://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/administration/guide/b_15cucsag/
b_15cucsag_chapter_010010.html#ID-2418-00000470」のセクションを参照してください。リリー
ス 15は https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/administration/guide/b_
15cucsag.htmlから入手できます。

Cisco Utilities Database Link for Informix (CUDLI)
Infomix版 Cisco Utilities Database Link（CUDLI）ツールを使用すると、Unity Connectionデータ
ベース内を移動し、特定のテーブルまたは列にあるデータの目的を確認し、データベース内の

参照先オブジェクト間を移動することができます。また、ストアドプロシージャも表示し、

カスタムクエリビルダも含みます。

http://www.ciscounitytools.com/Applications/CxN/CUDLI/CUDLI.htmlにあるツールをダウンロー
ドし、トレーニングビデオとヘルプを確認してください。

リモートポートステータスモニタ
リモートポートステータスモニタ（rPSM）は、Unityの各音声メッセージングポートのアク
ティビティをリアルタイムビューで表示し、会話フローやその他の問題のトラブルシューティ

ングを支援します。

http://www.ciscounitytools.com/Applications/CxN/PortStatusMonitorCUC7x/PortStatusMonitorCUC7x.html
にあるツールをダウンロードし、トレーニングビデオとヘルプを確認してください。

アプリケーション監査ログ
アプリケーション監査ログは、Cisco Unity Connection Administration、Cisco Personal
Communications Assistant、Cisco Unity Connection Serviceability、Cisco Unified Serviceability、
Real-Time Monitoring Tool (RTMT)、およびコマンドラインインターフェイス (CLI)の構成と管
理上の変更をレポートします。また、REST APIを使用する Unity Connectionクライアントの
ユーザー認証イベントを報告し、Cisco Unity Connection Provisioning Interface（CUPI）または
Diagnostic Portal API（RTMTの分析マネージャで使用される）Diagnostic Portal APIを使用する
クライアントの API呼び出しを報告します。

アプリケーション監査ログはデフォルトで有効になっています。監査管理者のロールを持つ

ユーザーは、Cisco Unified Serviceabilityの [ツール（Tools）] > [監査ログ設定（Audit Log
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Configuration）]ページで監査を設定できます。 (デフォルトでは、インストール中に作成され
たアプリケーション管理アカウントに監査管理者ロールが割り当てられます。) Cisco Business
Editionの場合、[監査ログ設定]ページの設定では、Cisco Unified Communications Managerコン
ポーネントの監査もコントロールします。

監査管理者ロールを持つユーザーは、リアルタイム監視ツールを使用して監査ログにアクセス

できます。 Trace and Log Centralで、[システム] > [監査ログ] > [ノード]に移動します。ノード
を選択したら、別のウィンドウに [システム（System）] > [Cisco監査ログ（Cisco Audit Logs）]
が表示されます。アプリケーション監査ログは、AuditAppフォルダに保存されます。 Unity
Connectionクラスタでは、パブリッシャとサブスクライバはそれぞれ別のアプリケーション監
査ログを持ち、適切なノードを選択することで到達できます。

データベースとオペレーティングシステムの監査ログは Unity Connectionでも利用できます
が、デフォルトでは無効になっています。監査ログの詳細については、

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.htmlにある、該当する
『Cisco Unified Serviceabilityアドミニストレーションガイド』の「監査ログを設定する」の章
を参照してください。

ネットワークアナライザー
ネットワークアナライザーは、管理者がネットワークの状態を分析し、ネットワークトポロ

ジの視覚的な表現を通してすべてのノードを監視するためのツールです。また、管理者がツー

ル自体を使用して HTTP(S)ネットワークのデータを同期することも可能にします。

ネットワークアナライザの詳細については、次の場所にあるネットワークアナライザのドキュ

メントを参照してください http://www.ciscounitytools.com/Applications/General/NetworkAnalyzer/
Help/ConnectionNetworkAnalyzer.htm。

システム復元ツール
システムの復元ツールに関する問題を診断するには、/common/RestorePoints/recentのパスに作
成された ERRORS.logファイルを参照してください。また、diag_CuSysAgent.ucログを使用し
て、システム復元 sysagentタスクに関連する問題をトラブルシューティングすることもできま
す。このセクションでは、システムの復元ツールの使用中に発生する可能性のあるエラーにつ

いてさらに説明します。

復元ポイントの作成中のデータベースエラー

CLIから復元ポイントを作成している間に「データベースがオンラインではありません」とい
うエラーが発生する場合は、システムを再起動してデータベースを正常に戻します。
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インデックス検証のエラー

インデックス検証に関連する次のエラーのいずれかまたはすべてが ERROR.logファイルに記
録されている場合は、破損したインデックスを削除して再作成してください。

•エラー：TBLスペースの説明に不正なキー情報があります。

•エラー：unitymbxdb1:informix.tbl_messageのインデックス
ix_tbl_message_messageobjectidtypepriorityにエラーがあります。
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第 3 章

Cisco Unity Connectionデプロイメントのト
ラブルシューティング

•インストールの問題のトラブルシューティング（29ページ）
•アップグレードの問題のトラブルシューティング（30ページ）
• SELinuxの問題のトラブルシューティング（31ページ）

インストールの問題のトラブルシューティング
Cisco Unity Connectionのインストール中にエラーが発生した場合は、次の操作を行ってくださ
い。

• CiscoUnityConnection 15でサポートされているプラットフォームのリストに記載されてい
るプラットフォーム要件を満たしているかどうかを確認します https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/supported_platforms/b_15cucspl.html。

• https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/requirements/b_
15cucsysreqs.htmlの Cisco Unity Connectionリリース 15のシステム要件に記載されているソ
フトウェア要件を満たしていることを確認してください。

•サブスクライバーサーバーのインストール中、問題の原因がパブリッシャサーバーの
SELinuxモードにあるかどうかを確認します。「SELinuxの問題のトラブルシューティン
グ」の項を参照してください。

•インストールログを確認して問題を診断します。インストールログを収集するために、
CLIコマンドまたはRTMTを使用できます。CLIコマンドからログを収集する方法の詳細
については、該当する『Cisco Unified Communicationsソリューションコマンドラインイ
ンターフェイスリファレンスガイド』の「ファイルコマンド」の章の「fileget」セクショ
ンを参照してください。RTMTからログを収集する方法については、該当するCiscoUnified
Real-TimeMonitoringToolアドミニストレーションガイドの「トレースとログ」の章の「イ
ンストールログの収集」のセクションを参照してください。両方のガイドは、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
にあります。
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サブスクライバサーバーのインストール中にエラーが発生した場

合、サブスクライバサーバーのインストールログを確認して、

問題のトラブルシューティングを行うことができます。

（注）

•問題を解決できない場合は、Cisco TACに連絡してください。

アップグレードの問題のトラブルシューティング
Unity Connectionのあるバージョンから別のバージョンにアップグレードする際に直面する可
能性がある問題を以下に示します。

•バージョン切替失敗：Unity Connection 8.6から新しいバージョンへのアップグレードの一
環としてのバージョンの切り替えの失敗をトラブルシューティングするには、問題の原因

が SELinuxセキュリティポリシーであるかどうかを確認します。詳細は、 SELinuxの問
題のトラブルシューティングセクションを参照してください。アップグレードの失敗の

インストールログを確認することもできます。インストールログの収集方法の詳細につ

いては、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
にある、該当する『Command Line Interface ReferenceGuide for CiscoUnified Communications
Solutions』および『Cisco Unified Real-Time Monitoring Toolアドミニストレーションガイ
ド』を参照してください。

アップグレード前のCLIを実行して、システムがアップグレード
に適しているかどうかを確認してください。

（注）

アップグレード後のロケールの問題のトラブルシューティング

アップグレード後にロケールに関連する問題が発生した場合は、次の操作を行ってください。

手順

ステップ 1 ロケールがインストールされているかどうかを確認するには、showcuc localesCLIコマンドを使用します。

ステップ 2 Cisco Unity Connection Administrationで、[ユーザー（Users）] > [ユーザー（Users）]に移動し、ロケールが
正しく表示されないユーザーを選択します。

ステップ 3 言語のドロップダウンリストで正しい言語が選択されていることを確認します。

ステップ 4 [保存]をクリックして設定を適用します。
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SELinuxの問題のトラブルシューティング

手順

ステップ 1 Unity Connectionサーバー上の SELinuxのステータスを確認するには、コマンドラインインターフェース
（CLI）utils os secureステータスを実行します。

ステップ 2 SELinuxが強制モードの場合、CLIコマンド utils os secure permissiveを実行して、Unity Connectionサーバー
を許可モードにします。

ステップ 3 SELinuxを許可モードで使用して、症状の再現を試みます。再現可能な場合、SELinuxが原因ではありま
せん。

ステップ 4 症状に再現性がない場合は、CiscoTACに連絡する前に、以下の手順を実行してログを収集してください。

a) sFTPサーバー上にテストディレクトリを作成し、その場所に監査ログ診断ファイルを保存します。
b) CLIコマンド utils os secure enforceを実行して、Unity Connectionサーバーを強制モードにします。
c) シンプトムの作成を再度試みてください。
d) 監査ログ診断ファイルを作成するには、CLIコマンド utils create report securityを実行します。このコ
マンドにより、診断ファイル「security-diagnostics.tar.gz」が作成されます。CLIコマンド file get activelog
syslog/security-diagnostics.tar.gzを実行して、ステップ 4(a)で作成した sFTPディレクトリに診断ファイ
ルをコピーします。

ステップ 5 Cisco TACにお問い合わせください。
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第 4 章

ユーザーおよび管理者アクセスのトラブル

シューティング

• Unity Connectionがキーを押しても反応しない（33ページ）
• Unity Connectionに発信するときにユーザーにサインインプロンプトまたは希望するプロ
ンプトが流れない（34ページ）

•管理者アカウントではCiscoUnityConnectionServiceabilityにサインインできない（36ペー
ジ）

•ユーザーアカウントが TUI/VUIインターフェースでロックされる（36ページ）
• Webアプリケーションでユーザーアカウントが無効化されている（37ページ）
•ビジュアルボイスメールでのサインインの問題のトラブルシューティング (ピンベース認
証) （37ページ）

•ビジュアルボイスメールのサインイン問題のトラブルシューティング (パスワードベース
の認証)（38ページ）

• Cisco Unity Connection AdministrationまたはCisco PCAから電話機の PINを更新中にエラー
メッセージが表示される（39ページ）

• AD同期後にユーザー表示名が更新されません（39ページ）
• Unity Connectionでウェブアプリケーションにアクセスできない（40ページ）

Unity Connectionがキーを押しても反応しない
SCCPを使用して Unity Connectionが Cisco Unified Communications Managerと統合されている
場合、UnityConnectionはキーの入力に応答しない場合があります。このような状況では、VoIP
ダイヤルピアゲートウェイを通して処理される場合、DTMF番号は認識されません。この問
題を回避するには、Cisco IOSソフトウェアバージョン12.0 (5)以降で利用可能なDTMFリレー
を有効にするように特定のゲートウェイを設定する必要があります。

H.245帯域外シグナリングを使用するCiscoIOSソフトウェアベースのゲートウェイでは、DTMF
リレーを有効にする必要があります。ただし、Catalyst 6000 T1/PRIおよび FXSゲートウェイ
では、DTMFリレーはデフォルトで有効になっています。

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
33



DTMFリレーを有効にする

手順

ステップ 1 Unity Connectionにサービスを提供する VoIPダイヤルピアで、次のコマンドを使用します。

dtmf-relay h245-alphanumeric

ステップ 2 Cisco Unified CMボイスメールポート番号に一致する宛先パターンを作成します。例えば、システムにボ
イスメールポート 1001から 1016がある場合、ダイヤルピア宛先パターン 10xxを入力します。

ステップ 3 Unity Connectionにサービスを提供する残りのすべての VoIPダイヤルピアに対して、手順 1と手順 2を繰
り返します。

次の作業

DTMF設定を確認する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）] > [ポートグループ
（Port Group）]に移動します。

ステップ 2 [ポートグループの検索]ページで、DTMF設定を確認するポートグループを選択します。

ステップ 3 [ポートグループの基本設定（PortGroupBasics）]ページで、[編集（Edit）] > [詳細設定（AdvancedSettings）]
に移動します。

ステップ 4 [高度な設定の編集]ページで、[DTMF KPMLを使用]および [DTMF RFC 2833を使用]チェックボックスが
選択されていることを確認します。

Unity Connectionに発信するときにユーザーにサインイン
プロンプトまたは希望するプロンプトが流れない

ユーザーが Unity Connectionに直接発信し、サインインプロンプトではなく、挨拶文または別
のプロンプトが予期せずに聞こえる場合、問題は次のいずれかが原因である可能性がありま

す。

•通話が [サインイン試行]ルール以外のダイレクト通話ルーティングルールに一致し、ルー
ルにより通話が [サインイン試行]カンバセーション以外の宛先に転送されました。
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• [サインインの試行]会話に通話を送信する通話ルーティングルールによって設定された検
索範囲で、通話の内線番号が見つかりません。

Unity Connectionは、通話がサインインの試みカンバセーションに達したときに、通話の検索
範囲を使用して、サインインしようとしているユーザーを識別します。ユーザーの内線番号が

検索スペースのメンバーでないパーティションにある場合、ルーティングルールによって通話

の検索範囲として割り当てられた検索スペース、Connectionは通話を最初のグリーティングに
ルーティングします。

この問題を解決するには、Cisco Unity Connectionの管理で直接通話ルーティングのルールを確
認し、通話を処理しているルールを特定し、ルールによって設定されている検索範囲を確認し

ます。 Arbiterマイクロトレース (レベル 14、15、16のコールルーティング)、ルーティング
ルールマイクロトレース (レベル 11ルールの作成/削除/評価)、CDEマイクロトレース (レベ
ル4検索スペース)を有効にすることもできます。 (トレースをオンにしてログを収集する方法
の詳細は、診断トレースを使用したトラブルシューティング（1ページ）のセクションを参
照してください。

Unity Connectionには、通話ルーティングの問題をトラブルシューティングするために使用で
きるポートステータスモニタツールも用意されています。問題のトラブルシューティングの

ためにポートステータスモニタツールを使用するには、次の操作を行います:

ポートステータスモニタを使用する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Tools http://ciscounitytools.comからポートステータスモニタをダウンロードしてインストールし
ます。

ステップ 2 CDE、ルーティング規則、ConvSub、PhaseServer、PhaseServertoMonitorトレースを有効にします。

ステップ 3 Cisco Unity Connection Administrationで、[システム設定（System Settings）] > [詳細（Advanced）] > [会話
（カンバセーション）]に移動します。

ステップ 4 [会話の構成]ページで、[リモートポート状況モニタの出力を有効にする]チェックボックスが選択されて
おり、サーバーへの接続に使用されているローカルマシンの IPアドレスが、[ポート状況の接続が許可さ
れる IPアドレス]で指定されていることを確認します。[出力を監視する (コンマ区切り)]テキストボック
ス

ステップ 5 PSM出力を分析して問題を診断します。
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管理者アカウントではCisco Unity Connection Serviceability
にサインインできない

パスワードの有効期限切れ、またはサインインに何回も失敗したために、デフォルトのアプリ

ケーション管理アカウントがロックされた場合、utils cuc reset passwordCLIコマンドを使用し
てパスワードをリセットし、アカウントのロックを解除します。

ユーザーアカウントが TUI/VUIインターフェースでロッ
クされる

問題の説明:

TUI/VUIインターフェースからボイスメールアカウントにアクセスすると、ユーザーには「あ
なたのアカウントはロックされて開けません。ヘルプが必要な場合は、システム管理者に連絡

してください」というメッセージが表示されます。

Resolution:

この問題を解決するには、次のいずれかの作業を行ってください。

• Cisco Unity Connection Administrationの [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）] >
[パスワード設定（Password Settings）]ページに移動し、[管理者がロックする（Locked
by Administrator）]チェックボックスをオフにしてユーザーアカウントのロックを解除し
ます。

• Cisco Unity Administrationの [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページに移
動し、[ボイスメールアプリケーションのアクセス（Voicemail Application Access）]を [ア
クティブ（Active）]に更新して、非アクティブなユーザーアカウントをアクティベート
します。

関連する診断トレース:

• CiscoSysLogにイベント「EvtSubAccLockedMaxHack」が含まれる場合、ユーザーのサイン
イン試行回数が上限に達していること、およびユーザーアカウントがロックされたことを

示します。

• CiscoSysLogにイベント「EvtSubAccountInactive」が含まれる場合、これはユーザーが
TUI/VUIインタフェースに事前に設定された日数以上アクセスしていないこと、そして
ユーザーアカウントが無効化されたことを確認します。
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Webアプリケーションでユーザーアカウントが無効化さ
れている

問題の説明:

Cisco PCA、Cisco Unity Connection Administration、ウェブ受信箱などの Cisco Unity Connection
ウェブインターフェイスにユーザーがアクセス中に「アカウントが無効化されました」という

エラーメッセージが表示される場合。

Resolution:

この問題を解決するには、Cisco Unity Administrationの [ユーザーの基本設定の編集（Edit User
Basics）]ページに移動し、[ボイスメールアプリケーションのアクセス（Voicemail Application
Access）]を [アクティブ（Active）]に更新して、非アクティブなユーザーアカウントをアク
ティベートします。

関連する診断トレース:

監査ログに「エイリアス <user alias>のユーザーは、最後の <configured no. of days>からログイ
ンしていないため、非アクティブとマークされました」が含まれる場合、ユーザーがTUI/VUI
インタフェースにアクセスし、それ以上ユーザーの非活動タイムアウト日数が事前に設定され

た日数を超え、ユーザーアカウントが無効になっていることが原因です。

ビジュアルボイスメールでのサインインの問題のトラブ

ルシューティング (ピンベース認証)
問題の説明:

ビジュアルボイスメール（VVM）にログインする際、ユーザーに「アカウントがロックされ
ています。管理者に連絡してアカウントをロック解除してください」というエラーメッセージ

が表示される場合。

Resolution:

この問題を解決するには、次のいずれかの作業を行ってください。

• Cisco Unity Connection Administrationの [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）] >
[パスワード設定（Password Settings）]ページに移動し、[管理者がロックする（Locked
by Administrator）]チェックボックスをオフにしてユーザーアカウントのロックを解除し
ます。

• Cisco Unity Administrationの [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページに移
動し、[ボイスメールアプリケーションのアクセス（Voicemail Application Access）]を [ア
クティブ（Active）]に更新して、非アクティブなユーザーアカウントをアクティベート
します。
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関連する診断トレース:

•監査ログに「Cisco Unity Connection VMWSへのログインに失敗しました」が含まれる場
合、これはユーザーがサインイン試行の最大試行回数を超えたことを確認し、ユーザーア

カウントがロックされています。

•監査ログに「userName<alias>のユーザーは非アクティブタイムアウトのため、非アクティ
ブです」が含まれる場合、これはユーザーの非アクティブタイムアウト期間が事前に設定

された日数を超えてユーザーがTUI/VUIインターフェースにアクセスしなかったことであ
り、ユーザーアカウントが無効になっています。

ビジュアルボイスメールのサインイン問題のトラブル

シューティング (パスワードベースの認証)
問題の説明:

ユーザーが有効なサインイン情報でビジュアルボイスメール（VVM）にログインする際に、
「有効なユーザー名とパスワードのペアを入力してください」というエラーメッセージを受け

取る場合。

Resolution:

この問題を解決するには、次のいずれかの作業を行ってください。

• Cisco Unity Connection Administrationの [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）] >
[パスワード設定（Password Settings）]ページに移動し、[管理者がロックする（Locked
by Administrator）]チェックボックスをオフにしてユーザーアカウントのロックを解除し
ます。

• Cisco Unity Administrationの [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページに移
動し、[ボイスメールアプリケーションのアクセス（Voicemail Application Access）]を [ア
クティブ（Active）]に更新して、非アクティブなユーザーアカウントをアクティベート
します。

関連する診断トレース:

監査ログには「VMRESTへのログインに失敗しました」が含まれています。これにより、ユー
ザーアカウントがロックされているか、非アクティブのタイムアウトにより無効になっている

ことがわかります。
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Cisco Unity Connection Administrationまたは Cisco PCAか
ら電話機の PINを更新中にエラーメッセージが表示され
る

Cisco Unity Connection Administrationまたは Cisco PCAから電話 PINを更新している間に、
「CUCMからの応答が正しくありません。理由：要求されたリソースが利用できません」と
いうエラーメッセージが表示された場合は、次を確認します。

• [AXLサーバーの編集（Edit AXL Servers）]ページで入力されたプライマリAXLサーバー
のユーザー名とパスワードが正しいことを確認します。

• AXLサーバーは稼働しています。

• [証明書のエラーを無視]チェックボックスがオンになっている。チェックボックスが選択
されていない場合、Unity ConnectionがAXLサーバーの証明書を正常に検証したことを確
認します。

PIN同期に関するその他の問題のトラブルシューティングについては、「CiscoUnityConnection
のトラブルシューティング」の章の「特定問題のマイクロトレース」の項を参照してくださ

い。

AD同期後にユーザー表示名が更新されません
ユーザーが Active Directoryから Unity Connectionに初めてインポートされると、ユーザーの表
示名が名と姓で形成されます。管理者が Active Directoryでユーザーの名と姓を変更すると、
ADの同期後にUnityConnectionでユーザーの表示名が自動的に更新されない場合があります。

この場合、CiscoUnityConnection管理のユーザー基本の編集ページから、または一括管理ツー
ル (BAT)を使用して、ユーザーの表示名を手動で更新する必要があります。

BATを通じてユーザーの表示名を更新するには、次の手順を実行します。

• Cisco Unity Connectionの管理から、 [ツール] >一括管理ツールの順に移動します。

• [一括管理ツール（Bulk Administration Tool）]ページのすべてのユーザーを CSVファイル
にエクスポートします。 CSVファイルには、エイリアス、内線、名など、ユーザー関連
のすべてのフィールドが含まれています。

•すべてのユーザーのエイリアス、名、姓の情報を新しい CSVファイルにコピーします。

• CSVファイルで、ユーザーの表示名の新しい列を作成し、名と姓で形成されたユーザーの
表示名の列を埋めます。

•一括管理ツールページで [更新 ]を選択し、すべてのユーザーの表示名を更新するための
CSVファイルをアップロードします。
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一括管理ツールの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/15/administration/guide/b_15cucsag.htmlにある『システムアドミニストレーショ
ンガイド』の「一括管理ツール」の章を参照してください。

Unity Connectionでウェブアプリケーションにアクセスで
きない

Unity Connectionのウェブアプリケーションにログインできない場合は、HAProxyサービスと
Tomcatサービスのステータスを確認してください。

1. 以下のタスクを実行して HAProxyサービスが実行中であることを確認し、必要に応じて
HAProxyサービスを再起動します。 Real-Time Monitoring Tool (RTMT)またはコマンドラ
インインターフェイス (CLI)のいずれかを使用します。

RTMTを使用する場合:

• Real-Time Monitoring Tool (RTMT)を起動します。

RTMTの使用の詳細については、『 Cisco Unified Real Time

Monitoring Toolアドミニストレーションガイド』(
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_
list.html)を参照してください。

（注）

•システムメニューでサーバー >重要なサービスを選択します。

• [システム（System）]タブでCiscoHAProxyを見つけ、そのステータスを表示します。
状況はアイコンで表示されます。

CLIの使用

•すべてのサービスを一覧表示するには、CLIコマンド utils service listを使用します。

CLIコマンドの使用の詳細については、http://www.cisco.com/en/US/
products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.htmlにある『Command
Line Interface Reference Guide for Cisco Unified Communications

Solutions』を参照してください。

（注）

• Cisco HAproxyサービスの CLI出力をスキャンし、そのステータスが開始済みである
ことを確認します。

2. HAProxyサービスが開始されていない場合、CLIコマンドutils service restart Cisco HAProxy
を使ってサービスを再起動します。
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3. それでも問題が解決しない場合は、Cisco Tomcatサービスに対して上記の手順を実行し、
システムでサービスが実行されていることを確認します。Tomcatサービスが開始されてい
ない場合は、CLIコマンド utils service restart Cisco Tomcatを使ってサービスを再起動し
ます。

関連する診断トレース: CiscoSysLogに CiscoHAProxyServiceDownが含まれる場合、Cisco
HAProxyサービスがシステム上で実行されていないことを確認できます。サービスを再起動す
る必要があります。
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第 5 章

通話転送と着信通知のトラブルシューティ

ング

• Troubleshooting Call Transfers and Call Forwarding（43ページ）

Troubleshooting Call Transfers and Call Forwarding

正しいグリーティングにコールが転送されない

通話が正しい挨拶に転送されない場合、次のタスクリストを使用して原因を特定し、問題を解

決します。

間違った挨拶への通話転送のトラブルシューティングを行うタスクは以下の通りです。

1. 電話システムの転送タイマーが Cisco Unity Connectionの待機する呼び出し音数と同期され
ていることを確認します。「電話システムの転送タイマーが Unity Connectionの待機する
呼び出し音数と同期していることを確認する」を参照してください。

2. 電話システムのプログラミングにより、発信者がユーザーのパーソナルグリーティングを
聞くことができることを確認します。「電話システムの連携により、ユーザーのパーソナ

ルグリーティングが発信者に再生できることを確認する」の項を参照してください。

3. 取り込み中のグリーティングがサポートされており、有効になっていることを確認しま
す。「取り込み中のグリーティングがサポートされており、有効になっていることを確認

する」の項を参照してください。

4. 発信者が検索範囲に基づいて意図した宛先に到達していることを確認します。「検索範囲
の設定により意図した宛先にコールが送信されることを確認する」の項を参照してくださ

い。

5. *または許可するパターンが、デフォルトのシステム転送またはデフォルトの転送規制テー
ブルに記載されていないことを確認します。これを確認するには、[システム設定]> [規制
テーブル]に移動します。設定を確認する規制テーブルを選択します。
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新しくインストールされたシステムで発生する着信転送の問題については、『Cisco Unity
Connectionインテグレーションガイド』
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_ガイドs_list.html
を参照してください。

（注）

この章に記載されていない着信転送の問題が発生した場合は、Cisco Technical Assistance Center
(TAC)に連絡してください。

電話システムの転送タイマーがUnityConnectionで待機するリング数の設定と同期してい
ることを確認する

監視転送の場合、ユーザーのパーソナルグリーティングに (または別の内線に)ルーティング
するまでに Cisco Unity Connectionが待機する呼び出し音の数を再設定できます。電話システ
ムが通話を転送するようにプログラムされている場合、電話システムが通話を転送するための

待機時間が、Unity Connectionがメッセージを受信するまでの待機時間よりも長いことを確認
します。

Unity Connectionがメッセージを受信する前に、電話システムが通話を別の内線に転送する場
合、以下が発生する可能性があります。

•発信者には、ユーザーのパーソナルグリーティングの先頭は聞こえません。（例えば、
ユーザーのグリーティングで「こんにちは、マリア・ラミレスです。トーン音の後にメッ

セージを残してください。」と流れるはずが、発信者に流れるのは「トーン音の後にメッ

セージを残してください。」だけです）

•通話は、ユーザーのパーソナルグリーティングではなく、オペレータなどの別の電話に転
送されます。

•通話が開始の挨拶に転送されます。

•発信者には呼び出し音のみが聴こえます。

転送タイマーと待機する呼び出し音数の設定を同期する

手順

ステップ 1 電話システムのプログラミングで、転送タイマーの設定を確認し、メモします。

ステップ 2 Cisco Unity Connection Administrationで、[ユーザー（Users）] > を展開し、[ユーザー（Users）]を選択
します。 [ユーザーの検索]ページで、適切なグリーティングにルーティングされていない通話のユーザー
のエイリアスを選択します。

ステップ 3 [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページの [編集（Edit）]メニューから、[転送ルール
（Transfer Rules）]を選択します。

ステップ 4 [転送ルール]ページで、有効な転送ルールの名前を選択します。
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ステップ 5 [転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）]ページの [転送アクション（Transfer Action）]で、[コールの転
送先（Transfer Calls To）]フィールドで [内線または URI（Extension or URI）]オプションが選択されて
おり、内線番号が正しいことを確認します。

ステップ 6 [転送タイプ（Transfer Type）]リストで、[転送を監視する（Supervise Transfer）]が選択されていること
を確認します。

ステップ 7 [待機する呼び出し回数]フィールドで、ステップ1でメモした電話システムの転送タイマーの設定より、
呼び出し音を 2つ少なく設定します。この設定は通常 4以下です。これは、Unity Connectionがユーザー
のパーソナルグリーティングに通話をルーティングする前に待機する呼び出し音の数を指定します。

設定がパラメーターを満たさない場合、応答のない着信を転送するまでの待ち時間を長くするように電

話システムを再プログラムするか、または [待機する呼び出し回数（Rings to Wait For）]フィールドの設
定を変更して、電話システムが通話を転送する前に Unity Connectionがルーティングするように、[保存
（Save）]を選択します。

ステップ 8 今後のユーザーのためにデフォルトの呼び出し回数を変更する場合は、[テンプレート ]を開き、[ユー
ザーテンプレート]を選択します。

（注）

ユーザーテンプレートの設定を変更しても、そのテンプレートからアカウントが作成された既存ユーザー

の設定は変更されません。テンプレート設定の変更は、テンプレート変更後に追加されたユーザーにの

み影響します。

ステップ 9 [ユーザーテンプレートの検索]ページで、変更するユーザーテンプレートのエイリアスを選択します。

（注）

ユーザーテンプレートが検索結果の表に表示されない場合、ページ上部の検索フィールドに適切なパラ

メータを設定し、 [検索]を選択します。

ステップ 10 [ユーザーテンプレートの基本設定の編集（Edit User Template Basics）]ページの [編集（Edit）]メニュー
から、[転送ルール（Transfer Rules）]を選択します。

ステップ 11 [転送ルール]ページで、有効な転送ルールの名前を選択します。

ステップ 12 [転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）]ページの [転送アクション（Transfer Action）]で、[コールの転
送先（Transfer Calls To）]フィールドで [内線（Extension）]が選択されていることを確認します。

ステップ 13 [転送タイプ（Transfer Type）]リストで、[転送を監視する（Supervise Transfer）]が選択されていること
を確認します。

ステップ 14 [待機する呼び出し回数（Rings to Wait For）]フィールドで、ステップ 7で入力したものと同じ設定を入
力します。

ステップ 15 保存を選択します。

電話システムの統合がユーザーのパーソナルグリーティングの再生を可能にすることを

確認します

発信者がユーザーのパーソナルグリーティングではなく、最初のグリーティングを聞く場合、

電話システムの連動が正しくセットアップされていることを確認します。設定が正しくない場
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合、パーソナルグリーティングへの着信転送とメッセージアクセス簡単な機能は有効になって

いません。

電話システムの連携設定の確認

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection管理で、 [テレフォニー統合]を展開します。

ステップ 2 電話システム、ポートグループ、ポートの設定が、該当する『Integrationガイド for CiscoUnityConnection』
( http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_ガイドs_list.html)で示さ
れている設定と一致していることを確認します。

ステップ 3 電話システム連動の設定が間違っている場合はそれを修正します。

ステップ 4 発信者が接続した内線番号が、ユーザーのプライマリまたは代替内線番号と同じであることを確認します。

ステップ 5 発信者がユーザーの内線番号にダイヤルした後もオープニンググリーティングが聞こえる場合は、Cisco
TACに連絡してください。

話中のグリーティングがサポートされ、有効になっていることを確認する

通話が通話中の内線に到達し、Unity Connectionに転送されると、電話システムは通常、通話
と共に転送の理由 (内線が通話中)を送信します。

Unityコネクションが発信者に対して取り込み中のグリーティングを再生しない場合、次のい
ずれかの原因が考えられます。

•電話システムは、話中グリーティングをサポートするために必要な発信情報を提供しませ
ん。詳細については、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_guides_list.html
にある該当する『Cisco Unity Connectionインテグレーションガイド』の「統合機能」の項
を参照してください。

•ユーザーは話中挨拶を有効にしていません。 https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/connection/15/user/guide/phone/b_15cucugphone.htmlにある『Cisco Unity Connection電
話インターフェイスユーザーガイド、リリース 15』、または

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/user/guide/assistant/b_
15cucugasst.htmlにある『CiscoUnity ConnectionMessagingAssistantWebツールユーザーガイド、
リリース 15』を参照してください。

•ユーザーの代替のグリーティングが有効になり、忙しい時のグリーティングよりも優先さ
れます。 https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/user/guide/phone/
b_15cucugphone.htmlにある『Cisco Unity Connection電話インターフェイスユーザーガイ
ド（リリース 15）』またはhttps://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/
15/user/guide/assistant/b_15cucugasst.htmlにある『Cisco Unity Connectionメッセージングア
シスタントウェブツールユーザーガイド（リリース 15）』を参照してください。
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検索範囲の構成が意図した宛先にコールを送信することを確認する

発信者が自動アテンダントまたはユーザーグリーティングから内線に転送するための数字を入

力し、意図しない宛先に到達した場合、発信者が数字を入力したポイントで通話の検索範囲を

確認します。Connectionは検索範囲を使用して、発信者がダイヤルする内線を、ユーザー、連
絡先、またはVPIMロケーションのリモート連絡先など、この内線を持つオブジェクトと照合
します。特に、ダイヤルプランに重複する内線番号が含まれている場合、発信者が複数のユー

ザーまたは他の Unity Connectionオブジェクトに一致する内線番号を入力し、発信者が期待す
るのとは異なるオブジェクトに転送される可能性があります。

内線番号で一致させるために、Connectionは通話の検索範囲として現在定義されている検索ス
ペースを確認します。 Unity Connectionは、Cisco Unity Connection管理の割り当てられたパー
ティションリストに表示される順序で、この検索スペースのパーティションを検索し、最初に

見つかった結果を返します。

発信者がシステムコールハンドラに到達したときの呼び出しの検索範囲は、そのハンドラの

[コールハンドラの基本設定（Call Handler Basics）]ページの [検索範囲（Search Scope）]設定
で定義され、特定のサーチスペースに明示的に設定するか、または呼び出しからサーチスペー

スを継承するように設定することもできます。この場合、それは前のハンドラまたは最後に呼

び出しを処理したルーティングルールによって設定されている可能性があります。ユーザーの

グリーティングが再生されるとき、通話の検索範囲は、Cisco Unity Connection管理のユーザー
の [ユーザー基本]ページにある [検索範囲]設定によって定義されます。

コールの検索範囲をトレースするには、CDEマイクロトレース (レベル 4検索スペース)を有
効にします。トレースを有効にしてトレースログを表示する方法の詳細は、「診断トレースを

使ったトラブルシューティング」を参照してください。

通話転送の問題（Cisco Unified Communications Manager ExpressのSCCP
連携のみ）

Cisco Unified Communications Manager Expressの SCCP連携でのみ、着信転送は正常に機能しな
い場合があります (たとえば、通話が切断されたり、発信者が永久に保留状態になるなど)。こ
の問題の考えられる原因は、電話システム連動がCiscoUnified CommunicationsManager Express
に対して正しく設定されていないことです。

Cisco Unified Communications Manager Expressの SCCP連携を設定する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を展開し、[ポート
グループ（Port Group）]を選択します。

ステップ 2 [ポートグループの検索]ページで、Cisco Unified CM Express SCCP統合で使用されるポートグループ名を
選択します。
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ステップ 3 [ポートグループ基本（Port Group Basics）]ページで、[編集（Edit）]メニューから [サーバー（Servers）]
を選択します。

ステップ 4 Cisco Unified Communications Managerのサーバーの [サーバータイプ（Server Type）]列で [Cisco Unified
Communications Manager Express]を選択し、[保存（Save）]を選択します。

通知コールに応答するときに、ユーザーにリオーダートーンが聞こえ

る

Unity Connectionでは、通話を適切に転送したり、通話メッセージ通知を発信したりするため
に、最小の呼び出し音数を 3回設定する必要があります。通知デバイスまたはコールハンド
ラーで待機する呼び出し音の数が 3未満に設定されている場合、ユーザーは Unity Connection
から発信されると、Unity Connectionの会話の代わりに再整理音が聞こえる場合があります。

待機するリング数の設定を修正する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[ユーザー（Users）]を展開し、その後 [ユーザー（Users）]を
選択します。 [ユーザーを検索]ページで、Unity Connectionからの着信に応答するときに、リオーダー
トーンが聞こえるユーザーのエイリアスを選択します。

ステップ 2 [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページの [編集（Edit）]メニューから、[通知デバイス
（Notification Devices）]を選択します。

ステップ 3 [通知デバイス]ページで通知デバイスの表示名を選択します。

ステップ 4 [通知デバイスの編集]ページの [電話設定]で、[待機する呼び出し音数]フィールドで 3回以上の呼び出
し音を設定し、[保存]を選択します。

ステップ 5 [ユーザー]メニューから、 [通知デバイス]を選択します。

ステップ 6 残りの各通知デバイスに対して、手順 3から手順 5を繰り返します。

ステップ 7 今後のユーザーのために既定の呼び出し数を変更するために、[テンプレート ]を展開し、[ユーザーテ
ンプレート]を選択します。

（注）

ユーザーテンプレートの設定を変更しても、そのテンプレートからアカウントが作成された既存ユーザー

の設定は変更されません。テンプレート設定の変更は、テンプレート変更後に追加されたユーザーにの

み影響します。

ステップ 8 [ユーザーテンプレートの検索]ページで、変更するユーザーテンプレートのエイリアスを選択します。

ステップ 9 [ユーザーテンプレートの基本設定の編集（Edit User Template Basics）]ページの [編集（Edit）]メニュー
から、[通知デバイス（Notification Devices）]を選択します。

ステップ 10 [通知デバイス]ページで通知デバイスの表示名を選択します。
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ステップ 11 [通知デバイスの編集]ページの [電話設定]で、[待機する呼び出し音数]フィールドで 3回以上の呼び出
し音を設定し、[保存]を選択します。

ステップ 12 [ユーザー]メニューから、 [通知デバイス]を選択します。

ステップ 13 残りの各通知デバイスに対して、手順 10から手順 12を繰り返します。

ステップ 14 [通話管理]を開き、 [システムコール処理]を選択します。

ステップ 15 [コールハンドラーの検索]ページで、コールハンドラーの表示名を選択します。

ステップ 16 [コールハンドラの基本設定の編集（Edit Call Handler Basics）]ページの [編集（Edit）]メニューから、
[転送ルール（Transfer Rules）]を選択します。

ステップ 17 標準、代替、およびクローズドルールを表示します。 [転送タイプ]フィールドで、いずれかのルールに
対して [転送の監視]が選択されている場合、[待機呼び出し回数]フィールドが 3つ以上に設定されてい
ることを確認します。

呼び出し音数が正しく設定されているにもかかわらず、Unity Connectionからの着信に応答するときに
ユーザーにリオーダートーンが聞こえる場合は、Cisco TACに連絡してください。

ディレクトリハンドラ検索のトラブルシューティング

発信者から、ディレクトリハンドラで1人または複数のユーザーを見つけることができないと
いう報告があった場合、この項のトラブルシューティング情報を使用します。以下の考えられ

る原因を参照してください。

•ユーザーはディレクトリにリストされるように構成されていません。CiscoUnityConnection
Administrationの各ユーザーについて、[ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]
ページで、[ディレクトリに登録（List in Directory）]設定が選択されていることを確認し
ます。または、[一括編集（Bulk Edit）]を使用して、同時に複数のユーザーの設定を構成
します。

•ディレクトリハンドラの検索範囲には、ユーザーは含まれません。詳細については、
「ディレクトリハンドラの検索範囲でユーザーが見つからない」の項（5-6ページ）を参
照してください。

•音声対応ディレクトリハンドラについては、音声認識エンジンは名前を認識しません。
音声コマンドは認識されるが、名前は認識されない（228ページ）を参照してください。

ディレクトリハンドラの検索範囲でユーザーが見つからない

発信者がディレクトリハンドラで特定のユーザーを見つけられない場合、CiscoUnityConnection
管理の [ディレクトリハンドラの基本設定を編集]ページでディレクトリハンドラの検索範囲
を確認します。電話ディレクトリハンドラの検索範囲は、サーバー全体に設定することも、特

定のサービスクラス、システム同報リスト、またはサーチスペースに設定することもできま

す。または、発信者がディレクトリハンドラに到達した時点での通話のサーチスペースに設定

することもできます。音声対応ディレクトリハンドラの検索範囲は、サーバー全体、特定の

サーチスペース、または発信者がディレクトリハンドラに到達した通話のサーチスペースに

設定できます。
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検索範囲がサーバー全体に設定されている場合、ユーザーまたはユーザーは、ディレクトリハ

ンドラから到達できるように、ディレクトリハンドラが存在するサーバーにアカウントを持っ

ている必要があります。

検索範囲が特定のサービスクラス、システム配信リスト、またはサーチスペースに設定されて

いる場合、ConnectionAdministrationを使用して、ターゲットユーザーがサービスクラスまたは
配信リストに属しているのか、あるいは、検索スペースのメンバーであるパーティションに属

しているかどうかを判断できます。

検索範囲が通話から検索スペースを継承するように設定されている場合、発信者がディレクト

リハンドルのユーザーに到達することが困難な場合に、どの検索範囲を使用するかを決定しま

す。通話がシステムに着信し、ルーティングされる方法に応じて、検索範囲は通話ごとに異な

り、通話中に変更できます。トレースを使用して、継承された検索範囲を決定する方法につい

ては、「トレースを使用して、通話中に使用された検索スペースを判別する」の項（5-8ペー
ジ）を参照してください。

メッセージアドレス指定のトラブルシューティング

メッセージアドレス指定では、新しいメッセージを作成するときに、希望する受信者 (複数可)
を選択する機能が含まれます。このセクションでは、メッセージのアドレス指定でユーザーが

経験する可能性があるいくつかの問題について説明します。

VPIMロケーションまたは他のデジタル的にネットワーク接続された Unity Connectionロケー
ションにリモート受信者がいる場合のメッセージ宛先指定のトラブルシューティングに関する

追加情報については、ネットワークのトラブルシューティング（119ページ）の章を参照して
ください。

（注）

ユーザーが目的の受信者にアドレス指定できない

ユーザーがメッセージの宛先を指定しようとしたときに、1人または複数の希望する受信者を
見つけることができない場合、受信者のユーザーまたは連絡先アカウントが存在し、ユーザー

が入力している名前のスペルまたは内線番号が正しいことを確認することから始めます。

ユーザーがメッセージを VPIMロケーションにブラインドアドレス指定する場合は、VPIMロ
ケーションの DTMFアクセス IDと受信者のメールボックス番号で構成される番号を入力する
か、メールボックス番号と表示名の桁を発声します。Cisco Unity Connection Administrationの
[VPIMロケーション（VPIM Location）]ページで、[ブラインドアドレス宛先検索を許可する
（AllowBlindAddressing）]チェックボックスをオンにして、VPIMロケーションに対してブラ
インドアドレスが有効になっていることを確認します。

受信者アカウントが存在し、ユーザー検索条件に一致すること、またはブラインドアドレスが

有効であることを確認したにもかかわらず、ユーザーが希望する受信者にアドレスできない場

合、ユーザーの検索スペースに、ユーザー、VPIM連絡先、または VPIMロケーションを指定
します。VPIM連絡先パーティションが、連絡先が属するVPIMロケーションのパーティショ
ンと一致しない場合、検索結果は、メッセージの宛先指定に使用された方法、およびパーティ
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ションとサーチスペースの設定によって異なります。ユーザーがVPIMロケーションのDTMF
アクセス IDに加えてリモートユーザーのメールボックス番号を入力して VPIMメールボック
ス宛てのメッセージを送信した場合、または音声認識ユーザーが名前と場所を発声した場合

（例えば、「Seattleの John Smith」）、その操作は、VPIMロケーションのパーティションに
基づいて許可されるか拒否されます。しかし、ユーザーが名前をつづって、または連絡先の内

線番号を入力してVPIM連絡先を指定する場合、あるいは音声認識ユーザーがロケーションな
しで連絡先の名前（「John Smith」など）を発声した場合、アクションは、VPIMロケーショ
ンのパーティションがユーザーの範囲外であるかどうかに関係なく、VPIM連絡先のパーティ
ションに基づいて許可または拒否されます。

ユーザーがシステム配信リストにアドレス指定できない

ユーザーがメッセージをシステム配信リストの宛先にできない場合、以下の原因が考えられま

す。

•ユーザーには、CiscoUnity ConnectionAdministrationの [サービスクラス（Class of Service）]
> [サービスクラスの編集（Edit Class of Service）]ページで適切なサービスクラス権限を与
える必要があります。ユーザーが割り当てられているサービスクラスで、[ユーザーによ
るシステム同報リストへのメッセージ送信を許可]チェックボックスがオンになっている
必要があります。

•ユーザーはリストにメッセージを送る方法を知っている必要があります。ユーザーが電話
のキーパッド会話を使用している場合、ユーザーは表示名またはリストの内線番号を入力

できます。ユーザーが音声認識カンバセーションを使用している場合、ユーザーは表示名

または Connection管理のリストに定義されている代替名を発声できます。

•他のアドレス指定タイプと同様に、ユーザーがシステム同報リストのメッセージの宛先に
するには、ユーザーの検索範囲として定義されたサーチスペースのメンバーであるパー

ティションにリストが属している必要があります。配信リストのメンバーは、送信ユー

ザーの検索範囲内で個別にアドレス指定できるかどうかに関係なく、メッセージを受信す

ることに注意してください。

ユーザーが内線番号でアドレスしたときに、予期しない結果が返される

ユーザーが内線番号でメッセージの宛先を指定し、予期しない一致が見つかった場合、最も一

般的な原因はサーチスペース設定である可能性があります。内線番号による一致を行うため

に、Unity Connectionはメッセージの宛先を指定しているユーザーの検索スペースをチェック
します。 Unity Connectionは、Cisco Unity Connection管理の割り当てられたパーティションリ
ストに表示される順序で、この検索スペースのパーティションを検索し、最初に見つかった結

果を返します。ダイヤルプランに重複する内線番号が含まれている場合、ユーザーが複数の

ユーザーまたは他の Unity Connectionオブジェクトと一致する内線を入力する場合、ユーザー
が期待するものとは異なる一致結果を聞く可能性があります。

この問題を解決するには、Connection Admininistrationで、または Cisco Unity Connection
Serviceabilityのダイヤルプランレポートおよびダイヤル検索範囲レポートを使用して、ユー
ザーに割り当てられているサーチスペースのパーティションの順序を確認する必要がありま

す。ダイヤルプランに従ってサーチスペースが正しくセットアップされている場合、ユーザー
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にメッセージの宛先を指定する際に、受信者の名前をスペルまたは音声で入力することを推奨

できます。この場合、名前に複数の一致がある場合、Unity Connectionは一致するそれぞれを
返します。

発信者が期待する言語でプロンプトが表示されない

発信者が期待する言語でプロンプトが得られない場合は、以下を確認します。

•クラスターの場合、ロケールが両方のサーバーにインストールされているかどうか。

•発信者がUnity Connectionの外部発信者の場合、常にUnity Connectionのシステムデフォル
ト言語でプロンプトを聞きます。

•発信者のコールハンドラ言語設定が [発信者から言語を継承する]に設定されている場合、
内部発信者の場合、プロンプトは発信者が設定した言語で再生されます。

•発信者が Unity Connectionユーザーでメールボックスにログインすると、常に発信者が設
定した言語でプロンプトを聞きます。

トレースを使用して、通話中に使用された検索スペースを判別する

通話を最初に処理する通話ルーティングルールによって、通話の検索範囲は最初は特定の検索

スペースに設定されますが、通話の途中で変更される場合があります。

通話の各時点でどのサーチスペースが使用されているかを判断するには、CDEマイクロトレー
ス (レベル 4検索スペース)を有効にします。トレースを有効にしてトレースログを表示する
方法の詳細は、「診断トレースを使用したトラブルシューティング（1ページ）」を参照し
てください。
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第 6 章

メッセージのトラブルシューティング

•ユーザーにメールボックスが一杯の警告が表示される（53ページ）
•配信不能メッセージによる不達確認 (NDR)が受信されない（54ページ）
•メッセージが遅延する（54ページ）
•メッセージが配信されない（55ページ）
• Outlook Web Accessでメッセージの音声を再生できない（58ページ）
•クォータオーバーフローの通知メールを受信できない（58ページ）

ユーザーにメールボックスが一杯の警告が表示される
ユーザーが満杯のメールボックスに関連するプロンプトを聞く場合、ボイスメールボックスの

サイズを制限する次のメールボックス割り当ての少なくとも1つが制限に達していることを意
味します。

•警告割り当て:メールボックスが警告割り当てのサイズに達した場合、ユーザーはメール
ボックスがほぼ満杯であるという警告を聞きます。この問題を解決するには、メールボッ

クスのサイズが警告割り当てより小さくなるまでメッセージを削除します。

•送信割り当て:メールボックスが送信割り当てのサイズに達した場合、ユーザーはメッセー
ジを送信できず、メッセージを送信できないという警告が聞こえます。ユーザーのメール

ボックスに削除済みメッセージが含まれている場合、Cisco Unity Connectionはメールボッ
クスのサイズを減らすために、削除済みメッセージをすべて削除するオプションを提供し

ます。

•送受信の割り当て:メールボックスが送信/受信の割り当てのサイズに達した場合:

•ユーザーはメッセージを送信できません。
•ユーザーには、メッセージを送信できないという警告が聞こえます。
•身元不明の発信者はユーザーにメッセージを残すことができません。
•他のユーザーからのメッセージは、送信者に対して不達確認メールを生成します。
•ユーザーのメールボックスに削除済みメッセージが含まれている場合、UnityConnection
はすべての削除済みメッセージを削除するオプションを提供します。必要に応じて、

ユーザーはメールボックスのサイズが割り当てを下回るまで、保存済みまたは新規の

メッセージを個別に削除することもできます。
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配信不能メッセージによる不達確認 (NDR)が受信されな
い

発信者が意図した受信者にメッセージが配信されない場合があります。この場合のシステムの

動作は、送信者のタイプとメッセージが配信されなかった理由によって異なります。

一般的に、Unityが問題のためにメッセージを配信できない場合（例えば、メッセージのアド
レスを指定する前に発信者が切断された、または受信者のメールボックスが削除されたなど）、

メッセージは配信不能メッセージの配信リストに送信され、Unityは送信者に不達確認（NDR）
を送信します。ただし、次の場合には送信者は不達確認メールを受け取りません。

•元のメッセージの送信者が身元不明の発信者である場合

•送信者がユーザーであるが、ユーザーが NDRを受け入れないように構成されている場合

•ユーザーのメールストアがオフラインの間 (この場合、データベースが使用可能になった
ときに NDRが配信されます)。

元のメッセージが不正な形式の場合、メッセージは [配信不能メッセージ]リストに送信される
のではなく、Unity ConnectionはMTA不良メールフォルダ UmssMtaBadMailにメッセージを入
れます。このフォルダは不正なメールフォルダの監視タスクによって夜間に自動的に確認さ

れ、メッセージが見つかった場合は、アプリケーションのイベントログにエラーが書き込ま

れ、トラブルシューティングの手順が示されます。

メッセージが遅延する
メッセージの明らかな遅延の原因をトラブルシューティングするためのタスクを以下に示しま

す。

手順

ステップ 1 メッセージの到着時刻を確認するには、ユーザーのメッセージアクティビティレポートを生成します。
詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/serv_administration/guide/
b_15cucservag.htmlにある『Cisco Unity Connection Serviceabilityアドミニストレーションガイド、リリース
15』の「レポートの使用」の章の「レポートを生成、表示する」の項を参照してください。

ステップ 2

ステップ 3 https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/user_setup/guide/b_15cucuwsx.htmlにある
『Cisco Unity Connectionユーザーワークステーションセットアップガイド、リリース 15』の「ユーザー
オリエンテーション」の章の「Unity Connectionユーザー向けオリエンテーションタスクリスト」の項を
参照してください。
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メッセージが配信されない
意図した受信者に配信されないメッセージを調査するには、以下のトラブルシューティング手

順を参照してください。

• [配信できないメッセージ（UndeliverableMessages）]配信リストに割り当てられたユーザー
が、目的の受信者にメッセージを転送したことを確認します。配信不能メッセージが受信

者に転送されない（56ページ）のセクションを参照してください。

•ユーザーのメールボックスが一杯でないことを確認します。ユーザーのメールボックスが
いっぱいである（55ページ）を参照してください。

•あなたまたは他の管理者が、Cisco Unity Connectionエンティティのメッセージをレビュー
するように割り当てられたユーザーを誤って削除しなかったことを確認します。 Unity
Connectionエンティティに割り当てられたユーザーが削除され、代わりのユーザーが割り
当てられていない（57ページ）のセクションを参照してください。

•メッセージエージングの設定を確認します。詳細については、『CiscoUnityConnectionリ
リース 15版システムアドミニストレーションガイド』の「メッセージストレージ」の章
の「メッセージエージングポリシー」セクションを参照してくださいhttps://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/administration/guide/b_15cucsag.html。

•メールボックスから削除されたメッセージに、ディスパッチ配信のフラグが設定されてい
ないことを確認します。派遣配信用にメッセージをマークするように設定された呼び出し

処理機能の受信者である配信リストに2人のユーザーが属している場合、メッセージは配
信リストの別のユーザーがメッセージを受け入れるとすぐに、ユーザーのメールボックス

から削除されます。詳細については、『Cisco Unity Connectionリリース 15版システムア
ドミニストレーションガイド』の「メッセージ」の章の「メッセージのディスパッチ」セ

クションを参照してください。次で入手できます https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_
ip_comm/connection/15/administration/guide/b_15cucsag.html。

• 1つまたは複数のメッセージタイプを別の SMTPアドレスにリレーするようにユーザーア
カウントが設定されている可能性がありますが、メッセージリレーが失敗しています。

Unity Connectionでメッセージをリレーできない（57ページ）を参照してください。

ユーザーのメールボックスがいっぱいである

ユーザーのメールボックスがメッセージの受信を許可されていない場合、Unity Connectionは
次のいずれかの方法でメッセージを処理します。

•デフォルトでは、身元不明の発信者が、メールボックスが送受信クォータを超過している
ユーザーにメッセージを送信しようとしても、Unity Connectionはメッセージを配信しま
す。このようなシナリオでは、受信者のメールボックスが一杯であることを発信者に示

し、発信者がその受信者宛てのメッセージを録音できないようにするために、Unity
Connectionを設定できます。これを行うには、Cisco Unity Connection Administrationにロ
グインし、[メッセージストレージ（Message Storage）] > [メールボックスの割り当て
（Mailbox Quotas）]ページで [外部発信者からのメッセージについてメールボックスの空
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き容量をチェック（FullMailbox Check for Outside CallerMessages）]チェックボックスをオ
ンにします。

身元不明の発信者がメッセージを録音した時点で受信者のメールボックスが送信/受信の
割り当てをまだ超えていないが、メッセージの配信中に割り当てを超えた場合、Unity
Connectionは割り当てに関係なくメッセージを配信します。

•ユーザーが、メールボックスが送受信クォータを超えた別のユーザーにメッセージを残そ
うとすると、Unity Connectionはそのユーザーにメッセージの録音と送信を許可します。
しかし、受信者のメールボックスが一杯の場合はメッセージを受信しません。さらに、

メッセージの配信が失敗したときに不達確認を送信するように受信者のユーザーアカウン

トが設定されている場合、Unity Connectionはメッセージの送信者に不達確認を送信しま
す。

Unity Connectionユーザーがメッセージを録音した時点で受信者のメールボックスが送信/
受信の割り当てをまだ超えていないが、メッセージの配信中に割り当てを超過した場合、

Unity Connectionは割り当てに関係なくメッセージを配信します。

ボイスメールボックスが送信割り当てを超過しているユーザーが Unity Connectionにログイン
して、別のユーザーにメッセージを送信しようとすると、Unity Connectionは送信割り当てを
超過したことを示し、送信者がメッセージを録音することを許可しません。ユーザーが別の

ユーザーに発信し、その着信がボイスメールボックスに転送される場合、ユーザーはメッセー

ジを残すことができますが、メッセージは外部発信者メッセージとして送信されます。

開封確認と配信不能通知は、メールボックスの割り当ての状況に関係なく、送信および配信さ

れます。

Unity Connectionメールボックスが一杯にならないようにメッセージを速やかに処分するよう
促してください。また、配信不能メッセージ同報リストのユーザーには、定期的に配信不能

メッセージを確認して転送することの重要性を説明してください。

[配信不能メッセージ（Undeliverable Messages）]リストを確認するために割り当てられたユー
ザーのメールボックスが送信/受信クォータを超える場合、[配信不能メッセージ（Undeliverable
Messages）]配信リストに送信されたメッセージは失われます。この問題を回避するには、配
信不能メッセージの一覧のメンバーである少なくとも 1人のユーザーの送信/受信クォータに
十分な値を指定し、ユーザーに速やかにメッセージを破棄するよう促してください。

注意

配信不能メッセージが受信者に転送されない

Unityメッセージングシステムのメールボックスに戻されたメッセージは、[配信不能メッセー
ジ（Undeliverable Messages）]システムの配信リストに掲載されたユーザーに自動的に転送さ
れます。その後、メッセージは目的の受信者に転送される必要があります。このため、配信

不能メッセージ配信リストのユーザーは、定期的に配信不能メッセージを確認して転送する必

要があります。
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[配信不能メッセージ（Undeliverable Messages）]リストを確認するために割り当てられたユー
ザーのメールボックスが送信/受信クォータを超える場合、[配信不能メッセージ（Undeliverable
Messages）]配信リストに送信されたメッセージは失われます。この問題を回避するには、配
信不能メッセージの一覧のメンバーである少なくとも 1人のユーザーの送信/受信クォータに
十分な値を指定し、ユーザーに速やかにメッセージを破棄するよう促してください。

注意

UnityConnectionエンティティに割り当てられたユーザーが削除され、
代わりのユーザーが割り当てられていない

次の Unity Connectionエンティティのいずれかに送信されるメッセージをレビューするために
割り当てられたユーザーを削除する場合、削除されたユーザーを置き換えるために、別のユー

ザーまたは配信リストを指定していることを確認してください。そうしないと、メッセージが

失われる可能性があります。

•配信不能メッセージ配信リスト（既定では、配信リストのメンバーはユーザーアカウント
が UndeliverableMessagesMailboxだけです）

•オペレータコールハンドラー
•最初のグリーティングのコールハンドラ
•終了案内のコールハンドラ
•インタビューコールハンドラの例

Unity Connectionでメッセージをリレーできない
Unity Connectionは、Cisco Unity Connection Administrationのユーザーに対する [メッセージアク
ション（Message Actions）]ページの設定を使用して、ユーザー宛てに受信したさまざまなタ
イプのメッセージの処理方法を決定します。リレーアクションは、Unity Connectionに対し、
特定のタイプのすべてのメッセージを、ストレージとユーザーアクセスのための別のメッセー

ジングシステム（例えば、企業のメールサーバー）の中継アドレスに送信するように指示しま

す。

ユーザーに設定されているリレーアドレスが、システムに設定されているユーザーSMTPプロ
キシアドレスの1つと一致する場合、UnityConnectionは、配信ループを避けるために、リレー
アドレスにメッセージをリレーしません。たとえば、Unity Connectionがメッセージをプロキ
シアドレスにリレーする必要がある場合、元のメッセージをリレーしたのと同じUnityConnection
メールボックスにプロキシアドレスが解決され、無限ループが発生する可能性があります。

メッセージリレーのリレーアドレスを構成する場合、宛先のメールボックスの正確なメール

アドレスを使用することをお勧めします (例:alias@mailserver)。 Unity Connectionサーバーが正
しいアドレスにメッセージをリレーできない場合、サーバーに入力されたスマートホストが正

しく、到達可能であることを確認します。それでも問題が解決しない場合は、選択された問

題に対するマイクロトレース（2ページ）セクションに記載されているメッセージリレーロ
グを確認してください。
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Outlook Web Accessでメッセージの音声を再生できない
（メッセージのリレーまたはメッセージの承認とリレーのアクションを使用して）Microsoft
Exchangeサーバーにメッセージをリレーするように Unity Connectionが設定されている場合、
OutlookWebAccessを使用してExchangeメールボックスにアクセスすると、メッセージの音声
を再生できない場合があります。この場合、メッセージヘッダーにはメッセージに音声添付

ファイルがありますが、メッセージが開いたときにユーザーは添付ファイルを表示したり再生

したりできないことが示されます。

クォータオーバーフローの通知メールを受信できない
ユーザーがクォータオーバーフローの通知メールを受信できない場合は、以下を確認します。

•送信者UnityConnectionがメールボックスでNDRを受け取っていないことを確認します。
送信者がNDRを受信している場合、NDRコードを確認し、それに従ってアクションを実
行します。NDRコードの詳細については、本ガイドの「未配達レシートのトラブルシュー
ティング（101ページ）」の章を参照してください。

•ユーザー用に指定された会社のメールアドレスが有効で、スペルが正しいことを確認して
ください。

•ユーザーの会社のメールボックスにいくらかの空き容量があることを確認します。

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
58

メッセージのトラブルシューティング

Outlook Web Accessでメッセージの音声を再生できない



第 7 章

ユニファイドメッセージングのトラブル

シューティング

• Troubleshooting Unified Messaging（59ページ）

Troubleshooting Unified Messaging

単一の受信箱の問題のトラブルシューティング

シングルインボックスでいくつかの問題に直面する可能性がありますが、他のセクションで提

供される情報を使用してトラブルシューティングできます。

Unity Connectionと Exchange 2003のメッセージの日付と時刻のミスマッチ

以下は、Unity Connectionがメッセージを受信した日時が Exchange 2003の日時と同期されない
状況です。

•管理者がユーザーのためにシングルインボックスを設定するとき、ユーザーにはすでに音
声メッセージがあります。 Unity Connectionでは、メッセージは受信した日時を持ち続け
ます。 Exchange 2003では、メッセージは Exchangeと同期された日時を持ちます。

•管理者がDisaster Recovery Systemを使用して音声メッセージを復元し、バックアップには
ユーザーがバックアップ後に Exchangeから削除したため、Exchange 2003には存在しない
メッセージが含まれています。Unity Connectionはボイスメッセージを Exchangeに再同期
します。UnityConnectionのメッセージの日時は、メッセージを受信した元の日時ですが、
Exchangeのメッセージの日時は、Exchangeと同期された日時です。

•シングル・インボックスが設定され、Unity Connectionと Exchange 2003の間の接続が中断
され、再確立されます。UnityConnectionでは、接続の中断中に受信したメッセージには、
受信した日時が付けられます。 Exchangeでは、メッセージは接続が復元された後に同期
された日時を持ちます。
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メッセージリレーが機能しない、または期待通りに機能しない

メッセージがまったくリレーされない場合は、Unity Connectionが SMTPメッセージをリレー
する SMTPスマートホストに IPアドレスを指定していることを確認します。（DNSが設定さ
れている場合、スマートホストの完全修飾ドメイン名を指定することもできます。）これを確

認するには、Unity ConnectionAdministrationにログインし、[システム設定（System Settings）]
> [SMTP設定（SMTP Configuration）] > [スマートホスト（Smart Host）]ページの順に移動
し、スマートホストの IPアドレスまたはホスト名を確認します。

メッセージがリレーされているのに、期待通りにならない場合、特定のユーザーの Unity
Connection管理の [メッセージアクション]ページで、メッセージアクションが特定のユーザー
宛てのメッセージをどのようにリレーしているかを確認します。

メッセージが消え始めた場合は、Unity Connectionでメッセージをリレーできない（57ペー
ジ）を参照してください。

Unity Connection上の全員に対してシングルインボックスが機能しない

Cisco Unity Connectionサーバー上のいずれかのユーザーに対してシングルインボックスが機能
していない場合（例えば、UnityConnection音声メッセージがOffice 365に同期されず、Outlook
用 ViewMailから送信されたメッセージが配信されない場合）、次のタスクを実行します。

1. プライマリサーバーの Cisco Unity Connection Serviceabilityで、[ツール（Tools）] > [サービ
ス管理（Service Management）]に移動し、Connection Mailbox Sync（重要なサービスセク
ション内）サービスのステータスが開始されていることを確認します。

2. Unity Connectionと Exchangeサーバーの間、または Unity Connectionと Active Directoryド
メインコントローラーの間でファイアウォールが構成されている場合、必要なポートが開

いていることを確認します。ポートの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/
voice_ip_comm/connection/15/security/guide/b_15cucsecx.htmlにある『Cisco Unity Connection
セキュリティガイド、リリース 15』の「Cisco Unity Connectionが必要とする IP通信」の
章を参照してください。

Cisco Unity Connectionサーバー上のいずれかのユーザーに対して Gmailサーバーのシングル受
信箱構成が機能していない場合、次のタスクを実行します。

1. プライマリサーバーの Cisco Unity Connection Serviceabilityで、[ツール（Tools）] > [サー
ビス管理（Service Management）]に移動し、Connection Google Workspace Syncサービス
（重要なサービスセクション内）のステータスが開始されていることを確認します。

ユニファイドメッセージングユーザーに対し、Exchangeのシングルインボックス設定
が機能しない

Exchangeでのシングルインボックス設定が、同一のユニファイドメッセージングサービスに
関連付けられているユニファイドメッセージングアカウントを持つUnity Connectionユーザー
に対してのみ機能しない場合、次のタスクを実行します。

クラスタが構成されている場合、UnityConnection固有のタスクはプライマリ (アクティブ)サー
バー上でのみ実行してください。
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1. ユニファイドメッセージングサービスが有効になっており、シングルインボックスが

有効になっていることを確認します。

Unity Connection管理で、[ユニファイドメッセージング（Unified Messaging）]を開き、
[ユニファイドメッセージングサービス（Unified Messaging Services）]を選択します。

[ユニファイドメッセージングサービスの検索]ページから、状況を確認したいユニファ
イドメッセージングサービスを選択します。

[ユニファイドメッセージングサービスの編集]ページで、[有効]チェックボックスがオ
ンになっていることを確認します。

[Unity Connectionと Exchangeメールボックス (単一受信箱)を同期する]チェックボック
スにチェックが入っていることを確認します。

2. ユニファイドメッセージングサービスをテストします:

Unity Connection管理で、[ユニファイドメッセージング（Unified Messaging）]を開き、
[ユニファイドメッセージングサービス（Unified Messaging Services）]を選択します。

[ユニファイドメッセージングサービスの検索]ページで、テストするユニファイドメッ
セージングサービスを選択します。

[ユニファイドメッセージングサービスの編集]ページで、[テスト]を選択します。

[タスクの実行結果]ページにリストされている問題を修正します。

3. 影響を受けるユニファイドメッセージングアカウントの 1つをテストします:

Unity Connectionの管理で、[ユーザー]を展開し、[ユーザー]を選択します。

[ユーザーの検索]ページで、ユニファイドメッセージングアカウントを更新するユーザー
を選択します。

[ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページで、[編集（Edit）]メニューで
[ユニファイドメッセージングアカウント（Unified Messaging Accounts）]を選択しま
す。 [ユニファイドメッセージングアカウント]ページで、[テスト]を選択します。

[タスクの実行結果]ページにリストされている問題を修正します。 [タスクの実行結果
（Task Execution Results）]ページには、次のブラウザエラーが表示される可能性があり
ます。

401エラー: ユニファイドメッセージングサービスアカウントのパスワードが正しくな
い、ユーザー名が正しくない、ユーザー名の形式が無効などの原因が考えられます。ド

メイン\ユーザーの形式を使用する場合、ドメイン名にFQDN形式を使用しないでくださ
い。もう一つの原因は、ウェブ認証モードリストの値が、Exchangeで設定された認証
モードと一致しないことです。すべての値が [ユニファイドメッセージングサービスの
編集]ページに表示されます。

403エラー：Exchangeまたは Office 365では SSLが必要ですが、Exchangeサーバー上の
証明書に署名した認証局（CA）からのパブリック証明書が Unity Connectionサーバーに
アップロードされていません。
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404エラー: (Exchangeのみ)ユニファイドメッセージングサービスが Exchangeサーバー
との通信にHTTPSプロトコルを使用するように設定されているものの、ExchangeのSSL
が有効になっていないことが考えられます。

4. Cisco Unity Connection Serviceabilityで [ツール（Tools）] > [サービス管理（Service
Management）]に移動します。 [重要サービス]セクションで、Connectionメールボック
ス同期サービスのサービス状況が [開始]であることを確認します。

5. ユニファイドメッセージングサービスアカウントのActiveDirectory設定を確認します。

•アカウントがロックされていないことを確認します。

•アカウントのパスワードの有効期限が切れていないことを確認します。

6. ユニファイドメッセージングサービスアカウントを、このユニファイドメッセージン

グサービスに関連付けられた Unity Connectionユーザーの Active Directoryアカウントで
一時的に置換します。

Unity Connection管理で、[ユニファイドメッセージング（Unified Messaging）]を開き、
[ユニファイドメッセージングサービス（Unified Messaging Services）]を選択します。
選択したユニファイドメッセージングサービスの [ユニファイドメッセージングサービ
スの編集]ページで、[ユーザー名]および [パスワード]フィールドで、ユニファイドメッ
セージングサービスアカウントの資格情報を、サービスに関連付けられたUnityConnection
ユーザーの資格情報と置換します。

ユーザーに Unity Connectionボイスメッセージを送信し、ボイスメッセージが Exchange
または Office 365と同期されているかどうかを決定します。

メッセージが同期されなかった場合は、[ユーザー名]および [パスワード]フィールド
を、ユニファイドメッセージングサービスアカウントの値に戻し、タスク 7にスキップ
します。

メッセージが同期された場合、ユニファイドメッセージングサービスアカウントの権

限に問題がある可能性があります。タスク 6.c.を続行します。

[ユーザー名]と [パスワード]フィールドを、ユニファイドメッセージングサービスアカ
ウントの値に切り替えます。

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/unified_messaging/guide/
b_15cucumgx.htmlにある『Cisco Unity Connectionユニファイドメッセージングガイド、
リリース15』の「ユニファイドメッセージングを設定する」の章に記載されている方法
で、権限を再付与します。

Unity Connectionユーザーに別の音声メッセージを送信し、音声メッセージが Exchange
または Office 365と同期されているかどうかを判断します。

メッセージが同期されなかった場合は、タスク 7に進んでください。

メッセージが同期された場合は、同じユニファイドメッセージングサービスに関連付け

られている他のユーザーを使ってテストを行い、問題が解決していることを確認します。

7. ユーザーの Exchangeメールボックスがすべて同じ Exchangeサーバーをホームとする場
合、必要なサービスが Exchangeサーバーで実行されていることを確認します。
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•メールボックスがすべて Exchange 2010をホームとしている場合、EWS仮想ディレ
クトリがその Exchangeサーバー上で実行されていることを確認します。

8. Exchange認証とSSL設定がすべてのExchangeサーバーで同じであることを確認し、Unity
Connection設定が Exchange設定と一致することを確認します。詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/unified_messaging/guide/
b_15cucumgx.htmlにある『Cisco Unity Connectionユニファイドメッセージングガイド、
リリース 15』の「ユニファイドメッセージングを設定する」章の「Unity Connectionの
Exchange認証および SSL設定を確認する」の項を参照してください。

9. (Office 365のみ) Unity ConnectionがアクセスするOffice 365サーバーの認証モードがBasic
または OAuth2に設定されていることを確認します。

10. (Office 365のみ) Office 365サービスの認証モードが OAuth2に設定されている場合、以
下を確認します。

1. CiscoSysLogで 50分ごとに「EvtMbxOAuthAccessTokenDBSaveSuccess」イベントが
発生する場合、これは OAuthアクセストークンがユニファイドメッセージングサー
ビスのデータベースで正常に更新されたことを確認します。

2. CiscoSysLogに「EvtMbxOAuthAccessTokenRefreshThreadFailed」イベントが含まれる
場合、これは更新トークンスレッドが正常に開始されていないことを確認します。

この問題を解決するには、Cisco Unity Connection Serviceabilityページで Connection
Mailbox Syncサービスを再起動します。

問題を解決できない場合は、Cisco TACに連絡してください。

3. CiscoSysLogに「EvtMbxOAuthDBHelperFailedToSetAccessToken」イベントが含まれ
る場合、これは OAuthアクセストークンがデータベースに正常に保存されていない
ことを確認します。

問題を解決できない場合は、Cisco TACに連絡してください。

4. CiscoSysLogに「EvtMbxOAuthDecryptionFailed」イベントが含まれる場合、トークン
の取得中にユニファイドメッセージングサービスのパスワードが正常に解読されな

かったことを確認できます。

この問題を解決するには、Cisco Unity Connection Administrationに移動して、[ユニ
ファイドメッセージング（Unified Messaging）]> [ユニファイドメッセージングサー
ビス（Unified Messaging Services）] > [ユニファイドメッセージングサービスの編
集（Edit Unified Messaging Service）]に進みます。

[ユニファイドメッセージングサービスの編集（EditUnifiedMessagingService）]ペー
ジで、[Exchangeへのアクセスに使用するアカウント（Account Used to Access
Exchange）]フィールドに使用するパスワードを再度入力し、ページを [保存（Save）]
します。

問題を解決できない場合は、Cisco TACに連絡してください。

5. CiscoSysLogに「EvtMbxOAuthEmptyAccessTokenAfterMaxRetries」イベントが含まれ
る場合、空のアクセストークンが受信されたことを示します。

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
63

ユニファイドメッセージングのトラブルシューティング

ユニファイドメッセージングユーザーに対し、Exchangeのシングルインボックス設定が機能しない

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/unified_messaging/guide/b_15cucumgx.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/unified_messaging/guide/b_15cucumgx.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/unified_messaging/b_15cucumgx/b_15cucumgx_chapter_01.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/unified_messaging/guide/b_15cucumgx/b_15cucumgx_chapter_01.html#ID-2370-00000240
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/unified_messaging/guide/b_15cucumgx/b_15cucumgx_chapter_01.html#ID-2370-00000240


この問題を解決するには、Cisco Unity Connectionの管理の [ユニファイドメッセージ
ングサービスの編集]ページに移動して、ページで入力したすべての設定を確認しま
す。

問題を解決できない場合は、Cisco TACに連絡してください。

6. CiscoSysLogに「EvtMbxOAuthHttpStatusCode」イベントが含まれる場合、これはア
クセストークンのリクエストが不適切なレスポンスを受け取っていることを確認し

ます。 CiscoSysLogに以下のエラーコードが記録される場合があります。

• 401エラー :アプリケーション ID、クライアントシークレット、クライアント
IDの値が正しくないことが考えられます。 [ユニファイドメッセージングサー
ビスの編集]ページで値を確認します。

• 0エラー :プロキシサーバーと Active Directory DNSドメイン名の値が正しくな
いことが考えられます。[ユニファイドメッセージングサービスの編集]ページ
で値を確認します。

エラーを解決した後、OAuthアクセストークンがデータベースで正常に更新される
のを待つか、または以下の CLIを実行して直ちに解決します。
admin:run cuc dbquery unitydirdb update tbl_externalservicetoken set
exchservertoken="" where externalserviceobjectid='<obejectid of corresponding
unified messaging service>'

11. ExchangeまたはOffice 365サーバーまたはActive Directoryドメインコントローラーの証
明書を検証するためにユニファイドメッセージングサービスを構成した場合:

•適切な認証局の証明書が Unity Connectionサーバーにアップロードされたことを確
認します。

•証明機関の証明書の有効期限が切れていないことを確認します。

12. (Exchangeのみ)このユニファイドメッセージングサービスに関連付けられたすべての
Unity Connectionユーザーが、同じ Exchangeサーバーをホームとするメールボックスを
持ち、ウェブベースのプロトコルとしてHTTPSを使用している場合、SSLが適切に設定
されていることを確認します。

認証局の証明書が Unity Connectionサーバーにアップロードされたことを確認します。

Unity Connection管理で、ユニファイドメッセージングサービスで指定された Exchange
サーバー名が Exchangeサーバーの SSL証明書の共通名と正確に一致することを確認し
ます。

SSL証明書の有効期限が切れていないことを確認します。

13. (Exchangeのみ) Microsoft EWSEditorを使用して、ユニファイドメッセージングサービス
アカウントを使用する Unity Connectionユーザーの Exchangeメールボックスにアクセス
します。これにより、Unity Connectionが関与していない場合でも問題が発生するかど
うかを判断できます。

EWSEditorソフトウェアおよびドキュメントは、Microsoftウェブサイトで入手できます。
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1. DNS設定の確認:

• Exchangeサーバーが Unity Connectionから到達可能であることを確認します。

• Exchangeまたは Office 365サーバーを検索するようにユニファイドメッセージング
サービスを設定した場合、Unity Connectionサーバーが DNSを使用するように設定さ
れていることを確認します。

• Exchangeまたは Office 365サーバーを検索するようにユニファイドメッセージング
サービスを設定した場合、Exchangeまたは Office 365サーバーの名前が、Unity
Connectionが使用するように設定されているDNSサーバーによって解決可能であるこ
とを確認します。

• Exchangeまたは Office 365サーバーを検索するようにユニファイドメッセージング
サービスを設定した場合、Unity Connectionが使用している DNSサーバーが自動検出
に適切なレコードで設定されていることを確認します。

ユニファイドメッセージングユーザーに対し、Gmailサーバーのシングルインボックス
設定が機能しない

Gmailサーバーでのシングル受信箱構成が、同じユニファイドメッセージングサービスに関連
付けられているユニファイドメッセージングアカウントを持つUnity Connectionユーザーに対
して機能しない場合、次のタスクを実行します。

クラスターが構成されている場合は、Unity Connection固有のタスクはプライマリ（アクティ
ブ）サーバーでのみ実行してください。

（注）

1. 以下の手順を実行して、ユニファイドメッセージングサービスが有効になっており、Google
Workspaceも有効になっていることを確認します。

• UnityConnection管理で、[ユニファイドメッセージング（UnifiedMessaging）]を開き、
[ユニファイドメッセージングサービス（UnifiedMessaging Services）]を選択します。

• [ユニファイドメッセージングサービスの検索（Search Unified Messaging Services）]
ページで、ユーザーが状態を確認したいサービスを選択します。

• [ユニファイドメッセージングサービスの編集]ページで、[有効]チェックボックスが
オンになっていることを確認します。

• [ConnectionとGoogleWorkspaceのメールボックスを同期する(シングル受信箱)]チェッ
クボックスがオンになっていることを確認します。

2. 以下の手順を実行して、ユニファイドメッセージングサービスをテストします。

• UnityConnection管理で、[ユニファイドメッセージング（UnifiedMessaging）]を開き、
[ユニファイドメッセージングサービス（UnifiedMessaging Services）]を選択します。
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• [ユニファイドメッセージングサービスの検索（Search Unified Messaging Services）]
ページで、テストを行いたいユニファイドメッセージングサービスを選択します。

• [ユニファイドメッセージングサービスの編集]ページで、[テスト]を選択します。

• [タスクの実行結果]ページにリストされている問題を修正します。

3. 影響を受けるユニファイドメッセージングアカウントの 1つをテストします。

• Unity Connectionの管理で、[ユーザー]を展開し、[ユーザー]を選択します。

• [ユーザーの検索]ページで、ユニファイドメッセージングアカウントを更新するユー
ザーを選択します。

• [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページで、[編集（Edit）]メニューで
[ユニファイドメッセージングアカウント（Unified Messaging Accounts）]を選択しま
す。 [ユニファイドメッセージングアカウント]ページで、[テスト]を選択します。

• [タスクの実行結果]ページにリストされている問題を修正します。

4. Cisco Unity Connection Serviceabilityで [ツール（Tools）] > [サービス管理（Service
Management）]に移動します。 [クリティカルサービス（Critical Services）]セクション
で、Connection Google Workspaceサービスのサービスステータスが [開始（Started）]であ
ることを確認します。

5. ユニファイドメッセージングサービスアカウントの Active Directory設定を確認する:

•アカウントがロックされていないことを確認します。

•アカウントのパスワードの有効期限が切れていないことを確認します。

6. DNS設定を確認する

• Unity Connectionから Gmailサーバーに到達できることを確認します。これは、[ユニ
ファイドメッセージングサービスの編集]ページの [テスト]ボタンをクリックするこ
とで確認できます。

• [タスクの実行結果]ページにリストされている問題を修正します。

Exchangeでのシングルインボックス設定が、ユーザーまたは一部のユーザーに対して機
能していない

Exchangeのシングルインボックス設定が機能していない場合（たとえば、Unity Connection音
声メッセージが Exchangeに同期されず、ViewMail for Outlookから送信されたメッセージが配
信されない）、および問題がユニファイドメッセージングサービスに関連付けられているす

べてのユーザーではなく、1人以上の Unity Connectionユーザーに発生している場合、次の作
業を行います。
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クラスタが構成されている場合、UnityConnection固有のタスクはプライマリ (アクティブ)サー
バー上でのみ実行してください。

1. Unity Connectionの管理で、[ユーザー]を展開し、[ユーザー]を選択します。 [ユーザーの
基本設定の編集（Edit User Basics）]ページで、[編集（Edit）]メニューで [ユニファイド
メッセージングアカウント（UnifiedMessaging Accounts）]を選択します。ユーザーの [ユ
ニファイドメッセージングアカウント]ページで、ユーザーが、シングル受信箱が有効に
なっているユニファイドメッセージングサービスに関連付けられていることを確認しま

す。

2. ユニファイドメッセージングサービスアカウント用に Exchange 2010メールボックスを作
成し、影響を受けるユーザーの Exchangeメールボックスをある Exchange 2003メールボッ
クスストアから別のストアに移動した場合、その Exchange 2010メールボックスを削除し
ます。

3. CiscoUnityConnectionAdministrationで、[ユーザー（Users）]を展開し、[ユーザー（Users）]
を選択します。 [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページで、[編集（Edit）]
メニューで [ユニファイドメッセージングアカウント（UnifiedMessaging Accounts）]を選
択します。ユーザーの [ユニファイドメッセージングアカウント]ページで、ユーザーのい
ずれかのユニファイドメッセージングアカウントで単一受信箱が有効になっていることを

確認します。

4. CiscoUnityConnectionAdministrationで、[ユーザー（Users）]を展開し、[ユーザー（Users）]
を選択します。 [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページで、[編集（Edit）]
メニューで [ユニファイドメッセージングアカウント（UnifiedMessaging Accounts）]を選
択します。ユーザーのユニファイドメッセージングアカウントページで、UnityConnection
が正しい Exchangeメールアドレスを使用するように設定されていることを確認します。

5. CiscoUnityConnectionAdministrationで、[ユーザー（Users）]を展開し、[ユーザー（Users）]
を選択します。 [ユーザーの基本設定の編集]ページで、[編集]メニューの [SMTPプロキ
シアドレス]を選択します。ユーザーの [SMTPプロキシアドレス]ページで、ユーザーの
Exchangeメールアドレスと一致する SMTPプロキシアドレスがあることを確認します。

6. ユーザーの Exchangeメールボックスが移動していない場合は、タスク 8に進みます。

（注）

ユーザーの Exchangeメールボックスが移動され、Unity Connectionによる Exchangeサーバー
の検索を許可する代わりに、Exchangeサーバーを指定するユニファイドメッセージングサービ
スがユーザーに関連付けられている場合、Unity Connectionがメールボックスの移動を自動的
に検出できるかどうかを決定します。 https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/15/unified_messaging/guide/b_15cucumgx.htmlにある『Cisco Unity Connectionユニファ
イドメッセージングガイド、リリース 15』の「ユニファイドメッセージングを設定する」の
章を参照してください。

1. ユーザーのExchangeメールボックスが新しいExchangeサーバーをホームとしている場合、
ユニファイドメッセージングサービスアカウントがサーバーへのアクセスに必要な権限を

持っていることを確認します。詳細については、『UnifiedMessagingガイド forCiscoUnity
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Connectionリリース15』の「ユニファイドメッセージングの設定」の章を参照してくださ
い https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/unified_messaging/guide/
b_15cucumgx.html。

2. 同じ Exchangeサーバーをホームとするメールボックスを持つすべての Unity Connection
ユーザーに対してシングルインボックスが機能しない場合、必要なサービスが Exchange
サーバーで実行されていることを確認します。

•メールボックスがすべて Exchange 2013、Exchange 2010、Unity Connectionまたは
Exchange 2007サーバーをホームとする場合、EWSサービスがその Exchangeサーバー
で実行されていることを確認します。

•メールボックスがすべて Exchange 2003サーバーをホームとする場合、WebDavサー
ビスがその Exchangeサーバー上で実行されていることを確認します。

3. 同じ Exchangeサーバーをホームとするメールボックスを持つすべての Unity Connection
ユーザーに対してシングルインボックスが機能しない場合、およびウェブベースのプロト

コルとしてHTTPSを使用している場合、SSLが適切に設定されていることを確認します。

• Unity Connection管理で、[Exchangeサーバーの証明書を検証する]チェックボックス
をオフにし、シングルインボックスが現在動作しているかどうかを確認します。

• SSL証明書が Unity Connectionサーバーにアップロードされたことを確認します。

• SSL証明書の有効期限が切れていないことを確認します。

シングルインボックス設定の Gmailサーバーが 1人または一部のユーザーに対して動作
しない

Gmailサーバーのシングル受信箱構成が機能していない場合 (例えば、Unity Connectionボイス
メッセージが Gmailサーバーに同期されないなど)、ユニファイドメッセージングサービスに
関連付けられているすべてのユーザーではなく、1人または複数の Unity Connectionユーザー
に問題が発生している場合、ユーザー設定を確認してください。

クラスタが設定されている場合、Unity Connection固有のタスクをプライマリ（アクティブ）
サーバーでのみ実行します。

（注）

Cisco Unity Connection Administrationで、[ユーザー（Users）]を展開し、[ユーザー（Users）]
を選択します。 [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページで、[編集（Edit）]メ
ニューで [ユニファイドメッセージングアカウント（Unified Messaging Accounts）]を選択し
ます。このページの下記の設定を確認してください。

1. ユーザーの [ユニファイドメッセージングアカウント（UnifiedMessaging Accounts）]ペー
ジで、GoogleWorkspaceが有効になっているユニファイドメッセージングサービスにユー
ザーが関連付けられていることを確認します。
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2. ユーザーの [ユニファイドメッセージングアカウント（UnifiedMessaging Accounts）]ペー
ジで、ユーザーのいずれかのユニファイドメッセージングアカウントでGoogleWorkspace
が有効になっていることを確認します。

3. ユーザーの [ユニファイドメッセージングアカウント（UnifiedMessaging Accounts）]ペー
ジで、UnityConnectionがGmailアドレスを使用するように設定されていることを確認しま
す。

4. [ユーザーの基本設定の編集（EditUserBasics）]ページの [編集（Edit）]メニューで、[SMTP
プロキシアドレス（SMTP Proxy Addresses）]を選択します。ユーザーの [SMTPプロキシ
アドレス（SMTPProxyAddresses）]ページで、ユーザーのGmailアドレスと一致するSMTP
プロキシアドレスがあることを確認します。

Exchangeからの単一受信箱の同期が遅延している

Unity Connectionの Exchangeへの同期は機能しているが（例えば、ボイスメッセージがユー
ザーの Exchangeメールボックスに同期されている場合）、Exchangeからの同期は遅延してい
る場合（例えば、最後のUnity Connection音声メッセージがViewMail for Outlookで流れた直後
にメッセージ待機インジケータがオフにならない場合）、次の作業を行います。

1. CiscoUnityConnection Serviceabilityで、[ツール > サービス管理 ]に移動し、UnityConnection
の [Jetty]サービスのステータスが [開始]になっていることを確認します。そうでない場
合、サービスをアクティベートして開始し、影響を受けるユーザーの 1人をテストしま
す。

2. Exchangeサーバーのコマンドラインで、該当する場合、ポート 7080がファイアウォール
で開いていることを確認し、次のコマンドを実行して、Exchangeサーバーから Unity
Connectionサーバーに telnet接続します。

telnetUnity Connectionサーバーの IPアドレス > 7080

エラーメッセージが返されない場合、Exchangeサーバーは Unity Connectionサーバーに接続で
きました。エラーメッセージが表示された場合:

• Cisco Unity Connection Serviceabilityで、Unity Connectionのジェッティーサービスが実行
中であることを確認します。

•ネットワークの問題をトラブルシューティングします。

Ctrl-Kを押して telnetを終了します。

1. Cisco Unity Connectionの管理で、影響を受けるユーザーのユニファイドメッセージングア
カウントを表示し、[ reset]を選択します。

影響を受けるユーザーに対して Exchangeから Unity Connectionへの同期が開始される場合、
Unity Connection Administrationで、影響を受けるユーザーに関連付けられているユニファイド
メッセージングサービスを表示し、[リセット（Reset）]を選択します。
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特定の統一メッセージングサービスをリセットすると、Unity Connectionが Exchangeとデータ
を再同期するため、統一メッセージングサービスに関連付けられたすべてのユーザーに対する

同期が遅延します。

Exchangeからの同期が遅延している場合、未処理の要求の数が一貫して999を超えていないか
どうかも確認できます。未処理の要求の数を確認するには、CsMbxSync (レベル 19)トレース
を有効にする必要があります。トレースの詳細については、「CiscoUnityConnectionServiceability
のトレース（2ページ）」を参照してください。

未処理の要求の数が999を超える値に一貫して増加している場合、UnityConnectionとExchange
Serverの間の EWS遅延 (EWS要求-応答 RTT時間)を確認します。遅延がサポートされている
値より大きい場合、接続数を計算し、計算された値に接続数を変更します。 EWSの最大遅延
および接続の計算方法の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/15/design/guide/b_15cucdg.htmlにある『Cisco Unity Connection設計ガイド、リリース

15』の「シングル受信箱」の章の「1つの Unity Connectionサーバーの接続数を計算する」の
項を参照してください。

Office 365からのシングルインボックスの同期が遅延する

Unity Connectionの Exchangeへの同期は機能しているが（例えば、ボイスメッセージがユー
ザーの Exchangeメールボックスに同期されている場合）、Exchangeからの同期は遅延してい
る場合（例えば、最後のUnity Connection音声メッセージがViewMail for Outlookで流れた直後
にメッセージ待機インジケータがオフにならない場合）、次の作業を行います。

1. CiscoUnityConnectionAdministrationで、影響を受けるユーザーのユニファイドメッセージ
ングアカウントを表示し、[リセット（Reset）]を選択します。

2. 影響を受けるユーザーに対して Exchangeから Unity Connectionへの同期が開始される場
合、Unity Connection Administrationで、影響を受けるユーザーに関連付けられているユニ
ファイドメッセージングサービスを表示し、[リセット（Reset）]を選択します。

Gmailサーバーからのシングルインボックスの同期が遅延している

Unity ConnectionのGmailサーバーへの同期は機能しているが、Gmailサーバーからの同期に遅
延がある場合、次のタスクを実行します。

1. CiscoUnityConnectionAdministrationで、影響を受けるユーザーのユニファイドメッセージ
ングアカウントを表示し、[リセット（Reset）]を選択します。

2. Unity Connection Administrationで、影響を受けたユーザーに関連付けられているユニファ
イドメッセージングサービス（[ユニファイドメッセージング（Unified Messaging）] > [ユ
ニファイドメッセージングサービス（UnifiedMessaging Services）]）を表示し、[リセット
（Reset）]を選択します。

3. CuGsuiteSyncSrv (レベル 11)トレースを有効にすることで、未処理のリクエスト数を確認
します。トレースの詳細については、リンク https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/connection/15/troubleshooting/guide/b_15cuctsg.htmlにある『Cisco Unity Connectionト
ラブルシューティングガイド、リリース15』の「Cisco Unity Connectionのトラブルシュー
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ティング」の章の「Cisco Unity Connection Serviceabilityのトレース」の項を参照してくだ
さい。

特定のユニファイドメッセージングサービスがリセットされた場合、Unity Connectionがデー
タを Gmailサーバーと再同期するため、ユニファイドメッセージングサービスに関連付けら
れたすべてのユーザーの同期が遅延します。

（注）

サーバーからのシングルインボックスの同期に失敗しました

一連のユーザーについて、Unity Connectionから Exchange/Gmailサーバーへの同期が失敗し、
ユニファイドメッセージングアカウントのリセットボタンを押しても問題が解決しない場合

は、次のタスクを実行します。

1. 次の CLIコマンドを実行して、メールボックスステータスフィールドが 0以外に設定さ
れているエイリアスの一覧を取得します: run cuc dbquery unitydirdb
select y.alias from vw_mailboxmap as x, vw_user as y where x.userobjectid=y.objectid
AND x.status != 0

.

2. 上記のCLIの実行でユーザーエイリアスのリストが得られる場合、リストされているユー
ザーのステータスが 0以外の理由を確認します。必要に応じて、次のCLIコマンドを使用
して、ステータスフィールドを 0に更新します。run cuc dbquery unitydirdb
update tbl_mailboxmap set status = 0

「status」の値を 0として更新することは単なる回避策であり、ユーザーはログのステータス
変更の理由を調査する必要があります。

（注）

Office 365を ADFSで使用するとシングルインボックスが失敗する

Office 365へのアクセスに使用される Unity Connectionアカウントが Active Directoryで作成さ
れ、Office 365にインポートされたシングルインボックスのために Unity Connectionを Office
365と統合する場合、UnityConnectionはADFSを処理するよう装備されていないため、シング
ルインボックスは機能しない可能性があります。

シングルインボックスを機能させるには、Office 365側でローカルにアカウントを作成する必
要があります。

単一の受信箱でメッセージが重複する問題

インターネットメッセージ IDはインターネットメッセージに対する一意の識別子です。Cisco
Unity Connectionは、各ボイスメッセージに固有のインターネットメッセージ IDを割り当てま
す。メッセージが同じインターネットメッセージ IDで復元される場合、重複するメッセージ
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がユーザーのメールボックスに作成されます。メールボックスが Exchangeと同期するとき、
重複するメッセージが単一の受信箱に反映されます。

単一受信箱でメッセージが重複する問題を解決するには、ユーザーまたは管理者がメールボッ

クスから重複するメッセージを削除する必要があります。

COBRAは、メッセージを重複メッセージとして復元するオプションを提供するインターフェー
スの1つです。単一受信箱でのメッセージの重複を避けるため、メッセージを重複メッセージ
として復元するオプションを選択しないでください。

（注）

SMTPドメイン名設定の問題を解決する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[システム設定（System Settings）] > [SMTP設定（SMTP
Configuration）]を選択し、[スマートホスト（Smart Host）]を選択します。

ステップ 2 [スマートホスト（Smart Host）]ページの [スマートホスト（Smart Host）]フィールドで、SMTPスマート
ホストサーバーの IPアドレスまたは完全修飾ドメイン名を入力し、[保存（Save）]を選択します。 (DNS
が設定されている場合にのみ、サーバーの完全修飾ドメイン名を入力します。)

ステップ 3 Cisco Unity Connectionの管理で、[システム設定（System Settings）]を展開し、[全般設定（General
Configuration）]を選択します。

ステップ 4 [全般構成]ページの [受信者が見つからない場合]の一覧で、[メッセージをスマートホストに中継]を選択
します。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

ステップ 6 CiscoUnity ConnectionAdministrationで、[ユーザー（Users）] > [メッセージアクション（MessageActions）]
を展開し、 [ボイスメール（Voicemail）]ドロップダウンリストの [メッセージを受信（Accept themessage）]
オプションを選択します。

ステップ 7 リレーアドレスフィールドに SMTPプロキシアドレスを入力します。

（注）

このユーザーには SMTPプロキシアドレスを作成しないでください。 [メール、FAX、領収書（Email, Fax,
and receipt）]ドロップダウンリストから [メッセージをリレー（Relay the Message）]オプションを必ず選
択します。

ステップ 8 Exchangeサーバーに受信者ポリシーをセットアップします。これにより、UnityConnectionエイリアスが社
内メール IDに決定します。

• Exchange 2013または Exchange 2010については、次のリンクを参照してください。

http://technet.microsoft.com/en-us/library/bb232171.aspx
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• Exchange 2007については、次のリンクを参照してください:
http://technet.microsoft.com/en-us/library/bb232171(v=exchg.80).aspx

• Exchange 2003については、次のリンクを参照してください。

http://support.microsoft.com/kb/822447

• Unity Connectionでの Exchangeメールポリシーの設定については、次のホワイトペーパーのリンクを
参照してください: http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/voicesw/ps6788/ps12506/ps6509/ガイド
_c07-728014.html

Microsoft Outlook版 Cisco ViewMailの問題のトラブルシューティング
Outlook用の ViewMailでいくつかの問題に遭遇する可能性がありますが、この問題について
は、記載されているセクションで提供される情報を使用してトラブルシューティングを行うこ

とができます。

音声メッセージまたは受信確認が Outlookの受信箱で受信されない

シングル受信箱ユーザーが着信ボイスメッセージを受信しない、または Outlook受信箱で領収
書を受信しない場合は、次のことに注意してください。

• [迷惑メール]フォルダをチェックして、メッセージまたは受信確認がこのフォルダに自動
的にフィルタリングされているかどうかを確認します。迷惑メールフィルタを更新して、

特定の送信者アドレスまたはドメイン名を安全フィルタリストに追加できます。迷惑メー

ルフォルダを設定してメッセージのクラスを除外する方法については、Microsoftのドキュ
メントを参照してください。

•組織のメールアンチスパムフィルタの設定をチェックして、音声メッセージが Outlookの
受信箱フォルダ以外の場所にルーティングされていないか、.wav添付ファイルが削除され
ていないか、またはポリシーが音声メッセージの配信または Outlookでの受信を妨げてい
ないかを確認します。

• Unity Connectionメールボックスの割り当てが設定されていて、ユーザーが送信/受信の割
り当てを超過している場合、Unity ConnectionはユーザーのUnity Connectionメールボック
スでメッセージを受信できないようにします。 ViewMail for Outlookは、送信/受信のしき
い値に達しているため、発信者がそのユーザーにボイスメッセージを残すことができない

ことをユーザーに通知しません。ユーザーは Unity Connectionのボイスメッセージを確認
することによってのみ知ることができます。しかし、送信クォータに達した後にユーザー

がメッセージを送信すると、ViewMail for Outlookはユーザーに通知されません。送信の
クォータは低いしきい値であるため、ユーザーは以前の警告を無視することによっての

み、送受信のクォータに達します。
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シングルインボックスの Outlookクライアントから送信されたメッセージが受信されな
い

シングルインボックスのユーザーが Outlookクライアントから Unity Connectionサーバー経由
でメッセージを送信できない場合、例えば、ユーザーが不達通知（NDR）を受け取る場合、以
下の可能性を考慮します。

•メッセージ送信者のメールアドレスは、ユニティ Connectionで設定されたプライマリま
たはプロキシ SMTPアドレスと正確に一致する必要があります。

•メッセージ受信者のメールアドレスは、Unity Connectionユーザー用に設定されたプライ
マリまたはプロキシ SMTPアドレス、または VPIM連絡先に設定された SMTPプロキシ
アドレスと一致する必要があります。一致するものが見つからない場合、UnityConnection
はメッセージをSMTPスマートホストにリレーするか、またはNDRを送信者に送信します。
これは、Unity Connection Administrationの[システム設定]>[全般設定]ページの「受信者が
見つからない場合」設定で選択されたオプションによります。デフォルトでは、Unity
ConnectionはNDRを送信します。

単一受信箱アカウント以外のメールアカウントで受信されたメッセージ

ユーザーが Unity Connectionメールボックスではなく、会社のメールまたは他のメールアカウ
ントで予期せずボイスメッセージを受信する場合、次の可能性を考慮してください。

•メッセージ受信者のメールアドレスは、Unity Connectionユーザー用に設定されたプライ
マリまたはプロキシ SMTPアドレス、または VPIM連絡先に設定された SMTPプロキシ
アドレスと一致する必要があります。一致するものが見つからず、メッセージを SMTP
スマートホストにリレーするように Unity Connectionが設定されている場合、メッセージ
は適切なメールアドレスにリレーされます。メッセージ受信者に、該当するメールアドレ

スに構成されたプロキシ SMTPアドレスがあることを確認します。 https://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/administration/guide/b_15cucsag.htmlにある『Cisco

Unity Connectionシステムアドミニストレーションガイド、リリース 15』の「ユーザー設
定」の章の「SMTPプロキシアドレス」の項を参照してください。

•受信者のメッセージアクションが、特定のタイプ (音声、メール、FAX、または配信確認)
のメッセージを会社のメールアドレスのユーザーにリレーするように設定されている場

合、一見誤っているように見えるメッセージのルーティングは、予期された動作である可

能性があります。メッセージアクションは、受信者のユニファイドメッセージングアカ

ウントで指定されているユニファイドメッセージングサービスでも構成され、ユーザー

レベルの設定とユニファイドメッセージングサービスの設定の相互作用によって、予期

しない結果が生じる場合があります。メッセージアクションが特定のユーザーにどのよ

うにメッセージをリレーするかの概要については、UnityConnection管理で、そのユーザー
の [メッセージアクション]ページを参照してください。

Outlookでメッセージを再生できない

Outlookから安全なメッセージを再生するには、Microsoft Outlook版 Cisco Unity Connection
ViewMailをインストールする必要があります。 Outlookで安全なメッセージを表示すると、
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メッセージ内のテキストは安全なメッセージについて簡単に説明しますが、.wav添付ファイル
は含まれません。 .wavファイルの唯一のコピーが Unity Connectionサーバーに残ります。

安全なメッセージを Outlookから削除すると、Unity Connectionは Unity Connectionの削除済み
アイテムフォルダにメッセージを移動します。メッセージエージングが設定されている場合、

メッセージは最終的に削除されます。

注意

Outlookの .PSTフォルダに移動されたメッセージが再生できない

Unity Connectionは次の Outlookフォルダ中のボイスメッセージをユーザーの Unity Connection
受信箱フォルダと同期するため、メッセージは Unity Connection受信箱フォルダで引き続き表
示されます。

• Outlookの受信箱フォルダの下のサブフォルダ

• Outlookの [削除済みアイテム（Deleted Items）]フォルダーの下のサブフォルダ

• Outlookの [迷惑メール（Junk Email）]フォルダ

Unity Connectionは Outlookの送信済みアイテムフォルダ中のボイスメッセージをユーザーの
Unity Connection送信済みアイテムフォルダと同期させるため、メッセージは Unity Connection
の送信済みアイテムフォルダで引き続き見ることができます。

Unity Connectionがセキュアなボイスメッセージを Exchangeに複製するとき、複製されたメッ
セージにはセキュアメッセージについて簡単に説明するテキストのみが含まれます。.wavファ
イルのコピーだけが Unity Connectionサーバーに残ります。ユーザーが Unityを使用して安全
なメッセージを再生する場合、ViewMailは Unity Connectionサーバーからメッセージを取得
し、Exchangeまたはユーザーのコンピュータにメッセージを保存することなく再生します。

ユーザーがUnityConnection受信箱フォルダと同期されていないOutlookフォルダに安全なメッ
セージを移動する場合、ボイスメッセージの唯一のコピーが Unity Connectionの削除済みアイ
テムフォルダに移動され、メッセージは Outlookで再生できなくなります。ユーザーがメッ
セージを Outlookの受信箱フォルダ、または Unity Connection受信箱フォルダと同期されてい
る Outlookフォルダに戻した場合、そして、

•メッセージがまだ Unity Connectionの削除済みアイテムフォルダにある場合、メッセージ
は同期されてそのユーザーの Unity Connection受信箱に戻され、メッセージは Outlookで
再び再生可能になります。

•メッセージが Unity Connectionの削除済みアイテムフォルダにない場合、メッセージは
Unity Connectionに再同期されないため、Outlookまたは Unity Connectionで再生できなく
なります。

詳細については、『ユニファイドメッセージングガイド』Cisco Unity Connectionリリース 15
の「ユニファイドメッセージングの紹介」の「Outlookフォルダの同期」のセクションを参照
してください https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/unified_messaging/
guide/b_15cucumgx.html。
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メッセージを再生しても待機メッセージインジケータがオフにならない

ユニファイドメッセージングサーバーとして設定された Cisco Unityからアップグレードし、
そのサーバーからメッセージを移行した場合は、次の点に注意してください。

•移行されたメッセージの 2つのコピーが各ユーザーの Exchangeメールボックスに表示さ
れます。単一受信箱が構成されている場合、元のメッセージと、Exchangeメールボックス
に同期された移行されたメッセージです。

•ユーザーが Outlookを使用して Exchangeで元のメッセージを再生する場合 (メッセージの
受信時に Cisco Unityが Exchangeに入れるコピー)、メッセージは Unity Connectionで未読
のままとなり、メッセージ待機中インジケータは点灯したままになります。移行された

メッセージ (単一受信箱機能によって Exchangeメールボックスに同期されたコピー)を再
生するか、移行後に受信したメッセージを再生すると、必要に応じてメッセージ待機イン

ジケーターがオフになります。

メッセージが再生される前に待機メッセージインジケータがオフになる

Outlookの [閲覧ウィンドウで表示時に項目を既読にする]オプションを有効にしている場合、
メッセージはOutlookの受信箱で選択されるとすぐに既読になります。あなたが聞いていない
Unity Connectionボイスメッセージがこれだけである場合、Unity Connectionはメッセージ待機
インジケータをオフにします。

Outlookでメッセージを削除しても、対応するメッセージは削除されない

ユニファイドメッセージングサーバーとして設定された Cisco Unityからアップグレードし、
そのサーバーからメッセージを移行した場合は、次の点に注意してください。

•移行されたメッセージの 2つのコピーが各ユーザーの Exchangeメールボックスに表示さ
れます。単一受信箱が構成されている場合、元のメッセージと、Exchangeメールボックス
に同期された移行されたメッセージです。

•ユーザーがOutlookを使用して Exchangeの元のメッセージ（Cisco Unityがメッセージを受
信したときに Exchangeに入れたコピー）を削除する場合、移行されたメッセージはUnity
Connectionのユーザーの受信箱に残ります。移行されたメッセージを Outlookで削除する
と、メッセージはUnity Connectionのユーザーの受信箱からUnity Connectionのユーザーの
削除済みアイテムフォルダに移動されます。

•削除されたメッセージの場所についての詳細は、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_
ip_comm/connection/15/unified_messaging/guide/b_15cucumgx.htmlにある『Cisco Unity

Connectionユニファイドメッセージングガイド、リリース15』の「ユニファイドメッセー
ジングの紹介」の章の「削除済みメッセージの場所」の項を参照してください。

Outlookで .PSTフォルダに移動されたメッセージが削除される

Unity Connectionは次の Outlookフォルダ中のボイスメッセージをユーザーの Unity Connection
受信箱フォルダと同期するため、メッセージは Unity Connection受信箱フォルダで引き続き表
示されます。
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• Outlookの受信箱フォルダの下のサブフォルダ

• Outlookの [削除済みアイテム（Deleted Items）]フォルダーの下のサブフォルダ

• Outlookの [迷惑メール（Junk Email）]フォルダ

ユーザーがボイスメッセージを受信箱フォルダではない Outlookフォルダに移動すると、メッ
セージは Unity Connectionの削除済みアイテムフォルダに移動されます。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/unified_
messaging/guide/b_15cucumgx.htmlにある『CiscoUnity Connectionユニファイドメッセージング
ガイド、リリース 15』の「ユニファイドメッセージングの概要」の章の「Outlookフォルダと
の同期」の項を参照してください。

無効なパスワードの問題のトラブルシューティング

ユーザーがMessaging Assistantで Cisco Personal Communications Assistant (PCA)のパスワードを
変更する場合、クライアントが引き続き Unity Connectionにアクセスしてボイスメッセージを
取得できるように、ViewMailオプションで設定されているパスワードも更新する必要があり
ます。同様に、LDAP認証が設定されていて、PCAパスワードが LDAPで変更された場合、
ViewMailオプションで設定されたパスワードを更新する必要があります。 PCAパスワードが
変更されたが、ViewMailが更新されていない場合、ViewMail機能を使用しようとすると、ユー
ザーに無効な資格情報が入力されたことを示すメッセージが表示されます。

Cisco ViewMail for Microsoft Outlookのパスワードの変更

手順

ステップ 1 Outlook 2010を使用している場合:

a) ユーザーのワークステーションの Outlook 2010で、[ViewMail]タブをクリックします。

b) [設定（Settings）]を選択します。

ステップ 2 Outlook 2007または Outlook 2003を使用している場合:

a) ユーザーのワークステーションで、Outlookの [ツール]メニューから、[オプション] を選択します。
b) [メールの表示]タブを選択します。

ステップ 3 [関連メールアカウント]リストから、ユーザーのMicrosoft Exchange/Single Inboxアカウントを選択し、[編
集]を選択します。

ステップ 4 ViewMailのアカウント設定ウィンドウで、ユーザーのパスワードを変更します。

ステップ 5 [テスト設定]を選択します。

ステップ 6 テストに成功したら、 [OK]を選択します。テストに失敗した場合、パスワードを再入力し、繰り返しま
す。

ステップ 7 OKを選択してウィンドウを閉じます。次に OKを再度選択して [オプション]ダイアログを閉じます。
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ユーザーワークステーションで Outlook版 ViewMailから診断情報を収集する

Microsoft Outlook版 Cisco ViewMailフォームの問題をトラブルシューティングするために、
ユーザーのワークステーションで診断を有効にすることができます。

ユーザーワークステーションでMicrosoft Outlook診断用 Cisco ViewMailを有効化し、ロ
グファイルを表示する

手順

ステップ 1 Outlook 2010を使用している場合:

a) ユーザーのワークステーションの Outlook 2010で、[ViewMail]タブをクリックします。

b) [設定（Settings）]を選択します。

ステップ 2 Outlook 2007または Outlook 2003を使用している場合:

a) ユーザーのワークステーションで、Outlookの [ツール]メニューから、[オプション] を選択します。
b) [メールの表示]タブを選択します。

ステップ 3 診断トレースをオンにするチェックボックスを選択します。

ステップ 4 [OK]を選択します。

ステップ 5 問題を再現します。

ステップ 6 Outlook 2010を使用している場合:

a) ユーザーのワークステーションの Outlook 2010で、[ViewMail]タブをクリックします。

b) [メールログファイル（Email Log Files）]を選択し、ログを添付したメッセージを指定のメールアドレ
スに送信します。

ステップ 7 Outlook 2007または Outlook 2003を使用している場合:

a) ヘルプメニューで、 Cisco ViewMail for Outlook >メールログファイルを選択します。

b) ログを添付してメッセージをメールアドレスに送信します。

シングルインボックスおよび ViewMail for Outlookの問題に関するUnity Connection Server
の診断情報を収集する

UnityConnectionVMOマクロトレースを有効にして、サーバー側からクライアントの問題をト
ラブルシューティングできます。

診断トレースを有効にして収集する方法の詳細については、診断トレースを使用したトラブル

シューティング（1ページ）を参照してください。
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Troubleshooting Access to Emails in an External Message Store

ユーザーが電話で 7を押した後、「無効な選択です」と流れる

ユーザーが電話でログインし、メインメニューの7を押し、「選択が無効です」と告げられた
場合、そのユーザーのユニファイドメッセージングサービスアカウントは外部メッセージス

トアのメールへのアクセスが有効になっていません。

外部メッセージストアのメールへのユーザーアクセスを有効にする

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[ユーザー（Users）]を展開し、[ユーザー（Users）]を選択しま
す。 [ユーザーの検索（Search User）]ページで、適切なユーザーを選択します。

ステップ 2 [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページで、[編集（Edit）]メニューで [ユニファイドメッ
セージングアカウント（Unified Messaging Accounts）] > を選択します。

ステップ 3 [ユニファイドメッセージングアカウント]ページで、外部メッセージストアに接続するユニファイドメッ
セージングサービスの名前を選択します。

ステップ 4 [ユニファイドメッセージングアカウントの編集（Edit Unified Messaging Account）]ページで、[テキスト/
スピーチ（TTS）を使用して Exchangeの電子メールにアクセス（Access Exchange by Using Text to Speech
(TTS)）]チェックボックスをオンにして、[保存（Save）]を選択します。

7を押した後、電話を使っているユーザーに「メッセージは利用できません」というメッ
セージが流れる

ユーザーが電話からログインし、メインメニューの7を押しても、メッセージは利用できない
というメッセージが表示されます。次のタスクリストに従って、問題の原因を特定し、解決し

てください。問題が解決するまで、提示された順序でタスクを実行してください。

7を押した後に「メッセージが利用できません」と表示された場合のトラブルシューティング
については、指定されたステップに従います。

1. 外部メッセージストアのメールへのアクセスを可能にするユニファイドメッセージング
サービスをテストし、報告されたエラーを修正します。「外部メッセージストアのメール

にアクセスするユニファイドメッセージングサービスのテスト」の項（7-15ページ）」
を参照してください。

2. 外部メッセージストアのメールにアクセスできるユーザーのユニファイドメッセージング
アカウントをテストし、報告されたエラーを修正します。「外部メッセージストアのメー

ルにアクセスするためのユニファイドメッセージングアカウントのテスト」を参照してく

ださい。

3. Cisco Unity Connectionの管理で、[サービスクラス（Class of Service）]を展開し、[サービ
スクラス（Class of Service）]を選択します。ボイスメールユーザーに適用するサービス
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クラスを選択します。 [サービスクラスの編集]ページで、[音声合成 (TTS)を使用した
Exchangeメールへのアクセスを許可]チェックボックスが選択されていることを確認しま
す。

4. CiscoUnityConnectionAdministrationで、[ユーザー（Users）]を展開し、[ユーザー（Users）]
を選択します。 [音声合成 (TTS)を使用した Exchangeメールへのアクセスを許可]チェッ
クボックスが選択されていることを確認します。「外部メッセージストアのメールへの

ユーザーアクセスの有効化」を参照してください。

5. Exchangeサーバーを指定するチェックボックスを選択した場合は、Exchange2003サーバー
のIPアドレスまたはホスト名を入力します。その後、[ユニファイドメッセージング（Unified
Messaging）] > [ユニファイドメッセージングサービス（Unified Messaging Services）]の
[サーバー（Server）]フィールドの値を使用して、ユニファイドメッセージングサービス
が接続するサーバーに pingを送信します。 Pingが失敗した場合、Unity Connectionは機能
していません。 Unity Connectionのネットワーク機能を復元する必要があります。

6. ユニファイドメッセージングサービスが SSLに構成され、[Exchangeサーバーの証明書を
検証する]チェックボックスがオンの場合、証明書の検証が問題の原因かどうかを判断し
ます。 Cisco Unity Connection Administrationで、[ユニファイドメッセージング（Unified
Messaging）] > [ユニファイドメッセージングサービス（UnifiedMessaging Services）]に移
動し、[Exchangeサーバーの証明書を確認する（Validate Certificates for Exchange Servers）]
チェックボックスをオフにして、[保存（Save）]を選択します。

7. (Exchange 2003のみ) Exchange 2003の場合のみ、指定された手順に従います。

UnityConnection管理で、[ユーザー]>ユーザーの [ユニファイドメッセージングアカウント
の編集]ページで、[ユーザー ID]フィールドの入力がユーザーの Exchangeログインエイリ
アスと一致していることを確認します。ログインタイプフィールドがUnity Connectionエ
イリアスを使用するに設定されている場合、ユーザー Exchangeログインエイリアスは
Unity Connectionユーザーエイリアスと一致する必要があります。

Exchangeサーバーで、Microsoft Exchange IMAP4サービスが実行中であることを確認しま
す。

Exchangeサーバーが IMAP4の基本認証をサポートするようにセットアップされているこ
とを確認します。

ユニファイドメッセージングサービスが外部メッセージストアのメールにアクセスするためのテスト

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection管理で、[ユニファイドメッセージング（Unified Messaging）]を開き、[ユニファイ
ドメッセージングサービス（Unified Messaging Services）]を選択します。 [ユニファイドメッセージング
サービスの検索]ページで、適切なサービスの名前を選択します。

ステップ 2 [ユニファイドメッセージングサービスの編集（EditUnifiedMessagingService）]ページで、[テスト（Test）]
を選択します。
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ステップ 3 [タスクの実行結果]ウィンドウで、問題と推奨事項のリストを参照し、適切なトラブルシューティング手
順を実行します。

ステップ 4 テストに成功するまで、手順 2と手順 3を繰り返します。

ユーザーが外部メッセージストアの電子メールにアクセスするためのユニファイドメッセージングアカウントをテスト

する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[ユーザー（Users）]を展開し、[ユーザー（Users）]を選択しま
す。 [ユーザーの検索]ページで、ユーザーのエイリアスを選択します。

ステップ 2 [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページで、[編集（Edit）]メニューで [ユニファイドメッ
セージングアカウント（Unified Messaging Accounts）]を選択します。

ステップ 3 [ユニファイドメッセージングアカウント]ページで適切なユニファイドメッセージングアカウントの名前
を選択し、[テスト]を選択します。

ステップ 4 [タスクの実行結果]ウィンドウで、問題と推奨事項のリストを参照し、適切なトラブルシューティング手
順を実行します。

ステップ 5 テストに成功するまで、手順 2と手順 4を繰り返します。

外部メッセージストアのメールへのユーザーアクセスを有効にする

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[ユーザー（Users）]を展開し、[ユーザー（Users）]を選択しま
す。 [ユーザーの検索]ページで、ユーザーのエイリアスを選択します。

ステップ 2 [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページで、[編集（Edit）]メニューで [ユニファイドメッ
セージングアカウント（Unified Messaging Accounts）]を選択します。

ステップ 3 [ユニファイドメッセージングアカウント]ページで、外部メッセージストアに接続するユニファイドメッ
セージングサービスの名前を選択します。

ステップ 4 [ユニファイドメッセージングアカウントの編集（Edit Unified Messaging Account）]ページで、[テキスト/
スピーチ（TTS）を使用して Exchangeの電子メールにアクセス（Access Exchange Email by Using Text to
Speech (TTS)）]チェックボックスをオンにして、[保存（Save）]を選択します。

ユーザーにメールの最後または最初の意味不明な音が聞こえる

ユーザーがメールの末尾または先頭で意味不明な内容を聞くと、意味不明な部分は音声合成

(TTS)で再生されるメール書式設定の一部になります。TTSエンジンはさまざまなメール形式
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に見られる意味不明な部分をいくつかクリーンアップできますが、形式によっては、一部の意

味不明な部分が再生される場合があります。

電話によって削除されたメールがまだ受信箱フォルダにある (Exchange 2003のみ)

MAPIクライアント (Microsoft Outlookなど)でメールアカウントにアクセスすると、電話で削
除されたメールが [削除済みアイテム]フォルダではなく、[受信箱]に表示されたままになる場
合があります。

Unity Connectionは Exchange 2003と通信するのに IMAPプロトコルを使用します。Exchange
2003は IMAP経由でソフト削除されたメッセージをMAPIプロトコルを使ってソフト削除され
たメッセージとは異なる方法で処理します。メッセージが IMAPでソフト削除されると、削除
済みとしてマークされ、受信箱フォルダに残されます。メッセージがMAPIによりソフト削除
されると、削除済みアイテムフォルダに移動されます。

トレースを使用して外部メッセージストアにあるメールへのアクセスをトラブルシュー

ティングする

トレースを使用して、外部メッセージストアのメールへのアクセスをトラブルシューティング

できます。詳しい手順については、「診断トレースを使用したトラブルシューティング（1
ページ）」を参照してください。

Troubleshooting Calendar Integrations

ユニファイドメッセージングアカウントがカレンダーの統合に使用される

カレンダー統合で使用されるユニファイドメッセージングアカウントには、次の構成原則が

適用されます。

•ユーザーは、そのユーザーの [ユニファイドメッセージングアカウント]ページで [Exchange
カレンダーおよび連絡先にアクセスする]チェックボックスがオンになっているユニファ
イドメッセージングアカウントを 1つだけ持つことができます。

• [ユニファイドメッセージングサービス]ページの [MeetingPlaceのスケジュールと参加]
チェックボックスが選択されているユーザーは、複数のユニファイドメッセージングアカ

ウントを持つことができます。

• [MeetingPlaceのスケジュールと参加]チェックボックスがオンになっているユニファイド
メッセージングアカウントをユーザーが複数持っている場合、([ユーザー] > [ユニファイ
ドメッセージングアカウントの編集]ページ上の)[プライマリミーティングサービス]チェッ
クボックスはそのうちの 1つでオンにできます。

各ユーザーは、1つのユニファイドメッセージングアカウントからのみカレンダー情報にアク
セスできます。カレンダーが有効なユニファイドメッセージングアカウントが Exchangeサー
バーに接続している場合、ユーザーは Exchangeカレンダーからのみイベントにアクセスでき
ます。同様に、カレンダーが有効なユニファイドメッセージングアカウントが Cisco Unified
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MeetingPlaceサーバーに接続している場合、ユーザーは Cisco Unified MeetingPlaceカレンダー
からのみイベントにアクセスできます。

[MeetingPlaceスケジュール設定および参加設定（MeetingPlace Scheduling and Joining）]チェッ
クボックスがオンになっているユニファイドメッセージングアカウントをユーザーが複数持っ

ている場合、[プライマリ会議サービス（PrimaryMeeting Service）]チェックボックスがオンに
なっているユニファイドメッセージングアカウントにより、予約不要ミーティングのスケ

ジュールにどの Cisco Unified MeetingPlaceサーバーが使用されるかが決定されます。

Cisco Unity Connectionと Exchange間のカレンダー連携の設定については、『Cisco Unity
Connectionユニファイドメッセージングガイド、リリース 15』のhttps://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/unified_messaging/guide/b_15cucumgx.html「ユニファイド
メッセージングを設定する」の章を参照してください。

カレンダー連携のテスト

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[ユーザー（Users）]を展開し、その後 [ユーザー（Users）]を選
択します。 [ユーザーの検索（Search Users）]ページで、ユーザーのエイリアスを選択します。

ステップ 2 [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページで、[編集（Edit）]メニューで [ユニファイドメッ
セージングアカウント（Unified Messaging Accounts）]を選択します。

ステップ 3 [ユニファイドメッセージングアカウント]ページで、適切なユニファイドメッセージングサービスアカウ
ントの名前を選択します。

ステップ 4 [ユニファイドメッセージングアカウントの編集（Edit Unified Messaging Account）]ページで、[テスト
（Test）]を選択します。

ステップ 5 [タスクの実行結果]ウィンドウで、問題と推奨事項のリストを参照し、適切なトラブルシューティング手
順を実行します。

ステップ 6 テストに成功するまで、手順 4と手順 5を繰り返します。

ユニファイドメッセージングアカウントの状態を取得する

Cisco Unity Connection Administrationで、[ユニファイドメッセージング（Unified Messaging）]
> [ユニファイドメッセージングアカウントの状況（Unified Messaging Accounts Status）]ペー
ジを参照します。ページ上のステータスアイコンは、CiscoUnityConnectionの設定状況を示し
ます。

各ユーザーのユニファイドメッセージングアカウントページには、Unity Connectionの構成状
況も表示されます。

最後のチェックでテストが失敗

カレンダー連携のトラブルシューティングを行うために [ユニファイドメッセージングアカウ
ントの編集]ページで [テスト]を選択し、最後のチェック (「システムは通常のカレンダー操
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作を実行できませんでした」というメッセージで失敗する)以外のすべてのチェックに成功し
た場合は、次のタスクリストを使用して、原因を特定し、問題を解決する必要があります。問

題が解決するまで、記載されている順にタスクを実行します。

1. Exchangeサーバーで、SP2以降がインストールされていることを確認します。

2. Exchangeサーバーで、ユーザーの Outlook Web Access (OWA)が有効になっていることを
確認します。

3. Cisco Unity Connection管理で、[ユーザー] >ユーザーの [ユニファイドメッセージングアカ
ウントの編集]ページで、[メールアドレス]フィールドの入力がユーザーのプライマリ
SMTPアドレスと一致していることを確認します。

4. Exchangeサーバーで、Microsoft Exchange OutlookWeb Accessサービスが利用可能であるこ
とを確認します。

ウェブブラウザに以下のいずれかのURLを入力することにより、MicrosoftExchangeOutlook
ウェブアクセスサービスが利用可能かどうかを手動で確認することができます:

http://<servername>/exchange/<emailaddress>

https://<servername>/exchange/<emailaddress>

次の点に注意してください。

• [Exchangeカレンダーおよび連絡先にアクセス（AccessExchangeCalendar andContacts）]
チェックボックスがオンになっているユニファイドメッセージングアカウントが、

ウェブベースのプロトコルリストの値が「HTTPS」であるユニファイドメッセージン
グサービスに関連付けられている場合、URLは「https」で始まる必要があります。

• [ユニファイドメッセージング（Unified Messaging）] > [ユニファイドメッセージング
サービス（Unified Messaging Services）]ページで、Exchange Serverを指定することを
選択した場合、<servername>について Exchange Serverの値を入力します。ユーザー
のユニファイドメッセージングアカウントが参照するユニファイドメッセージング

サービスを使用します。Exchangeサーバーの検索を選択した場合は、ドメインをping
できること、およびプロトコル（LDAPまたはLDAPS）が正しいことを確認します。

• <emailaddress>には、ユーザーのユニファイドメッセージングアカウントが使用して
いるメールアドレスを入力します。ユーザーの [ユーザー（Users）] > [ユニファイド
メッセージングアカウントの編集（Edit Unified Messaging Account）]の項を参照して
ください。認証が求められたら、ユーザーの Active Directoryエイリアスとパスワー
ドを入力します。

5. (Exchange 2003のみ) Cisco Unified OSの管理の [サービス] > [Pingの設定]ページで、Unity
Connectionが Exchangeサーバーの IPアドレスまたはホスト名に対して pingを実行できる
ことを確認します。

6. ユニファイドメッセージングサービスがウェブベースのプロトコルに HTTPSを使用する
ように構成され、[Exchange Serverの証明書を検証する]チェックボックスがオンの場合、
次のサブタスクを実行して、証明書の検証が問題の原因であるかどうかを判断します。
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Unity Connection Administrationで、[ユニファイドメッセージング（Unified Messaging）] >
[ユニファイドメッセージングサービス（Unified Messaging Services）]ページに移動し、
テストしているユニファイドメッセージングアカウントに関連付けられているユニファ

イドメッセージングサービスを選択します。

[ユニファイドメッセージングサービスの編集（Edit Unified Messaging Service）]ページ
で、[サーバー証明書を確認する（Validate Server Certificate）]のチェックを外し、[保存
（Save）]をクリックします。

電話で、問題が発生したユーザーとしてログインし、カレンダー情報にアクセスします。

ユーザーがカレンダー情報にアクセスできる場合、Exchangeサーバー証明書を発行した認
証局（CA）のパブリックルート証明書が、信頼できる証明書として Unity Connectionにイ
ンストールされていること、それが自己署名されており、有効期限が切れていないことを

確認します。

Unity Connection Administrationの [システム設定（System Settings）] > [ユニファイドメッ
セージングサービス（Unified Messaging Services）] > [ユニファイドメッセージングサー
ビスの編集（Edit Unified Messaging Services）]ページで、[サーバー証明書を確認する
（Validate Server Certificate）]チェックボックスをオンにして、[保存（Save）]を選択し
ます。

7. ユニファイドメッセージングサービスが使用するExchangeのサービスアカウントに、イン
フォメーションストアの管理、受信、送信の権限が付与されていることを確認します。

8. Exchangeサーバーが、予定表情報リクエストに応答するのに十分遅く、Unity Connection
がタイムアウトになった場合、Unity Connection Administrationで、[システム設定（System
Settings）]> [詳細（Advanced）]> [ユニファイドメッセージングサービス（UnifiedMessaging
Services）]ページに移動します。[TTSと予定表:応答を待機する時間（秒）（TTS and
Calendars: Time to Wait for a Response (In Seconds)）]フィールドに 4より大きい値を設定し
ます。

TTSとカレンダー:応答を待機する時間 (秒)の値を増やすと、カレンダー情報にアクセスする
ときに遅延が発生する可能性があります。

（注）

テストには成功するが、カレンダー連携がまだ機能しない (Exchange 2003のみ)

[ユニファイドメッセージングアカウントの編集（Edit Unified Messaging Account）]ページで
[テスト（Test）]を選択して予定表統合のトラブルシューティングを行い、すべてのチェック
に成功したにもかかわらず、予定表統合が機能しない場合は、次のタスクリストを使用して問

題の原因を特定し、解決します。問題が解決するまで、提示された順序でタスクを実行してく

ださい。

テスト成功時のカレンダー連携のトラブルシューティングのタスクリスト

1. CiscoUnityConnectionAdministrationで、[ユニファイドメッセージング（UnifiedMessaging）]
> [ユニファイドメッセージングサービス（UnifiedMessaging Services）]ページに移動し、
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テストしているユニファイドメッセージングアカウントに関連付けられているユニファ

イドメッセージングサービスを選択します。 [ユニファイドメッセージングサービスの
編集（Edit Unified Messaging Service）]ページで、Exchangeサーバーの完全修飾 DNS名
（FQDN）が DNS経由で解決可能であることを確認します。ユニファイドメッセージン
グサービスが Exchangeサーバーの IPアドレスで設定されている場合でも、カレンダー情
報は Exchangeサーバーから、サーバーの FQDNを含む URLが提供されます。 Unity
ConnectionはこれらのURLを使用します。ユーザーがカレンダー情報にアクセスできるよ
うにするために、DNSサーバーによって URLが解決される必要があります。 Exchange
サーバーが、予定表情報リクエストに応答するのに十分遅く、UnityConnectionがタイムア
ウトになった場合、Unity Connection Administrationで、[システム設定（System Settings）]
> [詳細（Advanced）] > [ユニファイドメッセージングサービス（Unified Messaging
Services）]ページに移動します。[TTSと予定表:応答を待機する時間（秒）（TTS and
Calendars: Time to Wait for a Response (In Seconds)）]フィールドに 4より大きい値を設定し
ます。

TTSとカレンダー:応答を待機する時間 (秒)の値を増やすと、カレンダー情報にアクセスする
ときに遅延が発生する可能性があります。

（注）

2. Unity Connectionおよび Exchangeサーバーのシステムクロックが両方とも正しいことを確
認します。

3. ユーザーの Outlookカレンダーにミーティングが表示されることを確認します。

Cisco Unified MeetingPlaceミーティングがこれらのアプリケーションのユーザーウェブインタ
フェースからスケジュールされた場合、スケジュールされたミーティングはユーザーのOutlook
カレンダーには表示されません。「Exchange」メールタイプで Cisco UnifiedMeetingPlaceのプ
ロファイルを設定すると、ミーティング要求はユーザーの Outlookカレンダーに表示されま
す。

非公開ミーティングがミーティング一覧に表示されない (CiscoUnifiedMeetingPlaceのみ)

Cisco Unity Connectionと Cisco Unified MeetingPlaceのカレンダー連携がある場合、ユーザーが
ミーティング情報にアクセスすると、公開および非公開のミーティングが一覧表示されます。

非公開ミーティングがミーティングのリストに表示されない場合、Unity Connectionがカレン
ダー情報にアクセスするために使用するサービスアカウントが正しく設定されていません。

Unity Connectionサービスアカウントの設定 (Cisco Unified MeetingPlaceのみ)

手順

ステップ 1 Cisco Unified MeetingPlace管理サーバーに管理者としてログインします。

ステップ 2 ユーザー設定（User Configuration） >ユーザープロファイル（User Profiles）の順に選択します。
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ステップ 3 Unity Connectionサービスアカウントを選択します。

ステップ 4 ユーザータイプフィールドでシステム管理者を選択します。

ステップ 5 保存を選択します。

ステップ 6 Cisco Unified MeetingPlaceからサインアウトします。

ミーティング一覧にミーティングが表示されない

ミーティングの一覧にミーティングが表示されない場合、Cisco Unity Connectionがカレンダー
情報を更新するために待機する時間間隔が原因である可能性があります。

Cisco Unity Connectionがカレンダー情報を更新するまでの間隔を変更する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connectionの管理で、[システム設定 > 詳細]を開き、[ユニファイドメッセージングサービス]
を選択します。

ステップ 2 [ユニファイドメッセージングサービスの設定（Unified Messaging Services Configuration）]ページの [予定
表：通常の予定表キャッシングポール間隔（分）（Calendars: Normal Calendar Caching Poll Interval (In
Minutes)）]フィールドで、予定表の連携が設定されているユーザーの今後のOutlook予定表データをキャッ
シュする際に、Unity Connectionが投票サイクル間で待機する時間を分単位で入力します。

数が大きいほど、Unity Connectionサーバーへの影響が減りますが、サーバーはユーザーの Outlook予定表
データに対する直前の変更をタイムリーに処理できなくなります。数が小さいほど、UnityConnectionサー
バーへの影響が増えますが、サーバーはユーザーのOutlook予定表データに対する直前の変更をタイムリー
に処理できるようになります。

[予定表：短い予定表キャッシングポール間隔（分）（Calendars: Short Calendar Caching Poll Interval (In
Minutes)）]フィールドには、予定表キャッシュをより頻繁に更新する必要がある予定表ユーザーのため
に、Unity Connectionが次の投票サイクルまで待機する時間（分）を入力します。

この設定は、[ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページで [短い予定表キャッシングポール間
隔を使用する（Use Short Calendar Caching Poll Interval）]チェックボックスがオンのユーザーに適用されま
す。

ステップ 3 保存を選択します。

「Exchangeカレンダーと連絡先にアクセス」オプションはユニファイドメッセージング
アカウントでは利用できない

[ユニファイドメッセージングアカウント（Unified Messaging Account）]ページに [Exchange
の予定表および連絡先にアクセス（Access Exchange Calendar and Contacts）]チェックボックス
が表示されない場合、以下のタスクリストを使用して問題の原因を特定し、解決する。問題が

解決するまで、記載されている順にタスクを実行します。

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
87

ユニファイドメッセージングのトラブルシューティング

ミーティング一覧にミーティングが表示されない



1. CiscoUnityConnectionAdministrationで、[ユニファイドメッセージング（UnifiedMessaging）]
> [ユニファイドメッセージングサービス（UnifiedMessaging Services）]ページに移動し、
テストしているユニファイドメッセージングアカウントに関連付けられているユニファ

イドメッセージングサービスを選択します。

2. [ユニファイドメッセージングサービスの編集]ページで、[Exchangeのカレンダーおよび連
絡先にアクセスする]チェックボックスが選択されていることを確認します。

トレースを使用したカレンダー連携のトラブルシューティング

トレースを使用して、カレンダー連携のトラブルシューティングを行うことができます。詳し

い手順については、「診断トレースを使用したトラブルシューティング（1ページ）」を参
照してください。

パーソナル着信転送ルールを使用してカレンダー情報にアクセスする

際のトラブルシューティング

パーソナル着信転送ルールを使用しているときに、ユーザーがカレンダー情報にアクセスする

際に問題が発生する場合、Unity Connectionがカレンダー情報を更新するまでの待ち時間が原
因である可能性があります。以下の手順を実行します。

トレースを使用すると、パーソナル着信転送ルール使用時のカレンダー情報へのアクセスに関

連する問題をトラブルシューティングできます。詳しい手順については、「診断トレースを使

用したトラブルシューティング（1ページ）」を参照してください。

•パーソナル着信転送ルールのトラブルシューティング（269ページ）の章も参照してくだ
さい。

Unity Connectionがカレンダー情報の更新を待機する間隔の変更

手順の概要

1. Cisco Unity Connection Administrationで、[システム設定（System Settings）] > [詳細
（Advanced）] >を開き、ユニファイドメッセージングサービスを選択します。

2. [ユニファイドメッセージングサービスの設定（UnifiedMessaging Services Configuration）]
ページの [予定表：通常の予定表キャッシングポール間隔（分）（Calendars:NormalCalendar
Caching Poll Interval (InMinutes)）]フィールドで、予定表の連携が設定されているユーザー
の今後のOutlook予定表データをキャッシュする際に、Unity Connectionが投票サイクル間
で待機する時間を分単位で入力します。

3. 保存を選択します。
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手順の詳細

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[システム設定（System Settings）] > [詳細（Advanced）] >を開
き、ユニファイドメッセージングサービスを選択します。

ステップ 2 [ユニファイドメッセージングサービスの設定（Unified Messaging Services Configuration）]ページの [予定
表：通常の予定表キャッシングポール間隔（分）（Calendars: Normal Calendar Caching Poll Interval (In
Minutes)）]フィールドで、予定表の連携が設定されているユーザーの今後のOutlook予定表データをキャッ
シュする際に、Unity Connectionが投票サイクル間で待機する時間を分単位で入力します。

数が大きいほど、Unity Connectionサーバーへの影響が減りますが、サーバーはユーザーの Outlook予定表
データに対する直前の変更をタイムリーに処理できなくなります。数が小さいほど、UnityConnectionサー
バーへの影響が増えますが、サーバーはユーザーのOutlook予定表データに対する直前の変更をタイムリー
に処理できるようになります。

[予定表：短い予定表キャッシングポール間隔（分）（Calendars: Short Calendar Caching Poll Interval (In
Minutes)）]フィールドには、予定表キャッシュをより頻繁に更新する必要がある予定表ユーザーのため
に、Unity Connectionが次の投票サイクルまで待機する時間（分）を入力します。

この設定は、[ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページで [短い予定表キャッシングポール間
隔を使用する（Use Short Calendar Caching Poll Interval）]チェックボックスがオンのユーザーに適用されま
す。

ステップ 3 保存を選択します。

ユニファイドメッセージングサービスおよびユニファイドメッセージ

ングアカウントのテストボタンのトラブルシューティング

[テスト（Test）]ボタン（ユニファイドメッセージングサービス診断ツール）の問題をトラブ
ルシューティングするために、トレースを使用できます。このボタンはCiscoUnityConnection
管理の次のページで利用できます。

•ユニファイドメッセージング>ユニファイドメッセージングサービス> [ユニファイドメッ
セージングサービスを検索]ページでユニファイドメッセージングサービスを選択する>
[ユニファイドメッセージングサービスの編集]ページ。

•ユーザー>ユーザー> [ユーザーの検索]ページでユーザーを選択する>ユーザーの基本ペー
ジの編集>編集>ユニファイドメッセージングアカウント>適切なアカウントを選択してく
ださい> [ユニファイドメッセージングアカウントの編集]ページ。

[テスト]ボタンの問題をトラブルシューティングするためのトレースの使用については、診断
トレースを使用したトラブルシューティング（1ページ）こちらを参照してください。
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第 8 章

IMAPクライアントおよび Outlook版
ViewMailのトラブルシューティング

• IMAPクライアントおよび Outlook版 ViewMailのトラブルシューティング（91ページ）

IMAPクライアントおよび Outlook版 ViewMailのトラブ
ルシューティング

パスワード変更の問題のトラブルシューティング

ユーザーがMessaging Assistantで Cisco Personal Communications Assistant (PCA)のパスワードを
変更する場合、クライアントが引き続き Unity Connectionにアクセスしてボイスメッセージを
取得できるように、IMAPメールクライアントアプリケーションからもパスワードを更新する
必要があります。同様に、LDAP認証が設定されていて、PCAパスワードが LDAPで変更さ
れた場合、IMAPメールクライアントアプリケーションで設定されたパスワードを更新する必
要があります。

PCAパスワードが変更された場合、ViewMail for Outlookを使用するユーザーは Outlook用
ViewMailのオプションでパスワードも変更する必要があります。 PCAパスワードが変更され
たが、ViewMailが更新されていない場合、ViewMail機能を使用しようとすると、ユーザーに
無効な資格情報が入力されたことを示すメッセージが表示されます。

IMAPメールクライアントでのサインインの問題のトラブルシューティ
ング (LDAPが構成されていない)

ユーザーが IMAPクライアントにログインできない、またはボイスメッセージを受信できない
場合、以下の可能性を考慮します:

• IMAPクライアントアプリケーションがユーザーに Cisco Personal Communications Assistant
(PCA)パスワードの入力を要求したものの、パスワードを受け入れなかった場合:
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•無効なサインイン試行が多すぎるため、Cisco Unity Connectionユーザーアカウントが
ロックされている可能性があります。

• UnityConnectionユーザーアカウントが管理者によりロックされた可能性があります。

• Unity Connectionユーザーパスワードの有効期限が切れている可能性があります。

• Unity Connectionユーザーアカウントが、ユーザーに新しいパスワードを指定するこ
とを要求するように設定されている可能性があります。

• Unity Connectionユーザーが間違ったパスワードを入力している可能性があります。

Messaging AssistantまたはMessaging Inboxへのアクセスを許可するサービスクラスに属する
ユーザーは、Cisco PCAへのログインを試行できます。Cisco PCAは失敗したサインインの理
由を説明するエラーメッセージを表示します。Messaging AssistantまたはMessaging Inboxにア
クセスできないユーザーは管理者に連絡する必要があります。

• Microsoft Outlookユーザーが Cisco PCAパスワードの入力を求められない場合、[インター
ネットメール設定 (IMAP)]ページの [パスワードを記憶する]チェックボックスが選択され
ていないことを確認します。このオプションが選択されていて、ユーザーのパスワードの

有効期限が切れている、変更されている、またはロックされている場合、MicrosoftOutlook
はユーザーに Cisco PCAパスワードの入力を求めません。その結果、ユーザーは Unity
Connectionからのボイスメッセージを受信せず、Outlookはユーザー名とパスワードのプ
ロンプトを表示します。

IMAPメールクライアントでのサインインの問題のトラブルシューティ
ング (LDAPが構成されている場合)

LDAP認証を使用しており、IMAPメールクライアントを使用してUnityConnectionボイスメッ
セージにアクセスしていて、LDAPと統合されているユーザーが認証できない場合は、次の可
能性を考慮してください。

• ActiveDirectoryを使用している場合は、認証に使用しているサーバーがグローバルカタロ
グサーバーであり、ポート 3268（LDAPサーバーと Unity Connectionサーバー間で送信さ
れるデータの暗号化に SSLを使用していない場合）、またはポート 3269（SSLを使用し
ている場合）を使用していることを確認します。認証の設定は [システム設定（System
Settings）] > [LDAP] > [LDAP認証（DAPAuthentication）]ページのConnectionAdministration
にあります。

[LDAP認証]ページで値を変更した場合、および IMAPクライアントが Unity Connectionにア
クセスしている場合は、Cisco Unity Connection ServiceabilityでUnity Connection IMAPサーバー
サービスを再起動してください。他のWebアプリケーションが Unity Connectionにアクセス
している場合（例えば Cisco Personal Communications Assistant）、サーバーを再起動します。

•グローバルカタログサーバーまたはActiveDirectoryを使用していないのに問題が発生する
場合は、IMAPメールクライアントにログインできないアカウントを使って Cisco PCAに
ログインしてみてください。
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•これに失敗する場合、2つの原因が考えられます。LDAP認証ページの指定が間違っ
ている、またはLDAPサーバーのユーザー資格情報に問題があります。例えば、パス
ワードの有効期限が切れている、ユーザーが間違ったパスワードを指定しているなど

です。

•それが成功し、LDAPサーバーと Unity Connectionサーバー間で転送されるデータを
暗号化するようにSSLを設定している場合、SSL証明書に問題がある可能性がありま
す。確認するには、[SSLを使用（Use SSL）]チェックボックスをオフにし、ポート
を 3268に変更し、Cisco Unity Connection Serviceabilityで Unity Connection IMAPサー
バーサービスを再起動し、再度試します。

IMAPクライアントのサインイン問題のトラブルシューティング
ユーザーが IMAPクライアントへのログインに問題があり、ユーザー名とパスワードを入力す
るためのポップアップを再帰的に受信する場合、アカウントがロックされているか、非アク

ティブであるか、または同時セッションの上限に達していることを示します。この問題をトラ

ブルシューティングするには、次のことを確認します。

•ユーザーは無効な資格情報を使用して IMAPアカウントにアクセスしようとしています。
これは、CiscoSysLogの「authFail」インスタンスの存在によって確認されます。

この問題を解決するには、Cisco Unity Connection Administrationの [ユーザーの基本設定の
編集（EditUserBasics）]> [パスワードの変更（ウェブアプリケーション）（ChangePassword
(Web Application)）]ページに移動して、ユーザーのパスワードをリセットします。

•ユーザーが非アクティブな IMAPアカウントにアクセスしようとしています。これは
CiscoSysLogの「EvtSubAccountInactive」イベントの存在により確認されます。

この問題を解決するには、Cisco Unity Connection Administrationの [ユーザーの基本設定の
編集（Edit User Basics）]ページに移動して、[ユーザーステータス（User Status）]を [ア
クティブ（Active）]に更新します。

•同時 IMAPセッションの数が上限に達しています。これは、CiscoSysLogの
EvtIMAPLogonSessionLimitExceededの存在によって確認されます。この問題を解決するに
は、「IMAPクライアントにログインできない」の項を参照してください。

IMAPクライアントにログインできない

ユーザーが IMAPクライアントへのログインに失敗し、ユーザー名とパスワードを入力するた
めのポップアップを再帰的に受け取る場合、同時セッションの上限に達していることが原因で

ある可能性があります。これは、CiscoSysLogの EvtIMAPLogonSessionLimitExceededの存在に
よって確認されます。この問題を解決するには、次の操作を行います。

1. CiscoSysLogから問題が発生しているユーザーのエイリアスを取得します。

2. 次のコマンドを実行して、ユーザーの imapsessioncountの現在の値を取得します。
run cuc dbquery unitydirdb select * from vw_subscribertimelastcall where
subscriberobjectid = (select objectid from vw_subscriber where alias =<Alias>')
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ここで、imapsessioncountはユーザーに対して現在開いている IMAPセッションの数です。

3. Imapsessioncountの値が設定された同時 IMAPセッションの最大数に一致する場合、ユー
ザーに IMAPセッションの 1つを切断するように依頼します。

複数のユーザーで、imapsessioncountの値が設定された最大制限内にある場合、または開い
ている IMAPセッションの数を減らした後でも減少しない場合、この機能を無効にして早
急に解決するか、またはCisco TACにお問い合わせください。この機能を無効にする方法
については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/security/guide/
b_15cucsecx.htmlにある『Cisco Unity Connectionセキュリティガイド、リリース 15』の「最
大同時セッション数を制限する」を参照してください。

IMAPクライアントから送信されたメッセージが受信されない
ユーザーが IMAPクライアントから Unity Connectionサーバー経由でメッセージを送信できな
い場合、例えば、メッセージが送信箱に残る、SMTPエラーがクライアントで表示される、ま
たはユーザーが配信不能確認（NDR）を受け取る場合、以下の可能性を考慮します。

• Unity Connectionが信頼されていない IPアドレスからのクライアント接続を許可するよう
に設定されていない場合、クライアントの IPアドレスは Unity Connectionの IPアドレス
アクセスリストに表示される必要があります。これは、CiscoUnityConnectionAdministration
の [システム設定（System Settings）] > [SMTP設定（SMTP Configuration）] > [サーバー
（Server）]ページで設定します。「IPアドレスアクセスリストを確認する」の項（8-3
ページ）を参照してください。

• Unity Connectionが信頼されていない IPアドレスからのクライアント接続を許可するよう
に設定されている場合、Connection Administrationの [システム設定（System Settings）] >
[SMTP設定（SMTP Configuration）] > [サーバー（Server）]ページの 2つの追加設定が
IMAPクライアントがメッセージを送信する能力に影響を与える可能性があります。

• [信頼されていない IPアドレスからの認証を要求する]チェックボックスが選択され
ている場合、クライアントは送信SMTPサーバーで認証を行うように設定されている
必要があります。

• [信頼されていない IPアドレスからのトランスポート層セキュリティ]フィールドが
必須に設定されている場合、クライアントは Unity Connectionサーバーへの接続時に
SSL (セキュアソケットレイヤー)を使用するように構成されている必要があります。

•メッセージ送信者のメールアドレスは、次に示すように、Unity Connectionで設定された
プライマリまたはプロキシ SMTPアドレスと正確に一致する必要があります。

• Unity Connectionサーバーで認証された IMAPクライアントからメッセージが送信さ
れる場合、メールアドレスは、Connection Administrationのユーザーの [ユーザーの基
本設定（User Basics）]ページに表示されるプライマリ SMTPアドレス、またはユー
ザーのSMTPプロキシアドレスページで設定されたSMTPプロキシアドレスのいずれ
かと完全に一致する必要があります。
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• Unity Connectionサーバーで認証されていない IMAPクライアントからメッセージが
送信される場合、メールアドレスは Unity Connectionサーバーで任意のユーザーに設
定されているプライマリまたはプロキシのアドレスと一致する可能性があります。

•メッセージ受信者のメールアドレスは、Unity Connectionユーザー用に設定されたプライ
マリまたはプロキシ SMTPアドレス、または VPIM連絡先に設定された SMTPプロキシ
アドレスと一致する必要があります。一致するものが見つからない場合、UnityConnection
はメッセージを SMTPスマートホストにリレーするか、または NDRを送信者に送信しま
す。これは、Unity Connection Administrationの [システム設定（System Settings）] > [全般
設定（General Configuration）]ページの [受信者が見つからない場合（When a Recipient
Cannot be Found）]設定で選択されたオプションによります。デフォルトでは、Unity
ConnectionはNDRを送信します。

•メッセージの長さ、またはメッセージあたりの受信者数が Unity Connection Administration
の [システム設定（System Settings）] > [SMTPサーバー設定（SMTP Server Configuration）]
ページで設定された最大値を超えています。 (既定では、メッセージの最大長は 10 MBで
す。)

•ネットワーク接続に問題があるため、またはアクセスがファイアウォールによりブロック
されているため、IMAPクライアントが Unity Connection SMTPサーバーに到達できませ
ん。

これらのエラーケースの多くでは、IMAPクライアントがUnityConnectionサーバーにメッセー
ジを送信しようとするときにSMTPエラーを表示する場合があります。このエラーにはエラー
コードと問題の原因を絞り込むのに役立つ説明文が含まれています。クライアントアプリケー

ションがSMTPエラーをユーザーに表示しない場合、または上記の考えられる原因を確認した
後も問題を特定できなかった場合、SMTPおよびMTAマイクロトレース（すべてのレベル）
を転送します。これらは、SMTP接続およびメッセージに関連する問題の診断に役立ちます。
ログを調査する場合、まず SMTPログを確認し、次にMTAログを確認します。 SMTPサービ
スはクライアントを認証してメッセージを受信します。MTAサービスはメッセージを処理し、
正しい Unity Connectionユーザーまたは連絡先に送信します。トレースを有効にしてトレース
ログを表示する方法の詳細は、「診断トレースを使用したトラブルシューティング（1ペー
ジ）」を参照してください。

IPアドレスアクセスリストの確認

信頼できない IPアドレスリストからの接続を許可しない場合、各クライアントの IPアドレス
を IPアクセスリストで設定し、[Unity Connectionを許可]チェックボックスをオンにする必要
があります。アクセスリストが適切に構成されていない場合、クライアントは SMTPエラー
コード 5.5.0を表示し、Unity Connectionが拒否されたことを示します。
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Cisco Unity Connection IPアドレスアクセスリストの確認

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[システム設定（System Settings）] > [SMTP設定（SMTP
Configuration）]を選択し、[サーバー（Server）]を選択します。

ステップ 2 SMTP設定ページで、[編集]メニューの [IPアドレスアクセスリストを検索]を選択します。

ステップ 3 IMAPクライアントが使用する IPアドレスがリストのエントリとして表示され、[Unity Connectionを許可]
チェックボックスがオンになっていることを確認します。

ステップ 4 リストに新しい IPアドレスを追加するには、[新規追加]を選択します。

ステップ 5 [新しいアクセス IPアドレス（New Access IP Address）]ページで、IPアドレスを入力するか、または単一
の *（アスタリスク）を入力して、考えられるすべての IPアドレスに一致させて [保存（Save）]を選択し
ます。

ステップ 6 [IPアドレス]ページで [接続を許可 ]チェックボックスを選択し、手順 4 で入力した IPアドレスからの接
続を許可します。この IPアドレスからの接続を拒否するには、チェックボックスの選択を解除します。

ステップ 7 [IPアドレス（IP Address）]ページで変更を行った場合は、[保存（Save）]を選択します。

メッセージがボイスメールボックスではなくメールアカウントで受

信される

ユーザーがCiscoUnityConnectionメールボックスではなく、会社のアカウントやその他のメー
ルアカウントで予期せずボイスメッセージを受信した場合、以下の可能性を考慮します。

•メッセージ受信者のメールアドレスは、Unity Connectionユーザー用に設定されたプライ
マリまたはプロキシ SMTPアドレス、または VPIM連絡先に設定された SMTPプロキシ
アドレスと一致する必要があります。一致するものが見つからず、メッセージを SMTP
スマートホストにリレーするように Unity Connectionが設定されている場合、メッセージ
は適切なメールアドレスにリレーされます。メッセージ受信者に、該当するメールアドレ

スに構成されたプロキシ SMTPアドレスがあることを確認します。 https://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/administration/guide/b_15cucsag.htmlにある『Cisco
Unity Connectionシステムアドミニストレーションガイド、リリース 15』の「ユーザー設
定」の付録の「SMTPプロキシアドレス」の項を参照してください。

•ユーザーのメールプロファイルに Exchangeアカウントがある場合、Outlookで Exchange
キャッシュモード設定が有効になっている必要があります。

•受信者のメッセージアクションが、特定のタイプ (音声、メール、FAX、または配信確認)
のメッセージを会社のメールアドレスのユーザーにリレーするように設定されている場

合、これは予期される動作です。
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IMAPアカウントで音声メッセージが受信されない
ユーザーがメールクライアントの受信箱でボイスメッセージを受信しない場合は、迷惑メール

フォルダを確認してください。メールクライアントが音声メッセージをこのフォルダに自動的

にフィルタリングする場合があります。特定のクラスのメッセージを除外するスパムフィルタ

の設定についての詳細は、メールクライアントのドキュメントを参照してください。

組織のメールアプライアンスまたはサーバー側のスパム対策フィルタの構成を確認して、音声

メッセージが迷惑メールにルーティングされていないか、音声添付ファイルが削除されていな

いか、ポリシーが配信を妨げていないかどうかも確認する必要があります。

ViewMail for Outlookを使用するとメッセージが断続的に破損する
ユーザーのメールプロファイルに Exchangeアカウントがあり、Outlook版 ViewMailを使用し
ている場合、次の断続的な問題が発生する可能性があります。

• ViewMail for Outlookを使用してボイスメッセージに返信すると、受信者は破損した音声
メッセージを受け取り、これを再生することはできません。

• ViewMail for Outlookを使用して、紹介付きのボイスメッセージを別の Unity Connection
ユーザーに転送する場合、受信者には紹介のみが聞こえます。元のメッセージは聞こえま

せん。

• ViewMail for Outlookを使用してボイスメッセージを別の Unity Connectionユーザーに転送
する場合、メッセージは受信者の Unity Connectionメールボックスではなく、Exchange
メールボックスに配信されます。また、メッセージは破損しているため、再生することが

できません。

これらの問題を解決するには、OutlookでExchangeキャッシュモードの設定を有効にします。

録音または再生デバイスが Outlook版 ViewMailの ViewMailアカウン
ト設定に表示されない

コンピュータに接続されている特定の録音または再生デバイスが、メッセージの作成中の [音
声デバイス（Audio Devices）]一覧、または [ViewMailアカウント設定（ViewMail Account
Settings）]ダイアログにオプションとして表示されない場合は、Outlookを再起動します。
ViewMail for Outlookは、Outlookを再起動するまで、コンピュータに最近追加されたデバイス
を認識しません。

Outlook 8.5以降の ViewMailを通じてメッセージを再生できない問題
Outlook版 ViewMailのバージョン 8.5以降でボイスメッセージの録音または再生中に、「メッ
セージの録音または再生に失敗しました -録音デバイスがありません」というエラーメッセー
ジが表示される場合は、InternetExplorerでプロキシが有効になっていないことを確認してくだ
さい。プロキシが有効になっている間にボイスメッセージを再生または録音する場合、ViewMail
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を介したボイスメッセージの録音または再生の失敗を防ぐために、プロキシ例外リストにUnity
Connectionのホスト名または IPアドレスを追加する必要があります。

ユーザーのメールアカウントが Outlook版 ViewMailの ViewMailオプ
ションに表示されない

最近 Outlookにメールアカウントを追加したが、[ViewMailオプション]でそのアカウントを
[関連メールアカウント]として追加しようとしたときにそのアカウントがオプションとして表
示されない場合は、Outlookを再起動してください。 ViewMail for Outlookは、Outlookに最近
追加されたメールアカウントを認識するためには、Outlookを再起動する必要があります。

ViewMail for Outlookのフォームが表示されない
ユーザーのワークステーションに ViewMailをインストールした後で、ViewMail for Outlook
フォームが表示されない場合は、次の点を考慮してください。

•新しいメッセージだけがフォームと共に表示されます。ViewMailのインストール前にユー
ザーのメールボックスにあったメッセージは、フォームと共に表示されません。

• ViewMailをインストールしたら、Outlookを閉じて再起動する必要があります。ユーザー
がPDAデバイスの同期プログラムを実行している場合、Outlookがシャットダウンしたと
きに、Outlook.exeプロセスが完全に終了していない可能性があります。この場合、同期
プログラムを閉じてから、Outlookを閉じて再起動してください。

• ViewMailフォームがOutlookにより無効にされている可能性があります。 [ヘルプ（Help）]
> [Microsoft Office Outlookについて（About Microsoft Office Outlook）] > [無効なアイテム
（Disabled Items）]の順に選択し、vmoexchangeextension.dllがリストにあるかどうかを確
認します。

ユーザーワークステーションで Outlook版 ViewMailから診断情報を収
集する

Microsoft Outlook版 Cisco ViewMailフォームの問題をトラブルシューティングするために、
ユーザーのワークステーションで診断を有効にすることができます。

ユーザーワークステーションで Outlook診断用 ViewMailを有効化し、ログファイルを表
示する

手順

ステップ 1 ユーザーのワークステーションで、[Outlookツール（Outlook Tools）]メニューの [ViewMail]タブを選択し
ます。
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ステップ 2 [設定（Settings）]を選択します。

ステップ 3 [Cisco ViewMail設定（Cisco ViewMail Settings）] > ダイアログボックスで、 > [診断トレースをオンにす
る（Turn on diagnostic traces）]チェックボックスをオンにして、[OK]を選択します。

ステップ 4 問題を再現します。

ステップ 5 [Viewメール]タブの [メールログファイル ]オプションを選択して生成されたログファイルを確認し、ロ
グを添付したメッセージをメールアドレスに送信します。

ユーザーワークステーションで Outlook版 ViewMailから診断情報を収
集する

ViewMail forOutlookフォームの問題をトラブルシューティングするために、ユーザーのワーク
ステーションで診断を有効にすることができます。

ユーザーワークステーションで Outlook診断用 ViewMailを有効化し、ログファイルを表
示する

手順

ステップ 1 ユーザーのワークステーションの Outlookの [ツール]メニューから、[ViewMail for Outlookオプション]を
選択します。

ステップ 2 [診断]タブを選択します。

ステップ 3 次の診断を有効にします。

• VMO Outlook拡張機能診断を有効にする

• VMOマルチメディア診断を有効にする

1. 問題が電話を通じた安全なメッセージまたは録音と再生に関連する場合、次の診断を有効
にします。

• VMO電話記録/再生の診断を有効にする

• VMO HTTP診断を有効にする

1. [OK]を選択します。

2. 問題を再現します。

3. 結果として得られるログファイルを確認します。ログファイルは、C:\Documents and
Settings\All Users\Application Data\Cisco Systems\VMO\1.0\Logsフォルダに保存されていま
す。
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Unity Connectionの IMAPクライアント問題の診断情報を収集する
Unity Connectionトレースを使用して、サーバー側から IMAPクライアントの問題をトラブル
シューティングすることができます。 IMAPクライアントの問題をトラブルシューティングす
るには、次のマイクロトレースを有効にする必要があります。

• SMTP (すべてのレベル)

• MTA (すべてのレベル)

• CuImapSvr (すべてのレベル)

• CsMalUmss (すべてのレベル)

• CML (すべてのレベル)

診断トレースを有効にして収集する方法の詳細は、診断トレースを使用したトラブルシュー

ティング（1ページ）セクションを参照してください。

LDAPサーバーの IPアドレスが設定されている場合、LDAPSへの IMAP
経由のログインが失敗する

LDAPインポートされたユーザーの IMAPクライアント経由のログインは、LDAPサーバーの
IPアドレスが CUCAページの LDAP認証で FQDNまたは LDAPサーバーのホスト名の代わり
に設定される場合、LDAP-SSLケースで失敗します。これは Javaアプリケーションには影響
しません。たとえば、Cisco PCA経由のログインは LDAPインポートされたすべてのユーザー
に対して正常に機能します。何らかの理由で DNSを有効にしない顧客は、以下の回避策を使
用して、Java以外のアプリケーション（CTI、TSPなど）を SSLで認証するために使用する必
要があります。/etc/openldap/ldap.confファイルには、openLDAPライブラリが正常に機能する
ために必要な情報が含まれています。証明書と openLDAPに関連する問題は、openLDAPが
LDAPサーバーに接続するために証明書を確認できなければならない場合に存在します。問題
は、証明書が完全修飾ドメイン名（FQDN）で発行され、顧客が何らかの理由でDNSを使用し
ていない場合、LDAP認証ウェブページ（[システム（System）] -> [LDAP] -> [LDAP認証（LDAP
Authentication）]）で IPアドレスを入力する必要があることです。 openLDAP検証の一部は、
アクセスされるサーバーと FQDNを照合することです。アップロードされた証明書は FQDN
を使用し、ウェブフォームは IPアドレスを使用しているため、openLDAPは接続できません。
これに対する修正は、顧客が可能な場合に DNSを使用することです。
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第 9 章

未配達レシートのトラブルシューティング

• Troubleshooting Non-Delivery Receipts（101ページ）

Troubleshooting Non-Delivery Receipts

概要

送信者、受信者、またはCiscoUnityConnectionサーバーのいずれに障害があるのかを特定しま
す。詳細を収集するには、別のユーザーから受信者にボイスメッセージを送信します。さら

に、元の送信者から別のユーザーにボイスメッセージを送信します。

配信不能レシートステータスコード

不達確認 (NDR)を調べるときは、3桁のコード (4.2.2など)を探してください。

一般に、小数点第 1位はコードのクラスを示すことに注意してください。4.x.xは一時的なエ
ラーで再送に成功する場合があります。5.x.xは永久的なエラーです。

SMTPのより詳細な分析と標準エラーのリストは、RFC1893—EnhancedMail SystemStatusCodes
で利用できます。

Unity Connectionの状況コードには次の意味があります。

• 4.0.0—不明なエラー (接続の問題など)により、Unity Connectionが別の SMTPサーバーと
通信することができませんでした。

• 4.0.1—SMTPサーバーへの接続エラー。

• 4.0.2—不明なエラー (接続の問題など)により、Unity Connectionが別の SMTPサーバーと
通信することができませんでした。

• 4.2.1—受信者のメールボックスのマウントが解除されました。

• 4.2.2：受信者のメールボックスが、管理者により設定された割り当てを超過しています。

• 4.2.4 -メッセージの有効な受信者がいません。
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• 4.3.2—受信者がいるメッセージストアのマウントが解除されました。

• 5.1.1—受信者のメールボックスを解決できません。受信者のアドレスが存在しないか、正
しくない可能性があります。

• 5.2.0—未知のエラー状態が存在するため、Unity Connectionはメッセージを処理できませ
ん。

• 5.4.4—Unity Connectionの VPIM構成にエラーがあります。

• 5.5.4 - SMTPサーバーへの接続で永続的なエラーが発生しました。

• 5.6.5—Unity Connectionメッセージの VPIMメッセージへの変換が失敗しました。

• 5.7.1：ユーザーが、サポートされていないプライベートメッセージを連絡先に送信しよう
としました。

• 5.7.2—配信リストの展開中にエラーが発生しました。

• 5.7.3：ユーザーが、サポートされていないセキュアなメッセージを連絡先に送信しようと
しました。

• 5.3.10：FAXメッセージの送信に失敗しました。

Code2.0.0は成功を示します。配信および開封確認にはこのステー
タスコードが含まれます。配信不能レポートにはありません。

（注）
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第 10 章

文字変換のトラブルシューティング

（SpeechView）

Release 15 SU2以降について、SpeechView機能のトラブルシューティングに関するは、「文字
変換のトラブルシューティング（SpeechView）（103ページ）」を参照してください。

（注）

• Troubleshooting Transcription (SpeechView)（103ページ）

Troubleshooting Transcription (SpeechView)

SpeechViewのトラブルシューティングのタスクリスト
SpeechViewに関連する問題をトラブルシューティングするには、サブセクションに記載され
ているタスクを実行します。

SpeechViewの設定の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/15/administration/guide/b_15cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステムアド
ミニストレーションガイド、リリース 15』の「SpeechView」の章を参照してください。

（注）

基本構成設定に関する問題

1. Cisco Unity Connectionの管理で警告またはエラーを確認します。

• [システム設定（System Settings）] > [ライセンス（Licenses）]ページ上で、ライセン
ス違反がある場合、このページのエラーメッセージが警告します。 [ライセンス数]の
下にリストされている SpeechViewユーザーの数を見て、SpeechViewの使用状況が期
待どおりであることを確認します。ライセンスの問題の詳細は、「ライセンスのトラ

ブルシューティング（225ページ）」の章を参照してください。
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• [ユニファイドメッセージング（Unified Messaging）] > [SpeechView文字変換
（SpeechView Transcription）] > [サービス（Service）]ページで、 [SpeechView文字変
換サービス（Transcription Service for SpeechView）]ページで、[有効（Enabled）]チェッ
クボックスがオンになっていることを確認します。

• [システム設定（System Settings）] >[システム詳細設定（Advanced System Settings）] >
[ユニファイドメッセージングサービス（Unified Messaging Services）]ページ> [文字
変換：タイムアウトになるまでの文字変換応答待機時間（秒）（Transcriptions: Time
to Wait for a Transcription Response before Timing Out (In Seconds)）]フィールドで、

これらのページの警告およびエラーメッセージの多くには、問題の解決方法に関する情報も含

まれています。

1. SpeechViewを有効にする必要がある音声メールユーザーのサービスクラスの設定が有効に
なっていることを確認します。 Cisco Unity Connectionの管理で、[サービスクラス（Class
of Service）]を展開し、[サービスクラス（Class of Service）]を選択します。適切なサービ
スクラスを選択します。 [サービスクラスの編集]ページで、[SpeechView文字変換サービ
スへのアクセスをユーザーに許可する]チェックボックスをオンにし、[保存]を選択しま
す。

プロキシサーバーの問題

プロキシサーバー経由で文字変換サービスにアクセスする場合、プロキシサーバーをトラブル

シューティングします。

1. Cisco Unity Connection Serviceabilityで、音声ネットワークマップツールを使用して、デジ
タルネットワークの状態を確認します。 https://www-author3.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_
ip_comm/connection/15/requirements/b_15cucsysreqs.htmlにある『Cisco Unity Connection
Serviceabilityアドミニストレーションガイド、リリース15』の「音声ネットワークマップ
ツールを使用する」の章を参照してください。

2. プロキシシステムとして指定されたサーバーが、文字変換サービスを通知するように設定
されていることを確認します。

3. プロキシサーバーでこのタスクリストを続行します。

文字変換サービスの設定の問題

1. 文字変換サービスの登録が失敗した場合、またはタイムアウトになった場合は、登録タス
クの実行結果ウィンドウで特定のエラーメッセージを確認します。

2. 登録が成功した場合、[テスト]ボタンを使用して、文字変換サービス設定のトラブルシュー
ティングを行います。

CiscoUnityConnectionAdministrationで、[ユニファイドメッセージング（Unified Messaging）]
> [SpeechView文字変換サービス（SpeechView Transcription Service）]を展開し、[サービ
ス（Services）]を選択します。

[テスト]ボタンを選択します。
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特定の警告およびエラーメッセージに対するテストタスクの実行結果を表示します。

3. 上記で実行したテストに失敗し、音声テキスト変換サービスが以前は正常に動作していた
ものの、突然動作を停止した場合、[登録]ボタンを使用して、外部の音声テキスト変換サー
ビスへの登録を再確立します。

CiscoUnityConnectionAdministrationで、[ユニファイドメッセージング（Unified Messaging）]
> [SpeechView文字変換サービス（SpeechView Transcription Service）]を展開し、[サービ
ス（Services）]を選択します。

[登録]ボタンを選択します。別のウィンドウが開き、結果が表示されます。登録には数分
かかります。

特定の警告およびエラーメッセージの登録タスクの実行結果を表示します。

4. Unity Connection Serviceabilityで、Unity Connection SpeechView Processorおよび Unity
ConnectionSMTPServerサービスが実行中であることを確認します。「ConnectionSpeechView
Processorおよび Connection SMTP Server Servicesが実行中であることを確認する」を参照
してください。

5. SMTPテストを実行し、メッセージが Unity Connectionから組織外の外部メールアカウン
トに正常に送信できることを確認します。このSMTPテストは、登録の問題の原因がサー
ドパーティの転記サービスへの通信パスの問題であるかどうかを判断するのに役立ちま

す。「発信および着信SMTPパスを確認するSMTPテストの実行」を参照してください。

6. SpeechViewアクティビティ概要レポートを生成して、転記が Unity Connectionサーバーに
到着していることを確認します。詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/
voice_ip_comm/connection/15/serv_administration/guide/b_15cucservag.htmlにある『Cisco Unity
Connection Serviceabilityアドミニストレーションガイド、リリース 15』の「レポートの使
用」の章の「レポートを生成、表示する」の項を参照してください。

ユーザーの期待に関連する問題

1. 問題のメッセージが文字変換されているものであることを確認します。次のメッセージは
文字変換されません。

•プライベートメッセージ

•ブロードキャストメッセージ

•ディスパッチメッセージ

セキュリティ保護されたメッセージの文字変換を許可オプションが有効になっているサービス

クラスにユーザーが属している場合に限り、セキュリティ保護されたメッセージの文字変換が

行われます。

1. ユーザーが既に問題のメッセージを削除していないことを確認します。サードパーティの
文字変換サービスから文字変換が受信されると、文字変換のテキストが元の音声メッセー

ジに添付されます。文字変換サービスから文字変換を受信する前にユーザーが音声メッ
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セージを削除した場合、削除されたメッセージに文字変換テキストが添付されます。新し

いメッセージとは見なされず、通知デバイスに送信されません。

ユーザーが削除済みメッセージを [削除済みアイテム（Deleted Items）]フォルダーに移動する
ように設定されたサービスクラスに属している場合、ユーザーは IMAPクライアントの [削除
済みアイテム（Deleted Items）]フォルダで文字変換を見ることができます。

（注）

2. 文字変換サービスがメッセージの文字変換を提供できない場合、文字変換を提供できない
ことを示すメッセージが表示され、UnityConnectionを呼び出してメッセージを聞くように
指示されます。詳細については、「文字変換できないメッセージ」の項（10-5ページ）を
参照してください。

文字変換の通知の問題

通知デバイス構成のトラブルシューティングを行います。通知デバイスのトラブルシューティ

ング（205ページ）を参照してください。

トレースの有効化と Cisco TACへの連絡

この章で説明されているすべてのトラブルシューティング手順に従っても問題が解決しない場

合は、トレースを有効にして、Cisco Technical Assistance Center (TAC)に連絡してください。
「診断トレースを使用した SpeechViewのトラブルシューティング」の項（10-6ページ）を参
照してください。

ConnectionSpeechViewProcessorおよびConnectionSMTPServerServices
が実行中であることを確認する

Connection SpeechView Processorサービスは、Unity Connectionクラスタサーバーペアのアク
ティブなプライマリサーバーでのみ実行する必要があります。

Connection SMTPサーバーサービスは Unity Connectionクラスタサーバーペアの両方のサー
バーで実行されている必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityで、[ツール]メニューの [サービスの管理]を選択します。

ステップ 2 コントロールセンター -機能サービスページの [オプションのサービス]で、ConnectionSpeechView Processor
サービスを探します。

ステップ 3 Connection SpeechView Processorサービスのアクティベートステータスが [アクティブ（Activated）]であ
ることを確認します。アクティベートのステータスが [非アクティブ（Deactivated）]の場合、[アクティブ
（Activate）]を選択します。
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ステップ 4 [Connection SpeechView Processor]サービスのサービスステータスが [開始（Started）]であることを確認
します。サービス状況が [停止]の場合、[開始]を選択します。

ステップ 5 [Connection SMTP Server]サービスのアクティベートステータスが [アクティブ（Activated）]になってい
ることを確認します。アクティベートのステータスが [非アクティブ（Deactivated）]の場合、[アクティブ
（Activate）]を選択します。

ステップ 6 Connection SMTP Serverサービスの状況が開始済み であることを確認します。サービス状況が [停止]の
場合、[開始]を選択します。

ステップ 7 Unity Connectionクラスタを使用している場合、セカンダリサーバーで手順 5と手順 6を繰り返します。

発信および着信 SMTPパスを確認するための SMTPテストの実行
SMTPテストは、指定のメールアドレスにテストメッセージを送信するCLIコマンドです。そ
の後、メールアカウントにアクセスし、件名を変更せずにテストメッセージに返信します。

Unity Connectionサーバーが応答を受信すると、テストは成功です。一部のテストの成否は、
問題の原因が送信または受信 SMTP構成にあるかどうかを絞り込むのに役立ちます。

手順

ステップ 1 Unity Connectionサーバーで、CLI（コマンドラインインターフェース）コマンド run cuc smtptest <email
addressを使用します。組織外のメールアドレスを使用してください。

たとえば、「run cuc smtptest johndoe@isp.com」と入力します。

（注）

CLIコマンドの使用に関する詳細は、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.htmlにある、該当する『Command

Line Interface Reference Guide for Cisco Unified Communications Solutions』を参照してください。

ステップ 2 ステップ 1で使用したメールアカウントにログインします。

ステップ 3 手順 1で指定したメールアドレスで送信メッセージが受信されない場合、次の手順に従って問題を解決し
てください:

a) SMTPスマートホスト設定が Cisco Unity Connectionの管理で構成されていることを確認します。詳細
については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/administration/guide/b_
15cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステムアドミニストレーションガイド、リリース 15』
の「SpeechView」の章の「SpeechViewを設定するためのタスクリスト」を参照してください。

b) CLIコマンド utils Network ping <smarthost>を使用して、Unity Connectionがスマートホストに到達でき
ることを確認します。

c) スマートホストがUnityConnectionサーバーから外部にメッセージをルーティングするように設定され
ていることを確認します。

d) スマートホストサーバーでログを確認してください。
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ステップ 4 テストメッセージがステップ 1で指定したメールアドレスに正常に届くまで、ステップ 1からステップ 3
までを繰り返します。

ステップ 5 テストメッセージに返信します。件名は変更しないでください。

ステップ 6 CLIテストで着信応答メッセージが受信されない場合、以下のサブステップを実行して問題をトラブル
シューティングします。

a) CiscoUnityConnectionAdministrationの [ユニファイドメッセージング（UnifiedMessaging）] > [SpeechView
文字変換（SpeechViewTranscription）] > [サービス（Service）]ページの [着信SMTPアドレス（Incoming
SMTPAddress）]フィールドに入力されたメールアドレスが正しくルーティングされているかを確認し
ます。メールインフラストラクチャによって、Unity Connectionサーバードメインの「stt-service」ア
カウントにルーティングされる必要があります。

たとえば、受信 SMTPアドレスが「transcriptions@example.com」の場合、メールシステムは
transcriptions@example.comを stt-service@connection.example.comにルーティングするように設定する必
要があります。

b) UnityConnectionSMTPサーバーコンポーネントのログファイルを表示して、メッセージがUnityConnection
に届いたかどうかを確認します。 SMTPログは、diag_SMTP_*.ucにあります。ログファイルに「信
頼できないクライアントのUnityConnectionが拒否されました」というメッセージが記録された場合、
メールシステムからの着信トラフィックを信頼するように Unity Connectionを設定する必要がありま
す。

メールシステムからの受信トラフィックを信頼するためのUnityConnectionの設定の詳細については、
『システム管理ガイド』の「SpeechView」の章の「SpeechViewを設定するためのタスクリスト」を参
照してください。Cisco Unity Connectionリリース 15版は、 https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_
ip_comm/connection/15/administration/guide/b_15cucsag.htmlから入手できます。 .

c) メールインフラストラクチャのログファイルを参照すれば、追加の手がかりが見つかります。

ステップ 7 テストメッセージの返信を受信するまで、手順 5から手順 6を繰り返します。

ステップ 8 テストに引き続き失敗する場合は、トレースを有効にして Cisco TACに連絡してください。「診断トレー
スを使用した SpeechViewのトラブルシューティング」の項（10-6ページ）を参照してください。

文字変換通知のトラブルシューティング

文字変換通知の問題は、手順のいずれかのステップによって解決される場合があります。可能

性の高い順に並べられています。各ステップの終了後、文字変換通知を再テストします。問題

が解決しない場合は、手順の次のステップに進みます。

手順

ステップ 1 ステップ 1.からステップ 3.までの手順を実行して、メッセージが文字変換されていることを確認します。
「SpeechViewのトラブルシューティングのタスクリスト」の項（10-1ページ）を参照してください。
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ステップ 2 CiscoUnityConnectionAdministratnoのユーザーアカウントの [通知デバイスの編集（EditNotificationDevice）]
ページの SMSまたは SMTP通知デバイスで、[ボイスメッセージの文字変換の送信（Send Transcriptions of
Voice Messages）]設定が有効になっていることを確認します。

ステップ 3 メッセージがセキュアメッセージの場合、セキュアメッセージの文字変換を通知デバイスに送信すること
を許可するサービスクラスにユーザーが属していることを確認します。

ステップ 4 次のステップを実行して、SMSまたは SMTP通知デバイスが文字変換のないメッセージを受信するかどう
かをテストします。

a) すべてのボイスメッセージについてユーザーに通知するようにデバイスが構成されていることを確認
します。

b) ユーザーにボイスメッセージを送信します。
c) 端末が通知を受信しない場合、通知デバイスのトラブルシューティング（205ページ）章のトラブル
シューティング情報を参照してください。

ステップ 5 これらの手順で問題が解決しない場合は、トレースを有効にして Cisco TACに連絡してください。「診断
トレースを使用した SpeechViewのトラブルシューティング」の項（10-6ページ）を参照してください。

文字変換できないメッセージ

録音が聞こえない場合、または送信者が音声テキストに対応していない言語で話している場

合、サードパーティの音声テキストサービスではメッセージの文字起こしに問題がある可能性

があります。このような場合、サービスは、ユーザーが Unity Connectionに発信してメッセー
ジを聞くように指示する音声テキストを返します。

ユーザーの電話で文字変換が同期されない

UnityConnectionに対応していないモバイルデバイスでユーザーが音声転写を受信しない場合、
[文字変換の受信まで保留（Hold till transcription received）]オプションがユーザーに対して有効
になっていることを確認します。 [文字変換の受信まで保留（Hold till transcription received）]
オプションを有効にするには、[Ciscoパーソナルコミュニケーションアシスタント（Cisco
Personal Communications Assistant）] > [メッセージアシスタント（Message Assistant）] > [個人
用オプション（Personal Options）]の順に移動します。

ただし、SpeechView文字変換サービスを持つシングルインボックス（SIB）ユーザーに対して
[文字変換の受信まで保留（Hold till transcription received）]オプションが有効な場合、Unity
ConnectionとExchangeメールボックスの間の新しいボイスメッセージの同期は、UnityConnection
がサードパーティの外部サービスから音声メッセージの文字変換を受信した場合にのみ実行さ

れます。

アップグレード後の文字変換の問題

SpeechViewサービスが Unity Connection 11.x以降で有効になっていて、Cisco Unity Connection
を 15にアップグレードしている場合、SpeechViewの転写の問題が発生する可能性がありま
す。アップグレード後、Unity Connectionを nuanceサーバーに登録する必要があります。

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
109

文字変換のトラブルシューティング（SpeechView）

文字変換できないメッセージ



Unity Connection 15の議事録の問題を解決するには、次の作業を行います。

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[ユニファイドメッセージング（Unified Messaging）]を展開し、
[SpeechView文字変換サービス（SpeechView Transcription Service）]を選択します。

[SpeechView文字変換サービス（SpeechView Transcription Service）]ページで、[有効（Enabled）]チェック
ボックスのチェックを解除し、SpeechViewサービスを無効にします。

ステップ 2 [SpeechView文字変換サービス（SpeechView Transcription Service）]ページで、[有効（Enabled）]チェック
ボックスをオンにします。

ステップ 3 [ライセンスデータを取得（GetLicenseData）]フィールドを選択して、CiscoSmartSoftwareManager（CSSM）
または Cisco Smart Software Managerサテライトからライセンスを取得します。

ステップ 4 [登録]ボタンを選択して、外部の議事録サービスに登録します。

診断トレースを使用して SpeechViewをトラブルシューティングする
Unity Connectionトレースを使用して、SpeechViewの議事録機能の問題をトラブルシューティ
ングできます。

SpeechViewの問題をトラブルシューティングするには、次のマイクロトレースを有効にしま
す。

• MTA (レベル 10、11、12、13)

• SMTP (すべてのレベル)

• SttClient (すべてのレベル)

• SttService (すべてのレベル)

• SysAgent (レベル 10、11、12、16)

• Notifier (レベル 16、21、25、30) -通知デバイスへの配信に関する問題をトラブルシュー
ティングする場合。

診断トレースを有効にして収集する方法の詳細は、診断トレースを使用したトラブルシュー

ティング（1ページ）セクションを参照してください。
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第 11 章

文字変換のトラブルシューティング

（SpeechView Cisco Webex社内文字変換
サービス）

• SpeechViewのトラブルシューティングのタスクリスト（111ページ）
• Connection SpeechView Processorが実行されていることを確認します（114ページ）
•文字変換通知のトラブルシューティング（115ページ）
•文字変換できないメッセージ（115ページ）
•ユーザーの電話で文字変換が同期されない（116ページ）
•アップグレード後の文字変換の問題（116ページ）
•文字起こしリクエストタイムアウトのトラブルシューティング（117ページ）
•診断トレースを使用して SpeechViewをトラブルシューティングする（117ページ）

SpeechViewのトラブルシューティングのタスクリスト
SpeechViewに関連する問題をトラブルシューティングするには、サブセクションに記載され
ているタスクを実行します。

SpeechViewの設定の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/15/administration/guide/b_15cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステムアド
ミニストレーションガイド、リリース 15』の「SpeechView（CiscoWebex社内文字起こしサー
ビス）」の章を参照してください。

（注）

基本構成設定に関する問題

1. Cisco Unity Connectionの管理で警告またはエラーを確認します。

• [システム設定（System Settings）] > [ライセンス（Licenses）]ページ上で、ライセン
ス違反がある場合、このページのエラーメッセージが警告します。 [ライセンス数]の
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下にリストされている SpeechViewユーザーの数を見て、SpeechViewの使用状況が期
待どおりであることを確認します。ライセンスに関する問題の詳細については、「ラ

イセンスのトラブルシューティング」の章を参照してください。

• Unity Connectionクラスタが Cisco Webex Cloud - Connected UCにオンボーディングさ
れていることを確認してください。詳細については、
https://help.webex.com/en-us/article/nzt6c0b/Set-up-Webex-Cloud-Connected-UC-for-on-premises-devices
にあるWebexヘルプセンターの「オンプレミスデバイス用のWebex Cloud-Connected
UCのセットアップ」を参照してください。CiscoWebex Cloud-Connected UCのネット
ワーク要件については、以下を参照してください https://help.webex.com/en-us/article/
fg3qim/Network-Requirements-for-Webex-Cloud-Connected-UC。

• Cisco Webex Cloud-Connected UCのサービス管理ページで、「Speechview Voicemail
Transcript」サービスが有効になっていることを確認してください。詳細については
https://help.webex.com/en-us/article/oh49ck/
Enable-or-Disable-Webex-Cloud-Connected-UC-Services-in-Control-Hubを参照してくださ
い。

•統合メッセージング > SpeechViewトランスクリプション>サービスページ。
[SpeechView文字変換サービス（Transcription Service for SpeechView）]ページで、
SpeechViewステータスが [有効（Enabled）]になっていることを確認します。

2. SpeechViewを有効にする必要がある音声メールユーザーのサービスクラスの設定が有効に
なっていることを確認します。 Cisco Unity Connectionの管理で、[サービスクラス（Class
of Service）]を展開し、[サービスクラス（Class of Service）]を選択します。適切なサービ
スクラスを選択します。 [サービスクラスの編集]ページで、[SpeechView文字変換サービ
スへのアクセスをユーザーに許可する]チェックボックスをオンにし、[保存]を選択しま
す。

これらのページの警告およびエラーメッセージの多くには、問題の解決方法に関する情報も含

まれています。

ネットワークにおける SpeechViewのトラブルシューティング
プロキシサーバー経由で文字変換サービスにアクセスする場合、プロキシサーバーをトラブル

シューティングします。

1. Cisco Unity Connection Serviceabilityで、音声ネットワークマップツールを使用して、デジ
タルネットワークの状態を確認します。 https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/15/serv_administration/guide/b_15cucservag.htmlにある『Cisco Unity Connection
Serviceabilityアドミニストレーションガイド、リリース15』の「音声ネットワークマップ
ツールを使用する」の章を参照してください。

2. プロキシシステムとして指定されたサーバーが、文字変換サービスを通知するように設定
されていることを確認します。

3. プロキシサーバーでSpeechViewのトラブルシューティングのタスクリスト（111ページ）
を続行します。
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文字変換サービスの設定の問題

1. [ライセンスステータスを同期]ボタンを選択し、警告がないか確認してください。警告が
あれば、解決してください。

2. 文字起こしサービスの設定をトラブルシューティングするには、テストボタンを使用し
てください。

CiscoUnityConnectionAdministrationで、[ユニファイドメッセージング（Unified Messaging）]
> [SpeechView文字変換サービス（SpeechView Transcription Service）]を展開し、[サービ
ス（Services）]を選択します。

[テスト]ボタンを選択します。

特定の警告およびエラーメッセージに対するテストタスクの実行結果を表示します。

タスク実行結果ページに表示されている推奨事項に従って、警告メッセージとエラーメッ

セージを解決してください。

3. Unity Connection Serviceabilityで、Unity Connection SpeechView Processorが実行されている
ことを確認してください。 11-3ページの「Connection SpeechView Processorが実行されて
いることを確認する」セクションを参照してください。 Connection SpeechView Processor
が実行されていることを確認します（114ページ）

4. SpeechViewアクティビティ概要レポートを生成して、転記が Unity Connectionサーバーに
到着していることを確認します。詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/
voice_ip_comm/connection/15/serv_administration/guide/b_15cucservag.htmlにある『Cisco Unity
Connection Serviceabilityアドミニストレーションガイド、リリース 15』の「レポートの使
用」の章の「レポートを生成、表示する」の項を参照してください。

ユーザーの期待に関連する問題

1. 問題のメッセージが文字変換されているものであることを確認します。次のメッセージは
文字変換されません。

•プライベートメッセージ

•ブロードキャストメッセージ

•ディスパッチメッセージ

•セキュアメッセージ

セキュリティ保護されたメッセージの文字変換を許可オプション

が有効になっているサービスクラスにユーザーが属している場合

に限り、セキュリティ保護されたメッセージの文字変換が行われ

ます。

（注）
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2. ユーザーが既に問題のメッセージを削除していないことを確認します。 Cisco Webex社内
文字起こしサービスから文字変換が受信されると、文字変換のテキストが元の音声メッ

セージに添付されます。文字変換サービスから文字変換を受信する前にユーザーが音声

メッセージを削除した場合、削除されたメッセージに文字変換テキストが添付されます。

新しいメッセージとは見なされず、通知デバイスに送信されません。

ユーザーが削除済みメッセージを [削除済みアイテム（Deleted Items）]フォルダーに移動する
ように設定されたサービスクラスに属している場合、ユーザーは IMAPクライアントの [削除
済みアイテム（Deleted Items）]フォルダで文字変換を見ることができます。

（注）

3. 文字変換サービスがメッセージの文字変換を提供できない場合、文字変換を提供できない
ことを示すメッセージが表示され、UnityConnectionを呼び出してメッセージを聞くように
指示されます。詳細については、「文字変換できないメッセージ」の項（11-5ページ）を
参照してください。

文字変換の通知の問題

通知デバイス構成のトラブルシューティングを行います。通知デバイスのトラブルシューティ

ング（205ページ）を参照してください。

トレースの有効化と Cisco TACへの問い合わせ
この章で説明されているすべてのトラブルシューティング手順に従っても問題が解決しない場

合は、トレースを有効にして、Cisco Technical Assistance Center (TAC)に連絡してください。
「診断トレースを使用した SpeechViewのトラブルシューティング」の項（11-6ページ）を参
照してください。

Connection SpeechView Processorが実行されていること
を確認します

Connection SpeechView Processorサービスは、Unity Connectionクラスタサーバーペアのアク
ティブなプライマリサーバーでのみ実行する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityで、[ツール]メニューの [サービスの管理]を選択します。

ステップ 2 コントロールセンター -機能サービスページの [オプションのサービス]で、ConnectionSpeechViewProcessor
サービスを探します。
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ステップ 3 Connection SpeechView Processorサービスのアクティベートステータスが [アクティブ（Activated）]であ
ることを確認します。アクティベートのステータスが [非アクティブ（Deactivated）]の場合、[アクティブ
（Activate）]を選択します。

ステップ 4 [Connection SpeechView Processor]サービスのサービスステータスが [開始（Started）]であることを確認
します。サービス状況が [停止]の場合、[開始]を選択します。

文字変換通知のトラブルシューティング
文字変換通知の問題は、手順のいずれかのステップによって解決される場合があります。可能

性の高い順に並べられています。各ステップの終了後、文字変換通知を再テストします。問題

が解決しない場合は、手順の次のステップに進みます。

手順

ステップ 1 11-1ページの「SpeechViewの設定タスクリスト」セクションに記載されている手順に従って、メッセージ
が文字起こしされていることを確認してください。

ステップ 2 CiscoUnityConnectionAdministratnoのユーザーアカウントの [通知デバイスの編集（EditNotificationDevice）]
ページの SMSまたは SMTP通知デバイスで、[ボイスメッセージの文字変換の送信（Send Transcriptions of
Voice Messages）]設定が有効になっていることを確認します。

ステップ 3 メッセージがセキュアメッセージの場合、セキュアメッセージの文字変換を通知デバイスに送信すること
を許可するサービスクラスにユーザーが属していることを確認します。

ステップ 4 次のステップを実行して、SMSまたは SMTP通知デバイスが文字変換のないメッセージを受信するかどう
かをテストします。

a) すべてのボイスメッセージについてユーザーに通知するようにデバイスが構成されていることを確認
します。

b) ユーザーにボイスメッセージを送信します。
c) 端末が通知を受信しない場合、通知デバイスのトラブルシューティング（205ページ）章のトラブル
シューティング情報を参照してください。

ステップ 5 これらの手順で問題が解決しない場合は、トレースを有効にして Cisco TACに連絡してください。 11-6
ページの「診断トレースを使用してSpeechViewのトラブルシューティングを行う」セクションを参照して
ください。診断トレースを使用して SpeechViewをトラブルシューティングする（117ページ）

文字変換できないメッセージ
録音が聞こえない場合、または送信者が音声テキストに対応していない言語で話している場

合、Cisco Webex社内文字起こしサービスではメッセージの文字起こしに問題がある可能性が
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あります。このような場合、サービスは、ユーザーが Unity Connectionに発信してメッセージ
を聞くように指示する音声テキストを返します。

ユーザーの電話で文字変換が同期されない
UnityConnectionに対応していないモバイルデバイスでユーザーが音声転写を受信しない場合、
[文字変換の受信まで保留（Hold till transcription received）]オプションがユーザーに対して有効
になっていることを確認します。「文字起こしを受信するまで保留」オプションを有効にする

には、 Cisco Personal Communications Assistant > Message Assistant > Personal Optionsに移動
します。

ただし、SpeechView文字変換サービスを持つシングルインボックス（SIB）ユーザーに対して
[文字変換の受信まで保留（Hold till transcription received）]オプションが有効な場合、Unity
ConnectionとExchangeメールボックスの間の新しいボイスメッセージの同期は、UnityConnection
がCisco Webex社内文字起こしサービスから音声メッセージの文字変換を受信した場合にのみ
実行されます。

アップグレード後の文字変換の問題
Unity Connection 15へのアップグレード後に発生する文字起こしの問題を解決するには、以下
の手順を実行してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[ユニファイドメッセージング（Unified Messaging）]を展開し、
[SpeechView文字変換サービス（SpeechView Transcription Service）]を選択します。 SpeechViewのステー
タスが無効になっている場合は、以下の条件が満たされているかどうかを確認してください。

1. Unity Connectionは、Cisco Smart Software Manager（CSSM）または Cisco Smart Software Managerサテラ
イトに登録されています。この機能を使用するために必要なライセンスをシスコから取得済みです。

2. Unity Connectionクラスタが、Cisco Webex Cloud-Connected UCで導入されており、Cisco Webex
Cloud-Connected UCのサービス管理ページで「SpeechViewボイスメールトランスクリプト」サービス
が有効になっています。

ステップ 2 [ライセンスデータを同期（Sync License Data）]フィールドを選択して、Cisco Smart Software Manager
（CSSM）または Cisco Smart Software Managerサテライトからライセンスを同期します。

ステップ 3 Unity Connectionが Cisco Webex Cloud-Connected UCに 15 SU2以降へのアップグレード前にオンボーディ
ングされていた場合、アップグレード後、テレメトリモジュールが Cisco Webex Cloud-Connected UC上で
オンラインステータスを更新するまで最大 75分かかる場合があります。テレメトリモジュールの状態を
確認するには、テレメトリモジュールインベントリのノードステータスの表示を参照してください。

（注）
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15 SU2以降にアップグレードし、SpeechView構成のすべての前提条件を満たした後も、「Cisco Unity
ConnectionサーバーがWebex Cloud-Connected UCにオンボーディングされていません」という警告バナー
が表示され続ける場合は、Unity Connectionクラスタ内のパブリッシャサーバーの Serviceabilityページで
「Connection SpeechView Processor」サービスを再起動する必要があります。

文字起こしリクエストタイムアウトのトラブルシューティ

ング
文字起こしリクエストが Cisco Webexの社内文字起こしサービスに正常に送信されたにもかか
わらず、文字起こし応答が受信されない場合、Unity Connectionからの文字起こしリクエスト
は 15分後にタイムアウトとなります。「文字起こしリクエストがタイムアウトしました」
は、Web受信トレイのメッセージ文字起こしの下に表示されます。

この問題を解決するには、Cisco Webex Cloud-Connected UCのテレメトリモジュールの状態を
確認してください。オンラインである必要があります。

診断トレースを使用して SpeechViewをトラブルシュー
ティングする

Unity Connectionトレースを使用して、SpeechViewの議事録機能の問題をトラブルシューティ
ングできます。

SpeechViewの問題をトラブルシューティングするには、次のマイクロトレースを有効にしま
す。

• MTA (レベル 10、11、12、13)

• SttClient (すべてのレベル)

• SttService (すべてのレベル)

• SysAgent (レベル 10、11、12、16)

• Notifier (レベル 16、21、25、30) -通知デバイスへの配信に関する問題をトラブルシュー
ティングする場合。

診断トレースを有効にして収集する方法の詳細は、診断トレースを使用したトラブルシュー

ティング（1ページ）セクションを参照してください。
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第 12 章

ネットワークのトラブルシューティング

• Troubleshooting Networking（119ページ）

Troubleshooting Networking

サイト間ネットワーク設定のトラブルシューティング

2つのサイトゲートウェイ間のサイト間リンクの作成で問題がある場合は、このセクションの
トラブルシューティング情報を使用してください (2つの Cisco Unity Connectionサイト、また
は Unity Connectionサイトと Cisco Unityサイトのどちらをリンクしているかに関わらず)。次
の項を参照してください。

UnityConnectionサイトゲートウェイでサイト間リンクを手動で作成するときの「リモー
トサイトに連絡できません」エラー

[設定ファイルを手動で交換して Cisco Unityサイトまたは Unity Connectionサイトにリンクす
る（Link to Cisco Unity Site or Unity Connection Site by Manually Exchanging Configuration Files）]
オプションを使用して、Cisco Unity Connection Administrationでサイト間リンクを作成する場
合、リンクを作成しているサイトゲートウェイは、アップロードした設定ファイルからリモー

トサイトゲートウェイの完全修飾ドメイン名（FQDN）を読み取り、DNSを使用してFQDNの
解決を試みます。

Unity ConnectionサイトゲートウェイでDNSが構成されていない場合、またはリンクしている
リモートサイトのゲートウェイが DNSで解決できない場合、Connection管理は「リモートサ
イトに接続できません」というエラーを表示します。このサイトへのリンクを作成することも

できますが、通信がエラーなしで確立されるまでは、このサイトとの同期は開始されません。

続行しますか?」(DNS名前解決の使用は Unity Connectionではオプションです)

このエラーが表示された場合、次の手順を行い、リンクの作成を続行し、同期タスクを有効に

します。これらのタスクは、Unity Connectionでこのエラー状態が発生すると自動的に無効に
なります。
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リモートサイトゲートウェイが DNS経由で解決できない場合のサイト間リンクの手動作成

手順

ステップ 1 [新しいサイト間リンク]ページの [状況]メッセージにエラーが表示された状態で、[リンク]を選択しま
す。（ページから離れる場合は、[ネットワーキング（Networking）]を展開し、[リンク（Links）]を展開
し、[サイト間リンク（Intersite Links）]を選択します。その後、[追加（Add）]を選択します。 [設定ファ
イルを手動で交換してCisco UnityサイトまたはCisco Unity Connectionサイトにリンクする（Link to Cisco
Unity Site or Cisco Unity Connection Site by Manually Exchanging Configuration Files）]を選択し、[参照
（Browse）]を選択してリモートサイト設定ファイルをアップロードします。必要に応じてページで他の
設定を行い、[リンク]を選択します。状況メッセージにエラーが表示された場合は、再度 [リンク（Link）]
を選択します。)

ステップ 2 [サイト間リンクの編集]ページで、ホスト名の値を FQDNからリモートサイトゲートウェイの IPアドレ
スに変更します。

ステップ 3 保存を選択します。

ステップ 4 次の手順に従ってディレクトリ同期タスクを有効にします。

a) [サイト間リンクの編集（Edit IntersiteLink）]ページの右上にある [関連リンク（RelatedLinks）]フィー
ルドで、[リモートサイトディレクトリ同期タスク（Remote Site Directory Synchronization Task）]を
選択し、[実行（Go）]を選択します。

ヒント

代わりに、[ツール（Tools）]を開いて [タスク管理（Task Management）]を選択してタスクに移動す
ることもできます。[タスクの定義（TaskDefinitions）]ページで、[ディレクトリをリモートネットワー
クと同期（Synchronize Directory With Remote Network）]タスクを選択します。タスクスケジュール
を編集するには、[タスク定義の基本]ページで [編集]、[タスクスケジュール]の順に選択します。

b) [有効（Enabled）]チェックボックスをオンにします。

c) 希望のスケジュールで実行するようにタスクを設定します。 (既定では、タスクは 15分ごとに実行さ
れます。)

d) 保存を選択します。

ステップ 5 タスク一覧に戻るには、[タスク定義（Task Definition）]、[タスク定義（Task Definitions）]の順に選択し
ます。

ステップ 6 必要に応じて、以下の手順を実行して、音声名の同期タスクを有効にします。

a) [タスク定義（TaskDefinitions）]ページで、[音声名をリモートネットワークと同期（Synchronize Voice
Names with Remote Network）]を選択します。

b) [タスク定義の基本]ページで [編集]、[タスクスケジュール]の順に選択します。

c) [有効（Enabled）]チェックボックスをオンにします。

d) 希望のスケジュールで実行するようにタスクを設定します。 (既定では、タスクは 15分ごとに実行さ
れます。)

e) 保存を選択します。
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UnityConnectionサイトゲートウェイでサイト間リンクを手動で作成するときの「ホスト
名がリモートサイト証明書のそれと一致しません」エラーが発生する

Cisco Unity Connection Administrationで、[設定ファイルを手動で交換して Cisco Unityサイトま
たは Unity Connectionサイトにリンクする（Link to Cisco Unity Site or Unity Connection Site by
Manually Exchanging Configuration Files）]オプションを使用して、サイト間リンクを作成する
場合、リンクを作成しているサイトゲートウェイは、アップロードした設定ファイルからリ

モートサイトゲートウェイの完全修飾ドメイン名（FQDN）を読み取り、[セキュアソケットレ
イヤー（SSL）を使用する（Use Secure Sockets Layer (SSL)）]チェックボックスをオンにして
いる場合は、FQDNがリモートサイトゲートウェイのウェブSSL証明書のサーバー名と一致す
るかどうかを確認します（これは HTTPS経由でマシンにアクセスするための証明書です）。
値が一致しない場合、Connectionの管理で「入力されたホスト名がリモートサイトの証明書の
ホスト名と一致しません」というエラーが表示されます。

このエラーが表示された場合、以下の手順を実行してリンク作成プロセスを繰り返し、[証明
書エラーを無視する]チェックボックスをオンにすることでエラーを回避できます。

リモートサイトゲートウェイのホスト名が証明書の名前と一致しない場合にサイト間リンクを手動で作成する

手順

ステップ 1 [サイト間リンクの新規作成（New Intersite Link）]ページで、[設定ファイルを手動で交換して Cisco Unity
サイトまたはCisco Unity Connectionサイトにリンクする（Link to Cisco Unity Site or Cisco Unity Connection
Site by Manually Exchanging Configuration Files）]を選択し、[参照（Browse）]を選択してリモートサイ
ト設定ファイルをアップロードします。

ステップ 2 転送プロトコルで、[証明書エラーを無視]チェックボックスを選択します。

ステップ 3 必要に応じてページで他の設定を行い、[リンク]を選択します。

UnityConnectionサイトゲートウェイでサイト間リンクを作成するときの「指定されたリ
モートサイトにリンクできません。原因：現在のネットワークサイズの評価に失敗しま

した」エラー

Cisco Unity Connectionの管理でサイト間リンクを作成すると、Unity Connectionサイトのゲー
トウェイは、リンクが作成された後で、ゲートウェイ上のユーザーと連絡先の合計数が実際の

制限を超えるかどうかを確認します。また、ゲートウェイ上のシステム配信リストの合計数が

システム配信リストの制限を超えるかどうかも確認します。

サイトゲートウェイがこれらのチェックに失敗した場合、Cisco Unity Connection Administration
は次のエラーを表示します。「指定されたリモートサイトにリンクできません。原因：現在の

ネットワークサイズの評価に失敗しました。」このエラーが発生した場合、Unity Connection
Tomcatアプリケーションサービスのデフォルトのトレース（トレースログファイル名がパター
ン Diag_Tomcat_*.ucに一致）を表示し、「GetDirectoryCurrentSize」でファイルを検索できま
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す。トレースログの表示についての詳細は、 Cisco Unity Connectionのトラブルシューティン
グ（1ページ）の章を参照してください。

ディレクトリサイズの制限の詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/networking/guide/b_12xcucnetx.html
にある『Cisco Unity Connectionネットワーキングガイド、リリース 12.x』の「ネットワークの
概要」の章の「Unity Connectionディレクトリサイズの制限」の項を参照してください。

UnityConnectionサイトゲートウェイでサイト間リンクを作成するときの「この指定され
たロケーションはすでにネットワークの一部であるため、このリモートサイトのリンク

に失敗しました」エラー

次のいずれかの状況にある場合、Connectionの管理でサイト間リンクを作成しようとすると、
「この指定されたロケーションはすでにネットワークの一部であるため、このリモートサイト

へのリンクに失敗しました」というエラーが表示されます。

•ロケーションからロケーション自体へのサイト間リンクを作成しようとします。

• 1つのロケーションから、同じ Unity Connectionサイトのメンバーである別のロケーショ
ンへのサイト間リンクを作成しようとしました。

• 1つのサイト上のロケーションから別のサイト上のロケーションへのサイト間リンクを作
成しようとしましたが、これらのサイトはすでにリンクされています。

このエラーが表示された場合、ホスト名情報またはリンクの作成に使用している構成ファイル

を確認してください。正しいリモートサイトゲートウェイにリンクしていること、およびサイ

ト間にリンクが存在していないことを確認してから、リンクプロセスを再試行してください。

Troubleshooting HTTPS Networking Setup

Unity ConnectionでHTTPSリンクを作成するときに「ネットワークの場所にリンクできま
せん。原因：ロケーションはすでにネットワークの一部です。」のエラーが表示される

以下のいずれかの状況下で、Cisco Unity Connection Administrationで HTTPSリンクを作成しよ
うとすると、エラー「ネットワークの場所にリンクできません。

原因：ロケーションはすでにネットワークの一部です」というメッセージが表示される

•ロケーションからロケーション自体への HTTPSリンクを作成しようとします。

• 1つのロケーション L1から別のロケーション L2への HTTPSリンクの作成を試みました
が、L1および L2はすでに HTTPSネットワークで相互にリンクされています。

•ロケーション L1から別のロケーション L2へのHTTPSリンクの作成を試行し、L2がすで
に L1のサブツリーに存在します。

このエラーが表示された場合は、作成に使用しているホスト名の情報を
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確認します。正しいロケーションにリンクしていることを確認してから、リンクを再度試して

ください。

Unity ConnectionでHTTPSリンクを作成するときに「ネットワークの場所にリンクできま
せん。原因：入力されたパブリッシャー（IPアドレス/FQDN/ホスト名）がリモートロ
ケーション証明書のそれと一致しない

Cisco Unity Connectionから HTTPSリンクを作成し、[SSL (セキュアソケットレイヤー)を使用
する]チェックボックスをオンにした場合、入力した IPアドレス/FQDN/ホスト名がリモートロ
ケーションのウェブ SSL証明書 (HTTPS経由でマシンを参照するための証明書)と一致するか
どうかを確認します。値が一致しない場合、CiscoUnityConnection管理はエラー「入力された
ホスト名がリモートサイトの証明書のものと一致しません」を表示します。

このエラーが表示された場合、リモートロケーションウェブ SSL証明書と一致する正しい
IP/FQDN/ホスト名を入力する必要があります。または、以下の手順を使用して「証明書のエ
ラーを無視」チェックボックスをチェックしてリンク作成プロセスを繰り返し、エラーを回避

できます。

リモートサイトゲートウェイのホスト名が証明書の名前と一致しない場合の HTTPSリンクの作成

さらにデバッグを行うために、Connection Tomcatアプリケーションサービスのデフォルトト
レース (パターン diag_Tomcat_*.ucに一致するトレースログファイル名)を表示することもで
きます。

手順

ステップ 1 [新しい HTTPSリンク]ページで、[追加]を選択します。

ステップ 2 転送プロトコルで、[証明書エラーを無視]チェックボックスを選択します。

ステップ 3 必要に応じてページで他の設定を行い、[リンク]を選択します。

HTTPSネットワークにおける 2つの Unity Connection間のディレクトリ同期のトラブル
シューティング

HTTPSリンク間のレプリケーションは、各ロケーションで実行されているフィーダーサービ
スとリーダーサービス (FeedReaderとも呼ばれます)によって実現されます。リーダーサービ
スは、定期的にリモートフィーダーサービスのゲートウェイを使って、前回のポーリング間隔

以降に変更されたディレクトリの有無を調べます。フィーダーサービスは変更追跡データベー

スでディレクトリの変更を確認し、必要な情報でポーリングリクエストに応答します。フィー

ダーサービスは、リモートリーダーからの要求を受け取ると XML形式でディレクトリ情報を
返すウェブサイトとして実装されます。ディレクトリ情報には名前と内線番号が含まれるた

め、機密情報として扱われ、フィードにアクセスするには認証が必要です。また、ディレクト

リ情報を暗号化するために、各ロケーションで SSLを設定することを推奨します。
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最近参加した HTTPSリンク内で行われる同期は、ディレクトリのサイズに応じて、数分から
数時間かかる場合があります。その後の更新では、完全な再同期を手動で要求しない限り、最

後のサイクル以降の変更のみが同期されます。

UnityConnectionロケーションで、リーダーがディレクトリデータについてリモートフィーダー
をポーリングするスケジュール、および録音名についてポーリングするスケジュールを設定で

きます。 Cisco Unity Connection Administrationの [ツール（Tools）] > [タスク管理（Task
Management）]ページからスケジュールにアクセスできます。[ディレクトリをローカルネット
ワークと同期（SynchronizeDirectoryWithLocalNetwork）]タスクまたは [音声名をローカルネッ
トワークと同期（Synchronize Voice Names With Local Network）]タスクのいずれかを選択しま
す。

表 11-1は、HTTPSネットワーキングのフィーダーおよびリーダーアプリケーションの動作に
関する情報を収集するために使用できるツールの一部を示しています。

HTTPSネットワークのトラブルシューティングツール

トラブルシューティングツールアプリケーション（Application）

ネットワーク>リンク>HTTPSリンクページが
表示されます

HTTPSリンクとその表示名の数に関する統計情
報が表示されます。各リンクは、複製されたオ

ブジェクトとオブジェクトの変更の数、

前回の同期時間、および前回同期中にエラーが

発生した時間を表示します。

• 00、01、02、03、10、14および15のフィー
ドリーダーのマイクロトレースレベルを有

効にします。手順については診断トレース

を使用したトラブルシューティング（1
ページ）セクションを参照してください。

リーダー

•フィーダーのマイクロトレースレベル00、
01、02、および 03を有効にします。手順
については診断トレースを使用したトラブ

ルシューティング（1ページ）セクショ
ンを参照してください。

フィーダー

いずれかの場所のディレクトリの増分更新を手動で開始する場合は、Cisco Unity Connection
Administrationの [ネットワーキング（Networking）] > [リンク（Links）] > [HTTPSリンク（HTTPS
Links）]の [同期（Sync）]ボタンを使用します。ディレクトリ全体の完全な再同期を開始す
るには、同じページの [すべて再同期]ボタンを使用します。

また、HTTPsネットワークのアラートの分析に役立つ、RTMTの Cisco Syslogを収集すること
もできます。 Cisco Syslogにアクセスするためのパスは、/var/log/active/syslog/CiscoSyslogで
す。

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
124

ネットワークのトラブルシューティング

HTTPSネットワークにおける 2つの Unity Connection間のディレクトリ同期のトラブルシューティング



Troubleshooting HTTPS Networking Cases

HTTPSネットワークで配信リストおよび配信リストのメンバーが複製しない

Cisco Unity Connectionの管理から HTTPSリンクを作成すると、デフォルトでは配信リストと
そのメンバーシップは HTTPSネットワーク全体で同期されません。配信リストとそのメン
バーシップ情報の同期を有効にするには、HTTPSリンクの編集ページで [ディレクトリデータ
の同期時に配信リストとメンバーシップを含める]チェックボックスを有効にします。

1つのロケーションでこの設定を有効にした場合、HTTPSネットワーク内のすべてのロケー
ションでこの設定を有効にする必要があります。

システム配信リストの同期を有効にした場合、HTTPSリンクを削除し再作成しない限り、リ
ンク作成後にそれを無効にすることはできません。

（注）

HTTPSリンクから選択的オブジェクトを同期する方法

リモートオブジェクトがリンクされた HTTPSロケーションから同期できず、管理者がネット
ワーク同期エラーレポートで報告されている一部のオブジェクトを同期したい場合がありま

す。これらの選択的なオブジェクトを同期するために使用できるコマンドプロンプト「utils
cuc networking synchttps link」で利用可能な CLIがあります。

ネットワーキング同期エラーレポート生成の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/
docs/voice_ip_comm/connection/15/serv_administration/guide/b_15cucservag.htmlにある『Cisco

Unified Serviceabilityアドミニストレーションガイド、リリース 15』の「レポートの使用」の
章の「レポートを生成、表示する」の項を参照してください。

Syntax:utils cuc networking synchttps link [usns | objecttypes] link_display_name usns_list [object_types]

使用法 1：utils cuc networking synchttps link usns link_display_name usn_list

使用法 2：utils cuc networking synchttps link objecttypes link_displayname [object_types]

パラメータの説明:

[usns] -オプション -指定のリモートリンクから指定の USNを同期できます。パラメータ
link_display_nameと usn_listは両方とも必須です。

[objecttypes] -オプション -指定したオブジェクトタイプを同期することができます。パラメー
タ link_displaynameは必須です。object_typeはオプションです。

link_display_name -必須パラメータ - httpsリンクの表示名。

usns_list - USNを同期するための必須パラメータ。最大 10個のUSNをコンマ (,)で区切って指
定することができます。

[object_types]：[objecttypes]同期の任意のパラメータ。オブジェクトタイプが指定されていな
い場合、CLIは指定されたネットワークリンクからすべてのオブジェクトタイプを同期しま
す。リストやユーザーなどの特定の ObjectTypeを同期するために、コンマ（,）で区切ってオ
ブジェクトタイプを提供します。
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有効なオブジェクトタイプは次のとおりです。

1. ユーザー

2. リスト

3. パーティション

4. 検索スペース

5. リストメンバー

6. 連絡先

link_display_nameに空白が含まれる場合、二重引用符で囲みます。（注）

例１：

USNのリストを httpsネットワークリンクから同期するには、以下の手順を実行します。

この例は、https-link-1からの usn number:167、171の選択的同期を示しています。

選択的同期を実行する手順

「HTTPSネットワーキング同期エラーレポート」を生成します。レポート生成のステップに
ついては、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/serv_administration/
guide/b_15cucservag.htmlにある『Cisco Unified Serviceabilityアドミニストレーションガイド、

リリース15』の「レポートの使用」の章の「レポートを生成、表示する」の項を参照してくだ
さい。

生成されたレポートの USN列から USN値のリストを取得します。

生成されたレポートの HTTP（リンク）列から「link_display_name」を取得します。

1. 次の CLIコマンドを実行します

admin:utils cuc networking synchttps link usns https-link-1 167, 171

例２：

HTTPSネットワークリンクから特定のオブジェクトタイプを同期します。

この例は、リンク https-link-1からのユーザーオブジェクトタイプの選択的同期を示していま
す。

選択的同期を実行する手順

「HTTPSネットワーキング同期エラーレポート」を生成します。生成のステップについては、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/serv_administration/guide/b_
15cucservag.htmlにある『Cisco Unified Serviceability Release 15のアドミニストレーションガイ

ド』の「レポートの使用」の章の「レポートを生成、表示する」の項を参照してください。

生成されたレポートの ObjectType列から objectTypeを取得します。
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生成されたレポートの HTTP(リンク)列から「link_display_name」を取得します。

次の CLIコマンドを実行します

admin: utils cuc networking synchttps link objecttypes https-link-1 user

HTTPSネットワークで選択的なオブジェクト、特定のロケーションの音声名を同期する
方法

リモートオブジェクトが特定のロケーションのリンクされた HTTPSノードから同期できず、
管理者がネットワーク同期エラーレポートで報告されている一部の特定のオブジェクトを同期

する場合のインスタンスがあります。これらの選択的なオブジェクトを同期するために使用で

きるコマンドプロンプト「utils cuc networking synchttps location」で利用可能なCLIがあります。

ネットワーキング同期エラーレポート生成の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/
docs/voice_ip_comm/connection/15/serv_administration/guide/b_15cucservag.htmlにある『Cisco

Unified Serviceability Release 15のアドミニストレーションガイド』の「レポートの使用」の章
の「レポートを生成、表示する」の項を参照してください。

Syntax: utils cuc networking synchttps location [objecttypes | voicename] location_displayname object_alias

使用法 1：utils cuc networking synchttps location objecttypes location_displayname [object_types]

使用法 2：utils cuc networking synchttps location voicename location_displayname object_alias

[objecttypes] -オプション: httpsネットワークの特定のロケーションで指定されたオブジェクト
タイプを同期することができます。パラメータ location_displaynameは必須で、object_typesは
オプションです。

[voicename]：オプション：エイリアスを使って特定のオブジェクトの音声名を同期を許可しま
す。 location_displaynameと object_aliasは両方とも必須のパラメータです。

location_displayname：必須パラメータ：http(s)ネットワーキングに参加しているロケーション
の表示名。

object_alias：音声名を同期するための必須パラメータ：音声名を同期する必要がある特定のオ
ブジェクト（ユーザー/配信リスト/連絡先）のエイリアスです。

[object_types] - [objecttypes]同期のオプションパラメータ:オブジェクトタイプのコンマ (,)区切
りリスト。

有効なオブジェクトタイプは次の通りです: a)ユーザー b)リスト c)パーティション d)サーチ
スペース e)リストメンバー f)連絡先。

location_displaynameまたは object_aliasに空白が含まれる場合、二重引用符で囲んでください。

オブジェクトタイプを指定しない場合、指定された場所のすべてのオブジェクトが同期されま

す。

（注）

例１：

HTTPSロケーションからオブジェクトタイプを同期します。
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この例は、ロケーション https-location-1からのユーザーオブジェクトタイプの選択的同期を
示しています

選択的同期を実行する手順

「HTTPSネットワーキング同期エラーレポート」を生成します。生成のステップについては、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/serv_administration/guide/b_
15cucservag.htmlにある『Cisco Unified Serviceability Release 15のアドミニストレーションガイ

ド』の「レポートの使用」の章の「レポートを生成、表示する」の項を参照してください。

生成されたレポートの ObjectType列からオブジェクトタイプを取得します。

生成されたレポートの [ロケーションの表示名（Location Display Name）]列から
[location_displayname]を取得します。

次の CLIコマンドを実行します

admin:utils cuc networking synchttps location objecttypes https-location-1 user.

例２：

HTTPSロケーションからエイリアス u1を持つユーザーの音声名を同期します。

Voicenameの選択的同期の実行

手順

ステップ 1 ユーザー u1のホームロケーションを特定します。

ユーザー u1をロケーション https-location-l1で検索し、ユーザー u1のホームロケーションを取得します。
参考までに、home-location.abc.comという名前を付けてみましょう。

ステップ 2 コマンドプロンプトで次の CLIコマンドを使用して、音声名を取得します。

admin: utils cuc networking synchttps location voicename home-location.abc.com u1.

HTTPSネットワークで拡張機能をスワップする方法

CiscoUnity ConnectionAdministrationからHTTPSリンクを作成すると、ユーザーはHTTPSネッ
トワーク全体で同期されます。ユーザーの内線番号が一つのノードで変更される場合があり、

管理者が HTTPSリモートノード間で内線番号を同期したい場合があります。

ユースケース 1：

1. ノード Aに、ユーザー A（内線 1000）とユーザー B（内線 1001）の 2人のユーザーを作
成します。

2. HTTPSネットワーク全体で同期を実行します。

3. ローカルノードでユーザーAの内線を 1002に変更し、ユーザーBの内線を 1000に変更し
ます。
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4. ユーザー Aの内線番号を 1001に変更します。

5. ステップ 3と 4を実行した後、ユーザー Aとユーザー Bの内線番号が交換されます。

6. 再度、HTTPSネットワーク全体で同期を実行します。

HTTPS同期が実行され、ユーザー Aが更新しようとしますリモートノードでユーザー Bにす
でに割り当てられている内線 1001に。リモートノードでの内線番号の更新に失敗しました。

しかし、HTTPSネットワーク全体で内線番号を交換するには、次の手順を実行することをお
勧めします。

1. ノード Aに、ユーザー A（内線 1000）とユーザー B（内線 1001）の 2人のユーザーを作
成します。

2. HTTPSネットワーク全体で同期を実行します。

3. ローカルノードで、UserAの内線番号を1002に、UserBの内線番号を1000に変更します。

4. HTTPSネットワーク全体で同期を実行します。

5. ユーザー Aの内線番号を 1001に変更します。

6. HTTPSネットワーク全体で同期を実行します。

7. 手順 3から 6を実行した後、ユーザー Aとユーザー Bの内線番号は、HTTPSネットワー
ク上で入れ替えられます。

孤立したオブジェクトを Unity Connection HTTPSネットワークから削除する方法

孤立したオブジェクト:ユーザー、連絡先、配信リストなどのレプリケーションオブジェクト
がホームロケーションから削除されるが、同期タスクの完了後に HTTPSのリンクされたロ
ケーションからは削除されない場合、オブジェクトは HTTPS上の孤立オブジェクトと呼ばれ
ます。

管理者は以下の手順を使用して、リンクされた HTTPSロケーション「HTTPS-Location-2」の
孤立したオブジェクトを「HTTPS-Location-1」から削除できます。

以下は、Unity接続から孤立したオブジェクトを削除する手順です

1. ロケーション Https-Location-1のコマンドプロンプトから次の CLIを実行して、孤立オブ
ジェクトの削除の設定を有効にします。

まず、tbl_configurationから構成パラメータ「IsOrphanObjectDeletionEnable」のオブジェク
ト IDを取得します。

admin:run cuc dbquery unitydirdb select objectid,fullname, value from vw_configuration where
fullname='System.LocalNetwork.IsOrphanObjectDeletionEnable'

手順 1.aで取得した objectIdを使用して、以下の手順を実行し、孤立オブジェクトの削除設定
を有効にします。

admin:run cuc dbquery unitydirdb execute procedure csp_configurationmodify(pobjectid='ObjectId',
pvaluebool=1)
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1. Cisco Unity Connection Administrationの [ネットワーキング（Networking）] > [HTTPSリン
ク（HTTPS Links）] > [HTTPSリンク検索（Search HTTPS Links）]ページで、
HTTPS-Location-2の [すべて再同期（Re-sync All）]ボタンを使用してHTTPS-Location-1で
再同期操作を実行します。

2. 再同期操作が完了したら、この構成を無効にする必要があります。構成を無効にするに
は、1)で使用したのと同じ objectIdで次のコマンドを使用します。 a.

admin:run cuc dbquery unitydirdb execute procedure csp_configurationmodify(pobjectid='ObjectId',
pvaluebool=0)

RTMT NetworkLoopDetectedメッセージを受信

管理者が NetworkLoopDetectedの RTMTアラートを受け取った場合、以下の手順を実行してこ
のシナリオを修正できます。

1. ネットワークアナライザーツールをHttpsネットワーク用に構成します。ネットワークア
ナライザの詳細については、

http://www.ciscounitytools.com/Applications/General/NetworkAnalyzer/NetworkAnalyzer.htmlを
参照してください。

2. ネットワークのグラフィック表示を分析して、ループを作成している場所を見つけます。

3. ループを解決するために、適切なトポロジのネットワークから関連するロケーションを切
断し、再接続します。

ボイスメッセージを配信リストに送信するときに送信者が NDRを受信する

当該配信リストのメンバーシップ情報が最近更新され、このメンバーシップ情報がネットワー

ク全体に複製されていない場合、更新されたメンバーシップ情報がないため、受信ノードは

NDRを送信する可能性があります。

このDLにボイスメッセージを送信する前に、更新されたメンバーシップ情報がネットワーク
全体に複製されていることを確認してください。

メッセージアドレス指定のトラブルシューティング

メッセージアドレス指定には、新しいメッセージを作成するときに受信者を選択する機能が含

まれます。別のボイスメッセージシステムを使用している受信者にメッセージを送信できない

というユーザーからの報告があった場合、このセクションのトラブルシューティング情報を使

用してください。

メッセージが正常に作成され、リモート受信者に送信されたにもかかわらず、受信者が受信し

ない場合は、「メッセージ転送のトラブルシューティング」を参照してください。
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リモートユーザー、連絡先、またはシステム配信リスト宛てのメッセージの送信ができ

ない

Unity Connectionユーザーが、Unity Connectionサイト内、またはリンクされたUnity Connection
または Cisco Unityサイト上のリモートオブジェクトにメッセージを宛先指定できない場合、
以下のタスクを記載されている順に実行してください。

1. ユーザーが問題を経験しているロケーションの Unity Connectionのリモートオブジェクト
の存在を確認します。これは、リモートオブジェクトが複製されたかどうかを示します。

オブジェクトが見つからない場合、「ディレクトリ同期のトラブルシューティング」の項

（11-16ページ）のトラブルシューティングのステップを参照してください。

2. パーティションとサーチスペースの設定を確認してください。メッセージの宛先となるリ
モートオブジェクトは、ユーザーの検索範囲として設定されたサーチスペースのメンバー

であるパーティションに属している必要があります。「リモートオブジェクトをアドレス

指定するためのパーティションおよびサーチスペースの設定を確認する」の項（11-11ペー
ジ）を参照してください。

3. CDEマイクロトレース (レベル 12 CDLアクセス)をオンにします。トレースを有効にし
てトレースログを表示する方法の詳細は、「Cisco Unity Connectionのトラブルシューティ
ング（1ページ）」の章を参照してください。

リモートオブジェクトをアドレス指定するためのパーティションおよびサーチスペースの構成の確認

単一の Unity Connectionサイトしかない場合、ロケーション間にサイトを最初にセットアップ
するとき、あるロケーションをホームとするユーザーは、他のロケーションのユーザーをメッ

セージの宛先に指定できません。なぜなら、各ロケーションのユーザーは別々のパーティショ

ンにあり、他のロケーションにいるユーザーのパーティションを含まないサーチスペースを使

用するからです。ロケーション間の最初のレプリケーションが完了した後、他のサーバーを

ホームとするパーティションを含むようにサーチスペースを再設定できます。そして、ユー

ザー、ルーティングルール、コールハンドラ、ディレクトリハンドラ、および VPIMロケー
ションの検索範囲を変更して、離れた場所をホームとするサーチスペースを使用できます。

(パーティションとサーチスペースの両方がロケーション間で複製される一方で、別のロケー
ションをホームとするパーティションに、ユーザーや他のオブジェクトを指定することはでき

ないことに注意してください。)

1つのUnity Connectionサイトを別のUnity Connectionサイトにリンクしている場合、パーティ
ションとサーチスペースはサイト間で複製されます。しかし、最初にサイト間のリンクをセッ

トアップしたとき、ユーザーは別々のパーティションにいて、他のサイトのロケーションの

ユーザーのパーティションを含まない検索スペースを使用します。サイト間の最初のレプリ

ケーションが完了した後、リモートサイトをホームとするパーティションを含むようにサーチ

スペースを再設定できます。そして、ユーザー、ルーティングルール、コールハンドラ、ディ

レクトリハンドラ、およびVPIMロケーションの検索範囲を変更して、リモートサイトにある
ロケーションをホームとするサーチスペースを使用できます。

Unity Connectionサイトと Cisco Unityサイトをリンクすると、各 Cisco Unityサーバーの Unity
Connectionディレクトリにパーティションが自動的に作成され、サーバーをホームとするすべ
ての Cisco Unityユーザーと複製されたシステム同報リストは、パーティションに配置されま
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す。ただし、パーティションは Unity Connectionロケーションのサーチスペースに自動的には
追加されません。 Unity Connectionユーザーが Cisco Unityユーザーまたは複製された配信リス
トにメッセージの宛先を指定する権限を持つようにするには、これらの Unity Connectionユー
ザーが使用する検索スペースにパーティションを追加する必要があります。ユーザーが内線番

号によってメッセージを宛先指定する場合、パーティションがサーチスペースに表示する順序

は重要であることに注意してください。たとえば、Unity Connectionと Cisco Unityユーザーの
間で 4桁の内線番号が重複しており、Unity Connectionユーザーが他の Unity Connectionユー
ザーには各自のプライマリ内線番号の 4桁で、Cisco Unityユーザーには固有の 7桁の内線番号
で連絡できるようにしたいとします。CiscoUnityパーティションが、重複する 4桁の内線番号
を含む Unity Connectionパーティションの後に表示されることを確認してください。

少なくとも、Unity Connectionユーザーがリモートユーザーまたは他のオブジェクトをアドレ
ス指定できない場合、以下の手順を実行して、リモートオブジェクトのパーティションがアド

レス指定をしようとしているユーザーのサーチスペース内にあるかどうかを確認できます。

リモートオブジェクトのパーティションがCisco Unity Connectionユーザーの検索スペースに属しているかどうかを確認
する

手順

ステップ 1 アドレス指定の問題が発生しているCiscoUnity ConnectionAdministraionのUnity Connectionユーザーのホー
ムロケーションで、ユーザーが宛先しようとしているオブジェクトの編集ページを参照します。

•リモートユーザーの場合は、 [ユーザー]を選択します。 [ユーザーの検索]ページで、[検索制限]フィー
ルドと検索基準を使用して、リモートユーザーを見つけます。リモートユーザーのユーザーエイリア

スを選択して [ユーザー基本ページの編集（ Edit User Basics）]を表示します。

•リモート連絡先の場合は、[連絡先]を選択します。 [連絡先の検索]ページで [検索制限]フィールドと
検索基準を使用して、リモート連絡先を見つけます。リモート連絡先のユーザーエイリアスを選択し

て [連絡先の基本情報の編集（Edit Contact Basics）]を表示します。 (コンタクトは 1つのサイト内での
み複製されることに注意してください。)

•リモートシステム配信リストについては、[配信リスト]を開き、次に [システム配信リスト]を選択し
ます。 [配信リストの検索]ページで、[検索制限]フィールドと検索基準を使用して、リモートシステ
ム配信リストを検索します。リモートリストのエイリアスを選択して、[配信リストの基本編集]ペー
ジを表示します。 (サイト間リンクと配信リストの設定によっては、サイト間リンクでは配信リストが
複製されない場合があることに注意してください。)

ステップ 2 オブジェクトの [編集]ページで、[パーティション]フィールドの値をメモします。

ステップ 3 アドレス指定の問題が発生している Unity Connectionユーザーの検索スペースに注意してください。

a) [ユーザー（Users）]を選択します。

b) アドレス指定に問題があるユーザーを検索するには、[ユーザーの検索]ページで [検索制限]フィール
ドと検索基準を使用します。

c) ユーザーのエイリアスを選択して [ユーザー基本設定の編集]ページを表示します。
d) [ユーザーの基本設定の編集]ページで、[検索範囲]フィールドの値をメモします。
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ステップ 4 ステップ 3でメモしたサーチスペースの設定を確認します。

a) ダイヤルプランを開き、[スペースの検索]を選択します。
b) ステップ3でメモしたサーチスペースを検索するために、[サーチスペースの検索（SearchSearchSpaces）]
ページの [検索制限（Search Limits）]フィールドと検索条件を使用します。

c) サーチスペースの名前を選択します。
d) [サーチスペースの編集（Edit Search Space）]ページで、ステップ 2でメモしたパーティションが [割り
当てられたパーティション（AssignedPartitions）]リストにない場合、[割り当てられていないパーティ
ション（UnassignedPartitions）]リストからそれを見つけて選択し、上矢印をクリックして、[割り当て
られたパーティション（Assigned Partitions）]リストに移動します。次に [保存（Save）]をクリックし
ます。

（注）

サーチスペースが別のロケーションを基本とする場合、ページの上部にある状況メッセージのリンク

を選択して、リモートロケーションからサーチスペースを編集します。新しいウィンドウが開き、リ

モートロケーション上の Connectionアドミニストレーションが開きます。

Cisco UnityユーザーがUnity Connectionユーザーまたはシステム配布リストの宛先にメッ
セージを送信できない

サイト間リンクを介して Cisco Unityがリンクされている Unity Connectionサイト上で Cisco
Unityユーザーがメッセージの宛先にできない場合は、以下のタスクを記載されている順に実
行します。

1. Cisco Unityシステム管理で、Unity Connectionネットワークサブスクライバとして、Unity
Connectionユーザーオブジェクトの存在を確認します。これは Unity Connectionユーザー
オブジェクトが複製されたかどうかを示します。オブジェクトが見つからない場合、「ディ

レクトリ同期のトラブルシューティング」の項（11-16ページ）のトラブルシューティン
グのステップを参照してください。

2. 内線によるアドレス指定に問題がある場合は、Unity Connectionユーザーオブジェクトに
CiscoUnity内の内線があるかどうかを確認し、ある場合は、内線がCiscoUnityユーザーが
期待している形式と一致するかどうかを確認します。「Cisco Unityでの Unity Connection
ユーザー内線作成のトラブルシューティング」の項（11-12ページ）を参照してください。

Cisco Unityでの Unity Connectionユーザー内線作成のトラブルシューティング

Unity Connectionサイトと Cisco Unityサイトをリンクすると、Cisco Unityディレクトリで作成
された Unity Connectionのユーザーおよびシステム同報リストオブジェクトは、Cisco Unityサ
イトのゲートウェイで構成されたダイヤルドメインに属します。UnityConnectionの検索スペー
スとパーティションの設計は、重複する内線番号に対応し、異なるパーティションにプライマ

リ内線と代行内線番号を持つユーザーを含める場合があるため、Unity Connectionの内線番号
を Ciscoダイヤルドメインにマッピングする方法を選択する必要があります。これを行うに
は、各 Unity Connectionロケーションに対して、Cisco Unityが内線をプルする単一のパーティ
ションを指定します。 (Cisco Unity Connectionの管理で、ローカルロケーションの [ロケーショ
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ンの編集]ページにある [Cisco Unityユーザーが内線番号で指定するローカルパーティション]
フィールドを構成します。)

特定のUnityConnectionロケーションにいるユーザーがCiscoUnityに複製されると、CiscoUnity
ユーザーが内線番号でアドレス指定できるローカルパーティションに属する内線だけが、Cisco
Unityに複製されます。ダイヤルドメイン内の内線番号は一意である必要があるため、Unity
Connectionサイト全体で選択されたすべてのパーティションのコレクションには、内線番号の
重複が含まれないようにする必要があります。コレクションに重複する内線番号、またはCisco
Unityサイトゲートウェイのダイヤルドメインにすでに存在する内線番号が含まれる場合、1
つ以上の内線番号が Cisco Unityディレクトリから除外されます。これが発生すると、Cisco
Unityアプリケーションのイベントログに警告が表示され、省略された各内線番号の所有者が
示されます。競合を解消した後で、Cisco Unityサイトゲートウェイで手動で再同期を行い
（Cisco Unity管理者の [ネットワーク（Network）] > [Unity Connectionネットワーキングプロ
ファイル（Unity Connection Networking Profile）]ページで [同期の合計（Total Sync]を選択）、
内線番号を更新する必要がある場合があります。

Unity Connectionユーザーは、ユーザーがホームするサーバーで構成された内線により Cisco
Unityユーザーがアドレス指定できるローカルパーティションに属する内線を持たないことも
可能です。この場合、内線番号なしでUnity Connectionユーザーオブジェクトが作成される他
のケースと同様に、CiscoUnityユーザーは内線番号を使用してユーザーにアドレス指定するこ
とはできません。

問題が同じUnityConnectionロケーション上の多くのユーザー内線に関連する場合、そのロケー
ションの [Cisco Unityユーザーが内線番号で宛先指定できるローカルパーティション（Local
Partition That Cisco Unity Users Can Address to By Extension）]を変更する必要があるかもしれま
せん。

Cisco Unityユーザーがアドレス指定できるパーティションを Cisco Unity Connectionロケーションに設定する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connectionの管理でUnity Connectionロケーションの [ネットワーキング]を開き、[ロケーショ
ン]を選択します。

ステップ 2 [ローカルサイト（Local Site）]を開き、ローカルロケーション（Connection Administrationにアクセスする
ロケーション）の表示名を選択します。

ステップ 3 [Cisco Unityユーザーが内線番号でアドレス指定できるローカルパーティション]の [パーティション]で、
使用するパーティションの名前を選択し、[保存]を選択します。

Unity Connectionユーザーが VPIMロケーションの受信者にメッセージを宛てることがで
きない

VPIMロケーションの特定の受信者へのアドレス指定は、次のいずれかの理由で失敗する場合
があります。
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•ブラインドアドレスはVPIMロケーションに対して無効になっており、受信者のVPIM連
絡先は存在しません。着信メッセージに基づいて VPIM連絡先を作成するために、自動
VPIM連絡先作成に依存している場合、連絡先作成がこのロケーションに対して適切にセッ
トアップされていないか、またはリモートユーザーからメッセージを受信していない可能

性があります。 Cisco Unity Connection管理の VPIMロケーションの [連絡先の作成]ペー
ジの設定を確認します。

• VPIM連絡先が存在しますが、内線番号が正しくないか、または連絡先名がユーザーの検
索結果と一致しないため、ユーザーは見つけることができません。 Connectionの管理で
VPIM連絡先の設定を確認します。

•ユーザーは VPIM受信者にブラインドアドレスを試みていますが、VPIMロケーションの
DTMFアクセス IDが正しくないか、ユーザーがアドレス指定時に入力しようとしている
パターンと一致しません。 Connection管理の VPIMロケーションの編集ページで DTMF
アクセス ID設定の値を確認し、ユーザーが正しい値を認識していることを確認します。

•ユーザー検索範囲には、VPIM連絡先または VPIMロケーションのパーティションは含ま
れません。 VPIM連絡先パーティションが、連絡先が属する VPIMロケーションのパー
ティションと一致しない場合、検索結果は、メッセージの宛先指定に使用された方法、お

よびパーティションとサーチスペースの設定によって異なります。ユーザーが VPIMロ
ケーションの DTMFアクセス IDに加えてリモートユーザーのメールボックス番号を入力
してVPIMメールボックス宛てのメッセージを送信した場合、または音声認識ユーザーが
名前と場所を発声した場合（例えば、「Seattleの John Smith」）、その操作は、VPIMロ
ケーションのパーティションに基づいて許可されるか拒否されます。しかし、ユーザーが

名前をつづって、または連絡先の内線番号を入力してVPIM連絡先を指定する場合、ある
いは音声認識ユーザーがロケーションなしで連絡先の名前（「John Smith」など）を発声
した場合、アクションは、VPIMロケーションのパーティションがユーザーの範囲外であ
るかどうかに関係なく、VPIM連絡先のパーティションに基づいて許可または拒否されま
す。Connectionアドミニストレーションのの [Edit User Basics]ページで、どの検索スペー
スが検索範囲として設定されているかを確認します。次に、どのパーティションがVPIM
連絡先 ([Edit Contact Basics]ページ)または VPIMロケーション (VPIMロケーションの編
集ページ)の必要に応じて設定されているかを確認します。最後に、ユーザーの [Search
Spaceの編集（Edit Search Space）]ページでユーザーの検索スペースをチェックし、その
パーティションが [割り当てられたパーティション（Assigned Partitions）]リストに表示さ
れるかどうかを判断します。

Unity Connectionユーザーは VPIMロケーションのメールボックスへのメッセージをブラ
インドアドレス指定できない

ブラインドアドレスを使用すると、受信者が Unity Connectionディレクトリで連絡先として定
義されていない場合でも、ユーザーはVPIMロケーションの受信者にメッセージを送信できま
す。ブラインドアドレスが機能しない場合、CiscoUnityConnectionの管理の [VPIMロケーショ
ン]ページで [ブラインドアドレスを許可]チェックボックスをオンにすることで、個々のVPIM
ロケーションに対してブラインドアドレス指定を有効にしていることを確認します。この

チェックボックスがオンのロケーションがある場合、ユーザーはVPIMロケーションのDTMF
アクセス IDで構成される番号と受信者のメールボックス番号を入力するか、メールボックス
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の番号とVPIMロケーションの表示名の数字を言うことにより、このロケーションの受信者に
メッセージを送信できます（例えば、「five five at Seattle office」）。

メッセージ転送のトラブルシューティング

Unity Connectionは SMTPを使用して他のシステムとボイスメッセージを交換します。これに
は、VPIMメッセージ、Unity Connectionサイト内のユーザー間のメッセージ、異なる Unity
Connectionサイトまたは Cisco Unityサイト上のユーザーへのメッセージ、IMAPクライアント
から Unity Connectionに送信されるメッセージ、またはユーザーの [メッセージアクション
（Message Actions）]ページで設定されたリレーアドレスにUnity Connectionにより転送される
メッセージが含まれます。

Unity Connectionシステムが他の音声メッセージングシステムまたは Unity Connectionロケー
ションと SMTPメッセージを交換するためには、システムはリモートシステムの TCP/IPポー
ト 25に直接アクセスできるか、またはシステムにメッセージをリレーできる SMTPスマート
ホストにメッセージを配信するように設定されている必要があります。VPIMネットワークが
UnityConnectionネットワーキングサイト内で使用されている場合、通常、各VPIMロケーショ
ンはサイト内の1つのUnityConnectionサーバーのみに作成します。サイト内の他のロケーショ
ンは、VPIMロケーションのユーザー宛てのメッセージを、配信用のVPIMロケーションをホー
ムとする Unity Connectionサーバーに転送します。この場合、この Unity Connectionサーバー
だけが、リモートメッセージングシステムとの SMTP接続を直接またはスマートホスト経由
で必要とします。

リモートシステムに配信するために Unity Connectionユーザーによってメッセージが録音され
ると、メッセージはまずメッセージ転送エージェント (MTA)によって処理されます。このサー
ビスによりメッセージがフォーマットされます。例えば、VPIMメッセージの場合、MTAは
メッセージの To:および From:フィールドをフォーマットし、メッセージの content-typeを
multipart/Voice-Messageに設定し、他のヘッダープロパティを設定します。その後、メッセー
ジはUnity Connectionサーバーのピックアップフォルダに置かれます。 SMTPサービスは定期
的にピックアップフォルダのメッセージをチェックし、フォルダからメッセージを取り出し、

メッセージヘッダーから宛先サーバーを判別し、適切なサーバーへの SMTP Unity Connection
を確立して、メッセージを送信します。 Unity Connectionが SMTP経由で着信メッセージを受
信すると、このプロセスは逆になります。メッセージはまず SMTPサービス、次にMTAサー
ビスによって処理されます。

メッセージの転送で問題が発生した場合は、このセクションのトラブルシューティング情報を

使用してください。

ある Unity Connectionロケーションのユーザーから送信されたメッセージが、別の Unity
Connectionロケーションのユーザーに受信されない

一般に、電話インタフェースを使用してリモートユーザーに正常にアドレス指定されたメッ

セージは、ロケーション間で SMTP接続が確立されている限り、配信されます。ユーザーが
受信したメッセージのすべての受信者に返信し、これらの受信者の一部が返信するユーザーの

検索範囲内にない場合、注目に値する例外が発生します。この場合、返信するユーザーは、検

索範囲外の受信者に対する不達確認を受け取ります。
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リモートユーザーのプロファイル情報 (特に、リモートユーザーの SMTPプロキシアドレス
情報)が送信ユーザーの Unity Connectionロケーションに完全に複製されていない場合、IMAP
クライアントを使用してリモートユーザーに送信されたメッセージは失敗する可能性がありま

す。この状態を診断して修正するには、「ディレクトリ同期のトラブルシューティング」の項

（11-16ページ）を参照してください。

問題がパーティションとサーチスペースの構成、またはディレクトリ複製に関連していないと

思われる場合、メッセージトラッキングのマクロトレースをオンにすることで、問題をさらに

診断することができます。トレースを有効にしてトレースログを表示する方法の詳細は、診

断トレースを使用したトラブルシューティング（1ページ）のセクションを参照してくださ
い。

リモート送信者により送信されたメッセージへの返信が配信されない

最近サイトまたはリンクされたサイトにロケーションを追加した場合、そのロケーションにま

だレプリケートされていないユーザーオブジェクトを持つリモートの送信者からのメッセージ

を受信する可能性があります。ユーザーオブジェクトがまだレプリケートされていない送信者

によって送信されたメッセージに対してユーザーが返信しようとすると、返信は配信されず、

送信者は不達確認 (NDR)を受け取ります。この場合、返信を試みたユーザーは、元のメッセー
ジ送信者のユーザーオブジェクトが複製された後に返信を再送でき、返信が正常に配信されま

す。

VPIMロケーションから送信されたメッセージが Unity Connectionユーザーに受信されな
い

着信 VPIMメッセージが正しく受信され、処理されるためには、次の条件が必要です。

•元のボイスメッセージシステムとUnity Connectionの間で SMTP接続が使用可能である必
要があります。

•発信元の音声メッセージングサーバーからのメッセージが、Cisco Unity Connection
Admininstrationの [システム設定（System Settings）] > [SMTP設定（SMTPConfiguration）]
> [スマートホスト（SmartHost）]ページと異なるスマートホストを経由してルーティング
される場合、このスマートホストの IPアドレスが、許可されたUnity Connectionとして IP
アドレスアクセスリストに追加されている必要があります。 (アクセスリストを表示また
は変更するには、[システム設定] > [SMTP設定] > [サーバー]ページで [編集] > [IPアドレ
スアクセスリストを検索]を選択します。)

•着信メッセージの [差出人]フィールドのドメイン名は、Connection管理で VPIMロケー
ションに定義されている [リモート VPIMドメイン名]の値と一致する必要があります。

•リモート電話プレフィックスの値がVPIMロケーションに定義されている場合、着信メッ
セージの [差出人]フィールドのメールボックス番号は、プレフィックスの数字で始まる必
要があります。

• VPIMロケーションに Cisco Unity Connection電話プレフィックスが定義されている場合、
着信メッセージの「To」フィールドのメールボックス番号は、プレフィックスの数字で始
まる必要があります。
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•メッセージを受信する Unity Connectionユーザーは、受信サーバー上の VPIMロケーショ
ンの検索範囲として定義されている検索スペースのメンバーであるパーティション内にい

る必要があります。

•サイト間ネットワークが使用されている場合、VPIMロケーションは、受信者がホームと
するUnity Connectionサイト内のUnity Connectionロケーションで設定される必要がありま
す。VPIMロケーションおよび連絡先はサイト内で複製されますが、サイト間リンクで複
製されることはありません。また、サイトゲートウェイがVPIMメッセージを他のサイト
にリレーすることもありません。

すべてのレベルのSMTPマイクロトレースをオンにすることで、SMTP接続を確認し、「From」
および「To」フィールドの形式を確認できます。 SMTPトレースログには、"MAIL
FROM"と"RCPT TO"が表示されます。)さらに、すべてのレベルのMTAマイクロトレースを
オンにすると、MTAログには、プレフィックス処理エラーを説明するメッセージなど、メッ
セージの処理に関する情報が含まれます。SMTPログの出力ファイルパス名の最後に表示され
るメッセージ ID (例、csUnitySmtp-30-1223425087697)を使用して、MTAログでメッセージを
見つけたり、受信者アドレスで検索したりできます (例、5551212@receiving-server-domain.com)。
トレースを有効にしてトレースログを表示する方法の詳細は、「Cisco Unity Connectionのトラ
ブルシューティング（1ページ）」の章を参照してください。

Unity Connectionから送信されたメッセージが VPIMロケーションのユーザーに受信され
ない

発信 VPIMメッセージが正しく受信され、処理されるためには、次の条件が必要です。

• SMTP接続は、Unity Connectionと受信側の音声メッセージングシステム間で、ポート 25
への直接 TCP/IP接続、または SMTPスマートホスト経由のいずれかで利用できる必要が
あります。 (SMTPスマートホストは Cisco Unity Connection Administrationの [システム設
定（System Settings）] > [SMTP設定（SMTP Configuration）] > [スマートホスト（Smart
Host）]ページで設定できます。)

• VPIMメッセージの音声添付は、リモートシステムで再生可能な形式である必要がありま
す。リモートボイスメッセージシステムがUnity ConnectionまたはCisco Unityではない場
合、音声形式のトランスコードにG.726コーデックを使用するには、CiscoUnityConnection
の管理で VPIMロケーションのアウトバウンドメッセージ設定を構成する必要がありま
す。

着信VPIMメッセージと同様に、発信メッセージのトラブルシューティングを行う場合、すべ
てのMTAおよび SMTPマイクロトレースをオンにすることから開始することをお勧めしま
す。送信メッセージの問題についてログを調査する場合、まずMTAログから開始し、次に
SMTPログを確認します。トレースを有効にしてトレースログを表示する方法の詳細は、「Cisco
Unity Connectionのトラブルシューティング（1ページ）」の章を参照してください。
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ディレクトリ同期のトラブルシューティング

UnityConnectionサイト内（サイト内ネットワーキング）またはサイト間（サイト間ネットワー
キング）のいずれかでディレクトリ同期で問題が発生した場合、この項のトラブルシューティ

ング情報を使用します。

Unity Connectionサイト内のディレクトリ同期のトラブルシューティング

サイト内で、各ロケーションはSMTPを使用して、ディレクトリ同期情報およびメッセージを
他のすべてのロケーションと直接交換します。単一の Unity Connectionサイト内でディレクト
リ同期で問題が発生した場合、このセクションのトラブルシューティング情報を使用してくだ

さい。

ロケーション間で一意のシーケンス番号（USN）が不一致

Cisco Unity Connection Administrationの Unity Connectionのロケーションページには、ロケー
ション間のレプリケーションの状況に関する情報が表示されます。リモートロケーションの

[UnityConnectionロケーションの編集]ページにある、[最後のUSN送信]、[最後のUSN受信]、
および [最後の USN確認]フィールドは、リモートロケーションとの間で送受信された複製
メッセージのシーケンス番号を示します。2つのロケーションが完全に同期されている場合、
レプリケーションの更新を送信しているロケーションの最後の USN Sentおよび Last USN
Acknowledgedの値は、更新を受信しているロケーションの Last USN Receivedと等しくなりま
す。

レプリケーション中、Last USN Acknowledgedの値が Last USN Sentの値より遅れるのは通常の
ことです。

同期プッシュ中、Last USN Sentは非常に大きな値を表示し、Last USN Acknowledgedは小さな
値を表示する場合があります。これは正常な動作です。 [最後に応答確認された USN（Last
USN Acknowledged）]が [最後に送信された USN（Last USN Sent）]の値に向かって増加し続
けることをモニタします。増加しない場合は、「手動ディレクトリ複製が停止している」の項

（11-17ページ）を参照してください。

CiscoUnity Connection Serviceabilityの音声ネットワークマップツールを使用して、サイト内の
レプリケーションステータスを確認することもできます。このツールは、ネットワーク中の

すべてのロケーションのレプリケーション状況を1か所から見ることができるため、サイト内
のレプリケーションの問題を素早く見つけることができるので、特に便利です。詳細について

は、[ヘルプ（Help）] > [このページ（This Page）]を選択するか、https://www.cisco.com/c/en/us/
td/docs/voice_ip_comm/connection/15/serv_administration/guide/b_15cucservag.htmlにある『Cisco
Unity Connection Serviceabilityアドミニストレーションガイド、リリース 15』の「音声ネット
ワークマップツールを使用する」の章を参照してください。

自動ディレクトリ複製が停止している

1つの Unity Connectionサーバーでのディレクトリの変更は、サイトの他のロケーションに自
動的に伝播されます。送信側のロケーションに表示される最後の USN確認済みの値、または
受信側のロケーションに表示される最後の USNの受信値のいずれかが、送信側のロケーショ
ンに表示される最後の USN送信済みに向かって増加しなくなる場合、レプリケーションは停
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止している可能性があります。これは、Unity Connectionロケーションが、情報を受信してい
ない別のオブジェクトに依存するオブジェクトへの更新を受信すると発生する可能性がありま

す。たとえば、配信リストへのメンバーの追加は、追加されるメンバーのユーザーレコードの

有無に依存します。ロケーションがユーザー記録に関する情報を受信していない場合、デフォ

ルトの5分間待機して、依存関係を満たすユーザー記録情報を含むディレクトリメッセージが
到着しているかどうかを確認します。

ほとんどの場合、タイムアウトの5分後に問題は自然解決します。タイムアウトの時点で、受
信側の Unity Connectionシステムはレコードの再送信を要求します。問題が解決しない場合
は、Real-TimeMonitoringTool（RTMT）またはコマンドラインインターフェース（CLI）を使っ
てアプリケーションシステムのログをチェックし、CuReplicatorアプリケーションからエラー
が報告されていないか確認します。システムログを表示するために、RTMTを使用する方法
については、『Cisco Unified Real-Time Monitoring Toolアドミニストレーションガイド』(
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_ガイドs_list.html)を参照してくだ
さい。

デジタルネットワークのマクロトレースをオンにして、レプリケーションの問題を診断する

こともできます。サイト内ネットワークのレプリケーショントレースを有効にしてトレースロ

グを表示する方法の詳細については、 Cisco Unity Connectionのトラブルシューティング（1
ページ）の章を参照してください。

手動ディレクトリ複製が停止している

管理者が 2つの Unity Connectionロケーション間でディレクトリの手動プッシュまたはプルを
開始すると、[ディレクトリのプッシュ]または [ディレクトリのプル]ステータスが [ネットワー
キング] > Unity Connectionロケーションページに、レプリケーションが進行中であると表示さ
れる場合がありますが、Unity Connectionロケーションの編集ページの最後に確認された USN
または最後に受信された USNの値は変更されていない場合があります。この問題が発生した
場合は、Unity Connectionロケーションページでリモートロケーションの表示名の隣にある
チェックボックスをオンにして、[プッシュの停止（Stop Push）]（そのロケーションの [ディ
レクトリのプッシュ（PushDirectory）]ステータスがプッシュ進行中）または [プルの停止（Stop
Pull）]（そのロケーションの [ディレクトリのプル（Pull Directory）]ステータスがプル進行
中）を選択します。その後、手動レプリケーションを再開できます。

ロケーション間でプッシュおよびプルのステータスの不一致

管理者が 2つの Unity Connectionロケーション間でディレクトリのプッシュまたはプルを手動
で開始すると、送信側ロケーションの Cisco Unity Connection Administrationの [ネットワーキン
グ（Networking）] > [リンク（Links）] > [サイト内リンク（Intrasite Links）]に表示される [プッ
シュディレクトリ（PushDirectory）]ステータスが、受信ロケーションのCiscoUnityConnection
Administrationに表示される [ディレクトリプル（PullDirectory）]ステータスと一致する必要が
あります（例えば、レプリケーション中は両方に [進行中（In Progress）]と表示されます）。

状況が一致しない場合は、少なくとも5分待ってください。それでも一致しない場合は、次の
手順を実行して不一致を修正できる場合があります。
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ロケーション間でプッシュおよびプルのステータスを再同期する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、プッシュまたはプルの [アイドル（Idle）]ステータスが表示され
ているロケーションの不一致のロケーションの表示名の隣にあるチェックボックスを選択し、[ディレクト
リのプッシュ先（Push Directory To）]または [ディレクトリのプル元（Pull Directory From）]を選択し、
[進行中（In Progress）]と表示されている操作を開始します。

たとえば、ロケーション 1がプッシュが進行中であることを示し、ロケーション 2がプルがアイドル状態
であることを示している場合、ロケーション 2で、ロケーション 1の表示名の隣にあるチェックボックス
をオンにし、[ディレクトリのプル元]を選択します。

ステップ 2 操作の状況が [進行中（InProgress）]と表示されている場合、1分待ってからリモートロケーションのチェッ
クボックスを再度選択し、[プッシュの停止（Stop Push）]または [プルの停止（Stop Pull）]のいずれかを
選択して、操作を停止します（該当する場合）。

2つの Unity Connectionサイト間のディレクトリ同期のトラブルシューティング

サイト間のレプリケーションは、各サイトゲートウェイで実行されているフィーダーサービ

スとリーダーサービス (FeedReaderとも呼ばれます)によって行われます。リーダーサービス
は、定期的にリモートサイトのゲートウェイを使って、前回のポーリング間隔以降に変更され

たディレクトリの有無を調べます。フィーダーサービスは変更追跡データベースでディレクト

リの変更を確認し、必要な情報でポーリングリクエストに応答します。フィーダーサービス

は、リモートリーダーからの要求を受け取ると XML形式でディレクトリ情報を返すウェブサ
イトとして実装されます。ディレクトリ情報には名前と内線番号が含まれるため、機密情報と

して扱われ、フィードにアクセスするには認証が必要です。また、ディレクトリ情報を暗号化

するために、各サイトゲートウェイで SSLを構成することを推奨します。

2つのサイトが最初に参加した後の同期には、ディレクトリサイズに応じて数分から数時間か
かる場合があります。完全な再同期を手動で要求しない限り、後の更新では、最後のサイクル

以降に加えられた変更のみが同期されます。

Unity Connectionサイトゲートウェイで、リーダーがディレクトリデータについてリモート
フィーダーをポーリングするスケジュール、および録音名についてポーリングするスケジュー

ルを設定できます。 Cisco Unity Connection Administrationの [ツール（Tools）] > [タスク管理
（Task Management）]ページからスケジュールにアクセスできます。[ディレクトリをリモー
トネットワークと同期（Synchronize Directory With Remote Network）]タスクまたは [音声名を
リモートネットワークと同期（Synchronize Voice Names With Remote Network）]タスクのいず
れかを選択します。

表 11-2は、サイト間ネットワークのフィーダーおよびリーダーアプリケーションの動作に関
する情報を収集するためのツールの一部を示しています。
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表 4 : Unity Connectionサイト間の複製のトラブルシューティングツール

トラブルシューティングツールアプリケー

ション

（Application）

ネットワーク

• [ネットワーク（Networking）] >[リンク（Links）] > [サイト
間リンク（Intersite Links）] > [サイト間リンクの編集（Edit
Intersite Link）]ページには、レプリケートされたオブジェ
クトの数とオブジェクトの変更、最後の同期の時間、およ

び同期中に最後に発生したエラー時間に関する統計が表示

されます。

• 00、01、02、03、10、および14のフィードリーダーのマイ
クロトレースレベルを有効にします。手順については診断

トレースを使用したトラブルシューティング（1ページ）
セクションを参照してください。

リーダーHTTPS

•フィーダーのマイクロトレースレベル 00、01、02、および
03を有効にします。手順については診断トレースを使用し
たトラブルシューティング（1ページ）セクションを参
照してください。

フィーダー

•すべてのレベルの CuReplicatorを有効にします。CuReplicatorデジタルネッ

トワーキング

•すべてのレベルの SMTPを有効にします。SMTP

ディレクトリの増分更新を手動で開始したい場合は、Unity Connectionサイトゲートウェイの
Cisco Unity Connection Administrationの [ネットワーキング（Networking）] > [リンク（Links）]
> [サイト間リンク（IntersiteLinks）]ページの [同期（Sync）]ボタンを使用して開始できます。
ディレクトリ全体の完全な再同期を開始するには、同じページの [すべて再同期]ボタンを使用
します。

Unity ConnectionサイトとCisco Unityサイト間のディレクトリ同期のトラブルシューティ
ング

サイト間の複製は、各サイトゲートウェイで実行されるフィーダーサービスとリーダーサー

ビスによって行われます。リーダーサービスは、定期的にリモートサイトのゲートウェイを

使って、前回のポーリング間隔以降に変更されたディレクトリの有無を調べます。フィーダー

サービスは変更追跡データベースでディレクトリの変更を確認し、必要な情報でポーリングリ

クエストに応答します。フィーダーサービスは、リモートリーダーからの要求を受け取ると

XML形式でディレクトリ情報を返すウェブサイトとして実装されます。ディレクトリ情報に
は名前と内線番号が含まれるため、機密情報として扱われ、フィードにアクセスするには認証

が必要です。また、ディレクトリ情報を暗号化するために、各サイトゲートウェイで SSLを
構成することを推奨します。
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2つのサイトが最初に参加した後の同期には、ディレクトリサイズに応じて数分から数時間か
かる場合があります。完全な再同期を手動で要求しない限り、後の更新では、最後のサイクル

以降に加えられた変更のみが同期されます。

Unity Connectionサイトゲートウェイで、リーダー（Unity Connectionではフィードリーダーと
も呼ばれる）がディレクトリデータについてリモートフィーダーをポーリングするスケジュー

ル、および録音名についてポーリングするスケジュールを設定できます。サイトゲートウェイ

のCiscoUnityConnectionAdministrationで、[ツール（Tools）] > [タスク管理（TaskManagement）]
ページからスケジュールにアクセスできます。[ディレクトリをリモートネットワークと同期
（Synchronize Directory With Remote Network）]タスクまたは [音声名をリモートネットワーク
と同期（Synchronize Voice Names With Remote Network）]タスクのいずれかを選択します。

CiscoUnityサイトゲートウェイでは、録音名の同期を有効または無効にできます。また、リー
ダーがディレクトリの更新や録音名について Unity Connectionフィーダーにポーリングする間
隔を設定できます。サイトゲートウェイの Cisco Unity Administratorでは、[ネットワーキング
（Networking）] > [Unity Connectionネットワーキング（Unity Connection Networking）]ページ
で両方の設定（[音声名を同期（Synchronize Voice Names）]と [フィーダーの間隔（Feeder
Interval）]）にアクセスすることができます。ディレクトリデータと録音名のポーリングに対
して個別に設定可能なスケジュールを持つ Unity Connectionリーダーとは異なり、Cisco Unity
リーダーは各サイクル中に両方（録音名の同期が有効になっている場合）についてポーリング

することに注意してください。

表 11-3は、Cisco Unity Connectionおよび Cisco Unityのフィーダーおよびリーダーアプリケー
ションの動作に関する情報の収集に使用できるツールと詳細の一覧です。

表 5 : Cisco Unity Connectionと Cisco Unity間のサイト間レプリケーションのトラブルシューティングツール

トラブルシューティングツールアプリケーション（Application）

• [ネットワーク（Networking）] >[リンク（Links）] > [サイ
ト間リンク（Intersite Links）] > [サイト間リンクの編集
（Edit Intersite Link）]ページには、レプリケートされたオ
ブジェクトの数とオブジェクトの変更、最後の同期の時

間、および同期中に最後に発生したエラー時間に関する

統計が表示されます。

• 00、01、02、03、10、および 14のフィードリーダーのマ
イクロトレースレベルを有効にします。手順については

「Cisco Unity Connectionのトラブルシューティング（1
ページ）」の章を参照してください。

Connection Reader

•フィーダーのマイクロトレースレベル 00、01、02、およ
び 03を有効にします。手順については「Cisco Unity
Connectionのトラブルシューティング（1ページ）」の
章を参照してください。

接続フィーダ
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トラブルシューティングツールアプリケーション（Application）

•サイトゲートウェイの Cisco Unity Administratorにある
[ネットワーキング（Networking）] > [UnityConnectionネッ
トワーキング（Unity Connection Networking）]ページに
は、複製されたオブジェクトの数とオブジェクトの変更、

最後の同期の時刻、同期中に最後に発生したエラー時刻

に関する統計を表示することができます。

• Cisco Unity Readerは、操作メッセージとエラーメッセー
ジをWindowsアプリケーションイベントログに記録しま
す。

•追加のトラブルシューティング情報については、
CuDirReaderマイクロトレース（レベル 2を除くすべての
レベル）を設定するために Cisco Unity診断ツールを使用
します。Unity Connectionからオブジェクトを読み取り、
それらを SQLおよびActive Directoryに書き込む際に関連
するいくつかのスレッドがあることに注意してください。

ログファイルを通してオブジェクトを追跡するには、固

有のシーケンス番号 (USN)、オブジェクトの ID、または
エイリアスで検索します。手順については、 Cisco Unity
Connectionのトラブルシューティング（1ページ）の章
を参照してください。

サイト間で初期同期または完全な再同期が進行している

間にリーダーのトレースをオンにした場合、ログファイ

ルは非常に大きくなる可能性があります。

Cisco Unityリーダー

• Cisco Unity診断ツールを使用して、CuFeederマイクロト
レースを設定します。トレースログは、diag_w3wpで見
つけることができます。手順については、 Cisco Unity
Connectionのトラブルシューティング（1ページ）の章
を参照してください。

Cisco Unityフィーダー

ディレクトリの増分更新を手動で開始したい場合は、Unity Connectionサイトゲートウェイの
Cisco Unity Connection Administrationの [ネットワーキング（Networking）] > [リンク（Links）]
> [サイト間リンク（Intersite Links）]ページの [同期（Sync）]ボタン、または Cisco Unityサイ
トゲートウェイの Cisco Unity管理者の [ネットワーク（Network）] > [Unity Connectionネット
ワーキング（Unity Connection Networking）]ページの [今すぐ同期（Sync Now）]ボタンを使用
できます。ディレクトリ全体の完全な再同期を開始するには、Unity Connectionサイトゲート
ウェイの Cisco Unity Connection Administrationの [ネットワーキング（Networking）] > [リンク
（Links）] > [サイト間リンク（Intersite Links）]ページの [全体再同期（Resync All）]ボタン、
またはCiscoUnityサイトゲートウェイのCiscoUnityAdministrationの [ネットワーク（Network）]
> [UnityConnectionネットワーキング（UnityConnectionNetworking）]ページの [全体同期（Total
Sync）]ボタンを使用します。
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クロスサーバーサインインと転送

Unity Connectionサーバーが他の Unity Connectionまたは Cisco Unityのロケーションとネット
ワーク接続されている場合、クロスサーバー機能は次のように設定できます。

•着信は、転送を受信するユーザーの着信転送およびスクリーニング設定に従って、ローカ
ルサーバーに関連付けられていないユーザーに転送されます。（これには、自動アテン

ダントまたは企業ディレクトリから転送される通話、およびユーザーがメッセージを聞

き、送信者に発信して応答することを選択したときに転送されるライブ返信通話が含まれ

ます。）この機能はクロスサーバー転送と呼ばれます。

•組織外から発信してサインインする場合、ユーザーは（ホームサーバーであることに関係
なく）同じ番号に発信し、ログインするための適切なホームサーバーに転送されます。こ

の機能はクロスサーバーサインインと呼ばれます。

クロスサーバーサインインまたは転送で問題が発生した場合は、このセクションのトラブル

シューティング情報を使用してください。

ユーザーがサインインしようとすると、PINプロンプトの代わりに最初のグリーティン
グが流れる

ユーザーがクロスサーバーサインインを試みて、開始の挨拶が聞こえる場合、問題は次のいず

れかによって発生している可能性があります。

•元のロケーションは、宛先ロケーションへのクロスサーバーサインインハンドオフ用に
構成されていません。元のロケーションの Cisco Unity Connection Administrationで、宛先
のロケーションの [Unity Connectionロケーションの編集（Edit Unity Connection Location）]
ページで、[このリモートロケーションへのクロスサーバーサインインを許可する（Allow
Cross-Server Sign-In to this Remote Location）]チェックボックスがオンになっていることを
確認します。

•ユーザーは元のロケーションの検索範囲で見つかりませんでした。 Unity Connectionは、
通話がサインインの試みの会話に達すると、検索範囲の通話を使用して、サインインしよ

うとしているユーザーを識別します。発信ロケーションの Cisco Unity Connection
Administrationで、ダイレクトコールルーティングルールを確認して、どの検索スペース
がサインイン試行の会話に通話を送るルールによって設定されているかを確認します。リ

モートユーザーを含むパーティションがこのサーチスペースの一部ではない場合、クロス

サーバーサインインは有効になっていても機能しません。

クロスサーバーサインイン中にホームサーバーに到達できないことを示すプロンプト

がユーザーに聞こえる

クロスサーバーサインインのハンドオフが正常に完了しなかった場合、ユーザーには、現時点

ではホームサーバーに到達できないことを示すプロンプトが聞こえます。これは、次のいずれ

かの理由により発生します。
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•宛先ロケーションはクロスサーバーハンドオフを受け入れるように構成されていません。
移動先の Cisco Unity Connection Administrationで、[システム設定（System Settings）] > [詳
細（Advanced）] > [カンバセーション（Conversations）]ページの [クロスサーバーハンド
オフ要求に応答する（Respond to Cross-Server Handoff Requests）]チェックボックスがオン
になっていることを確認します。

•発信元ロケーションの宛先ロケーションに対して定義されたクロスサーバーダイヤル文字
列が正しくないか、または発信ロケーションが、ダイヤルアウトに使用される電話システ

ム連動を使用して、この文字列にコールを発信できません。元のロケーションのConnection
Administrationで、[Unity Connectionロケーションの編集（Edit Unity Connection Location）]
ページの [クロスサーバーダイヤル文字列（Cross-Server Dial String）]の値を確認します。

•発信ロケーションでのダイヤルアウト、または宛先ロケーションでの呼び出しへの応答に
使用できるポートがありません。 Unity Connectionポート使用状況分析ツールを使用する
と、ポート使用状況がクロスサーバー転送で問題になっているかどうかを判断できます。

クロスサーバーサインイン中にユーザー IDと PINが受け入れられない

ユーザーがクロスサーバーサインインを試み、通話が目的地へ正しくハンドオフされるように

見えるものの、ユーザーがサインインできない場合、最も可能性の高い原因は、ユーザーが目

的地の検索範囲内に存在しないか、または重複する内線を持つ別のユーザーが検索範囲内で先

に見つかることです。

Unity Connectionは、発信のロケーションと宛先のロケーションの両方で、通話が「サインイ
ンの試み」の会話に達したときに、その通話の検索範囲を使用して、ログインしようとしてい

るユーザーを識別します。一般に、クロスサーバーサインインを処理するルーティングルー

ルは、発信元と宛先の両方のロケーションで同じ検索範囲を使用することをお勧めします。必

要に応じて、特にクロスサーバーコールを処理する宛先ロケーションにルーティングルール

を追加できます(たとえば、発信ロケーションのポートの内線と一致する発信番号に基づいて)。

通話中にどのサーチスペースが検索範囲として使用されているかを判断するには、CDEマイク
ロトレース (レベル 4検索スペース)をオンにします。トレースを有効にしてトレースログを
表示する方法の詳細は、「Cisco Unity Connectionのトラブルシューティング（1ページ）」
の章を参照してください。

通話ルーティングルールの設定、パーティションとサーチスペースの管理については、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/administration/guide/b_15cucsag.html
にある『Cisco Unity Connectionシステムアドミニストレーションガイド、リリース 15』の「通
話管理」の章の「ダイヤルプラン」の項を参照してください。

リモートユーザーに転送されるのではなく、発信者にメッセージを残すように促される

転送先の場所にいるユーザーに対して、アクティブな転送ルールが内線番号に転送するように

設定されているにもかかわらず、発信者がそのユーザーにメッセージを残すように促される場

合、クロスサーバー転送のハンドオフが失敗した可能性があります。これは、次のいずれかの

理由で発生します。

•発信元のロケーションは、宛先のロケーションへのクロスサーバー転送を実行するように
構成されていません。元のロケーションの Cisco Unity Connection Administrationで、宛先
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のロケーションの [Unity Connectionロケーションの編集（Edit Unity Connection Location）]
ページで、[このリモートロケーションへのクロスサーバー転送を許可する（Allow
Cross-Server Transfer to this Remote Location）]チェックボックスがオンになっていること
を確認します。

•宛先ロケーションはクロスサーバーハンドオフを受け入れるように構成されていません。
移動先の Connection Administrationで、[システム設定] > [詳細] > [対話]ページの [クロス
サーバーハンドオフ要求に応答する]チェックボックスがオンになっていることを確認し
ます。

•発信元ロケーションの宛先ロケーションに対して定義されたクロスサーバーダイヤル文字
列が正しくないか、または発信ロケーションが、ダイヤルアウトに使用される電話システ

ム連動を使用して、この文字列にコールを発信できません。元のロケーションのConnection
Administrationで、[Unity Connectionロケーションの編集（Edit Unity Connection Location）]
ページの [クロスサーバーダイヤル文字列（Cross-Server Dial String）]の値を確認します。

•発信ロケーションでのダイヤルアウト、または宛先ロケーションでの呼び出しへの応答に
使用できるポートがありません。 Unity Connectionポート使用状況分析ツールを使用する
と、ポート使用状況がクロスサーバー転送で問題になっているかどうかを判断できます。

ツールのダウンロードと PortUsage Analyzerヘルプ (
http://www.ciscounitytools.com/Applications/CxN/PortUsageAnalyzer/PortUsageAnalyzer.html)を
参照してください。

ユーザーの現在アクティブな内線転送が、取り込み中の内線への監視転送を実行するように設

定されている場合、[内線が通話中の場合（If Extension Is Busy）]フィールドでそのように設定
すると、クロスサーバー転送が成功しても、発信者はメッセージを残すためにボイスメールに

転送されます。

発信者が、転送先のロケーションで間違ったユーザーに転送される

発信者がクロスサーバー転送を試み、通話は宛先のロケーションに正しくハンドオフされてい

るように見えるが、発信者が宛先にいる間違ったユーザーに到達する場合、最も可能性の高い

原因は、重複する内線を持つ別のユーザーが、通話が接続先に渡される際に検索範囲内で最初

に見つかることです。

通話中にどのサーチスペースが検索範囲として使用されているかを判断するには、CDEマイク
ロトレース (レベル 4検索スペース)をオンにします。トレースを有効にしてトレースログを
表示する方法の詳細は、「Cisco Unity Connectionのトラブルシューティング（1ページ）」
の章を参照してください。

発信者に、リモートユーザーへの転送時に通話が完了できないことを示すプロンプトが

流れる

発信者がクロスサーバー転送を試行し、通話は転送先の場所に正しくハンドオフされているよ

うに見えるが、通話が完了できないことを示すプロンプトが発信者に聞こえ、UnityConnection
が切断する場合、最も可能性の高い原因は、リモートユーザーが検索範囲で見つからなかった

場合、通話が接続先に渡されます。
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通話中にどのサーチスペースが検索範囲として使用されているかを判断するには、CDEマイク
ロトレース (レベル 4検索スペース)をオンにします。トレースを有効にしてトレースログを
表示する方法の詳細は、「Cisco Unity Connectionのトラブルシューティング（1ページ）」
の章を参照してください。
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第 13 章

Cisco Unity Connection SRSVのトラブル
シューティング

• Troubleshooting Cisco Unity Connection SRSV（149ページ）

Troubleshooting Cisco Unity Connection SRSV

UnityConnectionwithBranchの接続をテストするときにエラーメッセー
ジが表示される

ブランチでのUnity Connectionの接続をテストするときに、CiscoUnity ConnectionAdministration
の [ブランチの編集（Edit Branch）]ページで次のエラーメッセージを受け取るかもしれませ
ん。

•認証に失敗しました。ユーザー名とパスワードが正しくありません：「認証に失敗しまし
た。ユーザー名とパスワードが正しくありません。」というエラーメッセージが表示さ

れ、中央のUnity Connectionサーバーとブランチの接続をテストする際に、[ブランチの編
集（EditBranch）]ページにエラーメッセージが表示される場合は、[ブランチの編集（Edit
Branch）]ページで入力したブランチのユーザー名とパスワードが正しいことを確認して
ください。

•「ブランチに到達できません」：中央の Unity Connectionサーバーとブランチの接続をテ
ストするときに、「ブランチに到達できません」というエラーメッセージが [ブランチの
編集（Edit Branch）]ページに表示される場合は、[ブランチの編集（Edit Branch）]ページ
で指定された PATポート番号が正しいことを確認します。

•「サーバーアドレスが無効です」:「ブランチの編集」ページに「サーバーアドレスが無
効です」エラーが表示される場合、「ブランチの編集」ページで入力されたブランチの

FQDN/IPアドレスが正しいことを確認してください。 DNSが設定されている場合、ブラ
ンチの IPアドレスが DNSに追加されていることを確認してください。
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中央の Unity Connectionサーバーに表示される証明書の不一致エラー
メッセージ

「プロビジョニングを開始できません。」というメッセージが表示される場合、中央の Unity
Connectionサーバーにインストールされた証明書に記載されているブランチのホスト名が正し
いことを確認します。

Cisco Unity Connection SRSV管理にログインできない
ConnectionAdministrationの [ブランチの編集（Edit Branch）]ページで、間違った管理者のユー
ザー名とパスワードを 3回入力すると、Connection SRSV Administrationがロックされます。
Connection SRSV Administrationインターフェースのロックを解除するには、utils
reset_application_ui_administrator_password CLIコマンドを使用して、ブランチの管理者資格情
報をリセットする必要があります。このコマンドの詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
にある『Command Line Interface Reference Guide for Cisco Unified Communications Solutions』の
「Utilsコマンド」の章を参照してください。

支店ユーザーがテレフォニーユーザーインターフェイス(TUI)からログ
インできない

ブランチユーザーが TUIからログインできない場合は、以下を確認します。

•中央の Unity Connectionサーバーで入力された PINがプロビジョニングを通じてブランチ
と同期されていることを確認してください。

•ブランチのユーザーがTUIから初めてログインする場合、ユーザーが中央のUnityConnection
サーバーでPINを設定しており、プロビジョニングが正常に完了していることを確認して
ください。

プロビジョニングの状態が長期間進行中のままである

Connection Administrationのプロビジョニングの状況が長期間「In Progress」のままである場合
は、以下を考慮してください。

•中央の Unity Connectionサーバーとブランチのネットワーク接続を確認します。

•セントラル Unity Connectionサーバーの詳細がブランチに正しく入力されているかどうか
を確認します。

• Unity Connectionブランチ同期サービスが中央のUnity Connectionサーバーとブランチの両
方でアクティブになっているかどうかを確認します。 Connection SRSVに必要なサービス
の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/serv_
administration/guide/b_15cucservag.htmlにある『CiscoUnified Serviceabilityアドミニストレー
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ションガイド、リリース 15』の「CiscoUnityConnectionサービスを管理する」の章を参照
してください。

• RESTサービスが中央の Unity Connectionサーバーとブランチでアクティブになっている
かどうかを確認します。

中央のUnityConnectionサーバーからブランチへのプロビジョニングが
機能しない

中央の Unity Connectionサーバーからブランチへのユーザーのプロビジョニングが機能しない
場合、中央の Unity Connectionサーバーのライセンスステータスが「期限切れ」ではないこと
を確認します。中央の Unity Connectionサーバーのライセンス状況が「期限切れ」の場合、中
央の Unity Connectionサーバーで必要なライセンスをインストールして、ライセンスの状況を
「コンプライアンス」にし、プロビジョニングを開始する必要があります。ライセンス要件の

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/install_upgrade/
guide/b_15cuciumg.htmlにある『Cisco Unity Connectionのインストール、アップグレード、およ

びメンテナンスガイド、リリース15』の「ライセンスを管理する」の章を参照してください。

プロビジョニングのステータスが部分的に成功

[ブランチの同期結果]ページのプロビジョニングの状況が「部分的な成功」の場合、以下を考
慮します。

•ブランチの管理者の名前が、ブランチに関連付けられた中央の Unity Connectionサーバー
のサブスクライバの名前と同じでないことを確認してください。

•ブランチのコールハンドラの内線が、中央のUnityConnectionサーバーのブランチユーザー
の内線として使用されていないことを確認します。

•中央の Unity Connectionサーバーで削除されたユーザーがブランチで使用されていないこ
とを確認してください。たとえば、UnityConnection上のブランチのユーザーがConnection
SRSVのオペレータとして使用される場合、中央の Unity Connectionサーバーでユーザー
を削除する前に、必ず [ブランチ]のオペレータを変更してください。

•中央の Unity Connectionサーバーで削除された配信リストがブランチで使用されていない
ことを確認してください。たとえば、支社のコールハンドラテンプレートで配信リスト

が使用されている場合、配信リストを削除する前に、テンプレート内の配信リストを必ず

変更してください。
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プロビジョニング/ボイスメールのアップロードが長期間スケジュール
済み状態のままになる

ユーザーのプロビジョニングまたはボイスメールのアップロードが長期間スケジュール済み状

態のままである場合、Unity Connectionブランチ同期サービスが中央の Unity Connectionサー
バーでアクティブであることを確認してください。

TUI（テレフォニーユーザーインターフェイス）経由でブランチユー
ザーに連絡できない

TUIを通じてブランチのユーザーに到達できない場合は、関連するパーティションが中央の
Unity Connectionサーバーの検索スペースに追加されていることを確認してください。

WANの停止中にブランチのユーザーにボイスメッセージを送信できな
い

WANの停止中にブランチのユーザーにボイスメッセージを送信できない場合は、お使いの電
話にビジュアルボイスメール（VVM）がインストールされていないことを確認します。詳細
については、電話サービスプロバイダーに問い合わせてください。

ブランチの同期結果ページにエラーメッセージが表示される

ブランチのユーザー名とパスワードが [ブランチの編集（Edit Branch）]ページで正しく入力さ
れていない場合、ユーザーのプロビジョニングとボイスメールのアップロードは機能せず、次

のエラーメッセージを受信するか、Cisco Unity Connection Administrationのブランチ同期結果
ページの説明フィールドに次のステータスが表示されます。

•ブランチのプロビジョニングを開始できません:: Message =認証に失敗しました。

•ブランチのボイスメール要約を取得できませんでした::メッセージ =認証に失敗しまし
た。

ブランチのプロビジョニングを開始するときに、Cisco Unity Connection Administrationの [ブラ
ンチの同期結果（Branch Sync Results）]ページに「ブランチのプロビジョニングを開始できま
せん:: Message=Central Serverが設定されていません」というエラーメッセージが表示される場
合、問題を解決するために、CiscoUnityConnectionSRSVAdministrationで中央のUnityConnection
サーバーの正しい FQDN/ IPアドレスを入力します。

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
152

Cisco Unity Connection SRSVのトラブルシューティング

プロビジョニング/ボイスメールのアップロードが長期間スケジュール済み状態のままになる



ログファイルが作成されない、または SRSV機能特性が適切に動作し
ない

ブランチのログが生成されない場合、または SRSV機能が適切に動作しない場合、Unity
Connectionブランチ同期サービスを再起動することができます、およびブランチと Unity
Connectionサイトの両方で REST APIを使用してこの問題を解決します。

ブランチでバックアップ/復元操作を実行できません
ブランチでバックアップ/復元操作を実行できない場合、バックアップサーバーがブランチで
正しく構成されていることを確認してください。

中央の Unity Connectionサーバーが違反状態に移行する
中央のUnityConnectionサーバーがViolation状態に移行する場合、SpeechViewおよびConnection
SRSVなどの Unity Connection機能のライセンス数が上限を超えていないことを確認してくだ
さい。ライセンス要件の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/15/install_upgrade/guide/b_15cuciumg.htmlにある『Cisco Unity Connectionのインストー

ル、アップグレード、およびメンテナンスガイド、リリース15』の「ライセンスを管理する」
の章を参照してください。

中央の Unity Connectionサーバーの Non-Delivery Receipts（NDR）につ
いて

中央のUnityConnectionサーバーでNDRが発生しているが、同じメールがブランチで配信され
る場合、NDRコードを確認し、適切な対応を行います。たとえば、ユーザー Aが支店から
ユーザー Bにメールを送信すると、メールは支店のユーザー Bに正常に配信されます。しか
し、中央のUnity Connectionサーバーでは、ユーザーAはユーザー Bのメールボックス割り当
てが上限を超えたことを示す「4.2.2」NDRコードを受け取ります。この場合、ユーザー Bは
既存のメールを削除するか、さらにメールを受信するためにメールボックスの割り当てを増や

すなど、適切なアクションを実行する必要があります。 NDRコードの詳細については、この
ガイドの未配達レシートのトラブルシューティング（101ページ）章を参照してください。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/install_upgrade/guide/b_15cuciumg.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/install_upgrade/guide/b_15cuciumg.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/install_upgrade/guide/b_15cuciumg/b_15cuciumg_chapter_0101.html
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第 14 章

ビデオメッセージングのトラブルシュー

ティング

•ビデオメッセージングのトラブルシューティング（155ページ）

ビデオメッセージングのトラブルシューティング

ビデオサービスの接続をテストするときにエラーメッセージが表示

される

ビデオサーバーと Unity Connectionの接続をテストするときに、Cisco Unity Connection管理の
ビデオサービスの編集ページで次のエラーメッセージを受け取る場合があります。

•「ビデオサーバーは pingでは通信できません。」

ビデオサーバーと Unity Connectionの接続性テスト中に [タスクの実行結果（Tasks Execution
Results）]ページに「ビデオサーバーが pingで接続できません」というエラーメッセージが表
示された場合は、次を確認します。

• DNSサーバーは稼働しています。

• [ビデオサービスの編集]ページで入力されたビデオサーバーのFQDN、IPアドレス、また
はホスト名が正しいこと。

DNSサーバーが利用できない場合、[ビデオサーバー（Video
Server）]フィールドに IPアドレスのみを入力し、[ビデオサーバー
の自己署名証明書を許可する（AllowSelf SignedCertificate forVideo
Servers）]チェックボックスがオンになっていることを確認して
ください。

（注）

•ビデオサーバーの状態はアクティブで実行中です。
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•システムのファイアウォールが ICMPプロトコルをブロックしていないです。

• "ビデオサーバーがポート <port number>で応答していません。":

UnityConnectionとビデオサーバーの接続をテストするときに、タスクの実行結果ページに「ビ
デオサーバーがこのポート <port number>で応答しません」というエラーメッセージが表示さ
れる場合、ビデオサービスの編集ページで入力されたポート番号が正しいことを確認してくだ

さい。

•「ユーザー名またはパスワードが間違っています。」

「ユーザー名またはパスワードが間違っています」というエラーメッセージがタスクの実行結

果ページに表示された場合、UnityConnectionとビデオサーバーの接続をテストしてください。
その際、ビデオサービスの編集ページで入力されたビデオサーバーのユーザー名とパスワード

が正しいことを確認してください。

• "ビデオサーバーの証明書の検証に失敗しました。":

「ビデオサーバー証明書の検証に失敗しました。」というエラーメッセージが [タスクの実行
結果（Tasks Execution Results）]ページに表示された場合、Unity Connectionとビデオサーバー
の接続をテストしてください。その際、次を確認します。

• DNSサーバーは稼働しています。

•有効なビデオサーバー証明書がUnity Connectionにアップロードされている。有効なビデ
オサーバー証明書がアップロードされていない場合、サードパーティのビデオサーバー証

明書がアップロードされ、新しいビデオサービスページのビデオサーバーの自己署名証明

書を許可するチェックボックスがチェックされていないことを確認します。

DNSサーバーが利用できない場合、[ビデオサーバー]フィールド
に IPアドレスのみを入力し、[ビデオサーバーに自己署名証明書
を許可]チェックボックスにチェックが入っていることを確認し
てください。

（注）

ビデオサービスアカウントの接続をテストするときにエラーメッセー

ジが表示される

ユーザーのビデオサービスアカウントとビデオサービスの接続性をテストする際に、CiscoUnity
Connection管理の [ビデオサービスアカウントの状況]ページに次のエラーメッセージが表示さ
れる場合があります。

•このユーザーの [ビデオを有効にする]設定は、[サービスクラスの編集]のページで無効に
なっています。
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「このユーザーの [ビデオを有効にする]設定は、[サービスクラスの編集]のページで無効に
なっています。」というエラーメッセージがビデオサービスでビデオサービスアカウントの設

定をテストするときに、[タスクの実行結果（Tasks Execution Results）]ページに表示される場
合は、そのユーザーの [サービスクラスの編集（Edit Class of Service）]ページで [ビデオを有効
にする（Enable Video）]設定を選択していることを確認します。

•「ビデオサービスが無効になっています。」

「ビデオサービスが無効になっています。」というエラーメッセージがビデオサービスでビデ

オサービスアカウントの設定をテストする際に、[タスクの実行結果（TasksExecutionResults）]
ページに表示された場合は、[ビデオサービスの編集（Edit Video Service）]ページで [有効
（Enabled）]オプションを選択していることを確認します。

•ビデオサーバーを使用する Unity Connectionの接続性をテストするときに表示されるのと
同じエラーメッセージを受け取る場合があります。エラーメッセージの詳細については、

「ビデオサービスの接続をテストするときにエラーメッセージが表示される」の項（13-1
ページ）を参照してください。

電話ユーザーインターフェイス (TUI)からビデオコールを確立できま
せん

電話ユーザーインターフェイスを使用して直接サインインしたユーザーがビデオコールを確

立できない場合は、以下を確認してください。

• DNSサーバーは稼働しています。 DNSサーバーが利用できない場合、[ビデオサーバー]
フィールドに IPアドレスのみを入力し、[ビデオサーバーに自己署名証明書を許可]チェッ
クボックスにチェックが入っていることを確認してください。

• Cisco Unified Communications Managerで、デバイスに対して [Ciscoカメラ]および [ビデオ
機能]オプションが有効になっていることを確認します。

• [ビデオサービスの編集]ページの [テスト]ボタンを使用して、ビデオサーバーが稼働して
いることを確認してください。

•ビデオサービスの更新後に Connection Conversation Managerサービスを再起動したことを
確認してください。

•ユーザーのビデオサービスアカウントとビデオサーバーの接続を確認してください。

•ユーザーのビデオサービスアカウントで [ビデオのマップサービス]オプションが有効に
なっているかどうかを確認してください。

• H.264ビデオ形式（またはコーデック）がビデオエンドポイントとの統合でアドバタイズ
されているかどうかを確認します。

• SIP経由で Unity Connectionと Cisco Unified Communications Managerを連携させてくださ
い。
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•ビデオサーバーのルート証明書が Unity Connectionの Tomcat-trustにアップロードされて
いることを確認します。

• Unity Connectionクラスタ内の各サーバーが最大である 25の同時ビデオコールを超えない
ことを確認してください。

電話ユーザーインターフェイス (TUI)からビデオでの挨拶またはメッ
セージを録画することができません

ユーザーが電話のユーザーインターフェイスを使用してビデオでグリーティングやメッセージ

を録画できない場合は、[ビデオサービスの編集（EditVideoService）]ページの [テスト（Test）]
ボタンを使用してビデオサーバーの状態を確認します。

電話ユーザーインターフェイス (TUI)からビデオグリーティングを再
生できない

電話ユーザーインターフェイスを使用したダイレクトサインインでユーザーがビデオグリー

ティングを再生できない場合は、次のことを考慮してください。

• [ビデオサービスの編集（Edit Video Service）]ページの [テスト（Test）]ボタンを使用し
て、ビデオサーバーの状態がアクティブで実行中であるかどうかを確認します。

•ユーザーの [表示されるメッセージ（Callers See）]セクションで、ビデオグリーティング
に対して [パーソナルレコーディング（My Personal Recording）]オプションが有効になっ
ているかどうかを確認します。

•ビデオサーバー上のビデオファイルが破損している場合は、ビデオグリーティングを再録
画します。再生中にビデオグリーティングが音声にダウングレードされた場合、ビデオ

ファイルは破損していると見なされます。

• DNSからの応答時間が遅い場合、連続する 2つのビデオグリーティングの再生が遅延し
ます。

着信に応答しなかったときに、ビデオグリーティングを再生できない

応答のない通話 (「応答なし」)の場合、着信側のユーザーが発信側のユーザーにビデオグリー
ティングを再生できない場合は、次のことを確認してください。

• [ビデオサービスの編集（Edit Video Service）]ページの [テスト（Test）]ボタンを使用し
て、ビデオサーバーの状態がアクティブで実行中であるかどうかを確認します。

•ユーザー用にビデオサービスアカウントが作成されているかどうかを確認します。

•ユーザーのビデオサービスアカウントとビデオサーバーの接続を確認してください。
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•ユーザーの [表示されるメッセージ（Callers See）]セクションで、ビデオグリーティング
に対して [パーソナルレコーディング（My Personal Recording）]オプションが有効になっ
ているかどうかを確認します。

•発信側ユーザーが身元不明の発信者である場合、着信側ユーザーの [サービスクラスの編
集（Edit Class of Service）]ページで [外部発信者（Outside Caller）]オプションが有効に
なっているかどうかを確認します。

ビデオメッセージの録音/再生中にビデオコールが音声にダウングレー
ドする

ビデオメッセージの再生または記録中に、「ビデオサービスは利用できません。通話中は音声

を使用します」というプロンプトが表示され、ビデオコールが音声にダウングレードする場合

は、以下を確認してください。

• [ビデオサービスの編集（Edit Video Service）]ページの [テスト（Test）]ボタンを使用し
て、ビデオサーバーの状態がアクティブで実行中であるかどうかを確認します。

•ビデオサーバーから送信されたエラーコードを確認してください。

ビデオの再生が途中で止まる

再生中に録画がフリーズした場合は、次の操作を行います。

• TUIで #ボタンを押して再生を終了し、通話を続けます。

•会話ログを確認して問題を診断してください。

グリーティングおよびメッセージのビデオ品質のトラブルシューティ

ング

ビデオグリーティングまたはビデオメッセージの再生中のビデオ品質が悪い場合は、次のこ

とを確認してください。

• [録音中にキーフレームリクエストをエンドポイントに送信する間隔（秒）（Interval in
Seconds for sending KeyFrame Requests to End Point during recording）]オプションのキー
フレームリクエストの間隔を確認して減らします。これを行うには、CiscoUnityConnection
Administrationにログインし、[詳細設定（Advanced）]の [テレフォニー（Telephony）]に
移動し、[録音中にキーフレーム要求をエンドポイントに送信する間隔（秒）（Interval in
Seconds for sending KeyFrame Requests to End Point during recording）]を選択します。

• CiscoUnity ConnectionAdministrationで選択したビデオ解像度設定に応じて、[Cisco Unified
Communications Managerのビデオコールの最大セッションビットレート（Maximum
Session Bit Rate for Video Calls in Cisco Unified Communications Manager）]でビデオコー
ルのセッションビットレートの値を確認し、更新します。セッションのビットレートを確
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認および更新するには、Cisco Unified Communications Managerにログインして [システム
（System）] > [地域情報（Region Information）] > [地域（Region）]に移動して、[ビデオ
コールの最大セッションビットレート（Maximum Session Bit Rate for Video Calls）]フィー
ルドの値を更新します。ビデオ解像度を設定するには、Unity Connection Administrationに
ログインして、[ポートグループ（PortGroup）]> [ポートグループの基本設定（PortGroup
Basics）]> [アドバタイズの変更（Change Advertising）]を変更し、[ビデオ解像度（Video
Resolution）]フィールドの値を更新します。

Cisco MediaSenseから送信されるエラーコード
Unity Connectionは Cisco MediaSenseビデオサーバーと統合されます。 Cisco MediaSenseから
の RTMTツールで次のエラーコードを受け取る場合があります。

Cisco MediaSenseが受け取るエラーコード

適用先説明エラーコード（ErrorCode）

その時:

•ビデオコールを確立する

•ビデオグリーティングを録画する

•ビデオグリーティングの再生

応答がない、または Cisco
MediaSenseからのHTTP応
答にエラーがある場合。

E_MIU_MS_CONNECTOR_FALIURE

電話ユーザーインターフェイスを使用

してビデオコールを確立する時には。

ユーザー名またはパスワー

ドが正しくありません

E_MIU_MS_AUTHENTICATION_FAILURE

電話ユーザーインターフェイスを使用

してビデオコールを確立する時には。

リダイレクト IPアドレス
またはホスト名が応答にな

い場合、Cisco MediaSense
は応答 3000を送信しま
す。

E_MIU_MS_REDIRECT_FAIL

ビデオグリーティングの再生中要求されたセッション ID
がCiscoMedia Senseで利用
できない場合。

E_MIU_MS_SESSION_ID_NOT_FOUND

ビデオコールの確立時不明なサーバーエラーが

発生した場合、Cisco
MediaSenseは応答 5000を
送信します。

E_MIU_MS_INTERNAL_FAILURE

ビデオコールの確立時Cisco MediaSenseへの要求
が失敗した場合。

E_MIU_MS_ERROR_UNKNOWN
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適用先説明エラーコード（ErrorCode）

ビデオコールの確立時応答コードがないか、また

は応答コードフィールド

がCiscoMediaSenseからの
応答で完全に欠落している

場合。

E_MIU_MS_RESPONSE_CODE_UNKNOWN

ビデオコール確立時のシナリオのトラブルシューティングについては、「電話のユーザーイ

ンターフェイス (TUI)からビデオコールを確立できない」セクションを参照してください。

Cisco MediaSenseから受け取るエラーコードの詳細については、『Cisco MediaSense開発者ガ
イド』を参照してください。
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第 15 章

電話システム連携のトラブルシューティン

グ

• Troubleshooting the Phone System Integration（163ページ）

Troubleshooting the Phone System Integration

診断ツール

電話システム連動のトラブルシューティングに役立つ診断ツールが用意されています。詳細に

ついては、以下のセクションを参照してください。

リモートポートステータスモニタ用に Unityを設定する

リモートポートステータスモニタを使用して、Cisco Unity Connectionの各ボイスメッセージ
ポートのリアルタイムのアクティビティを表示できます。この情報は、会話の流れやその他の

問題のトラブルシューティングに役立ちます。

ワークステーションにリモートポートステータスモニタをインストールしたら、次の手順を

実行して Unity Connectionを設定します。

リモートポートステータスモニタの使用に関する詳細は、
http://www.ciscounitytools.com/Applications/CxN/PortStatusMonitorCUC7x/PortStatusMonitorCUC7x.html
にあるトレーニングとヘルプを参照してください。

（注）
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リモートポートステータスモニタ用に Unityを設定する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[システム設定（System Settings）] > [詳細（Advanced）] > を展
開し、 > [カンバセーション（Conversations）]を選択します。 [カンバセーションの設定（Conversation
Configuration）]ページで、[リモートポートステータスモニタの出力を有効にする（Enable Remote Port
Status Monitor Output）]のチェックボックスをオンにします。

ステップ 2 [リモートポート状況モニタ出力の接続が許可される IPアドレス]フィールドで、ワークステーションの IP
アドレスを入力し、[保存]を選択します。

（注）

最大 70個の IPアドレスを入力できます。各 IPアドレスと次の IPアドレスはカンマで区切る必要があり
ます。

テレフォニー構成の確認テストを使用する

[テレフォニー設定の確認]テストを使用して、電話システム連動のトラブルシューティングを
行うことができます。

例えば、以下の条件に該当する場合にこのテストを使用します。

• Unity Connectionへの呼び出しが失敗する。

•ポートの登録に失敗しています。

テレフォニー構成の確認テストを使用する

手順

ステップ 1 CiscoUnityConnectionAdministrationのテレフォニー統合ページの右上隅にある [関連リンク（RelatedLinks）]
ボックスで、[テレフォニー設定の確認（Check Telephony Configuration）]を選択し、 [移動（Go）]を選
択します。

テストに失敗した場合、[タスクの実行結果]には、トラブルシューティングの手順を含む 1つ以上のメッ
セージが表示されます。問題を修正した後、テストを再度実行します。

ステップ 2 [タスクの実行結果]ウィンドウで [閉じる]を選択します。
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通話コントロールのトラブルシューティング

電話システム連動にコール制御に関する問題がある場合は、以下のトラブルシューティング情

報を使用します。必要に応じて、以下のタスクを実行します。

• [テレフォニー構成の確認]テストを使用します。「テレフォニー設定の確認テストを使用
する」の項（14-2ページ）を参照してください。

•トレースを使用して、コール制御の問題をトラブルシューティングします。該当するト
レースを有効にしてトレースログを表示する方法の詳細は、「Cisco Unity Connection
Serviceabilityのトレース（2ページ）」を参照してください。

• (Cisco Unified Communications Manager連携のみ) Cisco Unity Connectionに発信するときに
高速のビジートーンが聞こえる場合は、電話システムの連携の設定を確認してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_ガイド
s_list.htmlで該当する『Integrationガイド for CiscoUnity Connection』を参照してください。

Unity Connectionが着信に応答しない
Connection Administrationの電話システム設定が、Unity Connectionが接続されている電話シス
テムのタイプと一致しない場合、Unity Connectionは着信に応答しない場合があります。

Cisco Unity Connection Administrationで電話システム設定を確認する

テストに失敗した場合、[タスクの実行結果]には、トラブルシューティングの手順を含む 1つ
以上のメッセージが表示されます。問題を修正した後、テストを再度実行します。

1. [タスクの実行結果]ウィンドウで [閉じる]を選択します。

手順の概要

1. Cisco Unity Connection管理で、 [テレフォニー統合]を展開します。

2. 該当するページで、電話システム、ポートグループ、およびポートの設定がお使いの電話

システムのインテグレーションガイドに示されている設定と一致していることを確認しま

す。

3. Cisco Unity Connectionの管理で不正な値を修正します。値を変更する場合は、ページを終
了する前に [保存 ]を選択してください。

4. ポートグループのリセットのプロンプトが表示されたら、[ポートグループの基本（Port
Group Basics）]ページで [リセット（Reset）]を選択します。それ以外の場合は、ステッ
プ 5に進みます。

5. [関連リンク（Related Links）]リストで [テレフォニーの設定の確認（Check Telephony
Configuration）]、[実行（Go）]を選択して電話システムの連携設定を確認します。
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手順の詳細

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection管理で、 [テレフォニー統合]を展開します。

ステップ 2 該当するページで、電話システム、ポートグループ、およびポートの設定がお使いの電話システムのイン
テグレーションガイドに示されている設定と一致していることを確認します。

ステップ 3 Cisco Unity Connectionの管理で不正な値を修正します。値を変更する場合は、ページを終了する前に [保
存 ]を選択してください。

ステップ 4 ポートグループのリセットのプロンプトが表示されたら、[ポートグループの基本（Port Group Basics）]
ページで [リセット（Reset）]を選択します。それ以外の場合は、ステップ 5に進みます。

ステップ 5 [関連リンク（Related Links）]リストで [テレフォニーの設定の確認（Check Telephony Configuration）]、
[実行（Go）]を選択して電話システムの連携設定を確認します。

Unity Connectionが一部の着信に応答しない
UnityConnectionが一部の着信に応答しない場合、次のタスクリストを使用して原因を特定し、
問題を解決します。問題が解決するまで、提示された順序でタスクを実行してください。

以下は、着信通話で不定期な応答をトラブルシューティングするためのタスクです。

1. ルーティングルールが正しく機能していることを確認します。「ルーティングルールを
確認する」の項（14-3ページ）を参照してください。

2. 通話が正しいボイスメッセージポートに送信され、ポートが有効になっていることを確
認します。「ボイスメッセージポート設定の確認」を参照してください。

ルーティングルールの確認

デフォルトでは、Unity Connectionは着信を拒否しません。ルーティングルールが変更された
場合、Unity Connectionが意図せずに一部の内線または外線着信を拒否するようにプログラム
されている可能性があります。

トレースを使用して、ルーティングルールの問題をトラブルシューティングします。該当す

るトレースを有効にしてトレースログを表示する方法の詳細は、「Cisco Unity Connection
Serviceabilityのトレース（2ページ）」を参照してください。

ボイスメッセージポート設定の確認

電話システムが、着信に応答するように設定されていない Unity Connectionの音声メッセージ
ングポートに通話を送信するようにプログラムされている場合、Unity Connectionは着信に応
答しません。
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通話が Cisco Unity Connectionの正しいボイスメッセージポートに送信されたことを確認する

手順の概要

1. Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を
開き、[ポート（Port）]を選択します。

2. [ポートの検索]ページで、着信応答用に指定されているポートをメモします。
3. 電話システムの電話システムのプログラミングで、通話に応答するように指定されている

ボイスメッセージポートにのみ通話が送信されていることを確認します。必要に応じて

電話システムのプログラミングを変更します。

手順の詳細

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を開き、[ポート
（Port）]を選択します。

ステップ 2 [ポートの検索]ページで、着信応答用に指定されているポートをメモします。

ステップ 3 電話システムの電話システムのプログラミングで、通話に応答するように指定されているボイスメッセー
ジポートにのみ通話が送信されていることを確認します。必要に応じて電話システムのプログラミングを

変更します。

ボイスメッセージポートが有効になっていることを確認する

手順の概要

1. Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を
開き、[ポート（Port）]を選択します。

2. [ポートの検索]ページで、[有効]列を確認します。
3. 音声メッセージングポートが有効になっていないが、使用するべき場合は、ポートの表示

名を選択します。

4. 該当する [ポートの基本設定]ページで、[有効 ]チェックボックスを選択して有効にしま
す。

5. [ポート（Port）]メニューで、[ポートの検索（Search Ports）]を選択します。

6. 使用中の残りのポートすべてに対して、手順 3手順 5を繰り返します。
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手順の詳細

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を開き、[ポート
（Port）]を選択します。

ステップ 2 [ポートの検索]ページで、[有効]列を確認します。

ステップ 3 音声メッセージングポートが有効になっていないが、使用するべき場合は、ポートの表示名を選択します。

ステップ 4 該当する [ポートの基本設定]ページで、[有効 ]チェックボックスを選択して有効にします。

ステップ 5 [ポート（Port）]メニューで、[ポートの検索（Search Ports）]を選択します。

ステップ 6 使用中の残りのポートすべてに対して、手順 3手順 5を繰り返します。

Troubleshooting an Integration of Unity Connection with Cisco Unified
Communications Manager

Cisco Unified Communications Managerの IPアドレスを表示または編集する

手順の概要

1. Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）] >
を開き、[ポートグループ（Port Group）]を選択します。

2. [ポートグループの検索（Search Port Groups）]ページで、CiscoUnified CMサーバー設定を
変更するポートグループの表示名を選択します。

3. [ポートグループ基本（Port Group Basics）]ページで、[編集（Edit）]メニューから [サー
バー（Servers）]を選択します。

4. [サーバーの編集（Edit Servers）]ページのCiscoUnified CommunicationsManagerのサーバー
で適切な設定を変更し、[保存（Save）]を選択します。

5. 状況メッセージが表示されない場合は、この手順の残りのステップをスキップします。

ポートグループのリセットを促すメッセージが表示された場合は、[編集（Edit）]メニュー
で [ポートグループの基本設定（Port Group Basics）]を選択します。

6. [ポートグループ基本]ページの [ポートグループ]で、[ reset]を選択します。

手順の詳細

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）] > を開き、[ポート
グループ（Port Group）]を選択します。
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ステップ 2 [ポートグループの検索（Search Port Groups）]ページで、Cisco Unified CMサーバー設定を変更するポート
グループの表示名を選択します。

ステップ 3 [ポートグループ基本（Port Group Basics）]ページで、[編集（Edit）]メニューから [サーバー（Servers）]
を選択します。

ステップ 4 [サーバーの編集（Edit Servers）]ページの Cisco Unified Communications Managerのサーバーで適切な設定
を変更し、[保存（Save）]を選択します。

ステップ 5 状況メッセージが表示されない場合は、この手順の残りのステップをスキップします。ポートグループの
リセットを促すメッセージが表示された場合は、[編集（Edit）]メニューで [ポートグループの基本設定
（Port Group Basics）]を選択します。

ステップ 6 [ポートグループ基本]ページの [ポートグループ]で、[ reset]を選択します。

SCCP連携でポートが登録されない、または繰り返し切断される

SCCP連携でUnity Connection音声メッセージングポートがCisco Unified CMに登録されない場
合、または SCCP連携で Unity Connectionポートが Cisco Unified CMから繰り返し切断される
場合は、次のタスクリストを使用して問題の原因を特定し、解決します。問題が解決するま

で、提示された順序でタスクを実行してください。

ポート登録の問題をトラブルシューティングするためのタスクは以下の通りです。

1. ポートグループをテストします。「ポートグループのテスト」を参照してください。

2. Unity Connectionサーバーの別のポートグループが、ポートをCisco Unified CMサーバーに
接続するために同じデバイス名プレフィックスを使用していないことを確認します。「別

のポートグループが同じデバイス名プレフィックスを使用していないことの確認」を参照

してください。

3. Unity Connectionサーバーが、ポートをCisco Unified CMサーバーに接続するために同じデ
バイス名プレフィックスを使用していないことを確認します。「別のUnityConnectionサー
バーが同じデバイス名プレフィックスを使用していないことの確認」を参照してくださ

い。

上記のタスクに加えて、Unity Connectionポートグループ内の Cisco Unified CMサーバーの順
番が、Cisco Unified CM Group内の Cisco Unified CMサーバーの順番と同じであることを確認
してください。

（注）

ポートグループのテスト

手順の概要

1. Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を
展開し、[ポートグループ（Port Group）]を選択します。
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2. [ポートグループの検索]ページで、連携方法が SCCP (Skinny)であるポートグループの名
前を選択します。

3. [ポートグループの基本設定（Port Group Basics）]ページの [関連リンクリスト（Related
Links）]から、[ポートグループのテスト（Test Port Group）]を選択し、[移動（Go）]を
選択します。

4. テストですべての通話を終了するように指示されたら、[OK]を選択します。
5. 問題を解決するための手順に従います。

6. [タスクの実行結果]が問題なく表示されるまで、手順 3から手順 5を繰り返します。

手順の詳細

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を展開し、[ポート
グループ（Port Group）]を選択します。

ステップ 2 [ポートグループの検索]ページで、連携方法がSCCP(Skinny)であるポートグループの名前を選択します。

ステップ 3 [ポートグループの基本設定（PortGroupBasics）]ページの [関連リンクリスト（RelatedLinks）]から、[ポー
トグループのテスト（Test Port Group）]を選択し、[移動（Go）]を選択します。

（注）

テストポートおよびテストポートグループユーティリティは IPv6接続をテストしません。 SCCP連携で
Unity Connectionが IPv6を使用するように設定されている場合でも、テストでは、Unity Connectionが IPv4
アドレスを使用して電話システムと通信できることを確認します。

ステップ 4 テストですべての通話を終了するように指示されたら、[OK]を選択します。

[タスクの実行結果]には、トラブルシューティングの手順を含む 1つ以上のメッセージが表示されます。

ステップ 5 問題を解決するための手順に従います。

Cisco Unified CMが pingをブロックするように構成されている場合、またはシステムで pingが無効になっ
ている場合、テストの一部が失敗します。テストでポート登録を正確にテストできるように、CiscoUnified
CMとシステムを設定して pingを有効にする必要があります。

ステップ 6 [タスクの実行結果]が問題なく表示されるまで、手順 3から手順 5を繰り返します。

別のポートグループが同じデバイス名プレフィックスを使用していないことを確認する

手順の概要

1. Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を
展開し、[ポートグループ（Port Group）]を選択します。 [ポートグループの検索]ページ
で、連携方法が SCCP (Skinny)であるポートグループの名前を選択します。
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2. [ポートグループ基本]ページで、[デバイス名プレフィックス]フィールドの値を書き留め
ます。

3. [次 ]を選択して統合方法が SCCP (Skinny)である次のポートグループを表示してくださ
い。

4. [端末名プレフィックス（Device Name Prefix）]フィールドの値が、ステップ 2でメモした
値と異なる場合、ステップ 7に進みます。 [デバイス名プレフィックス]フィールドの値が
別のポートグループの値と一致する場合、異なるデバイス名プレフィックスを持つ Cisco
Unified CMサーバー上のポートのデバイス名プレフィックスを入力します。

5. 保存を選択します。

6. [リセット（Reset）]を選択します。
7. 統合方法が SCCP（Skinny）である残りのすべてのポートグループに対して、ステップ 3
からステップ 6を繰り返します。

手順の詳細

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を展開し、[ポート
グループ（Port Group）]を選択します。 [ポートグループの検索]ページで、連携方法が SCCP (Skinny)で
あるポートグループの名前を選択します。

ステップ 2 [ポートグループ基本]ページで、[デバイス名プレフィックス]フィールドの値を書き留めます。

[デバイス名プレフィックス]フィールドのこの値は、各ポートグループで一意である必要があります。そ
うでない場合、複数のポートがSCCPデバイスに接続しようと試み、その結果、ポートがCiscoUnifiedCM
から何度も切断され、また、ポートが処理中の通話も切断される可能性があります。

ステップ 3 [次 ]を選択して統合方法が SCCP (Skinny)である次のポートグループを表示してください。

ステップ 4 [端末名プレフィックス（DeviceNamePrefix）]フィールドの値が、ステップ2でメモした値と異なる場合、
ステップ 7に進みます。 [デバイス名プレフィックス]フィールドの値が別のポートグループの値と一致す
る場合、異なるデバイス名プレフィックスを持つ Cisco Unified CMサーバー上のポートのデバイス名プレ
フィックスを入力します。

ステップ 5 保存を選択します。

ステップ 6 [リセット（Reset）]を選択します。

ステップ 7 統合方法が SCCP（Skinny）である残りのすべてのポートグループに対して、ステップ 3からステップ 6
を繰り返します。
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別の Unity Connectionサーバーが同じデバイス名プレフィックスを使用していないことを確認する

手順の概要

1. CiscoUnity Connectionの管理で、1台目のUnityConnectionサーバーを開き、[テレフォニー
統合]を開き、次に [ポートグループ]を選択します。 [ポートグループの検索]ページで、
連携方法が SCCP (Skinny)であるポートグループの名前を選択します。

2. [ポートグループ基本]ページで、[デバイス名プレフィックス]フィールドの値を書き留め
ます。

3. 2台目の Unity Connectionサーバーの Cisco Unity Connection管理で、[テレフォニー統合]
を開き、[ポートグループ]を選択します。 [ポートグループの検索]ページで、連携方法が
SCCP (Skinny)であるポートグループの名前を選択します。

4. [ポートグループ基本]ページで、[デバイス名プレフィックス]フィールドの値を書き留め
ます。

5. [デバイス名プレフィックス（Device Name Prefix）]フィールドの値が、ステップ 2で最初
のUnity Connectionサーバーでメモした値と異なる場合、ステップ 8に進みます。 [デバイ
ス名プレフィックス]フィールドの値が別のポートグループの値と一致する場合、異なる
デバイス名プレフィックスを持つ Cisco Unified CMサーバー上のポートのデバイス名プレ
フィックスを入力します。

6. 保存を選択します。

7. [リセット（Reset）]を選択します。
8. [次へ（Next）]を選択します。
9. 統合方法が SCCP（Skinny）である残りのすべてのポートグループに対して、ステップ 5
からステップ 8を繰り返します。

手順の詳細

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connectionの管理で、1台目の Unity Connectionサーバーを開き、[テレフォニー統合]を開き、
次に [ポートグループ]を選択します。 [ポートグループの検索]ページで、連携方法が SCCP (Skinny)であ
るポートグループの名前を選択します。

ステップ 2 [ポートグループ基本]ページで、[デバイス名プレフィックス]フィールドの値を書き留めます。

ステップ 3 2台目の Unity Connectionサーバーの Cisco Unity Connection管理で、[テレフォニー統合]を開き、[ポート
グループ]を選択します。 [ポートグループの検索]ページで、連携方法が SCCP (Skinny)であるポートグ
ループの名前を選択します。

ステップ 4 [ポートグループ基本]ページで、[デバイス名プレフィックス]フィールドの値を書き留めます。

[デバイス名プレフィックス]フィールドの値は、各ポートグループに対して一意である必要があります。
そうでない場合、複数のポートが SCCPデバイスに接続しようと試み、その結果、ポートが Cisco Unified
CMから何度も切断され、また、ポートが処理中の通話も切断される可能性があります。
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ステップ 5 [デバイス名プレフィックス（DeviceNamePrefix）]フィールドの値が、ステップ2で最初のUnityConnection
サーバーでメモした値と異なる場合、ステップ 8に進みます。 [デバイス名プレフィックス]フィールドの
値が別のポートグループの値と一致する場合、異なるデバイス名プレフィックスを持つ Cisco Unified CM
サーバー上のポートのデバイス名プレフィックスを入力します。

ステップ 6 保存を選択します。

ステップ 7 [リセット（Reset）]を選択します。

ステップ 8 [次へ（Next）]を選択します。

ステップ 9 統合方法が SCCP（Skinny）である残りのすべてのポートグループに対して、ステップ 5からステップ 8
を繰り返します。

ポートが IPv6構成で登録されない

IPv6アドレスを使用するように設定された連携で、CiscoUnity Connection音声メッセージング
ポートが Cisco Unified CMに登録されず、CsMgrが起動時にアプリケーションの syslogにエ
ラーを記録する場合、次のタスクリストを使用して原因を特定し、問題を解決します。問題が

解決するまで、提示された順序でタスクを実行してください。

IPv6構成におけるポート登録の問題をトラブルシューティングするためのタスクリスト

1. IPv6が有効になっていることを確認します。

•コマンドラインインターフェース（CLI）を使用して確認するには、shownetwork ipv6
settingsと入力します。

• Cisco Unifiedオペレーティングシステムの管理を使用して確認する方法については、
「Cisco Unifiedオペレーティングシステムの管理を使って IPv6が有効になっているこ
とを確認する」を参照してください。

2. UnityConnectionが適切なアドレス指定モードと基本設定を使用するように設定されている
ことを確認します。「IPv6アドレス指定モードと基本設定の確認」の項（14-8ページ）
を参照してください。

3. Unity Connectionおよび/または Cisco Unified CMサーバーに IPv6アドレスではなく IPv6ホ
スト名を設定している場合、DNSサーバーがホスト名を適切に解決できることを確認しま
す。CLIを使用して確認するには、utils network ipv6 ping<IPv6 host name>を入力します。

4. Unity Connectionで IPv6アドレスではなく、Cisco Unified CMサーバーの IPv6ホスト名で
ポートグループを設定した場合、DNSサーバーが Cisco Unified CMホスト名を正しく解決
できることを確認します。同様に、Cisco Unified CMを IPv6ホスト名で Unity Connection
サーバーに接続するように設定した場合（たとえば、SIPトランクで、[宛先アドレス IPv6
（Destination Address IPv6）]フィールドで）、DNSサーバーが Unity Connectionサーバー
のホスト名を正しく解決できることを確認します。

5. Cisco Unified CMサーバーが IPv6に対して正しく構成されており、シグナリングとメディ
アの基本設定が正しく設定されていることを確認します。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_maintenance_guides_list.htmlにあ
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る、お使いのリリースの Cisco Unified CMの『Cisco Unified Communications Manager機能

とサービスガイド』の「Internet Protocol Version 6（IPv6）」の章を参照してください。

Cisco Unifiedオペレーティングシステムの管理を使用して IPv6が有効になっていることを確認する

手順の概要

1. CiscoUnifiedオペレーティングシステム管理で、[設定] > IPに移動し、 [イーサネット IPv6]
を選択します。

2. [イーサネット IPv6構成]ページで、[ IPv6を有効にする ]チェックボックスを確認しま
す。チェックが入っていない場合は、チェックを入れます。

3. 手順 2で [IPv6を有効にする]チェックボックスをオンにした場合、Unity Connectionサー
バーのアドレスソースを構成します。変更を適用するには、[再起動時に更新]にチェック
を入れ、[保存]を選択します。変更を有効にするために Unity Connectionサーバーが再起
動されます。

手順の詳細

手順

ステップ 1 Cisco Unifiedオペレーティングシステム管理で、[設定] > IPに移動し、 [イーサネット IPv6]を選択しま
す。

ステップ 2 [イーサネット IPv6構成]ページで、[ IPv6を有効にする ]チェックボックスを確認します。チェックが入っ
ていない場合は、チェックを入れます。

ステップ 3 手順 2で [IPv6を有効にする]チェックボックスをオンにした場合、Unity Connectionサーバーのアドレス
ソースを構成します。変更を適用するには、[再起動時に更新]にチェックを入れ、[保存]を選択します。
変更を有効にするために Unity Connectionサーバーが再起動されます。

IPv6アドレス指定モードと設定の優先順位を確認する

手順の概要

1. Cisco Unity Connection管理で、[システム設定]を開き、[全般設定]を選択します。

2. [一般設定の編集]ページで、 IPアドレスモードに対して選択されているオプションを確
認します。これは、Connectionが着信トラフィックをリッスンする場所を制御します。

3. このページで値を変更した場合は、[保存 ]を選択して変更を保存します。 IPアドレス指
定モードを変更した場合、変更を有効にするには、Cisco Unity Connectionサービス可能性
の [ツール] > [サービス管理]ページで [会話マネージャ]サービスを停止して再起動する必
要があります。

4. 手順 2で IPv4および IPv6用に IPアドレスモードを構成した場合、次の手順を実行して、
Cisco Unified Communications Managerの連携のコール制御シグナリングおよび/またはメ
ディアアドレスモードの設定を確認します。
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手順の詳細

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection管理で、[システム設定]を開き、[全般設定]を選択します。

ステップ 2 [一般設定の編集]ページで、 IPアドレスモードに対して選択されているオプションを確認します。これ
は、Connectionが着信トラフィックをリッスンする場所を制御します。

• IPv4

• IPv6

• IPv4および IPv6

ステップ 3 このページで値を変更した場合は、[保存 ]を選択して変更を保存します。 IPアドレス指定モードを変更
した場合、変更を有効にするには、CiscoUnityConnectionサービス可能性の [ツール] > [サービス管理]ペー
ジで [会話マネージャ]サービスを停止して再起動する必要があります。

ステップ 4 手順 2で IPv4および IPv6用に IPアドレスモードを構成した場合、次の手順を実行して、Cisco Unified
Communications Managerの連携のコール制御シグナリングおよび/またはメディアアドレスモードの設定を
確認します。

a) [テレフォニー統合]を展開し、[ポートグループ]を選択します。
b) [ポートグループの検索]ページで、確認するポートグループの表示名を選択します。
c) [ポートグループ基本（PortGroupBasics）]ページで、[編集（Edit）]メニューから [サーバー（Servers）]
を選択します。

d) [IPv6アドレス指定モード]セクションで、適用可能な設定に対して選択されたオプションを確認しま
す。

•シグナリングの基本設定：（SCCP統合および SIP統合の両方に適用）この設定は、Cisco
Unified CMに SCCP経由で登録するか、SIPリクエストを開始する際のコール制御シグナ
リングの優先度を決定します。

•メディアの基本設定：（SIP統合にのみ適用）この設定は、デュアルスタック（IPv4およ
び IPv6）デバイスと通信する際のメディアイベントの優先アドレッシングモードを決定し
ます。

1. ページに変更を加えた場合は、[保存]を選択してください。

適切なポートグループテンプレートの決定

Cisco Unified CMの電話システム連携を追加する場合、ポートグループテンプレートフィール
ドには SCCPまたは SIPの 2つの有効なオプションがあります。 SIPポートグループテンプ
レートは、Cisco Unified CM 5.0 (1)以降との連携でのみ有効です。
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PIMGまたは TIMGユニットを介して Unity Connectionを電話システムと統合するには、[ポー
トグループテンプレート（Port Group Template）]フィールドで、[SIPから DMG/PIMG/TIMG
（SIP to DMG/PIMG/TIMG）]を選択する必要があります。

セキュアポートを作成できない

Cisco Unity Connectionで暗号化を使用している間、以下の問題に直面する可能性があります。

•「暗号化セキュリティモードは、このバージョンのConnectionではサポートされていませ
ん。認証モードを使用するために、ポートグループを再設定します。」および「このバー

ジョンの Connectionでは、セキュア RTPはサポートされていません。ポートグループを
再設定してセキュアな RTPを無効にしてください」というエラーメッセージが表示され
ます。

セキュリティポートの設定時に、[ポートグループの基本]ページで上記のエラーメッセー
ジが表示される場合、以下を確認してください。

• Cisco Unity Connectionの制限付きバージョンを展開する必要があります。
• Unity Connectionは、エクスポート制御機能が有効な登録トークンを通じて、CSSM
またはサテライトに登録されている必要があります。

•「utils cuc暗号化ステータス」CLIコマンドを使用してUnity Connectionの暗号化のス
テータスをチェックします。 Unity Connectionの暗号化ステータスが無効になってい
る場合。UnityConnectionで暗号化を有効にするには、CLIコマンド「utils cuc encryption
enable」を実行する必要があります。

Unity Connectionが Cisco Unified Communications Manager認証または暗号化用に構成され
ている場合に直面する問題

ボイスメッセージポートの Cisco Unified Communications Manager認証および暗号化のために
Unity Connectionが構成されているときに問題が発生した場合は、次のタスクリストを使用し
て原因を特定し、問題を解決してください。問題が解決するまで、提示された順序でタスクを

実行してください。

Unity Connectionと Cisco Unified CMのインテグレーションについては、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_guides_list.html
にある、該当する『Cisco Unified CMインテグレーションガイド』を参照してください。

（注）

Cisco Unified CM認証または暗号化が設定されている場合、タスクに従って問題をトラブル
シューティングします。

1. Cisco Unified CM CTLクライアントが混合モードに構成されていることを確認します。
「Cisco Unified Communications Manager CTLクライアントが混合モードに設定されている
ことの確認」を参照してください。

2. ポートグループ設定をテストします。「ポートグループ設定のテスト」を参照してくださ
い。
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3. SCCP連携については、UnityConnectionのポートのセキュリティモード設定がCiscoUnified
CMのポートのセキュリティモード設定と一致していることを確認します。「Unity
Connectionおよび Cisco Unified Communications Managerのポートのセキュリティモード設
定を一致させる (SCCP連携のみ)」を参照してください。

4. SIPトランク連携の場合、Unity Connectionポートグループのセキュリティモード設定が
Cisco Unified CM SIPトランクセキュリティプロファイルのセキュリティモード設定と一
致していることを確認します。 Unity Connectionポートグループと Cisco Unified
Communications Manager SIPトランクセキュリティプロファイルのセキュリティモード設
定を一致させる（SIPトランク統合のみ）（180ページ）のセクションを参照してくださ
い。

5. SIPトランク連動の場合、Unity Connection SIP証明書の [サブジェクト名]フィールドが
CiscoUnifiedCMSIPトランクセキュリティプロファイルの [X.509サブジェクト名]フィー
ルドと一致することを確認します。 Unity Connection SIP証明書および Cisco Unified
Communications Manager SIPトランクセキュリティプロファイルのサブジェクト名フィー
ルドの照合 (SIPトランク連携のみ)（180ページ）のセクションを参照してください。

6. SIPトランク連動の場合、Unity Connectionと SIPトランクが同じポートを使用しているこ
とを確認します。 Unity Connection SIPセキュリティプロファイルと Cisco Unified
Communications Manager SIPトランクセキュリティプロファイルで使用されるポートを一
致させる（SIPトランク連携のみ）（181ページ）のセクションを参照してください。

7. Unity Connectionルート証明書を Cisco Unified CMサーバーにコピーします。「Unity
Connectionルート証明書を Cisco Unified Communications Managerにコピーする」を参照し
てください。

8. セキュアな SIP連携については、Cisco Unified CMの証明書の有効期限が切れていないこ
とを確認します。「期限切れのCisco Unified CM証明書を含むCTLファイル」を参照して
ください。

Cisco Unified Communications Manager CTLクライアントが混合モードに設定されていることを確認する

手順の概要

1. Cisco Unified Communications Managerの管理で、[システム]メニューの [エンタープライズ
パラメータ]を選択します。

2. [エンタープライズパラメータの構成]ページの [セキュリティパラメータ]で、クラスター
セキュリティモードフィールドを見つけます。

3. 設定が 1になっていることを確認します。これは、CTLクライアントが混合モードに構成
されていることを意味します。
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手順の詳細

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理で、[システム]メニューの [エンタープライズパラメータ]を
選択します。

ステップ 2 [エンタープライズパラメータの構成]ページの [セキュリティパラメータ]で、クラスターセキュリティ
モードフィールドを見つけます。

ステップ 3 設定が 1になっていることを確認します。これは、CTLクライアントが混合モードに構成されていること
を意味します。

ポートグループ構成のテスト

手順の概要

1. Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を
展開し、[ポートグループ（Port Group）]を選択します。

2. [ポートグループの検索]ページで、ポートグループの名前を選択します。
3. [ポートグループの基本設定（Port Group Basics）]ページの [関連リンクリスト（Related

Links）]から、[ポートグループのテスト（Test Port Group）]を選択し、[移動（Go）]を
選択します。

4. テストですべての通話を終了するように指示されたら、[OK]を選択します。

5. 問題を解決するための手順に従います。

6. [タスクの実行結果]が問題なく表示されるまで、手順 3から手順 5を繰り返します。

手順の詳細

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を展開し、[ポート
グループ（Port Group）]を選択します。

ステップ 2 [ポートグループの検索]ページで、ポートグループの名前を選択します。

ステップ 3 [ポートグループの基本設定（PortGroupBasics）]ページの [関連リンクリスト（RelatedLinks）]から、[ポー
トグループのテスト（Test Port Group）]を選択し、[移動（Go）]を選択します。

（注）

テストポートおよびテストポートグループユーティリティは IPv6接続をテストしません。 SCCP連携で
Unity Connectionが IPv6を使用するように設定されている場合でも、テストでは、Unity Connectionが IPv4
アドレスを使用して電話システムと通信できることを確認します。

ステップ 4 テストですべての通話を終了するように指示されたら、[OK]を選択します。
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[タスクの実行結果]には、トラブルシューティングの手順を含む 1つ以上のメッセージが表示されます。

ステップ 5 問題を解決するための手順に従います。

Cisco Unified CMが pingをブロックするように構成されている場合、またはシステムで pingが無効になっ
ている場合、テストの一部が失敗します。テストでポート登録を正確にテストできるように、CiscoUnified
CMとシステムを設定して pingを有効にする必要があります。

ステップ 6 [タスクの実行結果]が問題なく表示されるまで、手順 3から手順 5を繰り返します。

Unity Connectionおよび Cisco Unified Communications Managerのポートのセキュリティモード設定を一致させる (SCCP連
携のみ)

手順の概要

1. Cisco Unified Communications Manager Administrationの [ボイスメール（Voice Mail）]メ
ニューから、[Ciscoボイスメールポート（Cisco Voice Mail Port）]を選択します。 [ボイス
メールポートの検索/一覧表示（Find and List Voice Mail Ports）]ページで、[検索（Find）]
を選択します。

2. [デバイスセキュリティモード]列で、ポートのセキュリティモード設定をメモします。
3. Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を
開き、[ポート（Port）]を選択します。

4. [検索ポート]ページで、最初のポートの名前を選択します。
5. [ポートの基本設定（PortBasics）]ページの [セキュリティモード（SecurityMode）]フィー
ルドで、ステップ 2でメモした設定を選択し、[保存（Save）]を選択します。

6. [次へ（Next）]を選択します。
7. 残りのポートすべてに対して、手順 5と手順 6を繰り返します。

手順の詳細

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationの [ボイスメール（Voice Mail）]メニューから、[Cisco
ボイスメールポート（Cisco Voice Mail Port）]を選択します。 [ボイスメールポートの検索/一覧表示（Find
and List Voice Mail Ports）]ページで、[検索（Find）]を選択します。

ステップ 2 [デバイスセキュリティモード]列で、ポートのセキュリティモード設定をメモします。

ステップ 3 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を開き、[ポート
（Port）]を選択します。

ステップ 4 [検索ポート]ページで、最初のポートの名前を選択します。

ステップ 5 [ポートの基本設定（Port Basics）]ページの [セキュリティモード（SecurityMode）]フィールドで、ステッ
プ 2でメモした設定を選択し、[保存（Save）]を選択します。

ステップ 6 [次へ（Next）]を選択します。
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ステップ 7 残りのポートすべてに対して、手順 5と手順 6を繰り返します。

Unity Connectionポートグループと Cisco Unified Communications Manager SIPトランクセキュリティプロファイルのセ
キュリティモード設定を一致させる（SIPトランク統合のみ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationで、[システム（System）]メニューから [SIPプロファ
イル（SIP Profile）] > [SIPトランクセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）]を選択し
ます。

ステップ 2 [SIPトランクセキュリティプロファイルの検索と表示]ページで [検索]を選択します。

ステップ 3 SIPトランクセキュリティプロファイルの名前を選択します。

ステップ 4 [SIPトランクセキュリティプロファイルの構成]ページで、[デバイスセキュリティモード]フィールドの
設定を書き留めます。

ステップ 5 Cisco Unity Connection Administrationで、 Telephony Integrationsを展開し、 Port Groupを選択します。

ステップ 6 [検索ポートグループ]で、適切なポートグループの名前を選択します。

ステップ 7 [ポートグループの基本]ページの [セキュリティモード]フィールドで、ステップ 4でメモした設定を選択
し、[保存]を選択します。

Unity Connection SIP証明書および Cisco Unified Communications Manager SIPトランクセキュリティプロファイルのサブ
ジェクト名フィールドの照合 (SIPトランク連携のみ)

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationで、[システム（System）]メニューから [SIPプロファ
イル（SIP Profile）] > [SIPトランクセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）]を選択し
ます。

ステップ 2 [SIPトランクセキュリティプロファイルの検索と表示]ページで [検索]を選択します。

ステップ 3 SIPトランクセキュリティプロファイルの名前を選択します。

ステップ 4 [SIPトランクセキュリティプロファイルの構成]ページで、[X.509サブジェクト名]フィールドの設定を
書き留めます。

ステップ 5 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）] > [セキュリティ
（Security）]を展開し、[SIP証明書（SIP Certificates）]を選択します。

ステップ 6 [SIP証明書の検索]ページで、SIP証明書の名前を選択します。

ステップ 7 [SIP証明書の編集]ページの [サブジェクト名]フィールドに、ステップ 4でメモした設定を入力し、[保存]
を選択します。
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Unity Connection SIPセキュリティプロファイルと Cisco Unified Communications Manager SIPトランクセキュリティプロ
ファイルで使用されるポートを一致させる（SIPトランク連携のみ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationで、[システム（System）]メニューから [SIPプロファ
イル（SIP Profile）] > [SIPトランクセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）]を選択し
ます。

ステップ 2 [SIPトランクセキュリティプロファイルの検索と表示]ページで [検索]を選択します。

ステップ 3 SIPトランクセキュリティプロファイルの名前を選択します。

ステップ 4 [SIPトランクセキュリティプロファイルの構成]ページで、[受信ポート]フィールドの設定を書き留めま
す。

ステップ 5 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）] > [セキュリティ
（Security）]を展開し、[SIPセキュリティプロファイル（SIP Security Profile）]を選択します。

ステップ 6 SIPセキュリティプロファイルの検索ページで、「TLS」を含むSIPセキュリティプロファイルの名前を選
択します。

ステップ 7 [SIPセキュリティプロファイルの編集]ページの [ポート]フィールドで、ステップ 4でメモした設定を入
力し、[保存]を選択します。

Unity Connectionルート証明書を Cisco Unified Communications Managerにコピーする

Cisco Unified Communications Manager 4.xのルート証明書のコピー

手順

手順の概要

1. Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を
展開し、[セキュリティ（Security）] > [ルート証明書（Root Certificate）]を選択します。

2. [ルート証明書の表示（View Root Certificate）]ページで、[右クリックして証明書をファイ
ルとして保存（Right-Click to Save the Certificate as a File）]リンクを右クリックし、[対象
をファイルに保存（Save Target As）]を選択します。

3. [名前を付けて保存]ダイアログボックスで、UnityConnectionルート証明書をファイルとし
て保存する Unity Connectionサーバー上の場所を参照します。

4. [ファイル名]フィールドの拡張子が .0（.htmではない）であることを確認し、[保存（Save）]
を選択します。

5. [ダウンロードの完了（Download Complete）]ダイアログボックスで [閉じる（Close）]を
クリックします。

6. Unity Connectionルート証明書ファイルを、このCisco Unified CM電話システム連携にある
すべての Cisco Unified CMサーバーの C:\Program Files\Cisco\Certificatesフォルダにコピー
します。
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7. Cisco Unity Connection Administrationの [関連リンク（Related Links）]リストで [テレフォ
ニー設定の確認（Check Telephony Configuration）]を選択し、[実行（Go）]を選択して、
Cisco Unified CMサーバーへの Unity Connectionを確認します。

手順の詳細

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を展開し、[セキュ
リティ（Security）] > [ルート証明書（Root Certificate）]を選択します。

ステップ 2 [ルート証明書の表示（View Root Certificate）]ページで、[右クリックして証明書をファイルとして保存
（Right-Click to Save the Certificate as a File）]リンクを右クリックし、[対象をファイルに保存（Save Target
As）]を選択します。

ステップ 3 [名前を付けて保存]ダイアログボックスで、UnityConnectionルート証明書をファイルとして保存するUnity
Connectionサーバー上の場所を参照します。

ステップ 4 [ファイル名]フィールドの拡張子が .0（.htmではない）であることを確認し、[保存（Save）]を選択しま
す。

証明書は拡張子 .0 (.htmではありません)のファイルとして保存する必要があります。そうしないと、Cisco
Unified CMは証明書を認識しません。

ステップ 5 [ダウンロードの完了（DownloadComplete）]ダイアログボックスで [閉じる（Close）]をクリックします。

ステップ 6 Unity Connectionルート証明書ファイルを、この Cisco Unified CM電話システム連携にあるすべての Cisco
Unified CMサーバーの C:\Program Files\Cisco\Certificatesフォルダにコピーします。

ステップ 7 Cisco Unity Connection Administrationの [関連リンク（Related Links）]リストで [テレフォニー設定の確認
（Check Telephony Configuration）]を選択し、[実行（Go）]を選択して、Cisco Unified CMサーバーへの
Unity Connectionを確認します。

Cisco Unified Communications Manager 5.xのルート証明書のコピー

手順の概要

1. Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を
展開し、[セキュリティ（Security）] > [ルート証明書（Root Certificate）]を選択します。

2. [ルート証明書の表示（View Root Certificate）]ページで、[右クリックして証明書をファイ
ルとして保存（Right-Click to Save the Certificate as a File）]リンクを右クリックし、[対象
をファイルに保存（Save Target As）]を選択します。

3. [名前を付けて保存]ダイアログボックスで、UnityConnectionルート証明書をファイルとし
て保存する Unity Connectionサーバー上の場所を参照します。

4. [ファイル名（Filename）]フィールドの拡張子が .pem（.htmではない）であることを確認
し、[保存（Save）]を選択します。
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5. [ダウンロードの完了（Download Complete）]ダイアログボックスで [閉じる（Close）]を
クリックします。

6. 以下のサブステップを実行して、Unity Connectionルート証明書をこのCisco Unified CM電
話システム連携のすべての Cisco Unified CMサーバーにコピーします。

7. プロンプトが表示されたら、Unity Connectionソフトウェアを再起動します。

手順の詳細

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を展開し、[セキュ
リティ（Security）] > [ルート証明書（Root Certificate）]を選択します。

ステップ 2 [ルート証明書の表示（View Root Certificate）]ページで、[右クリックして証明書をファイルとして保存
（Right-Click to Save the Certificate as a File）]リンクを右クリックし、[対象をファイルに保存（Save Target
As）]を選択します。

ステップ 3 [名前を付けて保存]ダイアログボックスで、UnityConnectionルート証明書をファイルとして保存するUnity
Connectionサーバー上の場所を参照します。

ステップ 4 [ファイル名（Filename）]フィールドの拡張子が .pem（.htmではない）であることを確認し、[保存（Save）]
を選択します。

証明書は拡張子 .pem (.htmではなく)のファイルとして保存する必要があります。そうしないと、Cisco
Unified CMは証明書を認識しません。

Unity Connectionが Cisco Unified CM 4.xおよび Cisco Unified CM 5.xのサーバーの両方と連携されている場
合、.pemファイルを Cisco Unified CM 5.xのサーバーにコピーし、.0ファイルを Cisco Unified CM 4.xサー
バーにコピーする必要があります。そうでないと、認証と暗号化が正しく機能しません。

ステップ 5 [ダウンロードの完了（DownloadComplete）]ダイアログボックスで [閉じる（Close）]をクリックします。

ステップ 6 以下のサブステップを実行して、Unity Connectionルート証明書をこの Cisco Unified CM電話システム連携
のすべての Cisco Unified CMサーバーにコピーします。

Cisco Unified CM認証がすぐに機能するには、Unity Connectionシステムクロックが Cisco Unified CMシス
テムクロックと同期されている必要があります。そうでない場合、Cisco Unified CMは、Cisco Unified CM
システムクロックが Unity Connectionデバイス証明書のタイムスタンプを経過するまで、Unity Connection
ボイスメッセージポートを登録しません。

a) Cisco Unified CMサーバーで、Cisco Unified Operating System Administrationに移動して、[セキュリティ
（Security）]メニューの [証明書の管理（Certificate Management）] > [証明書/CTLをアップロード
（Upload Certificate/CTL）]を選択します。

b) Cisco IPTプラットフォームの管理ページで、[信頼証明書のアップロード ]および [ CallManager –
Trust]を選択し、OK を選択します。

c) ステップ 4で保存した Unity Connectionルート証明書を参照します。
d) 画面の指示に従います。
e) ステップ 6a.からステップ 6d.までを、クラスター内の残りのすべての Cisco Unified CMサーバーで繰
り返します。
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f) Cisco Unity Connection Administrationの [関連リンク（Related Links）]リストで [テレフォニー設定の確
認（Check Telephony Configuration）]を選択し、[実行（Go）]を選択して、CiscoUnified CMサーバー
への Unity Connectionを確認します。

テストに失敗した場合、[タスクの結果]リストに、トラブルシューティングの手順を含む 1つまたは
複数のメッセージが表示されます。問題を修正した後、テストを再度実行します。

g) [タスク結果（Task Results）]ウィンドウで [閉じる（Close）]を選択します。

ステップ 7 プロンプトが表示されたら、Unity Connectionソフトウェアを再起動します。

Cisco Unified Communications Manager 6.x、7.x以降のルート証明書のコピー

手順の概要

1. Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を
展開し、[セキュリティ（Security）] > [ルート証明書（Root Certificate）]を選択します。

2. [ルート証明書の表示（View Root Certificate）]ページで、[右クリックして証明書をファイ
ルとして保存（Right-Click to Save the Certificate as a File）]リンクを右クリックし、[対象
をファイルに保存（Save Target As）]を選択します。

3. [名前を付けて保存]ダイアログボックスで、UnityConnectionルート証明書をファイルとし
て保存する Unity Connectionサーバー上の場所を参照します。

4. [ファイル名（Filename）]フィールドの拡張子が .pem（.htmではない）であることを確認
し、[保存（Save）]を選択します。

5. [ダウンロードの完了（Download Complete）]ダイアログボックスで [閉じる（Close）]を
クリックします。

6. 以下のサブステップを実行して、Unity Connectionルート証明書をこのCisco Unified CM電
話システム連携のすべての Cisco Unified CMサーバーにコピーします。

手順の詳細

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を展開し、[セキュ
リティ（Security）] > [ルート証明書（Root Certificate）]を選択します。

ステップ 2 [ルート証明書の表示（View Root Certificate）]ページで、[右クリックして証明書をファイルとして保存
（Right-Click to Save the Certificate as a File）]リンクを右クリックし、[対象をファイルに保存（Save Target
As）]を選択します。

ステップ 3 [名前を付けて保存]ダイアログボックスで、UnityConnectionルート証明書をファイルとして保存するUnity
Connectionサーバー上の場所を参照します。

ステップ 4 [ファイル名（Filename）]フィールドの拡張子が .pem（.htmではない）であることを確認し、[保存（Save）]
を選択します。
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証明書は拡張子 .pem (.htmではなく)のファイルとして保存する必要があります。そうしないと、Cisco
Unified CMは証明書を認識しません。

Unity Connectionが Cisco Unified CM 4.xおよび Cisco Unified CM 5.x以降のサーバーの両方と連携されてい
る場合、.pemファイルを Cisco Unified CM 5.x以降のサーバーにコピーし、.0ファイルを Cisco Unified CM
4.xサーバーにコピーする必要があります。そうでないと、認証と暗号化が正しく機能しません。

ステップ 5 [ダウンロードの完了（DownloadComplete）]ダイアログボックスで [閉じる（Close）]をクリックします。

ステップ 6 以下のサブステップを実行して、Unity Connectionルート証明書をこの Cisco Unified CM電話システム連携
のすべての Cisco Unified CMサーバーにコピーします。

Cisco Unified CM認証がすぐに機能するには、Unity Connectionシステムクロックが Cisco Unified CMシス
テムクロックと同期されている必要があります。そうでない場合、Cisco Unified CMは、Cisco Unified CM
システムクロックが Unity Connectionデバイス証明書のタイムスタンプを経過するまで、Unity Connection
ボイスメッセージポートを登録しません。

a) Cisco Unified CMサーバーで、Cisco Unifiedオペレーティングシステムの管理にログインします。
b) Cisco Unified OSの管理で、[セキュリティ]メニューから [証明書の管理]を選択します。

c) 証明書リストページで [証明書のアップロード]を選択します。
d) [証明書のアップロード]ページの [証明書名]フィールドで、 CallManager-Trustを選択します。

e) [ルート証明書]フィールドで Cisco Unity Connectionルート証明書と入力します。

f) [ファイルのアップロード]フィールドの右側で、[参照]を選択します。
g) [ファイルを選択]ダイアログボックスで、手順 4で保存したUnity Connectionルート証明書を参照し

ます。

h) [開く（Open）]を選択します。
i) 証明書のアップロードページで [ファイルのアップロード]を選択します。
j) [閉じる]を選択します。
k) Cisco Unified CMサーバーを再起動します。
l) ステップ 6a.からステップ 6k.までを、クラスター内の残りのすべての Cisco Unified CMサーバーで

繰り返します。

m) Cisco Unity Connection Administrationの [関連リンク（Related Links）]リストで [テレフォニー設定の
確認（Check Telephony Configuration）]を選択し、[実行（Go）]を選択して、CiscoUnifiedCMサー
バーへの Unity Connectionを確認します。

テストに失敗した場合、[タスクの結果]リストに、トラブルシューティングの手順を含む1つまたは
複数のメッセージが表示されます。問題を修正した後、テストを再度実行します。

n) [タスク結果（Task Results）]ウィンドウで [閉じる（Close）]を選択します。

期限切れの Cisco Unified CM証明書を含む CTLファイル（セキュア SIP統合のみ）

CiscoUnityConnectionの安全なSIP連携に失敗した場合、次の手順を実行してCiscoUnifiedCM
証明書の有効期限を確認してください。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified OSの管理で、 [セキュリティ] >[証明書の管理]に移動します。 [Certificate Management]ペー
ジで、証明書リスト中のCallManager証明書の有効期限を確認します。CallManager証明書の有効期限が切
れている場合、Cisco Unified CMの証明書を再生成する必要があります。

Cisco Unified CMの RSAベースの証明書を生成する方法については、
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-connection/products-installation-and-configuration-guides-list.html
にある『Cisco Unity Connectionの Cisco Unified Communications Manager SIPインテグレーションガイド、リ

リース 15』の「CiscoUnifiedCommunicationsManager SIPトランクインテグレーション」の章の「証明書を
生成、アップロードする」を参照してください。

ステップ 2 Cisco Unified CMの証明書の生成に成功したら、Cisco Unified CMの新しい証明書のCTLファイルを生成し
ます。このためには、Cisco Unified CMのパブリッシャノードで utils ctl update CTLFile CLIコマンドを実
行します。

ステップ 3 TFTPおよび CallManagerサービスを実行するクラスタ内のすべてのノードで、これらのサービスを再起動
します。

ステップ 4 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）] > [ポートグループ
（Port Group）]に移動します。 [ポートグループの検索]ページで、関連するポートグループを選択しま
す。 [ポートグループ基本]ページの [ステータスのリセット]フィールドから resetを選択します。

セキュアなボイスメッセージポートの問題が引き続き発生する場合は、Cisco TACにお問い合わせくださ
い。

Unity Connectionと Cisco Unified CM間の PIN同期のトラブルシューティング

この章では、PIN同期機能の使用中に発生する可能性があるさまざまな問題とその解決方法に
ついて説明します。

Cisco Unity Connection Administrationまたは Cisco PCAから PINを更新できない

PIN同期機能が有効な状態で、CiscoUnityConnectionの管理およびCisco PersonalCommunications
Assistant (CPCA)からボイスメールの PINを更新すると、次のいずれかのエラーメッセージが
表示される場合があります。

•「CUCMで暗証番号のアップデートに失敗しました。理由：単純な資格情報」
•「CUCMの PINの更新に失敗しました:資格情報の長さが無効です」
•「CUCMで暗証番号のアップデートに失敗しました。理由:履歴で重複するサインイン情
報が見つかりました。

上記のエラーメッセージを受け取った場合、Cisco Unified CMのクレデンシャルポリシー設定
に従って有効な PINを入力したことを確認してください。

•「CUCMからの応答が悪い。理由:要求されたリソースは利用できません」または
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「リモート AXLサーバーへの接続に失敗しました。 IPアドレス、ポート番号、資格情
報、通話マネージャのバージョン、ネットワーク状況にエラーがないか確認してくださ

い。」

上記のいずれかのエラーメッセージを受け取った場合は、次のことを確認してください:

• [AXLサーバーの編集（Edit AXL Servers）]ページで入力されたプライマリ AXLサー
バーのユーザー名とパスワードが正しいことを確認します。

• AXLサーバーは稼働しています。

これを確認するには、Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合 >
電話システム ]に移動し、ユーザーに関連付けられた電話システムを選択します。 [電
話システムの基本]ページで、[編集 > Cisco Unified Communication Manager AXL
サーバー]の順に移動します。 [AXLサーバーの編集]ページで、[AXLサーバー]セク
ションの下の [テスト]を選択します。

• AXLサーバーに適切な Tomcat証明書がアップロードされていること。

これを確認するには、[AXLサーバーの編集]ページで、[AXLサーバー]セクション
の下の [テスト]を選択します。証明書検証エラーを無視するには、AXLサーバーの
編集ページの [証明書エラーを無視する（Ignore Certificate Errors）]チェックボック
スをオンにします。

•「CUCMで暗証番号のアップデートに失敗しました。原因：PINの取得中にエラーが発
生しています。（Reason: Error getting the pin.）」

「CUCMのPINの更新に失敗しました。理由：PINの取得エラー」というエラーメッセー
ジが表示される場合は、Cisco Unified CMのパブリッシャサーバーが稼働中であることを
確認します。

電話ユーザーインターフェイス (TUI)から PINを更新できない

PIN同期機能が有効な状態で、TUIから電話 PINを更新している間に、「PINが変更されてい
ません。0を押すか、システム管理者に連絡してください」というエラープロンプトがユーザー
に聞こえたら、以下を確認する必要があります。

• [AXLサーバーの編集（Edit AXL Servers）]ページで入力されたプライマリAXLサーバー
のユーザー名とパスワードが正しいことを確認します。

• AXLサーバーは稼働しています。これを確認するには、[AXLサーバーの編集]ページで
[テスト]を選択します。

• Unity Connectionが AXLサーバーの証明書を正常に検証したか、または [AXLサーバーの
編集（Edit AXLServers）]ページの [証明書エラーを無視する（Ignore Certificate Errors）]
チェックボックスがオンになっているかのいずれかです。

• Cisco Unity Connectionの管理の認証ルールは、Cisco Unified CMの資格情報ポリシー設定
と同じです。

•ユーザーが資格情報ポリシーに従って有効な PINを入力した。
• Cisco Unified CMのパブリッシャサーバーが稼働中である。
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PIN同期のための診断トレースの使用

関連する診断トレース:

CiscoSysLogにイベント「EvtAXLServerConnectionFailed」が含まれる場合、これは Unity
Connectionが AXLサーバーに接続できないことを確認することができます。

UnityConnectionトレースを使用して、PIN同期の問題をトラブルシューティングすることもで
きます。問題をトラブルシューティングするには、次のマイクロトレースを有効にする必要

があります。

設定するトレースエラーシナリオ

Cuca（すべてのレベル）Cisco Unity Connection Administrationでの PIN
の同期が失敗

CiscoPCA (レベル 00,01,02,13)PINの同期が Cisco PCAで失敗

CDL (レベル 10および 11)および ConvSub (レ
ベル 01,03,04,05)

電話ユーザーインターフェイスからの PIN同
期が失敗

VMREST (すべてのレベル)PINの同期が API経由で失敗

一括管理ツール (すべてのレベル)一括管理ツールを通じて PINの同期が失敗

AxlAccess (レベル 00、01)AXLサーバーの問題

Cuca（すべてのレベル）証明書の検証の問題

診断トレースを有効にして収集する方法の詳細は、 診断トレースを使用してトラブルシュー

ティングを行うセクションを参照してください。
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第 16 章

待機メッセージインジケータ (MWI)のト
ラブルシューティング

• Troubleshooting Message Waiting Indicators (MWIs)（189ページ）

Troubleshooting Message Waiting Indicators (MWIs)

MWIのオン/オフのトリガー
MWIは、ランプ、点滅 LCDパネル、または特別なダイヤルトーンのようなもので、ボイス
メッセージが待機していることをユーザーに知らせます。インジケータのタイプは、電話シス

テムおよびユーザーの電話によって異なります。メッセージ数をサポートする電話システムで

は、ユーザーが持っているメッセージ数も表示される場合があります。

MWIはメッセージ通知とは同じではありません。メッセージ通知とは、電話、ポケットベル、
その他のデバイスに発信したり、メールメッセージを送信したりすることで、新しい音声メッ

セージをユーザーに通知する機能です。

次のイベントは、Unity ConnectionがMWIをオンまたはオフにすることをトリガーします。

•ユーザーのメッセージがUnityConnectionメッセージストアに到達すると、UnityConnection
は電話システムに通知し、そのユーザーの電話機でMWIをオンにします。

UnityConnectionメッセージストアに着信するメッセージ (ボイスメッセージ、メール、ファッ
クスなど)はすべて、MWIのオンとオフをトリガーします。

•ユーザーが既読メッセージを保存または削除すると、Unity Connectionは電話のMWIをオ
フにするように電話システムに通知します。

•ユーザーがメッセージを聞くことなく新しいメッセージを削除すると、Unity Connection
は電話のMWIをオフにするように電話システムに通知します。

• MWIが同期されると、Unity Connectionはメッセージストアにクエリーを実行して、すべ
ての電話のMWIのステータスを判断し、該当するMWIをリセットします。
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ただし、MWIは次の条件の下ではオンのままです。

•待機中のメッセージがあります。すべての新しいメッセージを聞き終わると、MWIがオ
フになります。

•ユーザーが元のメッセージを聞いているときに、新しいメッセージが届きます。すべての
新しいメッセージを聞き終わると、MWIがオフになります。

•ユーザーは電話でメッセージの一部のみを聞き、その後、メッセージ全体を聞く前に、電
話を切るか、または次のメッセージにスキップします。

•ユーザーはメッセージ全体を聞きます。以下のいずれかを実行して、MWIをオフにする
ことができます。

•メッセージを聞いた後で保存または削除します。
• Cisco Unity Connection Administrationで、[ユーザー（Users）]を選択します。 [ユー
ザーの検索]ページで、ユーザーのエイリアスを選択します。ユーザーの [ユーザー
の基本設定の編集（Edit User Basics）]ページで、[編集（Edit）] > [再生メッセージの
設定（Playback Message Settings）]の順に移動します。 [再生メッセージの設定
（Playback Message Settings）]ページで、[メッセージ再生中に切断またはユーザーが
切断したとき（When Disconnected or User Hangs Up During Message Playback）]
フィールドの下で [保存済み（Saved）]を選択します。

•メールアプリケーション、ウェブ受信箱、またはメッセージング受信箱で、ユーザーは聞
いたメッセージを未読としてマークします。

外部メッセージストアにあるメッセージは、Unity ConnectionによるMWIのオン/オフをトリ
ガーしません。

MWIの問題
MWIに関する問題のトラブルシューティングに関する情報については、次のセクションを参
照してください。

MWIがオンまたはオフにならない

MWIがオンまたはオフにならない場合、次のタスクリストを使用して原因を特定し、問題を
解決します。問題が解決するまで、提示された順序でタスクを実行してください。

以下は、MWIがオンまたはオフにならない場合のトラブルシューティングのタスクです。

1. [テレフォニー構成の確認]テストを実行します。「テレフォニー設定の確認テストを実
行する」の項（15-3ページ）を参照してください。

2. MWI要求を送信するために割り当てられた電話システム連動のボイスメッセージポー
トがあることを確認します。 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統
合 > ポート]を選択します。
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PIMG/TIMGシリアル連動は、ボイスメッセージポート経由でMWI要求を送信しません。（注）

3. MWI要求を送信するために割り当てられたボイスメッセージポートが有効になってい
ることを確認します。 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合 >
ポート]を選択します。

4. 電話システム連動用の十分な数のボイスメッセージポートが、MWI要求を送信するた
めに割り当てられていることを確認します。そうしないと、ポートがビジー状態にな

り、すぐにダイヤルしてMWIのオン/オフを切り替えることができなくなります。ポー
トを表示するには、Cisco Unity Connection管理で [テレフォニー統合 > ポート]の順に
選択します。

5. 電話システム連動のポートグループでMWIが有効になっていることを確認します。
Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合 > ポートグループ > ポー
トグループ基本]を選択します。

6. (Cisco Unified CM SCCP連携のみ) [MWIオンの内線]フィールドと [MWIオフの内線]
フィールドの設定が正しいことを確認します。 Cisco Unified Communications Manager
Administrationで、[ボイスメール > メッセージ待機中]を選択します。 Cisco Unity
Connection Administrationで、[テレフォニー統合 > ポートグループ > ポートグループ
の基本]を選択します。

7. (PIMG/TIMGシリアル連動のみ)マスター PIMG/TIMG装置にMWI要求を送信するため
の別のポートグループが存在していることを確認します。ポートグループを表示するに

は、Connection管理で、[テレフォニー統合 > ポートグループ]を選択します。MWI
ポートグループの詳細については、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_guides_list.html
にある、該当する『Cisco Unity Connection統合ガイド』を参照してください。

8. 電話システムのMWIが強制的にオフになっていないことを確認します。 [この電話シス
テムに対してすべてのMWIをオフにする（Force All MWIs Off for This Phone System）]
チェックボックスを表示するには、CiscoUnityConnectionAdministrationで [テレフォニー
連携（Telephony Integrations）] > [電話システム（Phone System）] > [電話システムの
基本設定（Phone System Basics）を選択します。

9. ユーザーに対してMWIが有効になっていることを確認します。 [有効（Enabled）]チェッ
クボックスを表示するには、CiscoUnityConnectionAdministrationで [ユーザー（Users）]>
[ユーザー（Users）]> [メッセージ待機中インジケータ（Messaging Waiting Indicators）]
を選択します。

10. 正しい電話システムがユーザーのMWIに割り当てられていることを確認します。 [電話
システム（Phone System）]フィールドを表示するには、Cisco Unity Connection
Administrationで [ユーザー（Users）] > [ユーザー（Users）] > [メッセージ待機中インジ
ケータ（Messaging Waiting Indicators）]を選択します。

11. (Cisco Unified CM SCCP連携のみ)MWIをオンまたはオフにする内線が、電話およびボイ
スメールポートを含む同じコーリングサーチスペース内にあることを確認します。電

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
191

待機メッセージインジケータ (MWI)のトラブルシューティング

MWIがオンまたはオフにならない

http://www.cisco.com/en/us/products/ps6509/products_installation_and_configuration_guides_list.html


話から、MWIをオンにする内線をダイヤルします。リオーダートーンが聞こえる場合
は、MWIをオンにするための内線が、Cisco Unified CMの管理で正しいコーリングサー
チスペースに割り当てられていません。リオーダートーンが聞こえないが、MWIがオ
ンまたはオフになっていない場合、ルートプランが問題の原因である可能性がありま

す。

Cisco Unified CM Administrationで、MWIの内線番号のコーリングサーチスペースを表
示するには、[ボイスメール（Voice Mail）] > [メッセージ待機（Message Waiting）]を
選択します。

12. (Cisco Unified CM SCCP連携のみ)ダイヤルプランがMWI内線と重複しないことを確認
します。MWI内線番号は一意である必要があります。ダイヤルプランを表示するには、
Cisco Unified CM Administrationで [コールルーティング（Call Routing）] > [ダイヤルプ
ランインストーラ（Dial Plan Installer）]の順に選択します。

13. (PIMG/TIMGシリアル連動のみ)RS-232シリアルケーブルが、マスターPIMG/TIMG装置
のシリアルポートと電話システムのシリアルポートにしっかりと装着されていることを

確認します。

14. UnityConnectionサーバーがアップグレードされたか、災害復旧システムを使用して復元
されたか、またはMWI同期を中断させるイベントが発生したかどうかを確認します。
「MWIを同期する」の項（15-3ページ）を参照してください。

15. 前のタスクでMWI問題が解決しなかった場合は、MWIのマクロトレースを有効にしま
す。該当するトレースを有効にしてトレースログを表示する方法の詳細は、CiscoUnity
Connectionのトラブルシューティング（1ページ）の章を参照してください。

テレフォニー設定の確認テストを実行する

[テレフォニー構成の確認]テストでは IPv6接続はテストされません。UnityConnectionのCisco
Unified Communications Manager連携では IPv6がサポートされています。このテストでは、
Unity Connectionが IPv4アドレスを使用して電話システムと通信できることを確認します。

（注）

手順

手順

ステップ 1 CiscoUnityConnectionAdministrationのテレフォニー統合ページの右上隅にある [関連リンク（RelatedLinks）]
リストで、[テレフォニー設定の確認（Check Telephony Configuration）]を選択し、 [移動（Go）]を選択
します。

テストに失敗した場合、[タスクの実行結果]には、トラブルシューティングの手順を含む 1つ以上のメッ
セージが表示されます。問題を修正した後、テストを再度実行します。
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ステップ 2 [タスクの実行結果]ウィンドウで [閉じる]を選択します。

MWIを同期する

以下の状況では、システムのMWIを再同期することを推奨します。

•災害復旧システムを使用してサーバーが復元された後。

•システムのアップグレード後。

• CiscoUnified Survivable Remote Site Telephony（SRST）ルーターまたは SRSTモードのCisco
Unified Communications Manager Expressルーター経由で音声メッセージングを配信してい
るシステムでのWANの停止後。

電話システム連携のメッセージ待ち指示を同期する

手順

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を展開し、[電話シ
ステム（Phone System）]を選択します。 [電話システムの検索]ページで、すべてのMWIを同期する電話
システムの名前を選択します。

ステップ 2 [電話システムの基本]ページの [メッセージ待機インジケータ]の下にある [実行]を選択します。

（注）

電話システムのMWIを同期すると、システムのパフォーマンスに影響する場合があります。このタスク
は、電話のトラフィックが少ないときに実行することをお勧めします。

MWIはオンになるがオフにはならない

MWIがオンになるがオフにならない場合は、このセクションのトラブルシューティング情報
を使用します。以下の考えられる原因を参照してください。

• PIMG/TIMG連動の場合、特定の電話システムでは、Unity ConnectionがMWIをオフにす
るためにポートメモリを使用する必要があります。これにより、MWIをオンにするため
に使用されたポートと同じポートが、MWIをオフにするために使用されます。「Unity
Connectionがポートメモリを使用していることを確認する（PIMG/TIMG連携）」の項
（15-4ページ）を参照してください。

• PIMG/TIMG連動で、電話システムがポートメモリを必要とする場合、MWIの設定に使用
される 1つまたは複数のポートが削除されたか、MWIを設定しないように再設定されま
した。電話システムですべてのMWIをオフにしてから、UnityConnectionですべてのMWI
を再同期させる必要があります。
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MWIを削除または再設定するときにこの問題を回避するには、MWIを設定しないようにする
には、「ポートメモリ使用時のMWIポートの削除または再設定（PIMG/TIMG連携）」の項
（15-5ページ）を参照してください。

Unity Connectionがポートメモリを使用していることを確認する (PIMG/TIMG連携)

MWIがオンになるのにオフにならない場合、ポートメモリが原因である可能性があります。
Avaya、Rolm、および Siemens Hicom電話システムの連携の場合、Cisco Unity Connectionは、
MWIをオンにするために使用されたのと同じポートを、MWIをオフにするために使用する必
要があります。Unity Connectionがこれらの電話システムの 1つと統合されており、MWIをオ
フにするために別のポートを使用する場合、MWIをオフにするためのMWI要求は失敗しま
す。

この問題は、PIMG/TIMGシリアル連動には適用されません。（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）] > を開き、[電話シ
ステム（Phone System）]を選択します。

ステップ 2 [電話システムの検索]ページで、電話システムの名前を選択します。

ステップ 3 [電話システムの基本]ページの [メッセージ待機中インジケータ]で、[ MWIの有効化と無効化に同じポー
トを使用 ]チェックボックスが選択されていることを確認し、保存を選択します。

ポートメモリ使用時のMWIポートの削除または再設定 (PIMG/TIMG連携)

Unity ConnectionがMWIをオンにするために使用したのと同じポートをオフにする必要がある
場合、またはMWIポートを削除したい、またはMWIを設定しないようにMWIポートを再設
定したい場合は、適切な手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を展開し、[電話シ
ステム（Phone System）]を選択します。 [電話システムの検索]ページで、電話システムの名前を選択し
ます。

ステップ 2 [電話システムの基本]ページの [メッセージ待機中インジケータ]で、[この電話システムですべてのMWI
を強制的にオフにする ]チェックボックスをオンにして、[保存]を選択します。電話システムのすべての
MWIがオフになります。

ステップ 3 左ペインからポートを選択します。
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ステップ 4 [ポートの検索]ページで、削除するMWIポートのチェックボックスにチェックを入れ、 [選択内容を削除]
を選択します。

ステップ 5 左ペインから電話システムを選択します。 [電話システムの検索]ページで、電話システムの名前を選択し
ます。

ステップ 6 [電話システムの基本設定（PhoneSystemBasics）]ページの [メッセージ受信インジケータ（MessageWaiting
Indicators）]で、[この電話システムに対してすべてのMWIをオフにする（Force All MWIs Off for This
Phone System）]チェックボックスをオフにし、[保存（Save）]を選択します。

ステップ 7 [この電話システムのすべてのMWIを同期する（Synchronize All MWIs on This Phone System）]の右側で、
[実行（Run）]を選択します。電話システムのすべてのMWIが同期されます。

ポートメモリ使用時のMWIポートを再設定する（PIMG/TIMG連携）

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）] > を開き、[電話
システム（PhoneSystem）]を選択します。 [電話システムの検索]ページで、電話システムの名前を選択
します。

ステップ 2 [電話システムの基本]ページの [メッセージ待機中インジケータ]で、[この電話システムですべてのMWI
を強制的にオフにする ]チェックボックスをオンにして、[保存]を選択します。電話システムのすべて
のMWIがオフになります。

ステップ 3 左ペインからポートを選択します。 [ポートの検索]ページで、MWIを設定しないように再構成する最
初のMWIポートの表示名を選択します。

ステップ 4 [ポートの基本]ページの [ポートの動作]で適切な設定を入力し、[保存]を選択します。

ステップ 5 他にもMWIポートがあり、MWIを設定しないように再設定する場合は、[次へ]を選択します。それ以
外の場合は、ステップ 7にスキップします。

ステップ 6 MWIを設定しないようにする残りのすべてのMWIポートに対して、ステップ 4とステップ 5を繰り返
します。

ステップ 7 左ペインから電話システムを選択します。

ステップ 8 [電話システムの検索]ページで、電話システムの名前を選択します。

ステップ 9 [電話システムの基本設定（Phone System Basics）]ページの [メッセージ受信インジケータ（Message
Waiting Indicators）]で、[この電話システムに対してすべてのMWIをオフにする（Force All MWIs Off
for This Phone System）]チェックボックスをオフにし、[保存（Save）]を選択します。

ステップ 10 [この電話システムのすべてのMWIを同期する（SynchronizeAllMWIs onThis PhoneSystem）]の右側で、
[実行（Run）]を選択します。電話システムのすべてのMWIが同期されます。

MWIがオンまたはオフになるまでの遅延

MWIのオン/オフに遅延がある場合は、このセクションのトラブルシューティング情報を使用
してください。以下の考えられる原因を参照してください。
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•電話システム連動でMWIが同期されている場合、メッセージのMWIが遅延する場合が
あります。これは、処理中の追加のMWI要求によるものです。

• MWI要求を処理するために割り当てられたポートの数が不十分です。現在のMWIポー
トアクティビティを評価するには、「MWIポートアクティビティを確認する」の項（15-6
ページ）を参照してください。

大量のコールを処理するシステムでは、追加のポートをインストールする必要があるかもしれ

ません。

•（Cisco Unified CM SCCP連携のみ）電話システムの連携に 2つ以上のポートグループがあ
る場合、すべてのポートグループがMWIに対して正しく設定されていない可能性があり
ます。「ポートグループのMWIオン/オフ拡張機能を設定する（SCCP連携のみ）」の項
（15-6ページ）を参照してください。

MWIポートアクティビティの特定

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityの [ツール（Tools）]メニューから、[レポート（Reports）]を選択しま
す。

ステップ 2 [ServiceabilityReports（サービスアビリティレポート）]ページで、[ポートアクティビティレポート（Port
Activity Report）]を選択します。

ステップ 3 [ポートアクティビティレポート]ページでレポートの適切なオプションを選択します。

ステップ 4 [レポートの生成（Generate Report）]を選択します。

ポートグループのMWIオンおよびオフ内線の設定 (SCCP連携のみ)

Cisco Unified CM SCCP連動では、電話システム連動に 2つ以上のポートグループがあり、そ
のうちの 1つでMWIオン/オフの内線設定が欠落している場合があります。

1. Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を
展開し、[ポートグループ（Port Group）]を選択します。 [ポートグループの検索]ページ
で、SCCP連携の最初のポートグループの名前を選択します。

2. [ポートグループ基本]ページの [メッセージ待機インジケータの設定]の下にある [MWI内
線]フィールドに、MWIをオンにするための内線が入力されていることを確認します。
フィールドが空の場合、MWIオンの内線番号を入力します。

3. [MWIオフの内線]フィールドで、MWIをオフにするための内線が入力されていることを
確認します。フィールドが空欄の場合、MWIオフの内線番号を入力し、[保存（Save）]
を選択します。

4. [次へ（Next）]を選択します。

5. SCCP連携の残りのポートグループに対して、手順 2から手順 3を繰り返します。

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
196

待機メッセージインジケータ (MWI)のトラブルシューティング

MWIポートアクティビティの特定



MWIがオンのときに電話にメッセージ数が送信されない

Cisco Unified CM連携の場合、Unity Connectionは通常、ユーザーが電話でサインインすると
メッセージ数を提供します。メッセージ数が通知されない場合、新しいメッセージまたはユー

ザーのボイスメールボックスにある新しいメッセージのタイプに対してメッセージ数が有効に

なっていないことを意味します。たとえば、メッセージカウントがボイスメッセージに対し

てのみ有効になっている場合、MWIがオンの場合でも、新しいメールまたは FAXメッセージ
が到着しても、メッセージカウントは与えられません。

該当する新規メッセージのメッセージ数を有効にする

手順の概要

1. Cisco Unity Connection Administrationで、[ユーザー（Users）] > を展開し、[ユーザー
（Users）]を選択します。 [ユーザーの検索]ページで、適切なユーザーのエイリアスを選
択します。

2. [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページの [編集（Edit）]メニューから [再
生メッセージの設定（Playback Message Settings）]を選択します。

3. [メッセージの再生設定]ページの [新着メッセージの場合は再生]の下にある該当するチェッ
クボックスを選択します。

4. 保存を選択します。

手順の詳細

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[ユーザー（Users）] > を展開し、[ユーザー（Users）]を選択し
ます。 [ユーザーの検索]ページで、適切なユーザーのエイリアスを選択します。

ステップ 2 [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページの [編集（Edit）]メニューから [再生メッセージの
設定（Playback Message Settings）]を選択します。

ステップ 3 [メッセージの再生設定]ページの [新着メッセージの場合は再生]の下にある該当するチェックボックスを
選択します。

•メッセージ総数—UnityConnectionは、音声、メール、ファックスメッセージなど、新規としてマーク
されたメッセージの総数を通知します。

•ボイスメッセージ数—UnityConnectionは、新規としてマークされたボイスメッセージの合計数を通知
します。

•メールメッセージ数—UnityConnectionは、新規としてマークされたメールメッセージの合計数を通知
します。

• FAXメッセージ数—Unity Connectionは、新規としてマークされた FAXメッセージの合計数を通知し
ます。

•受信メッセージ数—Unity Connectionは新規とマークされた受信メッセージの合計数を通知します。
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ステップ 4 保存を選択します。

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
198

待機メッセージインジケータ (MWI)のトラブルシューティング

該当する新規メッセージのメッセージ数を有効にする



第 17 章

音声品質のトラブルシューティング

• Troubleshooting Audio Quality（199ページ）

Troubleshooting Audio Quality

テレフォニー構成の確認テストを使用して音声品質をトラブルシュー

ティングする

[テレフォニー構成の確認]テストでは IPv6接続はテストされません。 (IPv6は Cisco Unified
Communications Managerとの連携のために Cisco Unity Connectionでサポートされています。)
このテストでは、Unity Connectionが IPv4アドレスを使用して電話システムと通信できること
を確認します。

（注）

テレフォニー構成の確認テストを使用した音声品質のトラブルシューティング

手順

ステップ 1 CiscoUnityConnectionAdministrationのテレフォニー統合ページの右上隅にある [関連リンク（RelatedLinks）]
ボックスで、[テレフォニー設定の確認（Check Telephony Configuration）]を選択し、 [移動（Go）]を選
択します。

テストに失敗した場合、[タスクの実行結果]には、トラブルシューティングの手順を含む 1つ以上のメッ
セージが表示されます。問題を修正した後、テストを再度実行します。

ステップ 2 [タスクの実行結果]ウィンドウで [閉じる]を選択します。
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音声の途切れに関する問題

Unity Connectionから聞こえる音声が途切れやすい場合は、このセクションのトラブルシュー
ティング情報を使用してください。以下の原因が考えられます。

• Unity Connectionが録音を再生しているハードディスクが一杯です。この状況を解決する
には、ハードディスクから不要なファイルを削除してください。

• Unity Connectionサーバーへのネットワーク接続が十分ではありません。この状況を解決
するには、ネットワーク接続を改善します。

• Unity Connectionプラットフォームのコンポーネントに誤動作があります。この状況を解
決するには、故障しているハードウェアコンポーネントを特定し、それを修理または交換

します。

•別のプロセスが CPU時間を使用しすぎています。この状況を解決するには、プロセスを
停止し、電話のトラフィックが少なくなったときに実行します。

• VMwareスナップショットがあるかどうかを確認できます。「はい」の場合、スナップ
ショットを削除します。

• NTPのストラタムは 5未満でなければなりません。utils ntp statusコマンドを使用して、ス
トラタムを確認できます。

•設定を切り替えるために、[録画とメッセージの音声の正規化]と [ノイズリダクション]
ポートグループ >詳細設定ページで行います。

不明瞭な録音の問題

録画の音声が不明瞭な場合は、この項のトラブルシューティング情報を使用します。以下のシ

ナリオが考えられます。

• Unity Connectionが録画を作成したときに、音声ストリームが不明瞭に聞こえました。
「ネットワーク内の音声ストリームが不明瞭な場合のトラブルシューティング」の項（16-2
ページ）を参照してください。

• Unity Connectionが録音を作成したとき、音声ストリームが不明瞭であるように聞こえま
せんでしたが、後で不明瞭になりました。「Unity Connectionでの録画のトラブルシュー
ティング」（16-2ページ）を参照してください。

ネットワークの音声ストリームの乱れのトラブルシューティング

Unityが録音を作成したときに音声ストリームが文字化けしている場合、次のタスクリストを
使用して原因を特定し、問題を解決します。

タスクに従い、ネットワークの音声ストリームが乱れる場合のトラブルシューティングを行い

ます:

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
200

音声品質のトラブルシューティング

音声の途切れに関する問題



1. 発信者に対する Unity Connectionがクリアであることを確認します。 PSTN接続が良くな
い通話や携帯電話からの通話では、音声ストリームが乱れたことがあります。 Unity
Connectionは、音声ストリームの乱れを修正できません。

2. 音声ストリームの乱れの原因がネットワークの問題かどうかを確認します。ネットワーク
解析ツールを使用して、次の作業を行います。

•遅延、パケット損失などを確認します。

•音声ストリームの乱れの原因となっているデバイスをネットワーク上で検索します。
一部の例としては、あるパケットサイズ（G.711 30msなど）で設定されたルーター、
ゲートウェイ、トランスコーダ、およびゲートウェイで、Unity Connectionが別のパ
ケットサイズ（G.711 20msなど）で設定されている場合などです。

3. UnityConnectionサーバーに最も近いポイントでスニファーキャプチャを取得することで、
音声ストリームが文字化けしているかどうかを判断します。スニファーキャプチャからの

音声ストリームが混線していない場合、UnityConnectionは音声ストリームを正しく処理し
ていない可能性があります。「Unity Connectionでの録画のトラブルシューティング」
（16-2ページ）を参照してください。

Unity Connectionによる録音のトラブルシューティング

Unity Connectionが録音を作成したときは音声ストリームが乱れて聞こえなかったが、後に途
切れ途切れになった場合は、次のタスクリストを使用して原因を特定し、問題を解決します。

次のタスクに従って、UnityConnectionが作成する録音のトラブルシューティングを行います。

1. Cisco Unity Connection Serviceabilityでメディア (Wave)トレースマクロトレースを有効に
します。マクロトレースを有効にしてトレースログを表示する方法の詳細については、

「診断トレースを使用したトラブルシューティング（1ページ）」を参照してください。

2. Real-Time Monitoring Tool (RTMT)の CPUとメモリ表示を使用して、Unity Connectionサー
バーの CPU使用率のスナップショットを取得します。 RTMTの使用に関する詳細は、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.htmlにある『Cisco

Unified Real-Time Monitoring Toolアドミニストレーションガイド』を参照してください。

3. Cisco TACに連絡してください。

電話のプロンプトが文字化けする問題

Unity Connectionのプロンプトが、電話から聞こえるのに、文字化けしている、または jitterが
ある場合は、次のタスクリストを使用して、原因を特定し、問題を解決します。

電話のプロンプトの文字化けをトラブルシューティングするためのタスクに従います。

1. 電話に最も近いポイントで音声ストリームが文字化けしているかどうかを判断するには、
そのポイントでスニファーキャプチャを取得します。スニファーキャプチャからの音声

ストリームが文字化けしていない場合、ネットワークまたは Unity Connectionに原因があ
る可能性があります。
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2. 音声ストリームの乱れの原因がネットワークの問題かどうかを確認します。ネットワーク
解析ツールを使用して、次の作業を行います。

•遅延、パケット損失などを確認します。

•音声ストリームの乱れの原因となっているデバイスをネットワーク上で検索します。
一部の例としては、あるパケットサイズ（G.711 30msなど）で設定されたルーター、
ゲートウェイ、トランスコーダ、およびゲートウェイで、Unity Connectionが別のパ
ケットサイズ（G.711 20msなど）で設定されている場合などです。

3. UnityConnectionサーバーに最も近いポイントでスニファーキャプチャを取得することで、
音声ストリームが文字化けしているかどうかを判断します。スニファーキャプチャからの

音声ストリームが混線していない場合、UnityConnectionは音声ストリームを正しく処理し
ていない可能性があります。

4. Cisco Unity Connection Serviceabilityでメディア (Wave)トレースマクロトレースを有効に
します。マクロトレースを有効にしてトレースログを表示する方法の詳細については、

「診断トレースを使用したトラブルシューティング（1ページ）」を参照してください。

5. Real-Time Monitoring Tool (RTMT)の CPUとメモリ表示を使用して、Unity Connectionサー
バーの CPU使用率のスナップショットを取得します。 RTMTの使用に関する詳細は、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.htmlにある『Cisco

Unified Real-Time Monitoring Toolアドミニストレーションガイド』を参照してください。

6. Cisco TACに連絡してください。

録音の音量に関する問題

録音の音量が大きすぎる、小さすぎる、または音声が聞こえない場合は、この項のトラブル

シューティング情報を使用します。次の点に注意してください。

•各ポイントでスニファーキャプチャを取得することにより、ネットワークの各ハードウェ
アポイントでの音声レベルを確認します。

•ある時点でスニファーキャプチャからの音声レベルが小さすぎる、または大きすぎる
場合、原因はその時点のハードウェア (ルーター、ゲートウェイ、トランスコーダな
ど)の構成にある可能性があります。適切なハードウェアの自動ゲインコントロール
(AGC)設定を確認します。

•すべてのポイントでスニファーキャプチャの音声レベルが大きすぎる、または小さす
ぎる場合は、「Unity Connection録画の音量を変更する」を参照してください。

• Unity Connectionの自動ゲインコントロール (AGC)を無効にして、Unity Connectionが録
音の音量を自動的に調整しないようにします。「UnityConnectionの自動ゲインコントロー
ル（AGC）を無効にする」の項を参照してください。

•録画に音声がない場合は、通知されているコーデック設定が正しいことを確認してくださ
い。通知されたコーデック設定を確認する（203ページ）を参照してください。
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Unity Connection録音の音量を変更する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connectionの管理で、[システム設定（System Settings）] > を展開し、[全般設定（General
Configuration）]を選択します。

ステップ 2 [全般構成の編集]ページの [自動ゲインコントロール (AGC)目標デシベル]フィールドで適切な数字を入力
し、[保存]を選択します。

（注）

AGCデシベルレベルは負の数で設定します。例えば、-26 dbは -45 dbより大きいです。

Unity Connectionの自動ゲインコントロール (AGC)を無効にする

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）] > を開き、[ポート
グループ（Port Group）]を選択します。 [検索ポートグループ]ページで、適切なポートグループの名前
を選択します。

ステップ 2 [ポートグループ基本]ページで、[編集]メニューから [詳細設定]を選択します。

ステップ 3 [高度な設定の編集（Edit Advanced Settings）]ページの [自動ゲインコントロール（AGC）設定（Automatic
Gain Control (AGC) Settings）]で、[AGCを有効にする（Enable AGC）]チェックボックスの選択を解除
し、 [保存（Save）]を選択します。

通知されたコーデック設定を確認する

通知されたコーデック設定を確認する

手順

ステップ 1 CiscoUnityConnectionの管理で、[テレフォニー統合 ]を開き、[ポートグループ]を選択します。 [検索ポー
トグループ]ページで、適切なポートグループの名前を選択します。

ステップ 2 [ポートグループの基本設定（Port Group Basics）]ページの [アドバタイズされているコーデックの設定
（Advertised Codec Settings）]で、コーデックのリストが正しいかどうかを確認します。

ステップ 3 リストで問題ない場合は、ステップ7にスキップします。それ以外の場合は、[アドバタイズの変更（Change
Advertising）]を選択します。

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
203

音声品質のトラブルシューティング

Unity Connection録音の音量を変更する



ステップ 4 [上（Up）]および [下（Down）]矢印を選択して、[アドバタイズされているコーデック（AdvertisedCodec）]
ボックスと [アドバタイズされていないコーデック（Unadvertised Codecs）]ボックス間でコーデックの順
序を変更したり移動したりできます。

[アドバタイズされているコーデック（AdvertisedCodecs）]ボックスにコーデックが 1つだけ指定されてい
る場合、Unityはその音声形式で音声ストリームを送信します。電話システムがこの音声形式を使用しな
い場合、電話システムがコールをドロップします。

2つ以上のコーデックが [アドバタイズされているコーデック（AdvertisedCodecs）]ボックスにある場合、
Unityはリストの最初のコーデックを優先して通知しますが、電話システムが選択したリストの音声形式で
音声ストリームを送信します。

ステップ 5 保存を選択します。

ステップ 6 [編集]メニューでポートグループの基本を選択します。

ステップ 7 [ポートグループの検索（Search Port Groups）]ページで、アドバタイズされたコーデックによって使用さ
れるパケットサイズを変更したい場合は、[アドバタイズされているコーデックの設定（Advertised Codec
Settings）]で各コーデックに適用可能なパケット設定を選択し、 [保存（Save）]を選択します。

トレースを使用して音声品質の問題をトラブルシューティングする

トレースを使用して、音声品質の問題をトラブルシューティングできます。該当するトレース

を有効にしてトレースログを表示する方法の詳細は、「診断トレースを使用したトラブルシュー

ティング（1ページ）」を参照してください。
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第 18 章

通知デバイスのトラブルシューティング

• Troubleshooting Notification Devices（205ページ）

Troubleshooting Notification Devices

概要

Cisco Unity Connectionは、電話やポケットベルに発信したり、テキストや SMSメッセージを
送信して、ユーザーに新しいメッセージやカレンダーイベントを通知するように設定できま

す。通知デバイスに関する問題のトラブルシューティングに関する情報については、以下のセ

クションを参照してください。

電話からのメッセージ通知が複数のユーザーに対して遅い

電話からのメッセージ通知が複数のユーザーに対して遅い場合、次のタスクリストを使用して

原因を特定し、問題を解決します。

複数のユーザーに対し、電話から遅いメッセージ通知をトラブルシューティングするためのタ

スクを次に示します。

1. ポートがメッセージ通知を処理するためにビジー状態ではないことを確認します。「ポー
トが取り込み中で通知コールをすぐに発信できない」を参照してください」の項（16-1
ページ）を参照してください。

2. メッセージ通知に十分なポートが割り当てられていることを確認します。「メッセージ通
知専用に設定されたポートが十分でない」を参照してください」の項（16-2ページ）を参
照してください。

3. 電話システムが、着信に応答するように設定されているポートに着信を送信することを確
認します。「電話システムが着信応答用に設定されたポートに発信することを確認する」

を参照してください。
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ポートが取り込み中で通知コールをすぐに発信できない

通知コールを発信するポートが他の処理も実行するように設定されている場合、通知コールを

すぐに発信できない場合があります。少数のポートを通知呼び出し専用にすることで、通知パ

フォーマンスを向上させることができます。

大量の通話を処理するシステムでは、通知のパフォーマンスを向上させるために追加のポート

が必要になる場合があります。

メッセージ通知のポート設定の確認

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を開き、[ポート
（Port）]を選択します。

ステップ 2 [ポートの検索]ページで、既存のポート設定を確認し、1つ以上のポートをメッセージ通知のためのダイ
ヤルアウトに設定できるかどうかを判断します。

メッセージ通知のみに設定されたポートが不十分

少数のポートが通知通話を行うように設定されていて、Unity Connectionが大量のメッセージ
を受け取る場合、通知ポートが常に迅速にダイヤルアウトできるとは限りません。

ピーク時にメッセージ通知のダイヤルアウトに使用されるポートの使用率が 70%を超える場
合、既存のポート構成を見直し、メッセージ通知のダイヤルアウトにさらに多くのポートを設

定できるかどうかを判断します。

ピーク時にメッセージ通知のダイヤルアウトに使用されるポートの割合が 70%を超えない場
合、通知ポートの数は適切です。 Cisco TACに連絡して問題を解決してください。

メッセージ通知ポートの数が適切かどうかを判断する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityで [ツール（Tools）]を開き、[レポート（Reports）]を選択します。

ステップ 2 [ServiceabilityReports（サービスアビリティレポート）]ページで、[ポートアクティビティレポート（Port
Activity Report）]を選択します。

ステップ 3 [ポートアクティビティレポート]ページでレポート出力のファイル形式を選択します。

ステップ 4 開始と終了の月、日、年、時刻を選択して日付範囲を設定します。

ステップ 5 [レポートの生成（Generate Report）]を選択します。

ステップ 6 手順 3で選択したファイル形式に応じてレポート出力を表示します。

ステップ 7 ピーク時のポート使用率が70%を超えない場合、メッセージ待機表示ポートの数は適切です。この手順の
残りのステップをスキップします。
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ピーク時のポート使用率が 70%を超える場合は、Cisco Unity Connection Administrationで [テレフォニー統
合（Telephony Integrations）]を展開し、[ポート（Port）]を選択します。

ステップ 8 [ポートの検索（Search Ports）]ページで、既存のポート設定を見直し、メッセージ通知のみにダイヤルア
ウト設定できる追加のポートがあるかどうかを判断します。

電話システムが、着信に応答するために設定されたポートに通話を送信することを確認

する

通話に応答するように構成されていない Unity Connectionのポートに通話を送信するように電
話システムがプログラムされている場合、通話の衝突が発生し、ポートがフリーズする可能性

があります。

通話が正しい Cisco Unity Connectionポートに送信されていることを確認する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）] > を開き、[ポート
（Port）]を選択します。

ステップ 2 電話システムのプログラミングで、通話に応答するように設定されたポートにのみ通話が送信されている
ことを確認します。必要に応じて電話システムのプログラミングを変更します。

ステップ 3 電話システムのプログラミングに変更を加える場合は、Cisco Unity Connection管理で、手順 2で変更した
ポートの表示名を選択します。

ステップ 4 [ポートの基本（Port Basics）]ページの [電話システムポート（Phone SystemPort）]で、 [再起動（Restart）]
を選択します。

ステップ 5 ポートを再起動するとポートが現在処理中の通話を終了するというプロンプトが表示されたら、[OK]を選
択します。

ステップ 6 ステップ 2で変更した残りのポートすべてについて、ステップ 3 ~ステップ 5を繰り返します。

ユーザーへのメッセージ通知が遅い

メッセージの通知がユーザーに表示されるのが遅い場合、いくつかの理由が考えられます。以

下のタスクリストを使用して、考えられる原因のトラブルシューティングを行います。

1. ユーザー設定がユーザーのニーズに合っていない可能性があります。「メッセージ通知の
設定が不十分」の項（16-3ページ）を参照してください。

2. ユーザー設定は、ユーザーの作業スケジュールにより正確にマッピングするために調整が
必要な場合があります。「通知試行が見逃される」の項（16-3ページ）を参照してくださ
い。
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3. ユーザーは、繰り返し通知が Cisco Unity Connectionでどのように処理されるかを明確に理
解していない場合があります。「繰り返し通知オプションが誤解されている」の項（16-4
ページ）を参照してください。

メッセージ通知の設定が不十分

通知呼び出しが期待通りに受信されないという苦情がユーザーから寄せられた場合、通知設定

に問題がある可能性があります。

通知設定が適切かどうかを判断する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[ユーザー（Users）]を展開し、その後 [ユーザー（Users）]を選
択します。 [ユーザーの検索]ページの [検索結果]テーブルから、該当するユーザーのエイリアスを選択し
ます。

ステップ 2 [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページの [編集（Edit）]メニューから、[通知デバイス
（Notification Devices）]を選択します。

ステップ 3 [通知デバイス]ページで、適切な通知デバイスの表示名を選択します。

ステップ 4 [通知デバイスの編集]ページで、通知デバイスがユーザーのニーズを満たすように構成されていることを
確認します。ユーザーがUnityConnectionにかけるために非常に取り込み中の電話を選んだ場合、メッセー
ジ通知に使う別のデバイスがあるかユーザーに尋ねてみてください。

ステップ 5 関連リンクリストで [通知デバイス情報の編集]を選択し、 [移動]を選択します。CiscoPersonalCommunications
Assistantページで指定された通知スケジュールが、ユーザーが通知を受け取ることのできる日時と一致し
ていることをユーザーに確認します。

通知試行が見逃される

頻繁に通知デバイスから離れている、または通知デバイスで取り込み中の場合（特にデバイス

が電話の場合）は、通知試行を繰り返し見逃す可能性があります。ユーザーには、CiscoUnity
Connectionによりメッセージ通知が遅延しているように見えます。

見逃した通知試行を解決する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[ユーザー（Users）]を展開し、その後 [ユーザー（Users）]を
選択します。 [ユーザーの検索]ページの [検索結果]テーブルから、該当するユーザーのエイリアスを選
択します。

ステップ 2 [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページの [編集（Edit）]メニューから、[通知デバイス
（Notification Devices）]を選択します。
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ステップ 3 [通知デバイス]ページで、適切な通知デバイスの表示名を選択します。

ステップ 4 [通知デバイスの編集]ページで [新着メッセージがある場合は繰り返し通知を繰り返す ]チェックボック
スを選択します。

ステップ 5 ユーザーが別の通知デバイスを使用している場合、[通知の失敗時（On Notification Failure）]に対して、
> [送信先（Send To）]を選択し、デバイスを選択します。

（注）

Unity Connectionは SMTPデバイスの通知失敗を検出しないため、このタイプの通知デバイスでは、[通
知失敗時]フィールドは利用できません。

ステップ 6 電話またはポケベル通知デバイスの場合は、[ビジーリトライ限度（Busy Retry Limit）]および [RNAリ
トライ限度（RNARetryLimit）]フィールドで、数字を大きくすることで、デバイスが応答しないか取り
込み中のときに、Unity Connectionがより多くの着信通知を送信できるようにします。

ステップ 7 電話またはポケベル通知デバイスの場合は、[ビジーリトライ間隔（Busy Retry Interval）]および [RNAリ
トライ間隔（RNARetry Interval）]フィールドで、数字を小さくすることで、デバイスが応答しないか取
り込み中のときに、Unity Connectionがより頻繁に着信通知を送信できるようにします。

ステップ 8 保存を選択します。

ステップ 9 手順 5で別の端末を選択した場合は、次の手順に従います:

a) [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページの [編集（Edit）]メニューから、[通知デバイ
ス（Notification Devices）]を選択します。

b) [通知デバイス]ページで、適切な通知デバイスの表示名を選択します。
c) [通知デバイスの編集]ページで追加のデバイスの設定を入力し、 [保存]を選択します。

ステップ 10 電話通知デバイスについては、ユーザーが応答できない場合でも、通知呼び出しを受けることができる

ように、通知用電話に留守番電話をセットアップすることを提案します。

留守番電話のある電話を発信するように Unity Connectionが設定されている場合、留守番電話のグリー
ティングが十分に短いため、通知メッセージが繰り返される前にマシンが録音を開始することを確認し

ます。

繰り返し通知オプションが誤解されている

新しいメッセージがあるときに、特定の間隔で通知を繰り返すように Unity Connectionを設定
すると、大量のメッセージを受信するが、すぐに通知する必要がないユーザーにとって便利で

す。しかし、ユーザーが、新しいメッセージを受信するたびに Unity Connectionに通知を再起
動させないことを選択している場合、繰り返しの通知呼び出しの間隔を長く設定すると、ユー

ザーは Unity Connectionが通知を遅延させていると感じてしまう可能性があります。
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繰り返し通知の問題を解決する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[ユーザー（Users）]を展開し、その後 [ユーザー（Users）]を選
択します。 [ユーザーの検索]ページの [検索結果]テーブルから、該当するユーザーのエイリアスを選択し
ます。

ステップ 2 [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページの [編集（Edit）]メニューから、[通知デバイス
（Notification Devices）]を選択します。

ステップ 3 [通知デバイス]ページで、適切な通知デバイスの表示名を選択します。

ステップ 4 [通知デバイスの編集（Edit NotificationDevice）]ページの [通知反復間隔（NotificationRepeat Interval）]ボッ
クスで、15分など短い間隔に設定し、[保存（Save）]を選択します。

メッセージ通知がまったく機能しない

特定のユーザーまたはユーザーグループに対してメッセージ通知がまったく機能しない場合、

いくつかの理由が考えられます。以下のタスクリストを使用して、考えられる原因のトラブ

ルシューティングを行います。

•すべてのタイプの通知デバイス:通知デバイスが有効になっており、通知スケジュールが
正しく設定されていることを確認してください。「通知デバイスが無効になっているか、

またはスケジュールが非アクティブ」のセクションを参照してください。

正しいタイプのメッセージに対してメッセージ通知が有効になっていることを確認します。

「特定のタイプのメッセージのみが通知をトリガーするように設定する」を参照してくださ

い。

•電話またはポケベルの通知端末：メッセージ通知用の電話番号が正しく、外線電話に通知
する場合は外線用のアクセスコードが含まれていることを確認します。「通知番号が間

違っている、または外線回線のダイヤルアウト番号が見つからない（電話およびポケベル

通知デバイスのみ）」の項を参照してください。

通知デバイスが正しい電話システムに割り当てられていることを確認します。メッセージ通知

がまったく機能しない（210ページ）のセクションを参照してください。

• SMS通知付き端末：追加のトラブルシューティングのステップについては、「SMS通知
が機能しない」の項を参照してください。

• SMTP通知端末:追加のトラブルシューティング手順については、「SMTPメッセージ通
知がすべてのユーザーに対して機能しない」を参照してください。
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通知デバイスが無効になっているか、またはスケジュールが非アクティブです

メッセージ通知のトラブルシューティングを行う場合、デバイスが有効になっていること、お

よびデバイスの通知スケジュールが現在アクティブであることを確認することから開始しま

す。

デバイスステータスとスケジュールの確認

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[ユーザー（Users）]を展開し、その後 [ユーザー（Users）]を選
択します。 [ユーザーの検索]ページの [検索結果]テーブルから、該当するユーザーのエイリアスを選択し
ます。

ステップ 2 [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページの [編集（Edit）]メニューから、[通知デバイス
（Notification Devices）]を選択します。

ステップ 3 [通知デバイス]ページで、適切な通知デバイスの表示名を選択します。

ステップ 4 [通知デバイスの編集（Edit Notification Device）]ページで、[有効にする（Enabled）]チェックボックスが
選択されていることを確認します。

ステップ 5 関連リンクリストで [通知デバイス情報の編集]を選択し、 [移動]を選択します。CiscoPersonalCommunications
Assistantページで指定された通知スケジュールが、ユーザーが通知を受け取ることのできる日時と一致し
ていることをユーザーに確認します。

通知をトリガーするように設定されているのは特定のタイプのメッセージのみです。

Unity Connectionは、ユーザーに特定のタイプのメッセージだけが通知されるように設定する
ことができます。たとえば、ユーザー通知が緊急のボイスメッセージに対してのみセットアッ

プされている場合、通常のボイスメッセージは通知デバイスをトリガーしません。

通知デバイスをトリガーするメッセージタイプの変更

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[ユーザー（Users）]を展開し、その後 [ユーザー（Users）]を選
択します。 [ユーザーの検索]ページの [検索結果]テーブルから、該当するユーザーのエイリアスを選択し
ます。

ステップ 2 [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページの [編集（Edit）]メニューから、[通知デバイス
（Notification Devices）]を選択します。

ステップ 3 [通知デバイス]ページで、適切な通知デバイスの表示名を選択します。

ステップ 4 [通知デバイスの編集]ページの [通知ルールイベント]で、選択されたメッセージタイプをユーザーに確認
します。

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
211

通知デバイスのトラブルシューティング

通知デバイスが無効になっているか、またはスケジュールが非アクティブです



通知番号が間違っている、または外線回線のダイヤルアウト番号が見つからない（電話

およびポケベル通知デバイスのみ）

電話またはポケットベルへの通知がまったく機能しない場合、ユーザーが Unity Connectionが
発信する電話番号を間違って入力した可能性があります。

外線発信を行う場合、ユーザーは通常、アクセスコード (たとえば、9)をダイヤルして外線に
接続する必要があります。電話システムがアクセスコードを要求する場合、Unity Connection
で設定された外部メッセージ通知電話番号にアクセスコードを含める必要があります。

また、一部の電話システムでは、アクセスコードをダイヤルしてから外線に接続されるまでの

間、短い間が必要な場合があります。

電話またはポケットベル通知デバイスの電話番号とアクセスコードの確認

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[ユーザー（Users）]を展開し、その後 [ユーザー（Users）]を選
択します。 [ユーザーの検索]ページの [検索結果]テーブルから、該当するユーザーのエイリアスを選択し
ます。

ステップ 2 [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページの [編集（Edit）]メニューから、[通知デバイス
（Notification Devices）]を選択します。

ステップ 3 [通知デバイス]ページで、適切な通知デバイスの表示名を選択します。

ステップ 4 [通知デバイスの編集]ページの [電話設定]で、デバイスの [電話番号]フィールドに正しいアクセスコード
と電話番号が入力されていることを確認します。

電話システムで一時停止が必要な場合は、アクセスコードと電話番号の間に 2つのコンマを入力します
（例：9,,5551234）。

電話またはポケットベルの通知デバイスのテスト

通知デバイスが自宅の電話またはオフィスから離れた別の電話である場合、ユーザーにテスト

中に電話に出られる人を用意するよう依頼します。

1. 通知デバイスがオンになっていることを確認します。

2. 単一回線テスト用にテスト用電話 (Phone 1)をセットアップします。メッセージ通知のた
めにダイヤルアウト設定されたポートに接続された回線を使用します。

3. 電話 1で、Unity Connectionでデバイスに設定されている通知番号をダイヤルします。

ポケベルが作動しているか、呼び出し音が鳴る場合、Unity Connectionがデバイスに発信でき
ることを確認しています。
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ポケベルが作動していないか、呼び出し音が鳴らない場合、デバイスに問題がある可能性があ

ります。デバイスの製造元からドキュメントを参照するか、ユーザーに別の通知デバイスを入

手してテストを繰り返すよう依頼してください。

手順

通知デバイスが携帯電話またはポケットベルの場合、テストで使用できるようユーザーに依頼します。

通知デバイスの電話システムの割り当てが正しくない（電話およびポケベル通知デバイスのみ）

通知デバイスの電話システムの割り当てを確認する

手順の概要

1. Cisco Unity Connection Administrationで、[ユーザー（Users）]を展開し、その後 [ユーザー
（Users）]を選択します。 [ユーザーの検索]ページの [検索結果]テーブルから、該当する
ユーザーのエイリアスを選択します。

2. [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページの [編集（Edit）]メニューから、
[通知デバイス（Notification Devices）]を選択します。

3. [通知デバイス]ページで、適切な通知デバイスの表示名を選択します。
4. [通知デバイスの編集]ページの [電話設定]で、[電話システム]フィールドで指定されてい
る電話システムをメモします。

5. Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を
開き、[ポート（Port）]を選択します。

6. [ポートの検索]ページで、通知デバイスに割り当てられた電話システムに、メッセージ通
知用に指定されたポートが少なくとも 1つあることを確認します。必要に応じてポート設
定を修正します。

手順の詳細

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[ユーザー（Users）]を展開し、その後 [ユーザー（Users）]を選
択します。 [ユーザーの検索]ページの [検索結果]テーブルから、該当するユーザーのエイリアスを選択し
ます。

ステップ 2 [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページの [編集（Edit）]メニューから、[通知デバイス
（Notification Devices）]を選択します。

ステップ 3 [通知デバイス]ページで、適切な通知デバイスの表示名を選択します。

ステップ 4 [通知デバイスの編集]ページの [電話設定]で、[電話システム]フィールドで指定されている電話システム
をメモします。
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ステップ 5 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を開き、[ポート
（Port）]を選択します。

ステップ 6 [ポートの検索]ページで、通知デバイスに割り当てられた電話システムに、メッセージ通知用に指定され
たポートが少なくとも 1つあることを確認します。必要に応じてポート設定を修正します。

SMS通知が機能しない

SMS通知が機能しない場合は、CiscoUnityConnectionAdministrationで、[システム設定（System
Settings）] > [詳細（Advanced）] > [SMPPプロバイダ（SMPP Providers）] > [SMPPプロバイダ
の編集（Edit SMPP Provider）]ページの設定を確認し、プロバイダにより指定された設定と一
致していることを確認します。

[Edit SMPP Provider]ページの設定が正しい場合、[SMS Device (レベル 30)]マイクロトレース
を有効にして、問題のトラブルシューティングに役立つトレース情報を収集します。診断ト

レースを有効にして収集する方法の詳細は、 "診断トレース"の章を参照してください。

SMSの問題に対する一般的なエラーコードと説明を次の表に示します:

Unity Connectionは SMPPプロバイダに接続できませんでした。SmppConnectに失敗しまし
た

Unity Connectionは SMPPプロバイダにログインできませんでした。SmppBindTransmitterが失敗
しました

Unity Connectionは、SMSメッセージを SMPPプロバイダに送信でき
ませんでした。

SmppSubmitSmに失敗しま
した

複数のユーザーに対して SMTPメッセージ通知がまったく機能しない

SMTP通知が機能しない場合は、CiscoUnityConnectionAdministrationで、[システム設定（System
Settings）] > [SMTP設定（SMTP Configuration）] > [スマートホスト（Smart Host）]ページをク
リックして、スマートホストが設定されていることを確認します。 Unity Connectionが SMTP
を使用してテキストメッセージ通知を送信できるようにするには、Unity Connectionサーバー
がスマートホスト経由でメッセージをリレーするように設定されている必要があります。

スマートホストがすでに [スマートホスト]ページで構成されている場合、スマートホストの
IPアドレスまたは主催者名をメモし、このスマートホストが Unity Connectionサーバーからの
メッセージを受け入れるように構成されていることを確認します。

スマートホストの設定が正しく設定されている場合、トレースを使用して、SMTP通知メッ
セージが Unity Connectionサーバーによって送信されているかどうかを追跡できます。既定の
SMTPマイクロトレース（レベル10、11、12、13）は、スマートホストへの通知メッセージの
配信に永続的な問題があるかどうかを示します。 SMTPマイクロトレースレベル 18（ネット
ワークメッセージ）は、通知メッセージがスマートホストに配信されたかどうかの詳細を示し

ます。診断トレースを有効にして収集する方法の詳細は、 "診断トレース"の章を参照してく
ださい。
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HTML通知が機能しない
HTML通知が機能しない場合、Cisco Unity Connection Administrationで、[ユーザー（User）] >
[編集（Edit）] > [通知デバイス（Notification Devices）]ページの HTML通知デバイスが有効
で、有効なメールアドレスが追加されていることを確認します。

また、Unity Connection Administrationページで SMTPスマートホストが設定されており、
Connection SMTPサーバーおよび Connection Notifierサービスが稼働していることを確認しま
す。

Cisco Unity Connectionは、一括管理ツール (BAT)で CSVファイルを使用して、HTMLとして
のデバイスタイプを持つ最大 3つのカスタム通知デバイスの作成、更新、エクスポートをサ
ポートします。

CSVファイルにない 3つ以上のカスタム通知デバイスのアップデートについては、以下のス
テップに従います。

1. HTMLデバイスタイプとそれぞれのユーザーのカスタムタイプ通知のデータベースから
レコードを取得します。

run cuc dbquery unitydirdb SELECT objectid ,PhoneNumber, Active, DisplayName,
AfterDialDigits, SmtpAddress, DeviceName, NotificationTemplateID, CallbackNumber,
DisableMobileNumberFromPCA, DisableTemplateSelectionFromPCA,
AllowVoiceMailAsAttachment, Type FROM vw_NotificationDevice where Devicename ="Other"
and Type ="8" and SubscriberObjectId =(SELECT objectid FROM tbl_user where displayname
="abcd")

2. 要件に応じて、データベースの通知デバイスのフィールドを手動で更新します。

HTML概要通知が機能しない
HTML概要通知が機能しない場合は、Connection Administrationページの [ユーザー（User）] >
[編集（Edit）] > [通知デバイス（Notificatioj Devices）]ページで、概要通知用の正しいテンプ
レートが使用されていることを確認します。正しいテンプレートが使用されている場合、有効

な <VOICE_MESSAGE_SUMMARY>タグが通知テンプレート内にあり、有効な置換可能なパ
ラメータが <VOICE_MESSAGE_SUMMARY>タグ内に使用されていることを確認してくださ
い。不在着信通知テンプレートの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_
ip_comm/connection/15/administration/guide/b_15cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connectionシス

テムアドミニストレーションガイド、リリース 15』の「通知」の章を参照してください。

メッセージ通知が断続的に機能する

通知デバイス (電話、ポケットベル、SMTP、SMSなど)が断続的に機能する原因としては、問
題の時間帯にユーザーの通知デバイスのスケジュールがアクティブになっていないことが考え

られます。

この問題を解決するには、ユーザーの通知デバイスのスケジュールを編集して、ユーザーが

メッセージ通知の配信を希望する場合に通知デバイスがアクティブになるようにします。通知
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デバイスのスケジュールを変更するには、Cisco Personal Communications Assistant (PCA)のユー
ザーアカウントでログインする必要があります。

CiscoUnityConnectionの管理は、通知デバイスのスケジュールを公開しません。UnityConnection
管理のユーザーの [通知デバイス]ページから、[関連リンク]リストの [通知デバイスの詳細の
編集]リンクを選択することで、ユーザーの Cisco PCAページに移動できます。

Cisco PCAの使用方法の詳細については、『Cisco Unity Connection Messaging Assistantウェブ
ツールのユーザーガイド (リリース 15)』を参照してください https://www.cisco.com/c/en/us/td/
docs/voice_ip_comm/connection/15/user/guide/assistant/b_15cucugasst.html。

Unity Connection Administrationに追加された通知デバイスが常にトリ
ガーされる

Cisco Unity Connectionの管理でユーザーに通知デバイスが追加されると、デフォルトでは、デ
バイスは常にアクティブになります。ユーザーが予期しない時間に通知を受信する場合、通知

デバイスのスケジュールを変更してこれを防ぐことができます。通知デバイスのスケジュール

を変更するには、Cisco Personal Communications Assistant (PCA)のユーザーアカウントでログ
インする必要があります。

Unity Connection管理は通知デバイスのスケジュールを公開しません。Unity Connection管理の
ユーザーの [通知デバイス]ページから、[関連リンク]リストの [通知デバイスの詳細の編集]リ
ンクを選択することで、ユーザーの Cisco PCAページに移動できます。

Cisco PCAの使用方法の詳細については、『Cisco Unity Connection Messaging Assistantウェブ
ツールのユーザーガイド (リリース 15)』を参照してください https://www.cisco.com/c/en/us/td/
docs/voice_ip_comm/connection/15/user/guide/assistant/b_15cucugasst.html。

未読メッセージがない場合でもメッセージ通知が受信される

ディスパッチ配信のためにメッセージをマークするように設定されたコールハンドラの受信者

である配信リストのメンバーである場合、ユーザーがメッセージ通知を受け取り、それにアク

セスしようとすると、そのメッセージがユーザーの受信トレイに存在しない場合があります。

これは、通知が送信されてからユーザーがメッセージを聴こうとするまでの間に、配信リスト

の別のメンバーがメッセージを承認したために発生する可能性があります。

ディスパッチメッセージを含めるようにメッセージ通知ルールを設定する場合、通知を受け取

るユーザーに、メッセージを取得するために電話をかけるまでに、別のユーザーがすでにメッ

セージを承認しているため、メールボックスから削除されている可能性があることを認識させ

てください。

ディスパッチメッセージの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/15/administration/guide/b_15cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステムアド
ミニストレーションガイド、リリース15』の「メッセージ」の章の「メッセージのディスパッ
チ」の項を参照してください。
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第 19 章

SSL経由の Comet通知のトラブルシュー
ティング

• Troubleshooting Comet Notifications over SSL（217ページ）

Troubleshooting Comet Notifications over SSL

SSL経由で Comet通知を送信できません
Unity Connectionが SSL経由で comet通知を送信できない場合は、以下を確認してください。

•ユーザーのワークステーションが 7443ポートで接続を確立しています。

•ファイアウォールが 7443ポートのトラフィックをブロックしていません。

•プライマリノードとセカンダリノードの両方で show cuc jetty ssl statusコマンドが実行さ
れ、SSLモードが有効になります。

•プライマリサーバーとセカンダリサーバーの両方でConnection Jettyサービスが再起動され
ます。

詳細については、以下をご覧ください。

• https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/security/guide/b_15cucsecx.html
にある『Cisco Unity Connectionセキュリティガイド、リリース 15』の「Cisco Unity
Connectionに必要な IP通信」の「サービスポート」の項を参照してください。

『 Cisco Unified Communicationsソリューションズ版コマンドラインインタフェースガイ

ド』(
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-connection/products-maintenance-
ガイドs-list.html)を参照してください。
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第 20 章

Cisco Unity Connectionクラスタ構成のトラ
ブルシューティング

• Troubleshooting a Cisco Unity Connection Cluster Configuration（219ページ）

Troubleshooting a Cisco Unity Connection Cluster Configuration

1つのサーバーが機能を停止し、他のサーバーが呼び出しを取り扱っ
ていない

Unity Connectionクラスター内の 1つのUnity Connectionサーバーが機能せず（例えば、そのサ
ブスクライバサーバーがメンテナンス中など）、残りのサーバーがコールに応答しないか、

MWIリクエストを送信しない場合、次のタスクリストを使用して原因を特定し、解決します。

以下は、一方のサーバーが機能を停止し、もう一方のサーバーがコールを処理していない場合

のトラブルシューティングのタスクです。

1. Cisco Unity Connection Serviceabilityのボイスメッセージポートのステータスを確認しま
す。「ボイスメールポートのステータスを確認する」を参照してください。

2. 電話システム連動のボイスメッセージポートの割り当てを確認します。「電話システム
を連携するためのボイスメッセージポートの割り当ての確認」を参照してください。

3. SCCP連携の場合、ボイスメッセージポートが Cisco Unified CMサーバーに登録されてい
ることを確認します。「ボイスメッセージのポートが登録されていることの確認 (SCCP
連携のみ)」を参照してください。

4. Cisco Unity Connection Serviceabilityで SRMマイクロトレース (すべてのレベル)を有効に
します。マイクロトレースを有効にしてトレースログを表示する方法の詳細は、診断ト

レースを使用したトラブルシューティング（1ページ）セクションを参照してください。
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Cisco Unity Connectionクラスタ機能は、Cisco Business Editionでの使用をサポートしていませ
ん。UnityConnectionクラスタ機能の要件は、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/15/requirements/b_15cucsysreqs.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステム要件ガイ

ド、リリース 15』の「Unity Connectionクラスタの要件」の項にあります。

（注）

音声メッセージングポートの状況の確認

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityで、[ツール]メニューの [クラスター管理]を選択します。

ステップ 2 [クラスタ管理（Cluster Management）]ページの [ポートマネージャ（Port Manager）]の下で、通話を処理
するサーバーに対して次のことを確認します。

• [合計ポート]列に記載されているポートの数は正確です。

• [ポート状況の変更]列の [通話応答を停止]ボタンが表示されます。 [通話を受ける]ボタンが表示され
た場合は、 [通話を受ける]を選択します。

電話システム連動のボイスメッセージポート割り当ての確認

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を開き、[電話シス
テム（Phone System）]を選択します。

ステップ 2 [関連リンク]リストで [テレフォニー連携の確認 ]を選択し、 [実行]を選択します。

[タスクの実行結果]には、トラブルシューティングの手順を含む 1つ以上のメッセージが表示されます。

ステップ 3 問題を解決するための手順に従います。

ステップ 4 [タスクの実行結果]が問題なく表示されるまで、手順 2から手順 3を繰り返します。
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ボイスメッセージポートが登録されていることを確認する (SCCP連携のみ)

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[ボイスメール]メニューから [ボイスメールポート]を選択します。

ステップ 2 [ボイスメールポートの検索/一覧表示（Find and List Voice Mail Ports）]ページで、[検索（Find）]を選択し
ます。

ステップ 3 [ステータス]列で、すべてのポートのステータスが Registered with <server nameであることを確認しま
す。

両方のサーバーがプライマリサーバーステータスを取得する

Unity Connectionクラスタ内の両方のサーバーがプライマリサーバーステータス「スプリット
ブレイン」状態である場合、このセクションのトラブルシューティング情報を使用します。以

下の考えられる原因を参照してください。

•ネットワークが機能していないか、またはパブリッシャとサブスクライバのサーバー間の
通信を妨げています。

パブリッシャとサブスクライバのサーバーが通信できるように、ネットワークのUnityConnection
を復元することが解決策です。

•サブスクライバサーバーのホスト名が変更され、パブリッシャサーバーの [システム設定
（System Settings）] > [クラスタ（Cluster）]ページに正しく入力されていません。

解決策は、パブリッシャサーバーの [システム設定（System Settings）] > [クラスタ（Cluster）]
ページで、サブスクライバサーバーの正しいホスト名を入力することです。

Unity Connectionクラスタが正常に機能しない
UnityConnectionクラスタが正常に機能していない場合は (例えば、サーバーステータスが期待
通りに変更されない)、次のタスクリストを使用して、問題の原因を特定し、解決します。問
題が解決するまで、記載されている順にタスクを実行します。

1. プライマリサーバーステータスのサーバー上で、該当するサービスが実行されているこ
とを確認します。「プライマリサーバーステータスのサーバー上で、該当するサービス

が実行されていることを確認する」の項（19-3ページ）を参照してください。

2. 適切なサービスが両方のサーバーで実行中であることを確認します。「両方のサーバー上
で、該当するサービスが実行されていることを確認する」の項（19-3ページ）を参照して
ください。
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3. トレースを使用して Unity Connectionクラスタのトラブルシューティングを行います。該
当するトレースを有効にしてトレースログを表示する方法の詳細は、「CiscoUnityConnection
Serviceabilityのトレース（2ページ）」を参照してください。

プライマリサーバーステータスのサーバー上で、該当するサービスが実行されているこ

とを確認する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityで、[ツール]メニューの [サービスの管理]を選択します。

ステップ 2 Control Center -機能サービスページの [重要なサービス]で、次のサービスの [開始済み ]サービスステー
タスを確認します。

•接続メッセージ転送エージェント

•接続通知機能

ステップ 3 サービスのステータスが停止の場合は、[開始]を選択します。

該当するサービスが両方のサーバーで実行されていることを確認する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityで、[ツール]メニューの [サービスの管理]を選択します。

ステップ 2 コントロールセンター -機能サービスのページの [ステータスのみ]のサービスで、Unity Connection Server
Role Managerサービスの [開始済み ]サービス状況を確認します。

[ステータスのみのサービス]セクションのサービスは、CiscoUnityConnection Serviceabilityでは開始できま
せん。これらのサービスを開始または停止するには、コマンドラインインタフェース (CLI)を使用する必
要があります。 CLIの詳細については、『 Cisco Unified Communicationsソリューションのためのコマンド

ラインインターフェイスリファレンスガイド (
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-connection/products-maintenance-ガイド
s-list.html)を参照してください。

ステップ 3 [重要なサービス]の下で、以下のサービスのサービスステータスを確認します。

• Connectionカンバセーションマネージャ

• Connection Mixer

サービスの状況が開始の場合、手順 4に進みます。サービスのステータスが停止の場合は、[開始]を
選択します。
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ステップ 4 [Base Services]の下で、Unity Connection DBイベントパブリッシャサービスのサービスステータスを確認
します。

サービスの状況が開始の場合、手順 5に進みます。サービスの状況が停止の場合は、[開始 ]を選択し
ます。

ステップ 5 [オプショナルサービス]の下で、次のサービスのサービスステータスを確認します。

• Connection File Syncer

• Connection IMAPサーバー

• Connection SMTPサーバー

サービスの状況が停止の場合は、[開始 ]を選択します。

サーバーを Unity Connectionクラスタに追加できません
[システム設定（System Settings）] > [クラスタ（Cluster）]ページで [新規追加（Add New）]ボ
タンが無効になっていて、Unity Connectionクラスタにサーバーを追加できない場合は、この
項のトラブルシューティング情報を使用します。 Unity Connectionクラスタ機能が利用できな
い以下の考えられる理由を参照してください。

• Unity ConnectionはCisco Business Editionとしてインストールされますが、Unity Connection
クラスタ機能をサポートしていません。 https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/15/requirements/b_15cucsysreqs.htmlにある『Cisco Unity Connectionガイドのシス

テム要件、リリース15』の「UnityConnectionクラスタの要件」の項を参照してください。

•パブリッシャサーバーのハードディスクのサイズは、Unity Connectionクラスタ機能をサ
ポートするには不十分です。 Unity Connectionクラスタ内の両方のサーバーは、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/supported_platforms/b_
15cucspl.htmlにある『Cisco Unity Connectionサポートプラットフォームリスト、リリー
ス 15』の仕様を満たす必要があります。

• UnityConnectionクラスタのサーバー数は、サポートされている最大数です。UnityConnection
クラスタに追加できるサーバーはこれ以上ありません。 Unity Connectionクラスタ内の
Unity Connectionサーバーの置換については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/connection/15/install_upgrade/guide/b_15cuciumg.htmlにある『Cisco Unity Connection

インストール、アップグレード、メンテナンスガイド、リリース 15』の「Cisco Unity
Connectionサーバーの維持管理」の章の「機能しなくなったサーバーを置き換える」の項
を参照してください。
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パブリッシャサーバーが機能停止すると警告ログにアクセスできない

パブリッシャサーバーが機能しておらず、サブスクライバサーバーからアラートログにアクセ

スできない場合は、サブスクライバサーバーをフェイルオーバーコレクタとして指定する必要

があります。

パブリッシャサーバーが機能停止したときに、サブスクライバサーバーが警告ログにア

クセスできるようにする

手順

ステップ 1 パブリッシャサーバーのCiscoUnity ConnectionAdministrationで [システム設定（System Settings）]を開き、
[サービスパラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータ]ページの [サーバー]フィールドで、パブリッシャサーバーを選択します。

ステップ 3 [サービス]フィールドで Cisco AMCサービスを選択します。

ステップ 4 [Failover Collector]フィールドで、サブスクライバサーバーを選択します。

ステップ 5 保存を選択します。

ステップ 6 Cisco Unified Serviceabilityの [ツール]メニューから [コントロールセンター] - [ネットワークサービス]の順
に選択します。

ステップ 7 [サーバー（Server）]フィールドでサブスクライバサーバーを選択し、[実行（Go）]を選択します。

ステップ 8 [パフォーマンスと監視（Performance and Monitoring）]の下で、[Cisco AMC Service（Cisco AMCサービ
ス）]、[再起動（Restart）]の順に選択します。

ステップ 9 サービスの再起動を確認するプロンプトが表示されたら、[ OK]を選択します。
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第 21 章

ライセンスのトラブルシューティング

• Troubleshooting Licensing（225ページ）

Troubleshooting Licensing

Ciscoスマートソフトウェアライセンシングのトラブルシューティン
グ

この章では、Unityで Ciscoスマートソフトウェアライセンシングを使用する際に発生する可
能性があるさまざまな問題とその解決について説明します。 Cisco Unity Connectionで Smart
Licensingを使用するには、Cisco Smart Software Manager (CSSM)または Cisco Smart Software
Managerサテライトに製品を登録する必要があります。

Unity Connectionでシスコスマートソフトウェアライセンシングを設定または使用していると
きに、以下の問題が発生する場合があります。

•登録、再登録、認証の更新、登録の更新または登録解除が「通信タイムアウト -自動的に
再試行する」エラーメッセージで失敗する。

登録、再登録、認証の更新、登録の更新、または登録解除の実行中に「通信タイムアウト

-再試行は自動的に行われます」というエラーメッセージが表示される場合、以下を確認
してください。

• CSSMまたはサテライトと通信するために、[トランスポート設定]ウィンドウで有効
な URLまたはプロキシサーバーを入力していることを確認してください。

•「Connection Smart LicenseManager Server」サービスが稼働していることを確認してく
ださい。

• CSSMサーバーが到達可能であることを確認してください。

•登録または再登録が失敗し、「入力した製品インスタンス登録トークンは無効であるか、
有効期限が切れています。トークン全体が貼り付けられていること、そしてトークンの有

効期限が切れていないことを確認してください。」というエラーメッセージが表示されま

す。

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
225



「入力した製品インスタンス登録トークンは無効であるか、有効期限が切れています。

トークン全体が貼り付けられていること、そしてトークンの有効期限が切れていないこと

を確認してください」というエラーメッセージが、CSSMまたはサテライトを使用して
Unity Connectionを登録または再登録するときに表示された場合は、次を確認します。

• CSSMまたはサテライトに製品を登録するための有効なトークンを入力していること
を確認してください。

•間違ったトークンまたは期限切れのトークンを使用して、CSSMまたはサテライトか
ら Unity Connectionを登録すると、再登録に失敗し、製品の以前の状態が変更されま
す。この場合、「前回のスマートソフトウェアライセンシングの登録更新が次の理

由により失敗しました：入力された製品インスタンス登録トークンが無効であるか、

または期限が切れています。トークン全体を貼り付けたこと、そしてトークンの有効

期限が切れていないことを確認してください」というエラーメッセージが、CiscoUnity
Connection Administrationの [ライセンス（Licenses）]ページにある [登録ステータス
（Registration Status）]フィールドおよび [ライセンス認証ステータス（License
Authorization Status）]フィールドに表示されます。

この問題を解決するには、Unity Connectionを前の状態に戻すために、[ライセンス
（Licenses）]ページで [登録を今すぐ更新（Renew Registration Now）]および [認証
を今すぐ更新（Renew Authorization Now）]のアクションを実行する必要がありま
す。

• Call HomeからSmart Transportに切り替えた後、Connection Smart License Manager Server
を再起動したところ、以下のメッセージが表示されて失敗しました。

「トランスポートモードが Smart Transportに更新されました。 Smart Transportとの接
続を確立するために、クラスタ内のすべてのノードで Connection Smart License Manager
Serverサービスを再起動してください。

「切り替え」ボタンをクリックすると、Connection Smart License Manager Serverサービス
が自動的に再起動を試みます。サービスが自動的に再起動しない場合は、警告メッセージ

が表示されます。アラートを受信した場合は、Smart Transportとの接続を確立するため
に、すべての Unity Connectionサーバーノードで Connection Smart License Manager Server
サービスを再起動しなければなりません。サービスを再起動するには、Cisco TACにお問
い合わせください。

SpeechViewサービスが機能していない
SpeechViewサービスが Unity Connectionで動作していない場合、Unity Connectionが CSSMま
たは衛星に登録されているかどうか、およびSpeechViewに必要なライセンスがUnityConnection
で取得されていることを確認します。

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
226

ライセンスのトラブルシューティング

SpeechViewサービスが機能していない



第 22 章

音声認識のトラブルシューティング

• Troubleshooting Voice Recognition（227ページ）

Troubleshooting Voice Recognition

音声認識のカンバセーションの代わりに、電話のキーパッドのカンバ

セーションがユーザーに流れる

以下の質問を使用して、問題の原因を特定し、修正します。

1. この問題は、アカウントが音声認識用に構成されているすべてのユーザーに発生しますか?
はいの場合、次の手順を実行します。

サービスクラス (COS)が音声認識を有効にするように設定されていることを確認します。
[サービスクラスの編集]ページの [ライセンス機能]の下にある [高度な機能へのアクセス
を許可]チェックボックスをオンにして、次に [ユーザーが音声認識を使用することを許可
する]チェックボックスをオンにします。

影響を受けるユーザーが正しい COSに関連付けられていることを確認します。

2. この問題は、音声認識用に構成されたアカウントを持つ単一のユーザーに対してのみ発生
しますか?はいの場合、次の手順を実行します。

影響を受けるユーザーが正しいサービスクラスに関連付けられていることを確認します。

電話メニューの入力スタイルが音声認識に設定されていることを確認します。入力スタイ

ルは、Messaging Assistantウェブツールまたは Cisco Unity Connection Administrationで設定
できます。

3. ユーザーが最初にログインしたときに、音声認識サービスが利用できないことを示すプロ
ンプトは聞こえますか?

その場合は、「エラープロンプト:十分な音声認識リソースがありません（228ページ）」を参
照してください。

1. 正しいコーデックが使用されていますか?
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Unity Connectionサーバーまたは電話システムがG.729aを使用している場合、G.729aプロンプ
トがインストールされている場合、またはグリーティングと名前が G.711 Mu-Law以外の音声
形式で録音されている場合、音声認識は機能しません。

エラープロンプト:十分な音声認識リソースがありません

ユーザーがエラープロンプト「現在、音声認識リソースが不足しています。この通話の間、標

準のプッシュホンを使用する必要があります」という音声が流れた場合、次の手順を実行しま

す。

1. Cisco Unity Connection Serviceabilityの [ツール（Tools）] > [サービス管理（Service
Management）]ページで、Connection音声認識サービスが実行されていることを確認しま
す。

Cisco Unity Connection Serviceabilityの詳細は、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/connection/15/serv_administration/guide/b_15cucservag.htmlにある『Cisco Unity Connection

Serviceabilityアドミニストレーションガイド、リリース 15』を参照してください。

（注）

2. UnityConnectionライセンスをCiscoUnityConnectionAdministrationの [システム設定（System
Settings）] > [ライセンス（Licenses）]ページで確認します。ライセンス認証されたすべて
の音声認識セッションが使用されている可能性があります。エラーが頻繁に発生すると

ユーザーが報告した場合、音声認識の使用量が Unity Connectionサーバーの現在のライセ
ンス容量を超過している可能性があります。

3. Unity Connection音声認識サービスによって生成されたエラーを確認します。 Real-Time
Monitoring Tool (RTMT)を使用して、オンになっているデフォルトのトレースで生成され
た診断ログのエラーを表示できます。トレースログファイル名の形式は、diag_NSSserver_*.uc
です。

RTMTの詳細については、『 Cisco Unified Real-Time Monitoring Toolアドミニストレーション

ガイド』(
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-connection/products-maintenance-
ガイドs-list.html)を参照してください。

（注）

音声コマンドは認識されるが、名前は認識されない

管理者が Unity Connectionシステムで名前を追加または変更する場合、名前は文法でコンパイ
ルされるまで、音声認識カンバセーションで認識されません。このため、文法コンパイルのタ

イミングが名前認識に影響を与える可能性があります。また、検索範囲に問題があるか、名前

がスペル通りに発音されない場合もあります。以下のトラブルシューティングのステップを使

用して、問題の原因を特定し、それを修正するために使用します。
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•認識の問題が発生した場所に応じて、ユーザーまたはディレクトリハンドラの検索範囲で
名前が検出されることを確認します。ログインしているユーザーの検索範囲は、Cisco
Unity Connection Administrationの [ユーザーの基本設定（User Basics）]ページで定義され
ています。ディレクトリハンドラの検索範囲は、[ディレクトリハンドラの基本設定の編
集（Edit Directory Handler Basics）]ページで定義されます。

• ConnectionAdministrationの [システム設定（SystemSettings）] > [スケジュール（Schedules）]
ページで、音声認識の更新スケジュールを確認します。このスケジュールの非アクティブ

な期間中に名前が追加された場合、それらはスケジュールがアクティブになるまで認識さ

れず、スケジュールがアクティブになった時点で Unity Connectionが名前の文法を自動的
に更新します。

• [ツール（Tools）] > [サービス管理（ServiceManagement）]ページのCisco Unity Connection
Serviceabilityで Unity Connection音声認識トランスポートサービスが実行中であることを
確認します。

CiscoUnity Connection Serviceabilityの詳細は、https://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/serv_administration/guide/
b_15cucservag.htmlにある『Cisco Unity Connection Serviceabilityア

ドミニストレーションガイド、リリース 15』を参照してくださ
い。

（注）

• CiscoUnity ConnectionAdministrationの [ツール（Tools）] > [文法統計（Grammar Statistics）]
ページを表示して、文法に保留中の更新があるかどうかを確認します。文法に更新が保留

中と表示されているが再構築中でないと表示されている場合に、強制的に更新するには、

[文法の再構築]ボタンを選択します。

•問題が音声対応ディレクトリハンドラで発生する場合は、ディレクトリハンドラの [音声
信頼度しきい値]の設定を調整してみてください。音声信頼しきい値レベルが低いほど、
発信者が名前を発声した場合により多くの一致が得られますが、発信者が数字を発声した

場合、無関係な内線一致が返されます。スピーチ信頼しきい値を高くするほど、内線一致

の精度は上がりますが、名前の一致は少なくなります。

•音声認識システムで特定の名前の読み方を理解するのに問題がある場合は、ニックネーム
や代替名を追加することを検討してください。これらの機能の両方を使用して、表示通り

には発音されない名前に異なる発音を追加することができます。 (たとえば、ユーザー名
が Janetであるにもかかわらず、Jah-nayと発音される場合、「Jahnay」の発音を代替名ま
たはニックネームとして追加できます。)

音声コマンドが認識されません

音声コマンドの認識が不十分な場合、問題の原因はさまざまです。間違ったコマンドの使用、

発音や外国アクセントの認識の問題、電話の接続が悪い、ネットワークのジッターなど、多く

の原因が考えられます。以下のトラブルシューティングの手順を使用して、問題の原因を絞り

込み、修正します。
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1. 問題の種類を特定します。

単一のコマンドだけで問題が発生する場合は、優先音声コマンドの一覧について、『Cisco

Unity Connection電話インターフェイスユーザーガイド、リリース 15』の「電話メニュー
と音声コマンド」の章の「音声コマンド」の項を参照してください。（ガイドは
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/user/guide/phone/b_
15cucugphone.htmlで入手できます。）音声認識文法ファイルには優先されるコマンドの多
くの同義語が含まれていますが、ユーザーが発声する可能性のあるすべての単語やフレー

ズを含むことは不可能です。最高のパフォーマンスを得るために、ユーザーには、優先さ

れるコマンドを使用するように促します。

ユーザーが Unity Connectionが確認のプロンプトを出さずに意図しないアクションを起こ
すという問題を抱えている場合、または Unity Connectionが確認を求めるプロンプトの頻
度が高すぎる場合は、[音声認識の確認信頼度しきい値（Voice Recognition Confirmation
Confidence Threshold）]の設定を確認します。「音声認識の信頼性設定を確認する」を参
照してください。

2. リモートポートステータスモニタを実行している間に問題を再現し、Unity Connectionの
どの音声コマンドが発声されているかを判断します。「リモートポートステータスモニ

タの使用」を参照してください。

3. ユーザーの発話ファイルをキャプチャして聞き、問題が音声品質に関連しているか、アク
セント認識に関連しているかを判断します。「発話キャプチャトレースを使用してユー

ザーの発言を確認する」を参照してください。

4. 診断トレースを有効にして、問題の再現を試みてください。「音声認識の診断トレースの
使用」の項（21-4ページ）を参照してください。

音声認識の信頼度設定を確認する

[音声認識の確認信頼度しきい値（Voice Recognition Confirmation Confidence Threshold）]設定を
使用して、Unity Connectionが音声認識ユーザーに特定のユーザーの意図を確認するよう促す
頻度を指定できます。例えば、ユーザーが「キャンセル」や「電話を切る」と言ったのをシス

テムが誤って聞き取ったという不満がある場合、この設定の値を大きくすることで、ユーザー

が誤って意図しない操作をしてしまうことを防ぐことができます。代わりに、システムが確認

を求めるプロンプトが頻繁すぎるという不満をユーザーが感じている場合、この設定を低い値

に調整してみてください。

音声認識の信頼性のしきい値は、CiscoUnityConnectionAdministrationの [システム設定（System
Settings）] > [詳細（Advanced）] > [カンバセーション（Conversations）]ページでシステム全体
の基準として設定されます。この設定は、個々のユーザーの [電話メニュー]ページでユーザー
ごとに変更することもできます。

この設定の現実的な値の範囲は 30から 90です。デフォルト値の 60は、ほとんどのシステム
でほとんどのエラーを確実に除外し、必要に応じて確認を提供するはずです。
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音声認識の問題をトラブルシューティングするための診断ツール

このセクションでは、音声認識の問題のトラブルシューティングに役立つ診断ツールについて

説明します。

音声認識の診断トレースを使用する

Cisco Unity Connection Serviceabilityは、音声認識の問題のトラブルシューティングに役立つ診
断用のマイクロトレースとマクロトレースを提供します。トレースを有効にしてトレースロ

グを表示する方法の詳細は、診断トレースを使用したトラブルシューティング（1ページ）
のセクションを参照してください。

マイクロトレース

•カンバセーション開発環境 (CDE)

• 10ステートマシントレース

• 22音声認識文法

•メディア:入力/出力 (MiuIO)

• 25 ASRおよびMRCP

•サブスクライバ会話 (ConvSub)

• 03名前付きプロパティへのアクセス

• 05通話の進行状況

• Phrase Server

• 10音声認識

マクロトレース

音声ユーザーインターフェイス/音声認識トレースを設定します。

推奨されるマイクロトレースを使用して最初に問題の診断を試みた場合にのみ、このマクロト

レースの使用を試みてください。マクロトレースは、分類するのが困難な大量の診断情報を生

成します。

（注）

発話キャプチャトレースを使用してユーザーの発話を確認する

VUIマイクロトレースレベル 05（キャプチャ発話）を有効にすると、Unity Connectionは、
CCITT（u-law）8-kHzモノラル形式のWAVファイルとしてユーザーの発話を保存します。
ファイルはファイルシステム上に保存され、MRCPセッションごとに 1つのフォルダが作成さ
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れます。 (ASRおよびMRCPのMiuIOレベル 25マイクロトレースを有効にすることで、診断
ログで通話のMRCPセッション情報を表示できます。)

Real-Time Monitoring Tool (RTMT)を使用して発話ファイルにアクセスできます。

発話キャプチャマイクロトレースを有効にすると、システムパフォーマンスに影響を与える

可能性があります。システムの負荷が高くない場合にのみ、これを行うことを検討し、必要な

発話の収集が完了したら、必ずトレースを無効にしてください。

注意

RTMTを使用した発話キャプチャトレースの有効化と表示

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityの [トレース（Trace）]メニューから、[マイクロトレース（Micro
Traces）]を選択します。

ステップ 2 [マイクロトレース（MicroTraces）]ページの、[サーバー（Server）]フィールドで、UnityConnectionサー
バーの名前を選択し、[実行（Go）]を選択します。

ステップ 3 [マイクロトレース（Micro Trace）]フィールドで [VUI]を選択し、[実行（Go）]を選択します。

ステップ 4 [発言をキャプチャ（Capture Utterances）]チェックボックス（レベル05）をオンにして、[保存（Save）]
を選択します。

ステップ 5 問題を再現します。

ステップ 6 発話ファイルにアクセスするには、Real-Time Monitoring Tool (RTMT)を起動します。詳細については、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.htmlにある『Cisco Unified Real-Time Monitoring Toolアドミニストレーショ

ンガイド』の「トレースとログ」の章を参照してください。

ステップ 7 RTMTで、[システム]メニューからツール > > トレーストレース &ログセントラルを選択します。

ステップ 8 トレース & Log Centralのツリー階層で、リモート参照をダブルクリックします。

ステップ 9 [リモートブラウズ]ウィンドウで、トレースファイルを選択し、次へを選択します。

ステップ 10 [CUCサービス/アプリケーションの選択（Select CUC Services/Application）]タブで、サーバーの IPアド
レスの隣にあるチェックボックスをオンにして、[次へ（Next）]を選択します。

ステップ 11 [システムサービス/アプリケーションの選択]タブで [完了]を選択します。

ステップ 12 リモートブラウズの準備ができたことを示す結果ポップアップが表示されたら、[閉じる（Close）]を選
択します。

ステップ 13 [リモートブラウズ（RemoteBrowse）]タブで、[ノード（Nodes）]>[サーバー名（Server Name）]> [CUC]
> [Unity Connection音声認識のトランスポートフォルダ（Unity Connection Voice Recognition Transport）]
をブラウズします。

ステップ 14 Unity Connection音声認識のトランスポートフォルダで、フォルダの名前をダブルクリックして、その
MRCPセッションでキャプチャされた音声ファイルを表示します。 (各MRCPセッションに対して 1つ
のフォルダが作成されます。)

ステップ 15 ファイルペインで、再生する音声ファイルの名前をダブルクリックします。
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ステップ 16 [プログラムから開く]ウィンドウで、音声ファイルの再生に使用するアプリケーションを選択します。

適切な音声プレーヤーがリスト中にない場合は、ウィンドウ下部にある [その他（Other）]タブを選択
し、目的の音声プレーヤーの場所を参照し、音声プレーヤーの実行ファイルの名前をダブルクリックし、

[開く（Open）]を選択します。次に、追加したアプリケーションの名前を選択します。

ステップ 17 [OK]を選択します。

ステップ 18 Cisco Unity Connection Serviceabilityで、手順 3で有効にしたトレースを無効にして、[保存]を選択しま
す。

リモートポートステータスモニタを使用する

リモートポートステータスモニタツールは、音声認識の問題をトラブルシューティングするの

に役立ちます。なぜなら、それはリアルタイムで通話の会話フローを表示し、音声入力と信頼

スコア、システムの発話の解釈、そして名前と通話中の数字の解釈に影響を与える可能性のあ

る検索範囲の変更を含みます。ツールを使用するには、以下の手順を順番に実行します。

リモートポートステータスモニタをダウンロードするには

手順

ステップ 1 ウェブブラウザで、http://www.ciscounitytools.comのウェブサイトに移動します。

ステップ 2 [ツール更新ログ（Tool Update）]のセクションで [ポートステータスモニタ（Port Status Monitor）]を選
択します。

ステップ 3 [ポートステータスモニタ（Port Status Monitor）]の Cisco Unified Communicationツールページで、[今すぐ
ダウンロード（Download Now）]を選択します。

ステップ 4 画面上の指示に従って、リモートポートステータスモニタツールをダウンロードします。

リモートポートステータスモニタ用に Unity Connectionを設定するには

手順

ステップ 1 CiscoUnityConnectionAdministrationで、[システム設定（System Settings）]を展開し、[詳細（Advanced）]>
[カンバセーション]を選択します。

ステップ 2 [カンバセーションの設定（Conversation Configuration）]ページで、[リモートポートステータスモニタの
出力を有効にする（Enable Remote Port Status Monitor Output）]のチェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [リモートポート状況モニタ出力の接続が許可される IPアドレス]フィールドで、ワークステーションの IP
アドレスを入力し、[保存]を選択します。

（注）
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最大 70個の IPアドレスを入力できます。各 IPアドレスと次の IPアドレスはカンマで区切る必要があり
ます。
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第 23 章

会話のトラブルシューティング

• Troubleshooting the Conversation（235ページ）

Troubleshooting the Conversation

カスタムキーパッドマッピングが有効にならない

カスタムキーマップツールを使用して、Cisco Unity Connectionカンバセーションのキーマッ
ピングをカスタマイズする場合、カスタムキーパッドマッピングカンバセーションをユーザー

またはユーザーグループに指定する必要があります。

単一ユーザーの会話スタイルを変更する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[ユーザー（Users）]を展開し、その後 [ユーザー（Users）]を選
択します。 [ユーザーの検索]ページで、ユーザーのエイリアスを選択します。

ステップ 2 [編集（Edit）]メニューで [電話メニュー（Phone Menu）]を選択します。

ステップ 3 [タッチトーン会話メニュースタイル（Touchtone Conversation Menu Style）]リストで、適切な [カスタム
キーパッドマッピング（Custom Keypad Mapping）]を選択し、[保存（Save）]を選択します。
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一度に複数のユーザーアカウントに対してカスタムキーパッドマッピングカンバセー

ションを指定する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection管理の [ユーザーの検索]ページで、適切なユーザーチェックボックスにチェックを
入れ、[一括編集]を選択します。

一括編集するユーザーがすべて 1つの [検索（Search）]ページに表示されない場合、最初のページで該当
するすべてのチェックボックスを選択し、次のページに移動して該当するすべてのチェックボックスを選

択し、これを繰り返してすべての該当するユーザーを選択します。次に、[一括編集]を選択します。

ステップ 2 [編集（Edit）]メニューで [電話メニュー（Phone Menu）]を選択します。

ステップ 3 [タッチトーン会話メニュースタイル]リストで、適切な [カスタムキーパッドマッピング]を選択します。

ステップ 4 該当する場合、[タスクの一括編集]フィールドで一括編集操作を後でスケジュールするように設定し、 [提
出]を選択します。

[ヘルプ（Help）]メニューを聞き取った後に長い一時停止が発生する
ヘルプメニューを再生した後で、Unity Connectionがキーが押されるまで待機します。ユー
ザーは、キーを押して必要な指示を入力するか、0を押して [ヘルプ（Help）]メニューの指示
オプションを再度聞くことができます。

再生されるWAVファイルを決定する
ハードディスクから再生されているWAVファイルを確認するには、以下の手順を記載されて
いる順に実行します。

リモートポートステータスモニタのダウンロード

手順

ステップ 1 ウェブブラウザで、Cisco Unity Toolsウェブサイト ( http://www.ciscounitytools.com)に移動します。

ステップ 2 [ツール更新ログ（Tool Update）]のセクションで [ポートステータスモニタ（Port Status Monitor）]を選
択します。

ステップ 3 [ポートステータスモニタ（Port Status Monitor）]の Cisco Unified Communicationツールページで、[今すぐ
ダウンロード（Download Now）]を選択します。

ステップ 4 画面上の指示に従って、リモートポートステータスモニタツールをダウンロードします。
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リモートポートステータスモニタ用に Unityを設定する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[システム設定（System Settings）] > を展開し、[詳細
（Advanced）] > [カンバセーション]を選択します。

ステップ 2 [カンバセーションの設定（Conversation Configuration）]ページで、[リモートポートステータスモニタの
出力を有効にする（Enable Remote Port Status Monitor Output）]のチェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [ポート状況監視の出力に接続できる IPアドレス]フィールドでワークステーションの IPアドレスを入力
し、[保存]を選択します。

（注）

最大 70個の IPアドレスをカンマで区切って入力できます。

PhraseServerToMonitor Micro Traceを有効にしてWAVファイル名を表示する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityの [トレース（Trace）]メニューから、[マイクロトレース（Micro
Traces）]を選択します。

ステップ 2 [マイクロトレース（Micro Traces）]ページの、[サーバー（Server）]フィールドで、Unity Connectionサー
バーの名前を選択し、[実行（Go）]を選択します。

ステップ 3 [マイクロトレース（Micro Trace）]フィールドで PhraseServerToMonitorを選択し、[実行（Go）]を選択
します。

ステップ 4 すべてのレベルのチェックボックスにチェックを入れ、[保存]を選択します。

ステップ 5 ワークステーションで、Remote Port Status Monitorを開始します。

ステップ 6 Unity Connectionに発信してWAVファイルを再生します。

再生中のWAVファイルの絶対パスが [リモートポート状況モニタ]ウィンドウに表示されます。

ステップ 7 CiscoUnityConnection Serviceabilityで、ステップ 3およびステップ 4で有効にしたトレースを無効にして、
[保存（Save）]を選択します。

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
237

会話のトラブルシューティング

リモートポートステータスモニタ用に Unityを設定する



Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
238

会話のトラブルシューティング

PhraseServerToMonitor Micro Traceを有効にしてWAVファイル名を表示する



第 24 章

SAML SSOアクセスのトラブルシューティ
ング

• Troubleshooting SAML SSO Access（239ページ）

Troubleshooting SAML SSO Access

IdPへのリダイレクトが失敗する
エンドユーザーがCiscoUnityConnection対応のウェブブラウザを使用してSAMLが有効なウェ
ブアプリケーションにログインしようとしても、認証の詳細を入力するために設定された ID
プロバイダ (IdP)にリダイレクトされません。以下の条件が満たされているかどうかを確認し
ます。

• IDプロバイダ (IdP)は稼働しています。

•正しい IdPメタデータファイル (idp.xml)が Unity Connectionにアップロードされました。

•サーバーと IdPが同じ信頼の輪の一部であることを確認します。

IdP認証が失敗する
エンドユーザーが IdPにより認証されない場合、以下の条件が満たされているかどうかを確認
してください。

• LDAPディレクトリは IdPにマッピングされています。

•ユーザーがLDAPディレクトリに追加されます。問題が解決しない場合は、UnityConnection
および IDプロバイダに関連付けられている NTPサーバーを確認します。これら両方の
サーバーに関連付けられた NTPサーバーの時間が同期していることを確認します。

• LDAPアカウントはアクティブです。

•ユーザー IDとパスワードが正しいことを確認します。
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Unity Connectionへのリダイレクトが失敗する
IdPにより認証された後でも、ユーザーが SAML SSO対応ウェブアプリケーションにリダイレ
クトされない場合は、以下を確認してください。

• Unity Connectionと IdPのクロックが同期されています。詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/os_administration/guide/b_
15cucosagx.htmlにある『Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムアドミ

ニストレーションガイド、リリース 15』の「設定」の章の「NTPサーバー」の項を参照
してください。

•必須属性の uidが IdPで設定されていること。
•正しいUnity Connectionサーバーメタデータファイルが IdPにアップロードされているこ
と。

•ユーザーが必要な権限を持っている。

テストの実行が失敗する

Unity Connectionでテストの実行が失敗する場合、「IdPへのリダイレクトが失敗する」（23-1
ページ）、「IdP認証が失敗する」（23-1ページ）および「UnityConnectionへのリダイレクト
が失敗する」（23-1ページ）に概説されている修正アクションを参照してください。

パブリッシャーとサブスクライバーのサーバーでの SAML状況の不一
致

Unity Connectionのパブリッシャとサブスクライバのサーバーで SAMLステータスの不一致が
ある場合、次の操作を行います。

• IdPメタデータがサブスクライバーサーバーで正しいかどうかを確認し、正しくない場合
は、[SAMLシングルサインオンウェブページからメタデータを再インポート]オプショ
ンを選択します。

•それでも問題が解決しない場合は、[すべての無効なサーバーの修正（Fix All Disabled
Servers）]オプションを選択します。

Unity Connectionクラスタの場合、パブリッシャサーバーのメタ
データを再インポートするオプションはありません。

（注）

Unity Connectionのウェブアプリケーションへのアクセスの問題
ユーザーが SAML SSO機能を使用してUnity Connectionのウェブアプリケーションにアクセス
できず、与えられたエラーが発生した場合:
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エラー（Error）

<ADFS server>

サイトへのアクセスで問題が発生しました。再度サイトの参照を試みてください。問題が解

決しない場合は、このサイトの管理者に連絡し、問題を特定するための参照番号を知らせてく

ださい。

以下のタスクリストを使用して、問題の原因を特定し、修正します。

1. サービスプロバイダのメタデータ (SPMetadata<hostname of Unity Connection>.xml)が IDプ
ロバイダで欠落していないことを確認します。インポートまたはURLオプションでUnity
Connectionのサービスプロバイダーメタデータをアップロードしてみてください。

2. sp.xmlのインポートに成功したら、以下の 2つのクレームルールを追加します。

• LDAP属性をクレームとして送信する:LDAP属性を SAMアカウント名として選択し、こ
れに対応する発信クレームタイプを uidとして追加します。

•カスタムルールを使用してクレームを送信する：[カスタムルール（CustomRule）]の説明
の下に、次のクレームを記述します。

c:[Type == "http://schemas.microsoft.com/ws/2008/06/identity/claims/windowsaccountname"]

=> issue(Type = "http://schemas.xmlsoap.org/ws/2005/05/identity/claims/nameidentifier",
Issuer = c.Issuer, OriginalIssuer = c.OriginalIssuer, Value = c.Value, ValueType =
c.ValueType,
Properties["http://schemas.xmlsoap.org/ws/2005/05/identity/claimproperties/format"] =
"urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:nameid-format:transient",
Properties["http://schemas.xmlsoap.org/ws/2005/05/identity/claimproperties/namequalifier"]
= "http://<ADFS_FQDN>/adfs/com/adfs/service/trust",
Properties["http://schemas.xmlsoap.org/ws/2005/05/identity/claimproperties/spnamequalifier"]
= "<UC_Node_FQDN>");

これらの 2つの要求ルールを正常に保存して、SAML SSO機能で使用される IDプロバイダが
適切に設定されるようにします。（上記の問題の説明では、ADFSを IDプロバイダとして考
慮しています）

SAML SSO。代わりに、サポートされている任意の IDプロバイダを選択できます。)

1. アイデンティティプロバイダサーバー上のUnity Connectionサーバーエントリは無効にし
ないでください。

2. サービスプロバイダのメタデータ（SPMetadata<hostname of Unity Connection>.xml）へのア
クセス時にエラーが発生しないはずです。SPメタデータファイルが破損していると、ユー
ザーはウェブアプリケーションへのシングルサインオンアクセスができなくなります。

ユーザーが Unity Connectionにログインする際の暗号化エラー
ユーザーが Unity Connectionのウェブアプリケーションにログインしようとして、次の状況が
発生した場合

例外エラー:
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エラー 500と例外

秘密鍵を復号化できません

以下のタスクリストを使用して、問題の原因を特定し、修正します。

1. Unity Connectionで SAML SSO機能が有効になっていることを確認します。

2. [IDプロバイダ（Identity Provider）]サーバーの [Relying Party Trust]ページで、[クレーム
ルールの編集（Edit Claim Rule）]を選択し、

[暗号化（Encryption）]タブを選択します。その場所から暗号化を削除すると、問題が修正さ
れます。

クラスターのADFSでサブスクライバSPメタデータをアップロードで
きない

ユーザーがクラスター内の ADFSサーバーにサブスクライバの SPメタデータをアップロード
しようとして失敗した場合、ユーザーは以下の手順を試す必要があります。

1. ADFS 2.0の更新ロール 3にホットフィックスを適用します。
（http://support.microsoft.com/kb/2790338）

2. Windows powershellを起動し、コマンドを実行します:

cd "$env:programfiles\active directory federation services 2.0\sql"

Add-PSSnapin Microsoft.adfs.powershell

.\PostリリースSchemaChanges.ps1

メモ: powershellで次のエラーが発生した場合

スクリプトをロードできません。このシステムではスクリプトの実行が無効になっているため

です。

実行: Set-ExecutionPolicy RemoteSignedをWindows powershellで実行し、yesを選択します。

SAML例外時刻同期エラー
ユーザーがUnity Connectionで SAML SSO機能を設定しようとしたところ、時間の不一致に関
連する次のエラーが発生しました。

SAML例外の問題：SAML2Exception

SubjectConfirationDataの時刻が無効です

以下のタスクリストを使用して、問題の原因を特定し、修正します。

1. アイデンティティプロバイダ (ADFSなど)と Unity Connectionのクロックが相互に同期し
ていることを確認します。

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
242

SAML SSOアクセスのトラブルシューティング

クラスターの ADFSでサブスクライバ SPメタデータをアップロードできない



2. 引き続き問題が発生する場合は、Unity Connectionおよび IDプロバイダに関連付けられて
いる NTPサーバーを確認します。これら両方のサーバーに関連付けられた NTPサーバー
の時間が同期していることを確認します。

SAML例外無効なステータスコード
ユーザーが Cisco Unity Connectionで SAML SSO機能を設定しようとするとき、[FIPSモード
（FIPS mode）]および署名アルゴリズムが SHA1である場合、以下の問題が発生します。

エラー:レスポンス中のステータスコードが無効です。

SAML例外の問題: ServletException。

IdPの構成エラーです。 IdPログと設定を確認してください。

この問題を修正するには、以下のタスクリストを使用します。

1. Unity Connectionの admin cliコマンド utils sso set signing-algorithm sha256を実行して、署名
アルゴリズムを SHA1から SHA256に変更します。

2. Unity Connectionで SAML SSO機能を設定します。

Unity Connectionクラスタの 2つのサーバー上で SAML SSOのステータ
スが間違っている

SAML SSO機能のステータスが Unity Connectionクラスタの 2つのサーバーで異なる場合、以
下を実行します。

• SAMLSSOステータスがサブスクライバサーバーで無効でパブリッシャサーバーで有効に
なっている場合、サブスクライバサーバーでCiscoUnityConnection管理にログインし、オ
プション「無効なすべてのサーバーを修正」を選択します。

•パブリッシャサーバーに到達できないときに、サブスクライバサーバーで SAML SSO機
能を無効にする場合、ユーザーはパブリッシャサーバーから SAML SSO機能を明示的に
無効にする必要があり、逆も同様です。問題が解決しない場合は、サーバーの再起動が必

要になる場合があります。

•パブリッシャ再構築の場合、管理者は、クラスタのパブリッシャサーバー上の IdPメタ
データファイルを明示的に更新する必要があります。

クロスオリジンリソース共有のトラブルシューティング

サードパーティのブラウザアプリケーションが、SAMLシングルサインオンのステータスを取
得するために、http://<hostname>/ssosp/ws/public/singleSignOn APIを呼び出すことで、異なるオ
リジンからCORSリクエストを行う場合、ユーザーは「ドメインが許可されていません」とい
うエラーメッセージを取得します。この問題を解決するには:
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•ドメイン名がトレースファイルに適切に構成されていることを確認します。

• APIメソッドタイプが正しく設定されているかどうかを確認してください。

• <Hostname>が APIで正しく言及されているか確認してください。

SAML SSOアクセスの問題に関する診断トレース
Unity Connectionトレースレベルを有効にして、SAML SSO機能に関連する問題を検出し、調
査することができます。トレースは、システムサーバーへのコマンドラインアクセス（CLI）
からオンにします。

指定されたコマンドは SAML SSOのトレースをオンにします:

admin: set samltrace level <trace-level>

定義されたトレースは以下のとおりです。

•デバッグ（Debug）

• Info

•警告

•エラー（Error）

•重大（Fatal）

トレースは Unity Connectionの次の場所で収集されます。

/var/log/active/tomcat/logs/ssosp
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第 25 章

認証コード付与フローのトラブルシュー

ティング

このセクションでは、認証コード付与フローの使用中に発生する可能性があるさまざまな問題

とその解決方法について説明します。認証コード許可フローの場合、Unityコネクションは
Jabberユーザーを検証するための認証キーを提供する認証サーバーを使用します。

•認証コード付与フローのトラブルシューティング（245ページ）

認証コード付与フローのトラブルシューティング
このセクションでは、認証コード付与フローの使用中に発生する可能性があるさまざまな問題

とその解決方法について説明します。認証コード許可フローの場合、Unityコネクションは
Jabberユーザーを検証するための認証キーを提供する認証サーバーを使用します。

Authzサーバーを構成できない
UnityConnectionでAuthzサーバーを構成している間、またはAuthzサーバーとUnityConnection
の間でキーを同期している間、Cisco Unity Connectionの管理の [新しい Authzサーバー]ペー
ジ、[Authzサーバーの編集]ページ、または [Authzサーバーの検索]ページで次のいずれかの
エラーメッセージを受け取る場合があります。

•「認証サーバーに接続できませんでした。Authzサーバーとのネットワーク接続を確認し
てください。詳細については、エラーログを確認してください」または

•「認証サーバーに接続できませんでした」

「Authzサーバーへの接続に失敗しました。 Authzサーバーとのネットワーク接続を確認して
ください。詳細については、エラーログを確認してください」または「Authzサーバーへの接
続に失敗しました」というエラーメッセージを受信した場合は、次のことを確認します。

• Cisco Unified CMが稼働している必要があります
• Cisco Unified CMのバージョンは 11.5 (1) SU3以降である必要があります
•入力したポート番号は有効です。
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• Authzサーバーの有効なホスト名、IPアドレス、または完全修飾ドメイン名 (FQDN)が入
力されました。

•「権限がありません -無効なユーザー名またはパスワード」

「未承認 -無効なユーザー名またはパスワード」エラーメッセージを受け取った場合、Authz
サーバーに入力されたユーザー名またはパスワードが正しいことを確認します。

•「証明書の検証に失敗しました。 Authzサーバーに適切な Tomcat証明書がアップロード
されていることを確認してください。"または

•「証明書の検証に失敗しました。 Authz Serverにアップロードされた Tomcat証明書はま
だ有効ではありません」または

•「証明書の検証に失敗しました。 Authz Serverにアップロードされた Tomcat証明書の有
効期限が切れています」

上記のいずれかのエラーメッセージを受け取った場合、適切なTomcat証明書がAuthzサーバー
にアップロードされていることを確認するか、または [証明書エラーを無視する（Ignore
Certificate Errors）]チェックボックスをオンにして、証明書検証エラーを無視します。

証明書をアップロードするには、Cisco Unified OS Administrationにログインして、[セキュリ
ティ（Security）] > [証明書管理（CertificateManagement）]に移動します。 [証明書の検索/一覧
表示（Find and List Certificates）]ページで、[証明書/証明書チェーンのアップロード（Upload
Certificate/Certificate Chain）]を選択します。 [証明書/証明書チェーンのアップロード（Upload
Certificate/CertificateChain）]ページで、CiscoUnifiedCMの有効な証明書をCiscoUnityConnection
tomcat-trustにアップロードします。

Jabberユーザーがログインできません
Jabberユーザーがログインできない場合、以下を確認します。

• Jabberユーザーは有効なユーザー名とパスワードを入力する必要があります。

• Cisco Unified CMの Tomcatサービスが稼働中です。
• Authzサーバーが Unity Connectionで適切に構成されている。
• OAuth認証コード許可フロー機能が Cisco Unified CMと Cisco Unity Connectionの両方で有
効になっている

また、Authzサーバーのアラートの分析に役立つ、RTMTの Cisco Syslogを収集することもで
きます。 Cisco Syslogにアクセスするためのパスは、/var/log/active/syslog/CiscoSyslogです。

Cisco SysLogに「EvtAuthzKeyRotation」アラートが発生する場合、CiscoUnifiedCMで認証キー
が変更されたことを示します。その結果、Unity Connectionは Jabberユーザーのトークンを検
証できません。そのため、Jabberユーザーはログインできません。

この問題を解決するには、Authzサーバーと Unity Connectionの間で承認キーを同期する必要
があります。キーを同期するには、Cisco Unity Connection Administrationで、[システム設定
（System Settings）] > [認証サーバー（Authz Servers）]に移動します。 [認証サーバーの検索]
ページで、[キーの同期]を選択します。

REST APIを通じて承認キーを同期する方法については、「未定」を参照します。
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Authzサーバーに関連する他の問題をトラブルシューティングするために、Authzサーバーの
診断トレースを収集できます。診断トレースを有効にして収集する方法の詳細は、「Cisco
Unity Connection Serviceabilityのトレース」を参照してください。
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第 26 章

FAXのトラブルシューティング

• Troubleshooting Fax（249ページ）

Troubleshooting Fax

ユーザーへの FAX配信の問題
FAXがユーザーに配信されない場合、次のタスクリストを使用して、原因を特定し、問題を解
決します。問題が解決するまで、提示された順序でタスクを実行してください。

ユーザーへのFAX配信のトラブルシューティングタスクは以下の通りです。

1. MTAマイクロトレース（すべてのレベル）を有効にして、FAXが送信されているかどう
かを確認します。マイクロトレースを有効にしてトレースログを表示する方法の詳細は、

診断トレースを使用したトラブルシューティング（1ページ）セクションを参照してく
ださい。

2. トレースログがファックスが送信されたことを示している場合、SMTPマイクロトレース
（すべてのレベル）を有効にして、SMTPサーバーがFAXを処理する方法を調査します。
マイクロトレースを有効にしてトレースログを表示する方法の詳細は、診断トレースを使

用したトラブルシューティング（1ページ）セクションを参照してください。

3. SMTPサーバー設定でCiscoFaxServerの IPアドレスがリストされており、UnityConnection
が許可されていることを確認します。「SMTPサーバーの設定が正しいことを確認する」
の項（24-1ページ）を参照してください。

4. メールクライアントをPOP3メールボックスに接続して、POP3メールボックス内のファッ
クスをチェックします。

メールクライアントは POP3メールボックスにメッセージを残すように設定されている必要が
あります。

（注）
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5. RightFax Email Gatewayで、POP3メールボックス名とパスワードが正しいことを確認しま
す。「POP3メールボックス名とパスワードが正しいことを確認する」の項（24-2ページ）
を参照してください。

6. ネットワーク上で、POP3メールボックスのアカウントがパスワードの期限切れにならな
いように設定されていることを確認します。パスワードの有効期限が切れていると、FAX
がルーティングできなくなります。

7. ファックスが Unity Connectionに配信されたことを確認します。「Unity Connectionへの
FAX配信の確認」を参照してください。

SMTPサーバー設定が正しいことを確認する

手順

ステップ 1 CiscoUnityConnectionAdministrationで、[システム設定（System Settings）]> を展開し、[SMTP設定（SMTP
Configuration）] > [サーバー（Server）]を選択します。

ステップ 2 SMTPサーバー設定ページで、[編集]メニューを開き、 IPアドレスアクセスリストを検索を選択します。

ステップ 3 [IPアドレスアクセスリストの検索]ページで Cisco Fax Serverの IPアドレスがリストに表示されているこ
とを確認します。 IPアドレスが追加されていない場合は、 [新規追加 ]を選択して IPアドレスを追加しま
す。

ステップ 4 Cisco Fax Serverの IPアドレスに対応する Connectionを [許可（Allow）]するチェックボックスをオンに
し、まだオンにされていない場合はオンにし、[保存（Save）]を選択します。

POP3メールボックス名とパスワードが正しいことを確認する

手順

ステップ 1 Windowsの [スタート]メニューから、コントロールパネル > RightFax Email Gatewayの順に選択します。

ステップ 2 [メール設定]ウィンドウの [全般 ]を選択します。

ステップ 3 [POP3メールボックス名（POP3 Mailbox Name）]フィールドで、エントリが Cisco Unity Connection
Administrationの [システム設定（System Settings）] > [FAXサーバー（Fax Server）] > [FAXサーバー設定の
編集（Edit Fax Server Configuration）]ページの Cisco Fax Serverの SMTPアドレスと一致していることを確
認します。

ステップ 4 [メールボックスパスワード]フィールドで、パスワードが正しいことを確認します。

ステップ 5 [メール配信方向]フィールドで両方が選択されていることを確認し、 [OK]を選択します。
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FAXが Unity Connectionに配信されたことを確認する

手順

ステップ 1 Windowsの [スタート（Start）]メニューから、[すべてのプログラム（All Programs）]> [RightFax FaxUtil]
を選択します。

ステップ 2 [RightFax FaxUtil]ウィンドウの左ペインで、テスト FAXを送信するユーザーを選択します。

ステップ 3 [FAX]メニューで [新規作成]を選択します。

ステップ 4 [FAX情報]ダイアログボックスのメインタブを選択します。

ステップ 5 [名前]フィールドで下向き矢印を選択し、 [メールアドレス]を選択します。

ステップ 6 [メールアドレス]フィールドで、FAX配信の問題が発生しているユーザーのメールアドレスを入力しま
す。

ステップ 7 保存を選択します。

ステップ 8 右側のペインで、テスト FAXの送信中の状況をメモします。

（注）

ファックスの進行状況の表示を更新するには、 F5を押します。

ファックス機へのファックス配信の問題

FAXが FAXマシンに配信されない場合、次のタスクリストを使用して、原因を特定し、問題
を解決します。問題が解決するまで、提示された順序でタスクを実行してください。

ファックス機でのファックス配信の問題をトラブルシューティングするためのタスクを次に示

します。

1. FAXマシンに送信された FAXの状況を確認します。「FAX機に配信された FAXのステー
タスを確認する」（24-3ページ）を参照してください。

2. メールクライアントを POP3メールボックスに接続することで、FAXが POP3メールボッ
クスにあることを確認します。

メールクライアントは POP3メールボックスにメッセージを残すように設定する必要があ
ります。

3. RightFax Email Gatewayで、POP3メールボックス名とパスワードが正しいことを確認しま
す。「POP3メールボックス名とパスワードが正しいことを確認する」の項（24-3ページ）
を参照してください。

4. ネットワーク上で、POP3メールボックスのアカウントがパスワードの期限切れにならな
いように設定されていることを確認します。パスワードの有効期限が切れていると、FAX
がルーティングできなくなります。
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5. SMTPサーバー設定でCiscoFaxServerの IPアドレスがリストされており、UnityConnection
が許可されていることを確認します。「SMTPサーバーの設定が正しいことの確認」を参
照してください。

6. SMTPマイクロトレース（すべてのレベル）を有効にすることで、SMTPサーバーが FAX
を処理する方法をトラブルシューティングします。マイクロトレースを有効にしてトレー

スログを表示する方法の詳細は、診断トレースを使用したトラブルシューティング（1
ページ）セクションを参照してください。

7. SMTPメッセージが送信されなかったことがトレースログに示される場合、MTAマイクロ
トレース（すべてのレベル）を有効にして、FAXがどのように送信されるかを調査しま
す。マイクロトレースを有効にしてトレースログを表示する方法の詳細は、診断トレー

スを使用したトラブルシューティング（1ページ）セクションを参照してください。

8. ユーザーが FAX送信しようとしたファイルの拡張子が、FAX送信可能なファイルの種類
の一覧に含まれていることを確認します。「FAX可能なファイルタイプのリストが正し
いことを確認する」の項（24-4ページ）を参照してください。

ファックス機に配信されたファックスの状況を確認する

手順

ステップ 1 Windowsの [スタート（Start）]メニューから、[すべてのプログラム（All Programs）]> [RightFax FaxUtil]
を選択します。

ステップ 2 [RightFaxFaxUtil]ウィンドウの左ペインから、FAX機にFAXを送信したユーザーを選択し、[すべて（All）]
を選択します。

ステップ 3 右側のペインで、ファックスの状況と報告されている問題をメモします。

POP3メールボックス名とパスワードが正しいことを確認する

手順

ステップ 1 Windowsの [スタート]メニューから、コントロールパネル > RightFax Email Gatewayの順に選択します。

ステップ 2 [メール設定]ウィンドウの [全般 ]を選択します。

ステップ 3 [POP3メールボックス名（POP3 Mailbox Name）]フィールドで、エントリが Cisco Unity Connection
Administrationの [システム設定（System Settings）] > [FAXサーバー（Fax Server）] > [FAXサーバー設定の
編集（Edit Fax Server Configuration）]ページの Cisco Fax Serverの SMTPアドレスと一致していることを確
認します。

ステップ 4 [メールボックスパスワード]フィールドで、パスワードが正しいことを確認します。
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ステップ 5 [メール配信方向]フィールドで両方が選択されていることを確認し、 [OK]を選択します。

SMTPサーバー設定が正しいことを確認する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection管理で、[システム設定 ]を開き、[ SMTP設定 > サーバー]を選択します。

ステップ 2 SMTPサーバー設定ページで、[編集]メニューを開き、 IPアドレスアクセスリストを検索を選択します。

ステップ 3 [IPアドレスアクセスリストの検索]ページで Cisco Fax Serverの IPアドレスがリストに表示されているこ
とを確認します。 IPアドレスが追加されていない場合は、 [新規追加 ]を選択して IPアドレスを追加しま
す。

ステップ 4 Cisco Fax Serverの IPアドレスに対応する Unity Connectionを [許可（Allow）]するチェックボックスをオ
ンにし、まだオンにされていない場合はオンにし、[保存（Save）]を選択します。

FAX可能なファイルタイプのリストが正しいことを確認する

手順

ステップ 1 CiscoUnityConnectionAdministrationで、[システム設定（System Settings）]を展開し、[詳細（Advanced）]>
[FAX]を選択します。

ステップ 2 [FAXの設定]ページの [FAX送信可能ファイルタイプ]フィールドに表示されるファイル拡張子をメモしま
す。

ステップ 3 ユーザーがFAX送信しようとしたファイル拡張子がリストにない場合は、コンマを入力してから拡張子を
入力し、[保存（Save）]を選択します。

FAX通知の問題
Unity Connectionからの FAX通知がユーザーに対して有効になっていることを確認します。

ユーザーに対して FAX通知が有効になっていることを確認する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[ユーザー（Users）]を展開し、その後 [ユーザー（Users）]を選
択します。 [ユーザーの検索]ページで、ユーザーのエイリアスを選択します。
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ステップ 2 [編集（Edit）]メニューから [通知デバイス（Notification Devices）]を選択します。

ステップ 3 [通知デバイス]ページで、適切な通知デバイスの名前を選択します。

ステップ 4 [通知デバイスの編集（Edit NotificationDevice）]ページの [通知ルールイベント（Notification Rule Events）]
で、[FAXメッセージ（Fax Messages）]チェックボックスをオンにして、[保存（Save）]を選択します。

FAXレシートの問題
このセクションでは、一部の FAXレシート関連の問題のトラブルシューティング手順を説明
します。

Fax Receipts Not Delivered

Cisco Fax Server上の配信済みレシートと未配達レシートのプレフィックスを確認する

手順

ステップ 1 Windowsの [スタート（Start）]メニューで、[コントロールパネル（Control Panel）] > [RightFax Enterprise
Fax Manager]を選択します。

ステップ 2 [メール設定]ウィンドウの [全般 ]を選択します。

ステップ 3 [RightFax Enterprise Fax Manager]ウィンドウの左ペインで、Cisco Fax Serverの名前を選択します。

ステップ 4 右側のペインの [サービス名]で、[ RightFax eTransportモジュール]までスクロールダウンします。

ステップ 5 [RightFax eTransport Module]を右クリックして、[サービスの設定（Configure Services）]を選択します。

ステップ 6 [カスタムメッセージ]タブを選択します。

ステップ 7 該当するフィールドで、テキストの先頭にあるファックス失敗プレフィックスを確認します (デフォルトの
ファックス失敗プレフィックスは [ファックス失敗]です)。 FAX失敗プレフィックスを次のフィールドの
先頭に表示することを推奨します:

•イメージングエラー

•不正なフォームタイプ

•不正な FAX電話番号

•再試行回数が多すぎる

•送信エラー

•不完全な FAX

•無効な請求コード

• FAXに承認が必要

• FAX番号がブロック
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•人間が応答した FAX

•ダイヤル拒否による FAXのブロック

フィールドの先頭のテキストが Cisco Unity Connection Administrationの [システム設定（System Settings）]
> [詳細（Advanced）] > [FAX]ページの [ファクス送信失敗通知の件名プレフィックス（Subject Prefix for
Notification of a Failed Fax）]の値と一致する場合、Unity Connectionはユーザーに失敗した FAXを通知しま
す。

ステップ 8 [送信成功]フィールドで、テキストの先頭にあるファックス成功プレフィックスを確認します (デフォルト
のファックス成功プレフィックスは [Fax Success]です)。

フィールドの先頭のテキストが Cisco Unity Connection Administrationの [システム設定（System Settings）]
> [詳細（Advanced）] > [FAX]ページの [ファクス送信成功通知の件名プレフィックス（Subject Prefix for
Notification of a Successful Fax）]の値と一致する場合、Unity Connectionはユーザーに成功した FAXを通知
します。

ステップ 9 [OK]を選択します。

Cisco Unity Connectionで配信済みレシートと配信不能レシートのプレフィックスを確認する

手順

ステップ 1 CiscoUnityConnectionAdministrationで、[システム設定（System Settings）]を展開し、[詳細（Advanced）]>
[FAX]を選択します。

ステップ 2 [FAX設定（Fax Configuration）]ページの [FAX送信成功通知の件名プレフィックス（Subject Prefix for
Notification of a Successful Fax）]フィールドで、設定が「Cisco Fax Server上の配信済みレシートと未配信レ
シートのプレフィックスを確認する」の手順（24-5ページ）のステップ 8で説明されている [正常送信
（Successful Send）]フィールドのプレフィックスと一致していることを確認します。

ステップ 3 [FAX送信失敗通知の件名プレフィックス（Subject Prefix for Notification of a Failed Fax）]フィールドで、設
定が、「Cisco Fax Server上の配信済みレシートと未配信レシートのプレフィックスを確認する」の手順
（24-5ページ）のステップ 7で説明されているフィールドのプレフィックスと一致していることを確認し
ます。

ステップ 4 保存を選択します。
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User Mailbox is Filled with Fax Notifications

FAX通知を無効にする

手順

ステップ 1 [RightFax Enterprise Fax Manager]ウィンドウの右ペインで [ユーザー（Users）]を展開し、FAX通知を無効
にするユーザーを右クリックして、そして [編集（Edit）]を選択します。

ステップ 2 [ユーザー編集]ダイアログボックスで通知タブを選択します。

ステップ 3 [FAX受信に関する通知]の下で、[初回受信時 ]チェックボックスのチェックを解除します。

ステップ 4 [OK]を選択します。

ステップ 5 FAX通知を無効にする残りのすべてのユーザーに対して、手順 1～手順 4を繰り返します。

ステップ 6 [RightFax Enterprise Fax Manager]ウィンドウを閉じます。

FAXの印刷に関する問題
印刷のために FAX機に送信したが、ドキュメントの一部が印刷されない場合は、次の操作を
行ってください。

• MTAマイクロトレースを使用して、ファックスにレンダリングされないファイルを判別
します。ファイルの種類をメモします。マイクロトレースを有効にしてトレースログを

表示する方法については、診断トレースを使用したトラブルシューティング（1ペー
ジ）セクションを参照してください。

• FAX送信可能なファイルの種類に、印刷のために FAXマシンに送信したファイルの種類
が含まれていることを確認します。「FAX可能なファイルタイプのリストが正しいこと
を確認する」の項（24-6ページ）を参照してください。

FAX可能なファイルタイプのリストが正しいことを確認する

手順

ステップ 1 CiscoUnityConnectionAdministrationで、[システム設定（System Settings）]を展開し、[詳細（Advanced）]>
[FAX]を選択します。

ステップ 2 [FAXの設定]ページの [FAX送信可能ファイルタイプ]フィールドに表示されるファイル拡張子をメモしま
す。

ステップ 3 ユーザーがFAX送信しようとしたファイル拡張子がリストにない場合は、コンマを入力してから拡張子を
入力し、[保存（Save）]を選択します。
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第 27 章

トラブルシューティングレポート

• Troubleshooting Reports（257ページ）

Troubleshooting Reports

概要

生成したレポートにデータが表示されない場合、以下のタスクリストを使用して、原因を特定

し、問題を解決します。

1. Unity Connection Reports Data Harvesterサービスが実行中であることを確認します。
「Connectionがデータハーベスタサービスが実行中と報告することを確認する」の項（25-1
ページ）を参照してください。

2. レポートデータの収集サイクルを調整します。「レポートデータ収集サイクルを調整す
る」の項（25-2ページ）を参照してください。

3. トレースを使用してレポートのトラブルシューティングを行います。適切なトレースを有
効にしてトレースログを表示する方法の詳細は、診断トレースを使用したトラブルシュー

ティング（1ページ）セクションを参照してください。

利用可能なレポートおよび生成方法の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/
voice_ip_comm/connection/15/serv_administration/guide/b_15cucservag.htmlにある『Cisco Unity

Connection Serviceabilityアドミニストレーションガイド、リリース 15』の「レポートを使用す
る」の章を参照してください。

接続レポート Data Harvesterサービスが実行中であることを確認する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityで [ツール]メニューを展開し、[サービス管理]を選択します。
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ステップ 2 Control Center –機能サービスのページの [オプションのサービス]で、接続レポートデータ収集サービスを
見つけます。

ステップ 3 Connection Reports Data Harvesterサービスのアクティベート状況が アクティベートであることを確認しま
す。アクティベートのステータスが [非アクティブ（Deactivated）]の場合、[アクティブ（Activate）]を選
択します。

ステップ 4 接続レポート Data Harvesterサービスのステータスが 開始済み になっていることを確認します。サービ
ス状況が [停止]の場合、[開始]を選択します。

ステップ 5 接続レポート Data Harvesterサービスの実行時間が 00:00:00よりも大きいことを確認します。実行時刻が
00:00:00である場合、接続レポート Data Harvesterサービスを停止します、その後手順 3と手順 4を繰り
返します。

レポートデータ収集サイクルの調整

手順

ステップ 1 [データ収集サイクル]フィールドの値が高すぎる場合、データ収集の各サイクル間の時間が長すぎるため、
データがレポート用にまだ収集されていない可能性があります。

ステップ 2 CiscoUnityConnectionAdministrationで、[システム設定（System Settings）]を展開し、[詳細（Advanced）]>
[レポート（Reports）]を選択します。

ステップ 3 [レポート構成]ページの [データ収集サイクル間の分]フィールドで、レポートのデータ収集の各サイクル
間の時間 (分)を入力します。デフォルトは 30分です。

ステップ 4 保存を選択します。
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第 28 章

Cisco Personal Communications Assistant
(PCA)のトラブルシューティング

•概要（259ページ）
•ユーザーが Cisco PCAページにアクセスできない（260ページ）
•ユーザーが Cisco Personal Communications Assistantページにアクセスするときに表示され
るセキュリティ警告（261ページ）

•ユーザーが Cisco PCAから Unity Connectionウェブツールにアクセスできない（262ペー
ジ）

•ユーザーが Cisco PCAのページの変更を保存できない（262ページ）
• Cisco PCAエラーメッセージ（263ページ）
•メニューバーのテキストが表示されない (Microsoft Windowsのみ)（266ページ）
• Tomcatサービスが起動しているかどうかを確認する（267ページ）

概要
Cisco Personal Communications Assistant (PCA)は、ユーザーが Unity Connectionでメッセージや
個人的な基本設定を管理するために、Cisco Unity Connectionウェブツールへのアクセスを提供
するポータルサイトです。Unity Connectionウェブツールには、MessagingAssistant、Messaging
Inbox、Cisco Unity Connectionパーソナル通話転送ルールが含まれます。 Cisco PCAはインス
トール中に Unity Connectionサーバーにインストールされます。

Ciscoパーソナルコミュニケーションアシスタントの問題をトラブルシューティングするため
のタスクを以下に示します。

•問題に関連するエラーメッセージがある場合は、「Cisco PCAのエラーメッセージ」の項
（28-3ページ）を参照してください。

•「ユーザーがCiscoPCAページにアクセスできない」の項（26-1ページ）を参照し、URL、
不正なブラウザ設定、またはサポート対象外のソフトウェアがワークステーションにイン

ストールされていることを含め、ユーザーがCisco PCAページにアクセスできない最も一
般的な理由を考えます。
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•ユーザーが Cisco PCAウェブサイトをまったく参照できない、または Cisco PCAアプリ
ケーションへのアクセスに問題がある場合、ユーザーおよび管理者アクセスのトラブル

シューティング（33ページ）の章で該当するトラブルシューティング手順を参照してく
ださい。

• Media Playerが正しく表示されない、またはまったく表示されない場合に問題がある場合
は、「Media Playerのトラブルシューティング」の章を参照してください。

•メニューバーにテキストが表示されない場合は、「メニューバーのテキストがない
（Microsoft Windowsのみ）」の項（26-6ページ）を参照してください。

• Tomcatサービスが実行中であることを確認します。「Tomcatサービスが起動しているこ
とを確認する」の項（28-7ページ）を参照してください。

•ロケールをサポートするために、ブラウザー設定が適切に変更されているかどうかを確認
します。

問題を解決できず、Cisco TACに問題を報告する予定の場合は、システムおよび問題に関する
情報を提供するよう求められます。

ユーザーが Cisco PCAページにアクセスできない
ユーザーは Cisco Personal Communications Assistant (PCA)ウェブサイトを使用して、Messaging
Assistantとパーソナル着信転送ルールのページにアクセスします。

ユーザーが Cisco PCAページにアクセスできない場合、以下の原因が考えられます。

• Cisco PCA URLでは大文字と小文字が区別されます—ユーザーは URL http://<Cisco Unity
Connection server>/ciscopcaから Cisco PCAにアクセスできます。ただし、URLでは大文
字と小文字が区別されることに注意してください。

•ブラウザまたはクライアントの構成が適切に構成されていない—ユーザーが Cisco PCA
ページのいずれにもアクセスできない場合、ユーザーのブラウザまたはクライアントワー

クステーションが適切に構成されていない可能性があります。ブラウザとクライアント

ワークステーションが『 Cisco Unity Connectionリリース 15版ユーザーワークステーショ

ン設定ガイド』に従って設定されていることを確認してください。ガイドは
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/user_setup/guide/b_
15cucuwsx.htmlで入手できます。

•クライアントワークステーションにサポートされていないソフトウェアがインストールさ
れている—ユーザーがワークステーションにサポートされていないソフトウェアの組み合
わせまたはサードパーティアプリケーションをインストールしていないことを確認しま

す。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/cucclientmtx.html
で入手可能な『CompatibilityMatrix: CiscoUnity Connectionとユーザーワークステーション
上のソフトウェア』を参照してください。
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また、ユーザーはウェブ受信箱の URLにアクセスし、そこから [Messaging Assistant]および
[パーソナル着信転送ルール]ページにリンクできます。ウェブ受信箱の URLは http://<Unity
Connection server>/inboxです。

ユーザーが Cisco Personal Communications Assistantペー
ジにアクセスするときに表示されるセキュリティ警告

インストール中に生成された自己署名証明書を使用して、Cisco PCAに SSL Unity Connection
を提供する場合、ユーザーのウェブブラウザには、サイトの信頼性を確認できないことをユー

ザーに警告するメッセージが表示されるため、その内容は信頼できません。同様に、自己署名

SSL証明書を使用して IMAPメールクライアントから Unity Connectionへのアクセスを保護す
る場合、UnityConnectionでの使用をサポートしている一部のメールクライアントはSSLセキュ
リティメッセージを表示します。

アラートが表示されてもユーザーはUnityConnectionにアクセスできますが、ユーザーがCisco
PCAを参照したり、IMAPメールクライアントからメッセージにアクセスしたりするときのセ
キュリティアラートを管理または排除するために、次のオプションのいずれかを検討してくだ

さい。

• SSL証明書を各ユーザーのワークステーションの信頼されたルートストアに追加します。
このようにして、ユーザーにセキュリティの警告が表示されないようにすることができま

す。次の「ユーザーのワークステーションの信頼されたルートストアに SSL証明書を追
加する」手順を参照してください。

•ブラウザまたはメールクライアントが警告を表示し、続行する方法を尋ねるとき、「永久
に受け入れる」(または同様の)オプションを選択するようにユーザーに伝えます。ブラウ
ザおよび/またはメールクライアントに常に証明書を受け入れるように指示した後、ユー
ザーに再度表示されるアラートはありません。

ユーザーワークステーションの信頼されたルートストアに SSL証明書
を追加する

手順

ステップ 1 Unity Connectionサーバーの OS管理アプリケーションから、右クリックして証明書をダウンロードし、
ファイルとして保存します。

ステップ 2 各ユーザーのワークステーションに証明書をコピーし、ブラウザのツールまたは IMAPクライアント (該当
する場合)を使用して証明書をインポートします。
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ユーザーが Cisco PCAから Unity Connectionウェブツール
にアクセスできない

ユーザーが Cisco Personal Communications Assistant（PCA）にはアクセスできるが、Messaging
Assistantまたはパーソナル通話転送ルールにアクセスできない場合、以下の原因が考えられま
す。

• Cisco Unity Connection Administrationの [サービスクラス（Class of Service）] > [サービスク
ラスの編集（Edit Class of Service）]ページまたは [サービスクラス（Class of Service）] >
[新しいサービスクラス（New Class of Service）]ページで、ユーザーに適切なサービスク
ラス権限を付与する必要があります。これにより、ユーザーは [Messaging Assistant]にア
クセスできます。ユーザーが割り当てられたサービスクラスでは、[ユーザーにMessaging
Assistantの使用を許可する]設定が有効になっている必要があります。

ウェブ受信箱がメッセージング受信箱に取って代わりました。

ウェブ受信箱のトラブルシューティング情報は、「ウェブ受信箱

のトラブルシューティング」の章を参照してください。

（注）

• Cisco Unity Connection Administrationの [サービスクラス（Class of Service）] > [サービスク
ラスの編集（Edit Class of Service）]ページまたは [サービスクラス（Class of Service）] >
[新しいサービスクラス（New Class of Service）]ページで、ユーザーに適切なサービスク
ラス権限を付与する必要があります。これにより、ユーザーは [パーソナル通話転送ルー
ル（Personal Call Transfer Rules）]にアクセスできます。ユーザーが割り当てられている
サービスクラスでは、[ユーザーにパーソナル着信転送ルールの使用を許可する]設定が有
効になっている必要があります。

ユーザーが Cisco PCAのページの変更を保存できない
ユーザーのブラウザ設定が一時インターネットページを自動的にキャッシュするように設定さ

れている場合、ユーザーはブックマークまたはお気に入りを作成して、Messaging Assistantま
たはパーソナル着信転送ルールのウェブページにアクセスできます。しかし、このページは読

み取り専用です。個々のページではなく、Cisco PCAホームページをブックマークする必要が
あることをユーザーに説明します。また、回避策として、ユーザーはブラウザ設定を変更しな

いでください。ブラウザが新しいバージョンの一時インターネットファイルを自動的に確認す

るように設定されていない場合、Media Masterコントロールは正しく表示されません。
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Cisco PCAエラーメッセージ
「ファイルが見つかりません」や「不正なアクセス」などのブラウザエラーメッセージに加え

て、ユーザーは Cisco PCA特有のエラーメッセージ、Javaプラグインのエラーメッセージ、
Tomcatのエラーメッセージを Cisco PCAにサインインするとき、またはメッセージングアシ
スタント、メッセージングインボックス、または Cisco Unity Connectionパーソナル通話転送
ルールを使用するときに見ることがあります。

ユーザーに表示される 4種類のエラーメッセージを次の表に示します:

ブラウザのエラーメッセージは、Cisco PCAのインストールに失敗した、
ユーザーが Unity Connectionサーバーへのネットワークアクセスを持たな
い、ブラウザが正しく設定されていない、またはユーザーが必要なセキュリ

ティ証明書（Cisco PCAがSSL接続を使用する場合）をインストールしてい
ないことを示す場合があります。

ブラウザエラー

メッセージ

Cisco PCA固有のエラーメッセージは、サインインページまたは別の Cisco
PCAページに表示され、通常はユーザー資格情報または Cisco PCA内のア
クションに問題があることを示します。

Cisco PCA固有の
エラーメッセージ

Javaプラグイン固有のエラーまたは警告メッセージは、MediaMasterをウェ
ブページに統合するための Javaプラグインをロードするページで発生する
ポップアップアラートです。これらのメッセージは通常、MediaMasterを含
むページに移動したときに、Javaプラグインが初めてロードされたときに表
示されます。

Javaプラグインの
エラーメッセージ

Tomcatエラーは、Unity Connectionサーバーでファイルの破損やメモリ不足
などのシステムエラーが発生した場合に発生します。通常、Tomcatエラー
メッセージには、一連のアプリケーションエラーが一覧表示されます。各

例外の後には、エラーが発生したときに Tomcatサービスが実行しようとし
ていた内容が表示されます。一部の例外では、エラーを説明するメッセージ

も提供されます。エラーメッセージの [例外]および [根本原因]セクション
には、問題に関する追加情報が記載されている場合があります。

Tomcatエラーメッ
セージ

エラーメッセージ:「サインイン状況–アカウントがロックされていま
す。」

「サインイン状況–アカウントがロックされました」というエラーメッセージが表示された場
合、サインインの失敗回数が許容値を超えた可能性があります。 (この制限は Cisco Unity
Connection管理の [システム設定] > [認証規則]ページで設定します。)ユーザーが資格情報を
忘れたか、権限のないユーザーがアクセスしようとした可能性もあります。

以下のタスクリストを使用して、問題の原因を特定し、修正します。
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1. アカウントがロックされていることを確認するには、CiscoUnityConnection管理で、[ユー
ザー] >各ユーザーの [パスワード設定の編集]ページで、[パスワードを選択]メニューの
[ウェブアプリケーション]を選択します。 [ウェブアプリケーションのパスワード設定]
で、ユーザー資格情報のステータスを確認して、パスワードが管理者によってロックされ

たのか、サインイン試行に失敗したのか、またはサインイン試行の失敗回数を超えた後で

パスワードがロックされたのかを判断できます。

2. ユーザーアカウントのロックを解除するには、Cisco Unity Connection管理で、[ユーザー]
>各ユーザーの [パスワード設定の編集]ページで、[パスワードを選択]メニューの [ウェブ
アプリケーション]を選択します。 [ウェブアプリケーションのパスワード設定]の下で、
[ロック解除パスワード]を選択します。

デフォルトのアプリケーション管理アカウントがロックされている場合、例えばパスワードの

期限が切れているか、ログインに何回も失敗したことが原因で、アプリケーション管理アカウ

ントはCiscoUnified Serviceabilityにログインできません。インストール時に既定のアプリケー
ション管理アカウントのアカウント名とパスワードを指定します。また、CiscoUnityConnection
の管理で追加のアプリケーション管理アカウントを作成し、管理します。アカウントのロック

を解除するには、utils cuc reset password CLIコマンドを使用してパスワードを変更します。パ
スワードを変更すると、アカウントのロックも解除されます。（アカウントがハッキングされ

た場合、パスワードも変更せずにロック解除することは望ましくありません。）

（注）

エラーメッセージ：「Apache Tomcat/<Version> – HTTPステータス 500
–内部サーバーエラー。」

インストール時のファイルの破損、またはTomcatのメモリ破損が原因で、ユーザーに「Apache
Tomcat/<version> – HTTPステータス 500 –内部サーバーエラー」というエラーメッセージが表
示される場合があります。これが問題の原因であることを確認するには、Tomcatエラーペー
ジで例外の根本原因を確認します。次のような例外メッセージが表示される場合、ファイルま

たはメモリが破損しています。

java.lang.ClassFormatError: <classpath>/<classname> (定数プールインデックスが不正です)

Cisco TACに連絡してください。

エラーメッセージ：「サイトは利用できません。」

ユーザーに「サイトが利用できません」というエラーメッセージが表示された場合は、Apache
Tomcatサービスが実行中であることを確認してください。「Tomcatサービスが起動している
ことを確認する」の項（28-7ページ）を参照してください。
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Cisco Unity Connection Administrationまたは Cisco PCAで PCマイク使用
時のエラーメッセージ：「<Save Message>に失敗しました」

既存の .wavファイルをアップロードするか、新しい録音メッセージを音声名またはPCマイク
を使用した挨拶として保存するときに、操作に失敗したことを示すエラーメッセージが表示さ

れます。たとえば、ユーザーが PCのマイクを使用して新しい挨拶を保存する場合、ユーザー
は「挨拶の保存に失敗しました」というエラーメッセージを受け取ります。このエラーメッ

セージは、ユーザーが Cisco Unity Connectionの管理 (CUCA)または Cisco Unity Connectionの
Cisco Personal Communications Assistant (CPCA)ウェブアプリケーションのいずれかを使用して
いる場合に表示されます。クライアント側の Javaコンソールログには次の例外も表示されま
す:

スレッド「Timeout guard」で例外が発生しました。java.security.AccessControlException:アクセ
スが拒否されました (java.net.SocketPermission connect, resolve)

録音されたメッセージを正常に送信するには、以下のエントリをクライアント側 JREセキュリ
ティプロファイルファイルに追加し、そのファイルは通常 java.policyという名前で、Unity
Connectionサーバーの IPアドレスを使用します。クラスターの場合、パブリッシャとサブス
クライバのそれぞれに対してエントリを追加する必要がある場合があります。

permission java.net.SocketPermission, "connect,resolve";

java.policyセキュリティプロファイルファイルの変更時に権限エラーが発生した場合、ファイ
ルの権限を親からの権限を継承しないようにし、読み取り専用にしないように設定する必要が

あります。

エラーメッセージ：「アプリケーションがセキュリティ設定によりブ

ロックされました。セキュリティ設定により、自己署名アプリケー

ションの実行がブロックされています。

次の条件の下で、ユーザーに次のエラーメッセージが表示されます。「アプリケーションがセ

キュリティ設定によりブロックされました。セキュリティ設定により、自己署名アプリケー

ションの実行がブロックされています」

•既存の .wavファイルをアップロードしている間、または新規の録音されたメッセージを
ボイス名または

•既存の .wavファイルをアップロードするとき、またはグリーティングとして録音された
新しいメッセージを保存するとき。

ウェブブラウザとしての IEで、Javaバージョン 7最新の更新とともにMedia Masterバーを使
用しています。

問題を解決するには、次の手順に従います。

1. Javaコントロールパネルの [セキュリティ]タブを選択します。

2. [例外サイトリスト]ウィンドウで [追加]を選択します。
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3. [場所]の下にある空のフィールドに URLを入力します。

4. [追加]を選択し、リストが完成するまで URLを入力します。 [OK]を選択して、入力した
URLを保存します。

5. [キャンセル]を選択すると、URLは保存されません。

電話を使用してMedia Masterから録音を再生しようとすると「アクセ
スが拒否されました」というエラーメッセージが表示される

ユーザーがウェブの受信箱から Cisco Personal Communications Assistant (CPCA)を開いて録画を
再生しようとすると、「アクセスが拒否されました」というエラーが表示されます。この問題

を解決するには、ウェブ受信箱から開く代わりに、新しいウィンドウで直接 Cisco PCAを開
き、録画を再生してください。

メニューバーのテキストが表示されない (Microsoft
Windowsのみ)

CiscoPersonalCommunicationsAssistantウェブツールのメニューバーにテキストがなく、メニュー
項目を示す下矢印しか表示されていない場合は、次の手順を行ってください。

Ciscoパーソナルコミュニケーションアシスタントのメニューバーに
必要な DLLの再登録

手順

ステップ 1 ユーザーのワークステーションで、[スタート（Start）]を選択し、[実行（Run）]を選択します。

ステップ 2 [実行]ウィンドウで、 regsvr32 msscript.ocxと入力し、[OK]を選択します。

ステップ 3 DLLの登録に成功したことを示すダイアログボックスで、[OK]を選択します。

ステップ 4 [開始]を選択し、[ファイル名を指定して実行]を選択します。

ステップ 5 [ファイル名を指定して実行]ウィンドウで、「regsvr32 dispex.dll」と入力し、[OK]を選択します。

ステップ 6 DLLの登録に成功したことを示すダイアログボックスで、[OK]を選択します。

ステップ 7 [開始]を選択し、[ファイル名を指定して実行]を選択します。

ステップ 8 [ファイル名を指定して実行]ウィンドウで、「regsvr32 vbscript.dll」と入力し、[OK]を選択します。

ステップ 9 DLLの登録に成功したことを示すダイアログボックスで、[OK]を選択します。
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Tomcatサービスが起動しているかどうかを確認する
以下のタスクを実行して、Tomcatサービスが実行中であることを確認し、必要に応じて、
Tomcatサービスを再起動します。

1. Real-Time Monitoring Tool（RTMT）または Command Line Interface（CLI）のいずれかを使
用して、Tomcatサービスが実行中であることを確認します。適用可能な手順を実行しま
す。

• Real-Time Monitoring Tool（RTMT）を使用して、Tomcatサービスが実行中であること
を確認する（26-7ページ）

•コマンドラインインターフェース (CLI)を使用して、Tomcatサービスが実行中である
ことを確認する（26-7ページ）

2. 必要に応じて、コマンドラインインターフェース (CLI)を使用して、Tomcatサービスを
再起動します。「コマンドラインインターフェース (CLI)を使用して Tomcatサービスを
再起動する」を参照してください。

Real-Time Monitoring Tool（RTMT）を使用して、Tomcatサービスが実
行中であることを確認する

手順

ステップ 1 Real-Time Monitoring Tool (RTMT)を起動します。

（注）

RTMTの使用の詳細については、『 Cisco Unified Real Time Monitoring Toolアドミニストレーションガイド
』( http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_ガイドs_list.html)を参照してください。

ステップ 2 システムメニューでサーバー > クリティカルサービスを選択します。

ステップ 3 [システム]タブで [Cisco Tomcat]を見つけ、そのステータスを表示します。状況はアイコンで表示されま
す。
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コマンドラインインターフェース (CLI)を使用して、Tomcatサービス
が実行中であることを確認する

手順

ステップ 1 すべてのサービスを一覧表示するには、CLIコマンド utils service listを使用します。

（注）

CLIコマンドの使用に関する詳細は、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.htmlにある、該当する『Command

Line Interface Reference Guide for Cisco Unified Communications Solutions』を参照してください。

ステップ 2 Cisco Tomcatサービスの CLI出力をスキャンし、そのステータスが開始済みであることを確認します。

コマンドラインインターフェース (CLI)を使用して、Tomcatサービス
を再起動する

手順

Cisco Tomcatサービスを再起動するには、CLIコマンド utils service restart Cisco Tomcatを使用します。

（注）

CLIコマンドの使用に関する詳細は、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.htmlにある、該当する『Command

Line Interface Reference Guide for Cisco Unified Communications Solutions』を参照してください。
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第 29 章

パーソナル着信転送ルールのトラブル

シューティング

• Troubleshooting Personal Call Transfer Rules（269ページ）

Troubleshooting Personal Call Transfer Rules

パーソナル着信転送ルール設定が利用できない

ユーザーが電話インターフェイスのパーソナル通話転送ルール設定メニューが聞こえない、ま

たは Ciscoパーソナル通信のアシスタントで Cisco Unity Connectionパーソナル通話転送ルール
ウェブツールリンクが表示されない場合、そのユーザーがパーソナル通話転送ルールウェブ

ツールへのアクセスが可能なサービスクラスに割り当てられていることを確認します。

さらに、次の手順を実行して、地域制限なし機能ライセンスオプションの値が [はい]に設定
されていることを確認します。値が [いいえ]に設定されている場合、パーソナル着信転送ルー
ルは使用できず、英語-米国は使用できません。この問題を解決するには、この機能が有効な
ライセンスをインストールしてから、Cisco Unity Connectionを再起動します。 (この機能を有
効にするには追加料金が必要な場合があります。Ciscoアカウントチームに連絡して更新され
たライセンスファイルを入手してください。)詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/
td/docs/voice_ip_comm/connection/15/install_upgrade/guide/b_15cuciumg.htmlにある『Cisco Unity

Connectionインストール、アップグレード、メンテナンスガイド、リリース15」の「ライセン
スを管理する」の章を参照してください。

地域制限なし機能ライセンスオプションの値の決定

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection管理で、システム設定を開き、 ライセンスを選択します。
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ステップ 2 [ライセンス数]の表の下で、[米国英語での使用と許可されるパーソナル着信ルーティングルール
(LicRegionIsUnrestricted)]の値が [はい]に設定されていることを確認します。

パーソナル着信転送のルールと宛先

パーソナル着信転送ルールでは、着信を電話の宛先、宛先グループ、またはボイスメールに転

送できます。宛先グループには、少なくとも1つの電話宛先が含まれる必要があります。SMS
および SMTPデバイスを含むこともできます。宛先グループ内の宛先は、リストされている
優先順位に従って順番に試行され、宛先の電話が応答されるか、発信者が電話を切るまで続き

ます。

ユーザーがMessaging Assistantウェブツールに通知デバイスの電話番号を入力すると、その番
号が [宛先の表示]ページに表示され、ルールの宛先として使用できます。通知デバイスを有
効にする必要はありません。あらかじめ入力されているこれらの宛先は、パーソナル着信転送

ルールウェブツールで編集したり削除したりすることはできません。これらは、Messaging
Assistantの [通知デバイス]ページでのみ編集できます。

ポケベルの宛先はルールでサポートされている宛先ではないため、[宛先の表示（View
Destinations）]ページには表示されないことに注意してください。

通話スクリーニングと通話保留のオプション

パーソナル着信転送ルールウェブツールで通話スクリーニングと通話保留のオプションを利用

できない場合、以下の情報を使用して、考えられる原因のトラブルシューティングを行ってく

ださい。

•ユーザーが、通話スクリーニングおよび/または通話保留のオプションへのアクセスを許
可するサービスクラスに属していることを確認します。

通話保留は、プライマリ内線への通話にのみ適用されます。（注）

•パーソナル着信転送ルールウェブツールで、ユーザーが着信スクリーニングのオプション
へのアクセスを許可するサービスクラスに属している場合でも、[通話のスクリーニング]
チェックボックスがグレー表示される場合があります。オプションがグレー表示されてい

る場合、以下の手順に従って問題を解決してください。
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パーソナル通話転送ルールウェブツールで通話のスクリーニングオプションを有効にす

る

手順

ステップ 1 パーソナル通話転送ルールWebツールの [設定（Preferences）]メニューで、[通話保留とスクリーニング
（Call Holding and Screening）]を選択します。

ステップ 2 [通話の保留とスクリーニングのオプション]ページで、[通話のスクリーニング]セクションで少なくとも
1つのオプションが有効になっていることを確認します。

規則の適用に関する問題

ルールが期待通りに適用されない場合、以下の問題が考えられます。

•アクティブなルールセットが作成されたが、ユーザーが着信したときに失敗する：「アク
ティブなルールを持つユーザーが着信したときに、ルールが適用されない」（27-3ペー
ジ）を参照してください。

•特定の発信者からの通話にのみ適用されることをユーザーが想定していた場合に、すべて
の着信にルールが適用される：パーソナル通話転送ルールは、「From」または「NotFrom」
の条件を設定せずに作成できます。このように設定すると、すべての着信にルールが適用

されます。

•ミーティングに関連するルールまたはカレンダーエントリが期待どおりに機能しない：
「ミーティング条件に基づくルールが正しく適用されない」（27-4ページ）を参照してく
ださい。

•発信者または発信者グループに基づくルールが正しく適用されない—ユーザーのプライマ
リ内線、自宅電話、職場電話、モバイル端末、あるいは管理者が定義した電話番号または

ユーザーが定義した連絡先は、着信発信者 IDまたは ANIと一致する必要があります。
Unityで指定された発信者の電話番号が、着信した発信者番号番号または ANIと一致する
ことを確認します。

•時間条件に基づくルールが正しく適用されない—ユーザーに対して正しいタイムゾーンが
選択されていることを確認してください。必要に応じて、Cisco Unity Connection管理の
ユーザーの [ユーザーの基本設定の編集]ページで、選択しているタイムゾーンを変更しま
す。

アクティブなルールを持つユーザーが着信したときに、ルールが適用されない

ルールセットが失敗する理由はいくつかあります。
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•また、パーソナル通話転送ルールは、アクティブな基本ルール（標準、オプション、また
は時間外転送ルール）が、基本設定の代わりにパーソナル通話転送ルールを適用するよう

に設定されている場合にのみ使用されます。

•ルールセットは曜日に対して指定されているが、現在の日付を含む日付範囲に対して別の
ルールセットが有効な場合、日付範囲ルールセットが優先されます。

•完全なダイヤル可能な電話番号がない場合、転送は失敗する場合があります。他に試す接
続先がない場合は、発信者はボイスメールに転送されます。

以下のトラブルシューティングのステップを使用して、問題を解決します。

•アクティブな基本転送ルールがパーソナル通話転送ルールを使用するように設定されてい
ることを確認します。「パーソナル着信転送ルールを使用するための基本転送ルールの設

定」を参照してください。

• [着信転送ルールテスター]を使用して、ルールが有効かどうかを確認します。テストに
より、どのルールが現在呼び出されているかがわかります。結果に基づいて、ルールセッ

ト内のルールの優先順位を変更することができます。

テストしているルールを含むルールセットは、着信転送ルールの

テスターが機能するために有効またはアクティブである必要があ

ります。

（注）

•ルールセットの宛先にダイヤル可能な電話番号が含まれていることを確認します。これに
は電話システムが要求するアウトダイヤルアクセスコードも含まれます。

• [ルールの設定]ページで、[パーソナル着信転送ルールのすべての処理を無効にする]チェッ
クボックスがオフになっていることを確認します。チェックボックスがオンの場合、すべ

てのルール処理が無効になります。

パーソナル着信転送ルールを使用するための基本転送ルールの設定

また、パーソナル通話転送ルールは、アクティブな基本ルール（標準、オプション、または時

間外転送ルール）が、基本設定の代わりにパーソナル通話転送ルールを適用するように設定さ

れている場合にのみ使用されます。

ユーザーに対してパーソナル着信転送ルールをオンにするには、次の手順を行います。

ユーザーは、Messaging Assistantを使用して、パーソナル着信転送ルールを適用するための基
本転送ルールを設定することもできます。
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ユーザーごとにパーソナル着信転送ルールをオンにする

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[ユーザー（Users）]を展開し、その後 [ユーザー（Users）]を選
択します。 [ユーザーの検索]ページで、パーソナル着信転送ルールをオンにするユーザーのエイリアスを
選択します。

ステップ 2 [編集（Edit）]メニューで、[転送ルール（Transfer Rules）]を選択します。

ステップ 3 [転送ルール]の表で、パーソナル着信の転送ルールと共に使用する転送ルールを選択します。

ステップ 4 [転送ルールの編集]ページにある、[この基本ルールがアクティブなとき]フィールドで、[パーソナル着信
転送ルールを適用]を選択し、[保存]を選択します。

ステップ 5 使用するその他の転送ルールごとに、手順 2から手順 4を繰り返します。

ミーティング条件に基づくルールが正しく適用されない

パーソナル着信転送ルールにMicrosoft Exchangeカレンダーの予定に基づく条件がある場合、
ルールが期待通りに適用されない場合があります。カレンダー情報は 30分ごとにキャッシュ
されるため、新しく作成された予定はまだキャッシュされていない可能性があります。

以下のトラブルシューティングの手順を試してください。

• Exchange外部サービスが適切に設定されていることを確認します。CiscoUnity Connection
Administrationで、[ユニファイドメッセージング（Unified Messaging）] > [ユニファイド
メッセージングサービス（UnifiedMessaging Services）]を展開し、すべての設定が正しい
ことを確認します。

•適切なサービスがユーザーのユニファイドメッセージングアカウントとして設定されて
いることを確認します。Cisco Unity Connectionの管理で、[ユーザー]を選択し、ユーザー
を検索します。 [ユーザーの基本設定の編集（EditUserBasics）]ページで、[編集（Edit）]
メニューの [ユニファイドメッセージングアカウント（Unified Messaging Accounts）]を
選択して設定を確認します。

外部サービスアカウントの設定に関する詳細は、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/
unified_messaging/guide/b_15cucumgx.htmlにある『Cisco Unity

Connectionユニファイドメッセージングガイド、リリース 15』
の「ユニファイドメッセージングの紹介」の章の「カレンダーお

よび連絡先のインテグレーション」の項を参照してください。

（注）

• Exchangeサーバーと Unity Connectionサーバーのクロックが同じタイムソースに同期され
ていることを確認します。
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•新しく作成されたカレンダーの予定が問題の原因であると考えられる場合は、即時キャッ
シュを強制することで、予定をキャッシュするための 30分のラグを回避できます。「予
定表の予定の即時キャッシュを強制的に行う」の項（27-4ページ）を参照してください。

•「Unity Connectionがカレンダー情報をキャッシュする間隔を変更する」の項（27-4ペー
ジ）を参照してください。

予定表の予定の即時キャッシュを強制的に行う

以下の手順を実行して、Cisco Unity Connectionにカレンダー情報をすぐにキャッシュさせま
す。

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityで、[ツール]メニューの [サービスの管理]を選択します。

ステップ 2 [オプションのサービス（Optional Services）]の下で、[Connection Groupware Caching Service]に対して [停
止（Stop）]を選択します。

ステップ 3 画面が更新されたら、[Connectionグループウェアキャッシュサービス]で [開始]を選択します。

Unity Connectionがカレンダー情報をキャッシュする間隔を変更する

この設定は、[ユーザーの基本設定の編集（EditUserBasics）]ページで [短い予定表キャッシン
グポール間隔を使用する（Use Short Calendar Caching Poll Interval）]チェックボックスがオンの
ユーザーに適用されます。その後、[保存（Save）]を選択します。

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connectionの管理で、[システム設定 > 詳細]を開き、[ユニファイドメッセージングサービス]
を選択します。

ステップ 2 [ユニファイドメッセージングサービスの設定（Unified Messaging Services Configuration）]ページの [予定
表：通常の予定表キャッシングポール間隔（分）（Calendars: Normal Calendar Caching Poll Interval (In
Minutes)）]フィールドで、予定表の連携が設定されているユーザーの今後のOutlook予定表データをキャッ
シュする際に、Unity Connectionが投票サイクル間で待機する時間を分単位で入力します。

数が大きいほど、Unity Connectionサーバーへの影響が減りますが、サーバーはユーザーの Outlook予定表
データに対する直前の変更をタイムリーに処理できなくなります。数が小さいほど、UnityConnectionサー
バーへの影響が増えますが、サーバーはユーザーのOutlook予定表データに対する直前の変更をタイムリー
に処理できるようになります。
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ステップ 3 [予定表：短い予定表キャッシングポール間隔（分）（Calendars: Short Calendar Caching Poll Interval (In
Minutes)）]フィールドには、予定表キャッシュをより頻繁に更新する必要がある予定表ユーザーのため
に、Unity Connectionが次の投票サイクルまで待機する時間（分）を入力します。

Unity Connectionがカレンダー情報をキャッシュする間隔を変更する

この設定は、[ユーザーの基本設定の編集（EditUserBasics）]ページで [短い予定表キャッシン
グポール間隔を使用する（Use Short Calendar Caching Poll Interval）]チェックボックスがオンの
ユーザーに適用されます。その後、[保存（Save）]を選択します。

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connectionの管理で、[システム設定 > 詳細]を開き、[外部サービス]を選択します。

ステップ 2 [外部サービスの設定（External Services Configuration）]ページの [通常の予定表キャッシングポール間隔
（Normal Calendar Caching Poll Interval）]フィールドで、予定表の連携が設定されているユーザーの今後の
Outlook予定表データをキャッシュする際に、Unity Connectionが投票サイクル間で待機する時間を分単位
で入力します。

数が大きいほど、Unity Connectionサーバーへの影響が減りますが、サーバーはユーザーの Outlook予定表
データに対する直前の変更をタイムリーに処理できなくなります。数が小さいほど、UnityConnectionサー
バーへの影響が増えますが、サーバーはユーザーのOutlook予定表データに対する直前の変更をタイムリー
に処理できるようになります。

ステップ 3 [短い予定表キャッシングポール間隔（Short CalendarCaching Poll Interval）]フィールドには、予定表キャッ
シュをより頻繁に更新する必要がある予定表ユーザーのために、UnityConnectionが次の投票サイクルまで
待機する時間（分）を入力します。

すべて転送ルールに関する問題

[すべて転送]ルールを使用すると、次の問題が発生します。

•全員転送ルールを作成できません：パーソナル通話転送ルールウェブツールでは、全員転
送ルールを作成できません。全員転送ルールは電話でのみ作成できます。電話からルー

ルが追加された後は、パーソナル着信転送ルールウェブツールで編集できます。ウェブ

ツールでは、移動先と継続時間の両方を変更することができます。

•全員転送ルールが期待通りに適用されない:全員転送ルールが期待通りに適用されない場
合、宛先の番号に電話システムが要求するアウトダイヤルアクセスコードが含まれている

ことを確認します。
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パーソナル着信転送ルールを使用した電話メニューの動作

パーソナル着信転送ルールの使用時に電話メニューが期待通りに動作しない場合、次の問題を

考慮してください。

•ユーザーは、音声コマンドを使用してパーソナル通話転送ルールを変更することはできま
せん。音声認識機能は、パーソナル通話転送ルールの電話メニューオプションにはまだ対

応していません。ユーザーがパーソナル通話転送ルールを使用する場合、電話のキーパッ

ドを使用して一時的に切り替える必要があります。「タッチトーン会話」と言うか、メイ

ンメニューで9を押すことで、電話のキーパッドの使用に一時的に切り替えることができ
ます。

•パーソナル通話転送ルールの電話メニューオプションが異なる：ユーザーは、再生される
パーソナル着信転送ルールの電話メニューのバリエーションに気付く場合があります。

[パーソナル通話転送ルール（Personal Call Transfer Rules）]電話メニューオプションは動
的に構築され、既存のルールセット、および有効でアクティブになっているルールセット

によって異なります。

•着信の転送を設定またはキャンセルするための電話メニューが利用できない：「Unity
Connectionへのすべての着信の転送を設定またはキャンセルする電話メニューオプション
が利用できません」の項（27-6ページ）を参照してください。

•ユーザーが、通話が Cisco Unityを介して発信される、または直接ダイヤルされる際に一
貫性がないことに気づく：「Unity Connectionを通じて配置された通話とユーザーの電話
に直接配置された通話の動作が一致しない」の項（27-6ページ）を参照してください。

•ルール処理中の呼び出しループ：「ルール処理中の呼び出しループ」の項（27-7ページ）
を参照してください。

UnityConnectionへのすべての着信の転送を設定またはキャンセルする電話メニューオプ
ションが利用できません

このセクションの情報は Cisco Business Editionには適用されません。（注）

Cisco Unity Connectionへのすべての着信の転送を設定またはキャンセルする電話メニューオプ
ションが利用できない場合、以下のトラブルシューティングの手順を試します。

1. 電話システムの AXLサーバー設定が正しいことを確認します。 Cisco Unity Connection
Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）] > [電話システム（Phone
System）]を展開します。 [電話システムの基本]ページで、[編集]メニューの [CiscoUnified
CM AXLサーバー]を選択し、設定を確認します。
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AXLサーバー設定の詳細については、『Cisco Unity Connectionシステムアドミニストレーショ

ンガイド、リリース 15』の「テレフォニー統合（Telephony Integrations）』の章の「電話シス
テム」の項を参照してください。ガイドは https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/15/administration/guide/b_15cucsag.htmlで入手できます。

（注）

2. パブリッシャの Cisco Unified CMサーバーがシャットダウンしていないか、または Unity
Connectionとパブリッシャの Cisco Unified CMサーバーの間にネットワーク接続に問題が
ないかを確認します。 [AXLサーバーの編集]ページの [テスト]ボタンを使用して、接続
をテストします。 Cisco Unified CMパブリッシャデータベースがダウンしている場合、
Unity Connectionは電話のすべての着信の転送 (CFA)設定を変更できません。

すべての着信を Unity Connectionに転送するオプションは、Cisco Unified CMバージョン 4.0以
降との連携でのみ利用できます。このオプションは、以前のバージョンのCiscoUnified CMま
たは Cisco Unified CM Expressでは利用できません。

UnityConnectionを通じて配置された通話とユーザーの電話に直接配置された通話の動作
が一致しない

発信者は、Unity Connection自動アテンダントを通じてユーザーに発信するとき、およびユー
ザーの電話に直接ダイヤルするとき、一貫性のない動作に気付く場合があります。ルールは通

常、自動アテンダントを通じて発信された通話にすぐに適用されますが、直通通話は、電話の

無応答転送タイマーの期限が切れるまで待ってから、通話がUnityConnectionに転送されます。
その後、ルールが適用されます。

以下の手順を使用して、発信方法に関係なく、発信者に一貫したエクスペリエンスを提供しま

す。

1. ルールが適用される前に、常に最初に呼び出し音を鳴らすようにユーザーの電話を設定す
るには、電話から Cisco Unity Connectionにすべての着信を転送する機能をオフにします。
次に、パーソナル着信転送ルールウェブツールの [基本設定]メニューで、[ルールの設定]
を選択します。 [ルールの設定]ページで、[着信転送ルールを適用する前にプライマリ内
線を常に呼び出す]チェックボックスをオンにします。

2. 即時処理のユーザールールを設定するには、[すべての着信の Cisco Unity Connectionへの
転送（Forward All Calls to Cisco Unity Connection）]機能を電話でオンにします。次に、
パーソナル着信転送ルールウェブツールの [基本設定]メニューで、[ルールの設定]を選択
します。 [ルールの設定]ページで、[着信転送ルールを適用する前にプライマリ内線を常
に呼び出す]チェックボックスをオフにします。

ルール処理中の呼び出しループ

通話ループは、Unityによって転送される通話が Unityに戻され、ルールが再度適用されると
きに発生します。発信者は、最初のグリーティングが繰り返される、または同じ宛先に連続的

に試みられるなど、一貫性のない動作を経験する場合があります。
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以下の設定を使用して、呼び出しのループ状態を防ぐことができます。

• Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）] >
[電話システム（PhoneSystem）]を展開して、適切な電話システムを選択します。 [電話シ
ステムの基本]ページで、[監視転送を有効にする]チェックボックスをオンにします。 [監
視転送に対して有効にする（Enable for Supervised Transfers）]設定を選択すると、Unity
Connectionは通話ループ状態を検出して終了するため、通話は正しく処理されます。

•パーソナル通話転送ルールのウェブツールで、[宛先（Destinations）] > [宛先表示（View
Destination）]ページにて、Unity Connectionがユーザーの携帯電話に着信を転送し、携帯
電話が着信を Unity Connectionに転送する際の、通話ループの問題を排除するために、任
意の電話タイプの宛先に対して [ループ検出の有効化（Loop Detection Enabled）]チェック
ボックスをオンにします。ループ検出設定が有効になっている場合、Unity Connectionは
次に割り当てられたデバイスに通話を転送するか（ユーザーが宛先グループを作成してい

る場合）、追加の宛先が定義されていない場合はボイスメールに転送します。

•ルールの宛先が Cisco Unified Communications Managerの無応答転送タイマーフィールドの
値未満になるように、[呼び出し回数（Rings toWait）]フィールドの値を設定することで、
Unity Connectionが通話のコントロールを維持することを許可します。CiscoUnifiedCMの
無応答転送タイマーの値はデフォルトで 12秒に設定されています。呼び出し音は約 3秒
ごとに再生されます。そのため、Unity Connectionの宛先に対する待機するリング数を 3
に設定すると、Unity Connectionは通話のコントロールを維持できます。 Unity Connection
によって開始される監視転送は、ループが開始される前に通話を引き戻し、次の宛先また

は該当する場合はボイスメールに通話を転送しようとします。

パーソナル着信転送ルールの診断トレースを使用する

トレースを使用して、パーソナル着信転送ルールに関する問題をトラブルシューティングでき

ます。診断トレースを有効にして収集する方法の詳細は、診断トレースを使用したトラブル

シューティング（1ページ）の章を参照してください。

パーソナル通話転送ルールのトラブルシューティングには、次のマイクロトレースを有効にし

ます。

• CCL (レベル 10、11、12、13)—カレンダー情報にアクセスするときに使用されます。

• CDE (すべてのレベル)—ルール関連の会話で使用されます。

• ConvSub (すべてのレベル)—電話でパーソナル着信転送ルール設定を構成するときに使用
します。

• ConvRoutingRules (すべてのレベル)—ルールが有効なユーザーが通話を受信したとき、お
よび宛先間で通話を転送するときに使用されます。

• CsWebDav(レベル10、11、12、13)—カレンダー情報にアクセスするときに使用されます。

• RulesEngine (すべてのレベル)—ルールが有効なユーザーへの呼び出し中にルール処理で使
用され、適用可能なルールを決定します。ルールテスタを使用する場合、適用可能なルー

ルを決定する際にも使用されます。
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必要に応じて、サポートコンポーネントに対して次のマイクロトレースを有効にします。

• CDL -ルール関連の会話で使用。

• CuGAL -ミーティング条件を伴うルール処理で、および Exchangeから連絡先をインポー
トするために使用します。

• MiuCall MiuGeneral -ルールが有効なユーザーへの発信中、ルール処理で使用されます。

• PhraseServer—ルール関連の会話でプロンプトを再生するために使用されます。

•通知機能 - SMTPおよび SMSメッセージの送信時にルール処理で使用されます。

• TextToSpeech -ルール設定の会話で使用されます。

パーソナル着信転送ルールのパフォーマンスカウンタを使用する

手順の概要

1. Real-Time Monitoring Tool (RTMT)を起動します。
2. RTMTで、[システム]メニューから [パフォーマンス > パフォーマンス監視を開く]を選
択します。

3. Unity Connectionサーバーを展開します。
4. [CUCパーソナル通話転送ルール（CUC Personal Call Transfer Rules）]を展開します。

5. 適切なカウンターを選択します。

手順の詳細

手順

ステップ 1 Real-Time Monitoring Tool (RTMT)を起動します。

（注）

RTMTの使用の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.htmlにある『CiscoUnifiedReal-Time
Monitoring Toolアドミニストレーションガイド』を参照してください。

ステップ 2 RTMTで、[システム]メニューから [パフォーマンス > パフォーマンス監視を開く]を選択します。

ステップ 3 Unity Connectionサーバーを展開します。

ステップ 4 [CUCパーソナル通話転送ルール（CUC Personal Call Transfer Rules）]を展開します。

ステップ 5 適切なカウンターを選択します。

•該当するルールが見つかりました—呼び出しによりルール処理が行われ、適用可能なルールが見つか
りました。

•試行した宛先：パーソナル通話転送ルールの適用中に試行された宛先の数。
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• PCTR通話：通話はパーソナル通話転送ルール処理の対象となります。ユーザーは、パーソナル通話
転送ルール機能が有効になっているサービスクラスに割り当てられています。ユーザーはCiscoUnified
CM電話システムに関連付けられています。そして、ユーザーはパーソナル通話転送ルールを有効に
しています。

• [評価されたルール] -通話のルール処理中に評価されたルールの数。

•利用者への到達 -パーソナル着信転送ルールの適用時に、ユーザーへの通話が到達した回数。

•転送失敗—パーソナル着信転送ルールの適用中に、宛先への転送が失敗した回数。

•ボイスメールに到達 -パーソナル着信転送ルールの適用中にボイスメールに到達した回数。
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第 30 章

ウェブ受信箱のトラブルシューティング

• Troubleshooting Web Inbox（281ページ）

Troubleshooting Web Inbox

はじめに

ウェブ受信箱アプリケーションは、Cisco Unity Connectionサーバーに保存されているボイス
メッセージや受信確認へのアクセスを提供します。ウェブ受信箱を使用すると、ユーザーは

ウェブブラウザを使用して Unity Connectionボイスメッセージの再生、作成、返信、転送、お
よび管理を行うことができます。インストール時に Unity Connectionサーバーにインストール
されます。

以下はウェブ受信箱の問題をトラブルシューティングするためのタスクです:

•問題に関連するエラーメッセージがある場合は、「ウェブ受信箱のエラーメッセージ」の
項（28-1ページ）を参照してください。

•「Adobe Flash Playerの設定ダイアログボックスが反応しない（Mac OS X with Firefoxの
み）」の項（28-4ページ）を参照し、ウェブ受信箱ページにアクセスできない最も一般的
な理由を考慮します。これには、不正な URLの使用、不正なブラウザ設定、またはワー
クステーションにインストールされているサポート対象外のソフトウェアの存在が含まれ

ます。

• AdobeFlashPlayer設定ダイアログボックスが表示されるが、ダイアログボックス上のオプ
ションが選択できない場合は、「AdobeFlashPlayer設定ダイアログボックスが反応しない
（Mac OS X with Firefoxのみ）」の項（28-4ページ）を参照してください。

•ウェブ受信箱にメッセージが表示されない場合は、「ウェブ受信箱にメッセージが表示さ
れない」を参照してください。

•ユーザーに送信済みフォルダ内の送信済みアイテムがまったく表示されないという問題が
ある場合は、「送信済みメッセージがウェブの受信箱に表示されない」を参照してくださ

い。
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• Tomcatサービスが実行中であることを確認します。「Tomcatサービスが起動しているこ
とを確認する」の項（28-5ページ）を参照してください。

• Windows 7 64ビット環境の Internet Explorer 9でウェブ受信箱が開かない場合は、「ウェブ
受信箱が 64ビットWindows 7環境の Internet Explorer 9で機能しない」の項（28-6ペー
ジ）」を参照してください。

問題を解決できず、Cisco TACに問題を報告する予定の場合は、システムおよび問題に関する
情報を提供するよう求められます。

CiscoUnity Connectionは、Flash Playerを使用してウェブ受信箱を通じてボイスメッセージを録
音します。しかし、Adobeは Flash Playerのライフサイクル終了を発表しました。したがっ
て、Cisco Unity Connectionリリース 15以降では、Flash Playerがウェブリアルタイムコミュ
ニケーション（WebRTC）に置き換えられ、HTML5を使用してウェブ受信箱で音声メッセー
ジを録音します。

Flash Playerの更新についての詳細は、次を参照してください。 https://www.adobe.com/products/
flashplayer/end-of-life.html

（注）

ウェブ受信箱のエラーメッセージ

ブラウザのエラーメッセージ（「ファイルが見つかりません」や「不正なアクセス」など）に

加えて、ユーザーはウェブ受信箱固有のエラーメッセージ、Flashプラグインのエラーメッセー
ジ、Quicktimeプラグインのエラーメッセージ、および Tomcatのエラーメッセージをウェブ受
信箱にサインインまたは使用する際に見ることがあります。

ユーザーに表示される 4種類のエラーメッセージを次の表に示します:

ブラウザのエラーメッセージは、ウェブ受信箱のインストールに失敗した、

ユーザーが Unity Connectionサーバーへのネットワークアクセスを持たな
い、ブラウザが正しく設定されていない、またはユーザーが必要なセキュリ

ティ証明書（ウェブ受信箱が SSL接続を使用する場合）をインストールし
ていないことを示す場合があります。

ブラウザエラー

メッセージ

ウェブ受信箱固有のエラーメッセージは、サインインページまたは別のウェ

ブ受信箱ページに表示され、通常はユーザーの資格情報またはウェブ受信箱

内のアクションに問題があることを示します。

ウェブ受信箱固有

のエラーメッセー

ジ

Quicktimeプラグイン固有のエラーまたは警告メッセージは、Quicktimeプラ
グインの録画と再生のコントロールをロードするページで発生するポップ

アップ警告です。これらのメッセージは通常、Quicktimeプラグインが初め
てロードされ、コントロールを含むページに移動したときに表示されます。

Quicktimeプラグ
インのエラーメッ

セージ
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Tomcatエラーは、Unity Connectionサーバーでファイルの破損やメモリ不足
などのシステムエラーが発生した場合に発生します。通常、Tomcatエラー
メッセージには、一連のアプリケーションエラーが一覧表示されます。各

例外の後には、エラーが発生したときに Tomcatサービスが実行しようとし
ていた内容が表示されます。一部の例外では、エラーを説明するメッセージ

も提供されます。エラーメッセージの [例外]および [根本原因]セクション
には、問題に関する追加情報が記載されている場合があります。

Tomcatエラーメッ
セージ

これらの特定のエラーメッセージに関する情報については、以降のセクションを参照してくだ

さい。

エラーメッセージ:「サインイン状況 –アカウントがロックされています。」

「サインイン状況–アカウントがロックされました」というエラーメッセージが表示された場
合、サインインの失敗回数が許容値を超えた可能性があります。 (この制限は Cisco Unity
Connection管理の [システム設定] > [認証規則]ページで設定します。)ユーザーが資格情報を
忘れたか、権限のないユーザーがアクセスしようとした可能性もあります。

以下のタスクリストを使用して、問題の原因を特定し、修正します。

1. アカウントがロックされていることを確認するには、CiscoUnityConnection管理で、[ユー
ザー] >各ユーザーの [パスワード設定の編集]ページで、[パスワードを選択]メニューの
[ウェブアプリケーション]を選択します。 [ウェブアプリケーションのパスワード設定]
で、ユーザー資格情報のステータスを確認して、パスワードが管理者によってロックされ

たのか、サインイン試行に失敗したのか、またはサインイン試行の失敗回数を超えた後で

パスワードがロックされたのかを判断できます。

2. ユーザーアカウントのロックを解除するには、Cisco Unity Connection管理で、[ユーザー]
>各ユーザーの [パスワード設定の編集]ページで、[パスワードを選択]メニューの [ウェブ
アプリケーション]を選択します。 [ウェブアプリケーションのパスワード設定]の下で、
[ロック解除パスワード]を選択します。

エラーメッセージ：「Apache Tomcat/<Version> – HTTPステータス 500 –内部サーバーエ
ラー。」

インストール時のファイルの破損、またはTomcatのメモリ破損が原因で、ユーザーに「Apache
Tomcat/<version> – HTTPステータス 500 –内部サーバーエラー」というエラーメッセージが表
示される場合があります。これが問題の原因であることを確認するには、Tomcatエラーペー
ジで例外の根本原因を確認します。次のような例外メッセージが表示される場合、ファイルま

たはメモリが破損しています。

java.lang.ClassFormatError: <classpath>/<classname> (定数プールインデックスが不正です)

Cisco TACに連絡してください。
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エラーメッセージ:「サイトは利用できません。」

ユーザーに「サイトが利用できません」というエラーメッセージが表示された場合は、Apache
Tomcatサービスが実行中であることを確認してください。「Tomcatサービスが起動している
ことを確認する」の項（28-5ページ）を参照してください。

エラーメッセージ：「このユーザーアカウントにはメールボックスが設定されていない

ため、ウェブ受信箱にサインインできません。ウェブ受信箱を使用するには、メール

ボックスを持つアカウントが必要です。」というエラーが表示されます。

有効な資格情報を持つが、関連付けられたUnityConnectionメールボックスを持っていないユー
ザーがウェブ受信箱にサインインしようとすると、「このユーザーアカウントにはメールボッ

クスがないため、ウェブ受信箱にサインインできません。Web Inboxを使用するには、メール
ボックスを持つアカウントが必要です。」というエラーが表示されます。

この問題を解決するには、ユーザーのメールボックスを持つアカウントを作成します。ベスト

プラクティスとして、Unity Connection管理者は、Cisco Unity Connection Administrationにサイ
ンインするのに、自分の Unity Connectionアカウントを管理するためにウェブ受信箱へサイン
インするのに使用するユーザーアカウントと同じユーザーアカウントを使用しないことを推奨

します。

エラーメッセージ:「サーバーへのメッセージのアップロード中のエラー」

ユーザーがMozilla Firefoxを使用してウェブ受信箱にサインインし、.wavファイルをアップ
ロードして音声メッセージを送信すると、エラーメッセージ「サーバーへのメッセージのアッ

プロード中にエラーが発生しました」がウェブ受信箱に表示されますが、受信者はまだ音声

メッセージを受信します。

ウェブ受信箱に表示されているエラーメッセージを削除する

手順の概要

1. Mozilla Firefoxブラウザをアンインストールします。
2. Mozilla Firefoxからデータを消去する:
3. Mozilla Firefoxブラウザを再インストールします。

手順の詳細

手順

ステップ 1 Mozilla Firefoxブラウザをアンインストールします。

（注）

Firefoxをアンインストールしても、キャッシュや履歴などのユーザーデータは削除されません。ユーザー
データを完全に削除するには、ユーザープロファイルを含むFirefoxフォルダを手動で削除する必要があり
ます。
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ステップ 2 Mozilla Firefoxからデータを消去する:

a) Windowsの [スタート]ボタンを選択し、検索フィールドに %APPDATA%と入力します。
b) Enterを押して、非表示の Roamingフォルダーを開きます。Mozillaフォルダが表示されます。
c) Mozillaフォルダを開き、Firefoxフォルダを削除して手動でユーザープロファイルを削除します。

ステップ 3 Mozilla Firefoxブラウザを再インストールします。

エラーメッセージ：「HTML5音声と互換性のあるブラウザまたは QuickTimeプラグイン
が見つかりません。メッセージを再生するには、[電話（Phone）]オプションを選択し
ます。Quick Timeプラグインをインストールするか、ウェブ受信箱を Firefoxで開いてく
ださい。

ユーザーが Internet Explorer 11またはMozilla Firefoxを使用してウェブ受信箱にサインイン
し、.wavファイルをアップロードして音声メッセージを送信すると、エラーメッセージ「サー
バーへのメッセージのアップロード中にエラーが発生しました」がウェブ受信箱に表示されま

すが、受信者はまだ音声メッセージを受信します。

MACオペレーティングシステムで送信オプションが無効になってい
る

MACオペレーティングシステムで、音声メッセージのアップロード後に Safariの [送信]オプ
ションが機能しない場合、最新バージョンの Flash Playerがマシンにインストールされている
ことを確認してください。最新バージョンの Flash Playerがシステムにインストールされてい
るにもかかわらず、[送信]オプションが機能しない場合は、次の操作を行って問題を解決して
ください。

手順

ステップ 1 [Safari] > [設定（Preferences）]に移動し、[セキュリティ（Security）]タブを選択します。

ステップ 2 [セキュリティ]タブの [プラグインを許可]チェックボックスにチェックを入れます。

ステップ 3 [ウェブサイトの設定]をクリックします。

ステップ 4 [設定されたウェブサイト]で、Unity Connectionサーバーに [常時許可]を選択します。

Adobe Flash Player設定ダイアログボックスが反応しない（Mac OS X
と、それに Firefoxを使用した場合のみ）

ユーザーが記録ボタンを押して、ウェブ受信箱で初めてメッセージを作成するとき、Adobe
FlashPlayerの設定ダイアログボックスが表示され、ウェブ受信箱によるマイクへのアクセスを
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許可するかどうかをユーザーに尋ねます。一部のユーザーは、このダイアログボックスが表示

されたユーザーにダイアログボックス内のいずれのオプションも選択できず、その結果、メッ

セージの音声を録音できません。 Flash Playerのグローバルプライバシー設定を変更してダイ
アログボックスを表示しないようにするには、次の操作を行います。

この手順を実行するためには、ユーザーはインターネットへのアクセスを持っており、Adobe
Macromediaのウェブサイトにアクセスできる必要があります。

（注）

FlashPlayerのグローバルプライバシー設定を変更してウェブ受信箱がコンピューターの
マイクにアクセスできるようにする

手順

ステップ 1 ウェブ受信箱へのアクセスに使用しているウェブブラウザから、
http://www.macromedia.com/support/documentation/en/flashplayer/help/settings_manager06.htmlにあるAdobe Flash
Player設定マネージャのウェブサイトプライバシー設定パネルに移動します。

ステップ 2 AdobeFlash Playerの設定マネージャの [ウェブサイトのプライバシー設定]パネルで、[アクセスしたウェブ
サイト]テーブルからウェブ受信箱に対応するウェブサイトを見つけて選択します。

ステップ 3 Web Inboxサイトが選択されている場合、プライバシー設定として [常に許可 ]を選択します。この変更を
行うと、ウェブ受信箱はユーザーに許可を求めることなく、コンピュータのマイクにアクセスできるよう

になります。

ウェブ受信箱にメッセージが表示されない

ユーザーが表示されているフォルダにメッセージがあるにもかかわらず、ウェブ受信箱がその

ユーザーのメッセージを表示しない場合は、ブラウザのキャッシュを消去します。(キャッシュ
を消去する方法については、ブラウザのドキュメントを参照してください。)

送信済みメッセージがウェブ受信箱に表示されない

ユーザーがウェブ受信箱の送信済みフォルダ中の送信済みメッセージを利用できるようにする

には、送信済みメッセージ機能を有効にする必要があります。デフォルトでは、この機能は無

効になっています。この機能を有効にするには、[送信済みメッセージ:保持期間 (日)]設定を
[システム設定] >詳細 > Cisco Unity Connection管理の [メッセージング]ページの値を 0より大
きい値に変更します。送信済みメッセージはユーザーのメールボックス割り当てにカウントさ

れるため、この設定に高い値を設定すると、ユーザーが定期的にウェブ受信箱からメッセージ

を管理していない場合に、ユーザーのメールボックスが送信済みメッセージで一杯になること

に注意してください。
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Tomcatサービスが実行中であることを確認する
以下のタスクを実行して、Tomcatサービスが Unity Connectionで実行中であることを確認し、
必要に応じて、Tomcatサービスを再起動します。

1. Real-Time Monitoring Tool（RTMT）または Command Line Interface（CLI）のいずれかを使
用して、Tomcatサービスが実行中であることを確認します。適用可能な手順を実行しま
す。

•リアルタイム監視ツール（RTMT）を使用してTomcatサービスが実行されていること
を確認する、28-5ページ

•コマンドラインインターフェース (CLI)を使用して、Tomcatサービスが実行中である
ことを確認する（28-6ページ）

2. 必要に応じて、コマンドラインインターフェース (CLI)を使用して、Tomcatサービスを
再起動します。28-6ページの「コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用したTomcat
サービスの再起動」の手順を参照してください。コマンドラインインターフェース (CLI)
を使用して、Tomcatサービスを再起動する（288ページ）

リアルタイム監視ツール（RTMT）を使用して、Tomcatサービスが実行されていること
を確認する

手順

ステップ 1 Real-Time Monitoring Tool (RTMT)を起動します。

（注）

RTMTの使用の詳細については、『 Cisco Unified Real Time Monitoring Toolアドミニストレーションガイド
』を参照してください https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html。

ステップ 2 システムメニューでサーバー > クリティカルサービスを選択します。

ステップ 3 [システム]タブで [Cisco Tomcat]を見つけ、そのステータスを表示します。状況はアイコンで表示されま
す。
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コマンドラインインターフェース（CLI）を使用して Tomcatサービスが実行されている
ことを確認する

手順

ステップ 1 すべてのサービスを一覧表示するには、CLIコマンド utils service listを使用します。

（注）

CLIコマンドの使用の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.htmlにある『Command Line Interface

Reference Guide for Cisco Unified Communications Solutions』を参照してください。

ステップ 2 Cisco Tomcatサービスの CLI出力をスキャンし、そのステータスが開始済みであることを確認します。

コマンドラインインターフェース (CLI)を使用して、Tomcatサービスを再起動する

手順

Cisco Tomcatサービスを再起動するには、CLIコマンド utils service restart Cisco Tomcatを使用します。

（注）

CLIコマンドの使用の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.htmlにある『Command Line Interface

Reference Guide for Cisco Unified Communications Solutions』を参照してください。

ウェブ受信箱がWindows 7 64 bit版 Internet Explorer 9で動作しない
ウェブ受信箱がWindows 7 64 bit版の Internet Explorer 9で動作しない場合、メディア機能パッ
クがシステムにインストールされていることを確認してください。
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第 31 章

HTML通知のトラブルシューティング

Cisco Unity Connectionでは、エンドユーザーへの新しいボイスメッセージの SMTPベースの
HTML通知を配信することができます。これらの通知は、HTML形式で電子メールに埋め込
み、SMTP経由で送信できます。ユーザーは、カスタマイズされたアイコン、ヘッダー、フッ
ター、およびミニウェブ受信箱にアクセスするためのリンクを含む HTML通知を柔軟に受信
できます。ミニウェブ受信箱は、ユーザーがコンピュータまたはモバイル端末でボイスメッ

セージを再生できるプレーヤーです。

HTMLテンプレートの作成時に、すべての要件とチェックリストを満たしていることを確認し
てください。テンプレートの作成および表示の際のチェックリストに関する詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/administration/guide/b_15cucsag.html
にある『Cisco Unity Connectionシステムアドミニストレーションガイド、リリース 15』の
「ユーザー属性」の章の「ユーザーテンプレートを設定する」を参照してください。

Miniウェブ受信箱の「必須項目」の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_
ip_comm/connection/15/quick_start/guide/b_15cucqsginbox.htmlにある『Cisco Unity Connection Mini

ウェブ受信箱のクイックスタートガイド』を参照してください。

ミニウェブ受信箱は特定の URLパラメータを要求するため、通知メールから常に開くことが
推奨されます。

（注）

•ユーザーが HTML通知を受信しない（290ページ）
• Microsoft Outlookで画像が表示されない（290ページ）
• IBM Lotus Notesで画像が表示されない（291ページ）
•メール通知にハイパーリンクが表示されない（291ページ）
• Miniウェブ受信箱を起動できない（292ページ）
• InternetExplorerで更新されたMiniウェブ受信箱のインターフェイスを表示できない（292
ページ）

• Miniウェブ受信箱を使用したコンピュータでの音声メッセージの再生と録音ができない
（292ページ）
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ユーザーが HTML通知を受信しない
ユーザーが HTML通知を受信しない場合、次の手順を確認します。

•スマートホストのホスト名がCiscoUnityConnectionの管理から設定されていることを確認
します。詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/
15/administration/guide/b_15cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステムアドミニス

トレーションガイド、リリース15』の「メッセージング」の章の「統合メッセージング」
の項を参照してください。

• Unity Connectionサーバーからスマートホストに pingを送信します。 Pingが失敗する場
合、ネットワーク Unity Connectionが機能していない可能性があるため、ネットワーク
Unity Connectionを復元する必要があります。

•「Unity Connection Notifier」サービスが稼働していることを確認します。
• HTML通知デバイスが有効になっていることを確認します。 HTML通知デバイスの設定
方法の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/
administration/guide/b_15cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステムアドミニスト

レーションガイド、リリース 15』の「通知」の章を参照してください。

•ユーザーに HTML通知を設定する際に有効なメールアドレスが指定されていることを確
認してください。HTML通知デバイスの設定方法の詳細については、https://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/administration/guide/b_15cucsag.htmlにある『Cisco

Unity Connectionシステムアドミニストレーションガイド、リリース 15』の「通知」の章
を参照してください。

Microsoft Outlookで画像が表示されない
ユーザーがMicrosoft Outlookクライアントを使用してメール通知を確認していて、通知の画像
を表示できない場合は、以下の手順を実行します。

•画像が表示されない場合は、画像を右クリックして [画像を表示]オプションを選択しま
す。

• MicrosoftOutlookで表示される画像の最小要件が満たされていることを確認してください。
Microsoft Outlookの設定を確認するには、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/connection/15/user_setup/guide/b_15cucuwsx/b_15cucuwsx_chapter_
010.html#ID-2329-0000051aにある『Cisco Unity Connectionユーザーワークステーション設

定ガイド、リリース 15』の「Unity Connection音声メッセージにアクセスするためのメー
ルアカウントを設定する」の章の「HTMLメッセージ通知内のイメージを表示させる
Microsoft Outlookを設定する」の項を参照してください。

•認証モードが選択されている場合、正しい資格情報を指定していることを確認してくださ
い。

•ユーザーが間違ったパスワードを 3回連続して入力した場合、Unity Connectionは再度プ
ロンプトを表示しないため、ユーザーはOutlookを再起動する必要があります。資格情報
を入力し、通知に画像を表示するには、Outlookを再起動する必要があります。
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•最初のインスタンスで資格情報の入力を求められたときに、ユーザーが [キャンセル
（Cancel）]ボタンをクリックし、Unity Connectionの資格情報を入力しなかった場合、電
子メール通知には画像が表示されなくなります。 Unity Connectionの資格情報を入力し、
画像を表示するには、Outlookを再起動する必要があります。

•必要な修正プログラムをインストールし、Outlookを再起動した後でも、メール通知に画
像が表示されない場合は、以下の手順に従ってください。

1. Windowsマシン上のパス C:\Program Files\Common Files\Microsoft Shared\MSORUNから
MSO.DLLのバージョンを確認します。MSOのバージョンに修正が含まれていることを
確認してください。バージョンの詳細については、 Outlook 2007および Outlook 2010の
修正プログラムを参照してください。

2. Outlookの再起動後、[タスクマネージャ]ウィンドウで Outlook.exeの実行中のプロセス
を終了し、Outlookが終了していることを確認する必要があります。MSO.DLLへの変更
は、Outlookを適切にシャットダウンし、再起動した場合にのみ有効になります。

• AllowImageProxyAuthのレジストリエントリがDWORDのみに対して作成されていること
を確認してください。

•すべての推奨設定を行った後でもユーザーが画像を表示できない場合、画像のリンクをコ
ピーしてブラウザで手動で開くことにより、Internet Explorerで Unity Connection Serverの
ネットワーク接続性を確認します。Wiresharkキャプチャと通信の 443または 8443ポート
上の SSLパケットフローでフィルタリングすることで、接続性を確認できます。

IBM Lotus Notesで画像が表示されない
ユーザーが通知メールを確認するために IBM Lotus Notesを使用していて、画像を表示できな
い場合は、次の手順を実行します

•画像が表示されない場合は、画像を右クリックして [画像の表示]オプションを選択しま
す。

•認証モードが選択されている場合、正しい資格情報を指定していることを確認してくださ
い。認証モードの選択方法の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_
ip_comm/connection/15/user_setup/guide/b_15cucuwsx.htmlにある『Cisco Unity Connectionユー

ザーワークステーション設定ガイド、リリース 15』の「Cisco Unity Connection音声メッ
セージにアクセスするメールアカウントを設定する」の章の「認証モードを設定する」の

項を参照してください。

メール通知にハイパーリンクが表示されない
通知テンプレートで指定されたハイパーリンクが通知で表示されない場合、CiscoUnityConnection
AdministrationのHTML通知テンプレートに有効なHTMLタグがあり、すべてのアイテム（静
的、アクション、および状況アイテム）が指定されていることを確認する必要があります。

タグと項目の定義方法の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/15/administration/guide/b_15cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステムアド
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ミニストレーションガイド、リリース15』の「通知」の章の「通知テンプレートを設定する」
の項を参照してください。

Miniウェブ受信箱を起動できない
ユーザーがミニウェブ受信箱を起動できない場合は、次の設定を確認します。

•ユーザーに割り当てられたCOSで、ウェブ受信箱が有効になっていることを確認します。
• Unity Connection Miniウェブ受信箱を開いている対象のメッセージが削除されていないこ
とを確認します。

•ユーザーが有効なユーザー名でログインしていることを確認します。

Internet Explorerで更新されたMiniウェブ受信箱のイン
ターフェイスを表示できない

Unityコネクションミニウェブ受信箱の更新されたインターフェイスを表示するには

手順

ステップ 1 Internet Explorerを開き、[ツール]に進みます。

ステップ 2 [インターネットオプション]ウィンドウの [閲覧の履歴]セクションで、[設定]をクリックします。

ステップ 3 [インターネット一時ファイルと履歴の設定]ウィンドウで、[ウェブページを訪れるたびに]オプションを
選択して、保存されたページの新しいバージョンを確認するオプション。

ステップ 4 「OK」をクリックしてください。

Miniウェブ受信箱を使用したコンピュータでの音声メッ
セージの再生と録音ができない

ユーザーが Unity Connection Miniウェブ受信箱を使用してもコンピュータでボイスメッセージ
を再生および録音できない場合は、以下を確認します。

•アウトダイヤル番号が設定されていることを確認します。アウトダイヤル番号および
HTML通知デバイスのその他のフィールドのセットアップ方法の詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/administration/guide/b_
15cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステムアドミニストレーションガイド、

リリース 15』の「通知」の章の「通知デバイスの設定」の項を参照してください。

•コールバック番号が設定されていることを確認します。

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
292

HTML通知のトラブルシューティング

Miniウェブ受信箱を起動できない

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/administration/guide/b_15cucsag.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/administration/guide/b_15cucsag.html


•ユーザーが電話に応答することを確認します。
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第 32 章

カスタムロールのトラブルシューティン

グ

このセクションでは、カスタムロールの作成、更新、削除、またはユーザーへの割り当て時に

直面する可能性がある問題について説明します。

•カスタムロールのトラブルシューティング（295ページ）

カスタムロールのトラブルシューティング
このセクションでは、カスタムロールの作成、更新、削除、またはユーザーへの割り当て時に

直面する可能性がある問題について説明します。

カスタムロールを構成できない

カスタムロールの作成、更新、または削除中に「未承認」エラーメッセージが表示された場合

は、システム管理者としてログインしていることを確認してください。カスタムロールを作

成、更新、削除できるのは、システム管理者ロールを持つユーザーのみです。

ロールの割り当てまたは割り当て解除で「権限がありません」エラー

メッセージが表示される

ユーザーにカスタムロールを指定または指定解除できない場合は、次の項目を確認します。

1. ユーザーにシステムロールを割り当てようとしていないことを確認します。システムロー
ルをユーザーに割り当てることができるのはシステム管理者だけです。

2. [ユーザー管理：ロールの割り当て/割り当て解除（Manage Users: Assign/Unassign Roles）]
権限を持っていることを確認します。以下のステップを実行してそれを確認します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unity Connectionの管理ページで、[ユーザー ]に移動して自分のユーザー名を選択します。

ステップ 2 [編集（Edit）] > [ロール（Roles）]に移動し、[割り当てられたロール（Assigned Role）]フィールドのロー
ルをメモします。

ステップ 3 [システム設定（System Settings）] > [ロール（Roles）] > [カスタムロール（Custom Roles）]ページに移動
し、 [カスタムロールの検索（Search Custom Role）]ページで自分に割り当てられているロールを選択し
ます。

ステップ 4 [カスタムロールの編集]ページで、[ユーザーの管理:ロールの割り当て/割り当て解除]権限のチェックボッ
クスが選択されているかどうかを確認します。チェックボックスにチェックが入っていない場合は、ロー

ルを指定または指定解除する権限がないことを意味します。

ステップ 5 システム管理者に連絡して、自身に割り当てられたロールに権限を割り当てるように依頼します。

Cisco Unity Connection管理ページに「認証されていません」エラーが
表示される

CiscoUnityConnectionAdministrationページにログインした後、すべてのページで「未承認」エ
ラーが表示される場合は、システム管理者に連絡して、「システム設定データへの読み取りア

クセス -読み取りアクセス」権限を持つロールがあることを確認します。

カスタムロールとその構成の詳細については、『Cisco Unity Connectionリリース 15のシステ
ムアドミニストレーションガイド』の「ユーザー属性」の章のカスタムロールセクションを

参照してください。次の場所で参照できます。 https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/connection/15/administration/guide/b_15cucsag.html
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付録 A
テナントのパーティショニングのトラブル

シューティング

テナントのパーティション設定時の問題のトラブルシューティング

この項では、テナントのパーティショニングを構成する際に直面する可能性がある問題につい

て説明します。

テナントの削除中にエラーメッセージ「COSは少なくとも 1人のユーザーまたはユーザーテ
ンプレートにより参照されています」が表示される

テナントの削除中に、「COSは少なくとも1人のユーザーまたはユーザーテンプレートにより
参照されています」というエラーメッセージが表示される場合があります。このエラーは、テ

ナントに関連付けられている他のオブジェクトに対して発生する可能性があります。このエ

ラーは、サービスクラスのようなテナントにマッピングされたオブジェクトが、他のテナント

に属するユーザーに関連付けられている場合に発生します。

•テナント削除中の問題のトラブルシューティング （298ページ）
•一つのテナントのユーザーが他のテナントのユーザーにメッセージを送信できる状況（298
ページ）

• PINの入力を求められることなく、最初のグリーティングが流れる（299ページ）
•ディレクトリ結果内の他のパーティションからユーザーを選択するオプションを取得する
（299ページ）

•「Unity Connectionに非テナントユーザーが存在します」というエラーメッセージでテナ
ントの作成が失敗する（300ページ）

•通話マネージャとの統合時の問題のトラブルシューティング（301ページ）
•移行の問題のトラブルシューティング（302ページ）
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テナント削除中の問題のトラブルシューティング

手順

ステップ 1 次の URIを使用して、テナントに関連付けられたサービスオブジェクトのクラスのオブジェクト IDを取
得します: https://<connection-server>/vmrest/tenants/<TenantObjectId>/coses

次の URIを使用してサービスクラスオブジェクト IDに関連付けられたユーザーテンプレートの一覧を取
得します: https://<connection-server>/vmrest/usertemplates?query=(CosObjectId%20is%20<CosObjectId>)

ここで、 <CosObjectId>をテナントに属する COSオブジェクト IDと置換します。

テナントに属するユーザーテンプレートのリストを取得するには、以下の URIを使用します。

https://<connection-server>/vmrest/usertemplates?query=(CosObjectId%20is%20<CosObjectId>%26PartitionObjectId%20is%20<PartitionObjectId>)

ステップ 2 GET操作の結果を比較することで、テナントのサービスクラスに関連付けられているが、テナントのパー
ティションの一部ではないユーザーテンプレートのリストが提供されます。これらのユーザーテンプレー

トのサービスクラスの関連付けを変更することで、これを修正できます。

ステップ 3 URIを使用して、サービスクラスのオブジェクト IDに関連付けられたユーザーのリストを取得します。

https://<connection-server/vmrest/users?query=(CosObjectId%20is%20<CosObjectId>)

ここで、 <CosObjectId>をテナントに属するサービスクラスのオブジェクト IDに置換します。ここで、
テナントに属するユーザーのリストを取得するために、以下の URIを使用します。

https://<connection-server>/vmrest/users?query=(CosObjectId%20is%20<CosObjectId>%26PartitionObjectId%20is%20<PartitionObjectId>)

ステップ 4 両方の GET操作の結果を比較することで、テナントのサービスクラスオブジェクトに関連付けられてい
るが、テナントのパーティションの一部ではないユーザーのリストが提供されます。これらのユーザーの

サービスクラスの関連付けを変更することで、これを修正できます。

ステップ 5 すべてのサービスクラスオブジェクトIDに対して、ステップ 2から 3を繰り返します。

ステップ 6 テナントに関連付けられた他のオブジェクトに対して、ステップ 1から 3を繰り返します。

一つのテナントのユーザーが他のテナントのユーザーに

メッセージを送信できる状況
あるテナントのユーザーが、ウェブ受信箱、タッチトーン、または音声認識カンバセーション

を通じて他のテナントのユーザーにメッセージを送信できる場合、次の作業を行います。

1. 他のテナントに属するパーティションが含まれている可能性があるため、テナントの検索
スペースを確認してください。

Cisco Unity Connectionリリース 15のトラブルシューティングガイド
298

テナントのパーティショニングのトラブルシューティング

テナント削除中の問題のトラブルシューティング



2. 次の URIで HTTP GETリクエストを実行して、テナントのサーチスペースオブジェクト
IDを取得します:
https://<connection-server>/vmrest/searchspacesmembers?query=(PartitionObjectId%20is%20<TenantPartitionObjectId>)

3. 以下の URIで HTTP GETリクエストを実行して、テナントの検索スペースに属するパー
ティションのオブジェクト IDを取得します。

https://<connection-server>/vmrest/searchspacesmembers?query=(SearchSpaceObjectId%20is%20<TenantSearchSpaceObjectId>)

4. 関連付けを変更してこれを修正してください。

PINの入力を求められることなく、最初のグリーティン
グが流れる

PINの入力を求められずに開始の挨拶が聞こえる場合は、次の操作を行います。

1. ポートステータスモニタを開き、パイロット番号をダイヤルします。

2. ポートステータスモニタで、コールがオープニンググリーティングに直接流れているか
どうかを確認します。

3. これを確認するには、URIに GET要求を送信することでテナントのルーティングルール
のリストを取得し、[ルールインデックス]フィールドの値を確認します。

GET
https://<connection-server>/vmrest/routingrules?query=(SearchSpaceObjectId%20is%20<TenantSearchSpaceObjectId>)

ルーティングルールの順序を修正するには、「ルーティングルール API」の CUPI APIドキュ
メントを参照してください。

http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_Unity_Connection_Provisioning_Interface_%28CUPI%29_API_--_
Routing_Rules

ディレクトリ結果内の他のパーティションからユーザー

を選択するオプションを取得する
1. テナントに所属するディレクトリハンドラの検索範囲を確認します。

2. 検索範囲フィールドの値が 0に設定されている場合、検索範囲はサーバー全体に設定され
ていることを意味します。この問題を解決するには、検索範囲の値を 6に設定します。

3. SearchScopeフィールドが他のテナントの検索スペースに設定されている可能性がありま
す。この問題を解決するには、検索範囲を各テナントの検索スペースに設定します。

デバッグ手順

1. テナントに所属するディレクトリハンドラの検索範囲を確認します。これを行うには、次
の HTTP GET要求を実行します。
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https://<connection
server>/vmrest/handlers/directoryhandlers?query=(PartitionObjectId%20is%20<TenantPartitionObjectId>)

検索範囲フィールドの値が 0に設定されている場合、検索範囲はサーバー全体に設定され
ていることを意味します。この問題を解決するには、検索範囲の値を 6に設定します。

2. CiscoUnityConnection Serviceabilityから、一般的なメソッド戻り値とパラメータ値（01）、
データアクセス（02）、名前付きプロパティアクセス（03）レベルのConvSubログと名前
付きプロパティのアクセス（11）、CDLアクセス（12）、MIUアクセス（13）、および検
索スペース（04）レベルの CDEログのマイクロトレースを有効にします。

3. 通話中に聞こえるすべてのエイリアスについて、diag_CuCsMgr_*.ucログファイルにエン
トリがある場合があります。

4. サーチスペースには複数のパーティションを含めることができます。サーチスペースに複
数のパーティションがあるかどうかを確認するには、以下のHTTPGETリクエストを実行
します。

1. サーチスペースを取得する方法：GET
https://<connection-server>/vmrest/searchspaces/<searchspace-objectid>/searchspacemembers?query=(PartitionObjectId%20is%20<TenantPartitionObjectId>)

上記のURIから、テナントのスペースオブジェクト IDが取得され、それを使用して、
以下の URIで関連するパーティションを見つけることができます。

2. サーチスペースを取得する方法：GET
https://<connection-server>/vmrest/searchspaces/<searchspace-objectid>/searchspacemembers?query=(SearchSpaceObjectId%20is%20<SearchSpaceObjectId>

5. ディレクトリハンドラの検索範囲で選択されたサーチスペースが同じテナントに属してい
るかどうかを確認します。これを行うには、次の HTTP GET要求を実行します。

https://<connection server>/vmrest/handlers/directoryhandlers/<directoryhandler-objectid>

検索範囲オブジェクト IDを確認します。テナントのものと同じである必要があります。

「Unity Connectionに非テナントユーザーが存在します」
というエラーメッセージでテナントの作成が失敗する

新しくインストールされたシステムでテナント作成APIが失敗した場合、以下を実行します。

他のパーティションのユーザーを持つUnityConnectionでテナントを作成しようとすると、次の
エラーが表示されます。

「無効なパラメータです。パラメータ = [Non-Tenant users exists on Unity Connection.Cannot
proceed with Tenant creation.]、値 = [tbl_user]」
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通話マネージャとの統合時の問題のトラブルシューティ

ング
次の項を参照してください。

パイロット番号のダイヤル時に高速ビジートーンが聞こえる

次の 2つの場合に、高速取り込み中トーンが聞こえる場合があります。

•ポートが使用中またはロックされています
•ポートのリセットが必要です

次の手順を実行します。

1. Cisco Unity Connectionの管理で、リセットが必要なポートがあるかどうかを確認します。
2. リセットが必要なポートグループを見つけた場合は、Cisco Unity Connectionの管理にログ
インし、[ポートグループ]ページに移動します。

3. いずれかのポートグループで、[リセットが必要]フィールドの値が [はい]の場合、ポート
グループをリセットします。

4. ポートがビジーかどうかを調査するには:

•ピーク時のみ、または常時、ポートがビジー状態か、着信コール数が非常に多いかを
確認します。テナントの要件に基づいて、追加のポートが必要になる場合がありま

す。

• Unity Connection電話システムを確認します。Real-TimeMonitoring Tool（RTMT）を使
用して、使用中のポートカウンターを確認して、ポートが取り込み中かどうかを確認

します。

•ポートがロックされている場合でも、使用中としてマークされる場合があります。
•確認するには、通話終了後にポートが解放され、ポートが他の着信に応答するかどう
かを、RTMTを使用して確認します。

• CUC電話システムを確認します。ロックされたポートの [PortsLocked]カウンターを
確認します。ポートをリセットすることでポートロックの問題を解決できます。

RTMTのロックされたポートカウンターは CUC電話システムカウンターでチェックできま
す。

パイロット番号をダイヤルすると、「システムは一時的にあなたの

コールを完了することができません」というエラーメッセージが流れ

る

Unity Connectionに適切なルーティング規則がない場合に問題を解決するには
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手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityの Arbiterで、スレッド（11）およびポート（13）レベルのマイクロト
レースを有効にします。電話システムについては、diag_CuCsMgr_*.ucログファイルを確認します。

「ルーティングルール <PhoneSystem_1>の検索に失敗しました」

「PhoneSystem_1」は電話システムの名前です

ステップ 2 診断トレースの表示方法の詳細は、診断トレースを使用したトラブルシューティング（1ページ）のセ
クションを参照してください。

ステップ 3 テナントにルーティングルールが存在しない場合、ルーティングルールAPIの POST操作を使用して追加
できます。どの種類のルーティングルール（直接または転送）を追加する必要があるかを識別するには、

ポートステータスモニタを使用できます。

ポートステータスモニタに、通話にリダイレクト IDが含まれていないことが表示され、[理由（Reason）]
フィールドの値が直通である場合、[ダイレクトルーティングルール（Direct Routing Rule）]が追加され、
そうでなければ転送ルーティングルールが追加されます。

ステップ 4 ルーティングルール条件が削除されているか、UnityConnectionのルーティングルールから欠落している場
合、リストの後の方のルーティングルールには到達しません。問題を確認するか、調査するするには、以

下の手順を行います。

1. テナントの電話システムが、そのテナントのルーティングルールのルーティングルール条件として追
加されているかどうかを確認します。詳細については、

http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_Unity_Connection_APIsで入手可能なルーティングルール条件 APIを
参照してください。

2. Cisco Unity Connection Serviceabilityの Arbiterに対して、ルーティングルールと「スレッド (11)とポー
ト (13)」のマイクロトレースを有効にし、エラーや問題がないかログを確認します。

3. Unity Connectionの電話システム、ポートグループ、ポート、SIPセキュリティプロファイルなどの電
話システム構成を確認します。次の項目を確認できます:

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerのSIPトランクプロファイルで指定されているポート番号とUnity
Connectionのポートグループが同じであることを確認してください。

• CiscoUnified CommunicationsManagerの SIPトランクセキュリティプロファイルに正しい着信ポート番
号があることを確認します。

• Unity Connectionのポートグループで指定された Cisco Unified Communications Managerの IPアドレス
またはホスト名を確認します。

移行の問題のトラブルシューティング
次の項を参照してください。
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「メールボックスをロードできませんでした」というエラーが表示さ

れる

マルチテナントの Unity Connectionから別のマルチテナントの Unity Connectionにデータを移
行した後に、「メールボックスをロードできませんでした」というエラーがウェブ受信箱の 1
人または複数のサブスクライバに表示される場合は、次の作業を行います。

メールボックスへのアクセスに必要な設定が移行中に失われるかどうかを確認します。有効に

戻すには、次の操作を行います。

1. 各サブスクライバのサービスクラスのオブジェクト IDが必要で、そのオブジェクト IDを
取得するために次の GETリクエストを実行します。

https://<connection-server>/vmrest/users?query=(Alias%20is%20<UserAlias>

2. 以下の URIに PUT要求を送信して、設定を有効にします。

https://<connection-server>/vmrest/coses/<CosObjectId>

移行後に 1人以上のサブスクライバの Unity Connectionで SMTPプロキ
シアドレスが更新されない

1. <COBRASInstallationDirectory>/logsにある、移行後のログファイルでエラーや警告を探し
ます。

2. URIに GET要求を送信して、同じ SMTPプロキシアドレスを持っているサブスクライバ
がいるかどうかを確認します。

https://<connection-server>/vmrest/smtpproxyaddresses?query=(SmtpAddress%20is%20<SmtpProxyAddress>)

<SmtpProxyAddress>は更新に失敗したフィールドです。

3. 以下のHTTPGETリクエストを実行して、サブスクライバの SMTPプロキシアドレスURI
を取得します。

https://<connection-server>/vmrest/users?query=(ObjectId%20is%20<UserObjectId>)

4. URIで HTTP POST操作を実行して SMTPプロキシアドレスを作成し、それをユーザーの
オブジェクト IDと関連付けます。

https://<connection-server>/vmrest/smtpproxyaddresses

テナントに属するユーザーの間違ったポストグリーティング録音を聞

く

テナントに属するユーザーの間違ったポストグリーティング録音を聞いている場合は、次の操

作を行います。
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1. 同じ名前のグリーティング後の録音が Unity Connectionにすでに存在しているかどうかを
確認します。

2. <COBRASInstallationDirectory>/logsにある、移行後のログファイルでエラーや警告を探し
ます。

3. 管理者は、欠落している録音を宛先 Unity Connectionのバックアップから選択するか、再
録音を実行する必要があります。

受信または送信メッセージの時間が不正確な問題

COBRAS移行では、ソースのUnity Connectionのタイムゾーンがシステムのデフォルトタイム
ゾーンに設定されている場合、任意のサブスクライバについて、宛先の Unity Connectionでの
移行後、テナントが作成されたタイムゾーンに設定されます。

正しく設定するには、次の操作を行います。

1. 次の URIを使用して、テナントに属するユーザーの一覧を取得します。

https://<connection-server>/vmrest/users?query=(Alias%20is%20<UserAlias>)

2. ユーザーのタイムゾーンをシステムのデフォルトタイムゾーンに設定するには、HTTPPUT
要求を次の URIに送信します。

https://<connection-server>/vmrest/users/<UserObjectId>

受信または送信するユーザーの不正確な言語を修正する

COBRAS移行では、ソースの Unity Connectionの言語がシステムのデフォルト言語に設定され
ている場合、任意のサブスクライバに対して、移行後、宛先の Unity Connectionでは、テナン
トが作成された言語に設定されます。

正しく設定するには、次の操作を行います。

1. 次の URIを使用して、テナントに属するユーザーの一覧を取得します。

https://<connection-server>/vmrest/users?query=(Alias%20is%20<UserAlias>)

2. ユーザーのタイムゾーンをシステムデフォルトのタイムゾーンに設定するには、次の URI
に HTTP PUTリクエストを送信してください。

https://<connection-server>/vmrest/users/<UserObjectId>
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付録 B
電話ビューのトラブルシューティング

• Phone Viewの問題（305ページ）
• Phone Viewの問題のトラブルシューティングにトレースを使用する（308ページ）

Phone Viewの問題
ユーザーが Phone Viewの使用を試みたときにエラーメッセージが表示される場合、このセク
ションのトラブルシューティング情報を使用します。以下の原因が考えられます。

•アプリケーションユーザーの構成が正しくありません。アプリケーションユーザーの設定
が正しくない（305ページ）のセクションを参照してください。

•ユーザーの電話設定が正しくありません。ユーザーの電話設定が正しくありません（306
ページ）を参照してください。

•電話システムの連動が正しく設定されていません。電話システムの連携の設定が正しくな
い（306ページ）を参照してください。

電話ビュー機能は、Cisco Unified Communications Manager電話システム連動でのみサポートさ
れています。

Phone View機能は、ファイアウォールの外または VPNルーター経由では正しく機能しない場
合があります。 Phone Viewの要件は、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/15/requirements/b_15cucsysreqs.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステム要件、リ
リース 15』の「電話ビューの要件」の項にあります。

アプリケーションユーザーの設定が正しくない

この問題は、Cisco Unified Communications Managerサーバー上のアプリケーションユーザーの
構成が正しくないことが原因である可能性があります。

アプリケーションユーザーの構成を確認する
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationで、[ユーザー管理（User Management）]の [アプリ
ケーションユーザー（Application User）]を選択します。

ステップ 2 アプリケーションユーザーの検索と表示ページで [検索]を選択します。

ステップ 3 Phone Viewで使用されるアプリケーションユーザーのユーザー IDを選択します。

ステップ 4 [アプリケーションユーザーの構成]ページの [アプリケーションユーザー情報]から資格情報の編集を選
択します。

ステップ 5 [資格情報の構成]ページで、次のチェックボックスがオンになっていることを確認します。

•ユーザーは次回ログイン時に変更する必要あり（User Must Change at Next Login）

• [無期限にする(Does Not Expire)]

ステップ 6 保存を選択します。

ステップ 7 [関連リンク（Related Links）]ボックスで [ユーザーに戻る（Back to User）]を選択し、、[移動（Go）]
を選択します。

ステップ 8 [アプリケーションユーザーの設定]ページの [アプリケーションユーザー情報]で、[パスワード]フィー
ルドにパスワードを再入力します。

ステップ 9 [パスワードの再確認]フィールドにパスワードを再入力します。

ステップ 10 [デバイス情報]の [管理されているデバイス]フィールドで、アプリケーションのユーザーアカウントに
関連付けられているデバイスが正しいことを確認し、[保存 ]を選択します。

ステップ 11 [システム]メニューで [エンタープライズパラメータ]を選択します。

ステップ 12 [エンタープライズパラメータ設定]ページの [電話のURLパラメータ]にある [URL認証]フィールドで、
URLが正しいことを確認します。

ステップ 13 変更を加えた場合は、[保存 ]を選択してください。

ユーザーの電話設定が正しくありません

考えられる原因の 1つは、ユーザーの電話の構成が最新ではないことです。電話を再起動し
て、Cisco Unified CMサーバーから構成をリロードすることができます。

別の原因としては、ユーザーの電話がサポートされていないことが考えられます。

電話システムの連携の設定が正しくない

この問題は、Cisco Unity Connectionの管理の Cisco Unified CM電話システム連動の設定が正し
くないことが原因である可能性があります。
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Cisco Unified Communications Manager電話システムの連携の設定を確
認する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integration）]を開き、[電話シス
テム（Phone Systems）]を選択します。

ステップ 2 [電話システムの検索]ページで、電話システムの名前を選択します。

ステップ 3 [電話システムの基本設定（Phone System Basics）]ページの [Phone Viewの設定（Phone View Settings）]
で、 [Phone Viewを有効にする（Enable Phone View）]チェックボックスがオンになっていることを確認
します。

ステップ 4 [CTI電話アクセスユーザー名]フィールドで、Cisco Unified CMの管理にアクセスしたアプリケーション
ユーザーの名前が正しいことを確認します。

（注）

アプリケーションユーザーの名前は大文字と小文字を区別します。

ステップ 5 [CTI電話アクセスパスワード（CTI PhoneAccess Password）]フィールドに、CiscoUnified CMAdministration
のアプリケーションユーザーのパスワードを再入力し、[保存（Save）]を選択します。

ユーザーの構成を確認する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[ユーザー（Users）]を展開し、その後 [ユーザー（Users）]を選
択します。 [ユーザーの検索]ページで、ユーザーの名前を選択します。

ステップ 2 [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページの [編集（Edit）]メニューから、[電話メニュー
（Phone Menu）]を選択します。

ステップ 3 [電話メニュー（Phone Menu）]ページの [メッセージロケータでメッセージを検索（Finding Messages with
Message Locator）]で、[有効（Enable）]チェックボックスがオンになっていることを確認します。

ステップ 4 [電話ビューを有効にする（Phone Viewを有効にする）]チェックボックスが選択されていることを確認
し、[保存（Save）]を選択します。
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Phone Viewの問題のトラブルシューティングにトレース
を使用する

トレースを使用して、電話ビューの問題をトラブルシューティングできます。適切なトレース

を有効にしてトレースログを表示する方法の詳細は、診断トレースを使用したトラブルシュー

ティング（1ページ）セクションを参照してください。
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付録 C
メディアプレーヤーのトラブルシューティ

ング

この章には、Media Playerのトラブルシューティングシナリオと解決策が含まれています。

• Media Playerでの再生と録音に電話デバイスを使用する （309ページ）
• Media Playerでファイルをアップロードする際の問題（310ページ）
•電話でメディアプレーヤーを使用中に不明なエラーが表示される（311ページ）

Media Playerでの再生と録音に電話デバイスを使用する
メディアプレーヤーは、再生および録音デバイスとして電話をサポートしています。ユーザー

はいつでも電話デバイスを使用できます。番号または URIフィールドを使用して、ユーザー
は電話デバイスのアクティブな電話番号を構成できます (デフォルト値はユーザーのプライマ
リ Unity Connection内線です)。

電話デバイスは、アクティブな電話番号に発信するために、ネットワーク経由でUnityConnection
サーバーに要求を送信します。電話が応答すると、電話端末は音声の再生または録音を開始し

ます。呼び出しは、次の理由で失敗する場合があります。

•アクティブな電話番号の値が定義されていないか、または定義が間違っています。
•ユーザーが割り当てられている電話システムで有効になっているTRAPポートがありませ
ん。

•電話システムのすべての TRAP対応ポートは通話中です。
• TRAP接続を処理するための電話システムが指定されていません。

電話デバイスが音声メッセージの再生または録音のために電話を鳴らす問題

電話デバイスで電話が鳴らない、またはボイスメッセージの再生または録音のために1回しか
鳴らない場合は、このセクションのトラブルシューティング情報を使用します。

•電話システムに設定されている長さの異なる電話番号により、電話システムは追加の桁を
待つことになります -サイトで長さが異なる電話番号を使用している場合（たとえば、一
部のユーザーは 5桁の番号を使用）、通話が接続されるまでに約 2秒のわずかな遅延が生
じる場合があります。
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遅延の原因は、電話システムが、すべての電話番号がダイヤルさ

れたことを確認してから、通話に接続されるためです。

（注）

•メディアプレーヤーによりダイヤルされた電話番号が、予期された番号ではありません-
メディアプレーヤーで指定されたアクティブな電話番号が正しいことを確認してくださ

い。これを行うには、メディアプレーヤーの [番号または URI]フィールドで、プライマ
リ内線またはその他の番号のアクティブな電話番号の値を確認します。

• TRAP接続を処理する電話システムが指定されていません -デフォルトでは、Unity
Connectionと統合された最初の電話システムが、メディアプレーヤーの TRAP接続を処理
するよう指定されています。この電話システムが別の連携によって置き換えられた場合、

新しい電話システムは TRAP接続を処理するよう指定されない可能性があります。

電話システムがTRAP接続を処理するように指定されていない場合、次のエラーが表示さ
れます。

通話を確立できませんでした。

サーバーは以下を報告します。

コード: 26

詳細:通話をルーティングするためのスイッチが見つかりません。

「TRAP接続を処理する電話システムを指定する」の項のステップに従います。

TRAP接続を処理する電話システムを指定する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を開き、[電話シス
テム（Phone System）]を選択します。

ステップ 2 [電話システムの検索]ページで、トラップ接続を処理する電話システムの名前を選択します。

ステップ 3 電話システムの基本ページで、[デフォルトTRAPスイッチ（Default TRAP Switch）]のチェックボックス
をオンにして、[保存（Save）]を選択します。

Media Playerでファイルをアップロードする際の問題
電話またはコンピュータを使用して新しく録音するのではなく、以前に録音したWAVファイ
ル (以前に録音されたアナウンスなど)を使用する場合、メディアプレーヤーはページの保存
時に次のエラーメッセージを表示する場合があります。
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「サポートされていない音声形式です」

この問題を解決するには、次のいずれかの作業を行います。

• WAVファイルを別の音声形式に変換します (たとえば、G.711音声形式に変換します)。

•サポートされている音声形式で記録されたWAVファイルを使用してください。
•電話を使用して録音します。

メディアプレーヤーでWAVファイルをアップロードしたら、ページを保存する必要があり
ます。

（注）

電話でメディアプレーヤーを使用中に不明なエラーが表

示される
Media Playerを録音、再生、アップロード、ダウンロードのために使用しているときに、電話
が再生および録音デバイスとして使用されると、Media Playerは次のエラーメッセージを表示
する場合があります。

「未知のエラー。システム管理者に連絡してください」

上記のエラーメッセージを受け取った場合、VMREST (全レベル)トレースを有効にし、
diag_Tomcat_*.ucログファイルを確認して問題を解決する必要があります。
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付録 D
SNMPのトラブルシューティング

Cisco Unity Connectionは Simple Network Management Protocol (SNMP)をサポートして、標準的
なネットワーク管理を提供します。 Unity Connection SNMPは、Cisco Unified Serviceabilityの
SNMP Master Agentサービスと Cisco Unity Connection Serviceabilityの Unity Connection SNMP
Agentサービスを使用します。

Unity Connection SNMPは Cisco Unityの CISCO-UNITY-MIBをサポートします。（注）

• SNMPの問題（313ページ）
•トレースを使用した SNMPの問題のトラブルシューティング（315ページ）

SNMPの問題
SNMPで問題が発生した場合は、このセクションのトラブルシューティング情報を使用してく
ださい。

SNMPマスターエージェントサービスが実行されていません

Cisco Unified Serviceabilityの SNMP Master Agentサービスは、マスターエージェントとして実
行されます。以下の手順でサービスが起動していることを確認します。

SNMPマスターエージェントサービスが実行中であることを確認する
には

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityで、[ツール]メニューから [コントロールセンター] - [ネットワークサービス]を
選択します。
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ステップ 2 コントロールセンター -ネットワークサービスページの [プラットフォームサービス]で、SNMP Master
Agentサービスのステータスが開始済みであることを確認します。

ステップ 3 ステータスが [開始]でない場合、[ SNMPマスターエージェント ]を選択し、[再起動 ]を選択します。

Connection SNMPエージェントサービスは実行されていません
Cisco Unity Connection Serviceabilityの Connection SNMPエージェントサービスは、サブエー
ジェントとして実行されます。以下の手順でサービスが起動していることを確認します。

Unity Connection SNMPエージェントサービスが実行中であることを確認するには

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityで、[ツール]メニューの [サービスの管理]を選択します。

ステップ 2 [Control Center -機能サービス]ページの [Base Services]で、Connection SNMP Agentサービスのステータス
が 開始済み であることを確認します。サービス状況が [停止]の場合、[開始]を選択します。

SNMPコミュニティ文字列が正しく設定されていない
SNMPが正しく機能するには、SNMPコミュニティ文字列が設定されている必要があります。
以下の手順を実行して、SNMPコミュニティ文字列が正しく設定されていることを確認しま
す。

SNMPコミュニティ文字列が正しく設定されていることを確認するには

手順

ステップ 1 CiscoUnified Serviceabilityの [SNMP]メニューから [V1/V2] > [コミュニティストリング（Community String）]
を選択します。

ステップ 2 SNMPコミュニティ文字列の設定ページで、[検索] を選択します。

ステップ 3 SNMPコミュニティ文字列が表示された場合は、名前を選択します。SNMPコミュニティ文字列がない場
合は、[新規追加] を選択します。

ステップ 4 適切な設定を入力し、設定を確認します。

ステップ 5 保存を選択します。

ステップ 6 SNMP Master Agentサービス再起動のプロンプトが表示されたら、 [OK]を選択します。
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トレースを使用した SNMPの問題のトラブルシューティ
ング

トレースを使用して、SNMPの問題をトラブルシューティングできます。適用可能なトレース
を有効にしてトレースログを表示する方法の詳細については、診断トレースを使用したトラ

ブルシューティング（1ページ）
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付録 E
マルチサーバー証明書のトラブルシュー

ティング

Cisco Unity Connectionは複数サーバーのサブジェクト代替名 SANをサポートしています。マ
ルチサーバー証明書の問題のトラブルシューティングに関する情報については、以下のセク

ションを参照してください。

•トポロジ詳細の識別と初期デバッグ（317ページ）

トポロジ詳細の識別と初期デバッグ

初期デバッグ

• Unity Connectionクラスタのパブリッシャとサブスクライバノードの両方のホスト名を特
定します。

• CSRが生成され、プッシュされたノードを特定します。
•証明書がアップロードされたノードを特定します。
• Cisco Tomcatおよびプラットフォーム管理ウェブサービス (PAWS)が実行中であることを
確認します。

Utils service list CLIコマンドを使用して、実行中のサービスを一覧表示できます。（注）

ログファイルを収集する

ログは Real-Time Monitoring Tool (RTMT)またはコマンドラインインターフェイスで収集で
きます。詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.htmlにある『Cisco

Unified Real-Time Monitoring Toolアドミニストレーションガイド』の「トレースとログ」の章
を参照してください。
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ログファイルを一覧表示して取得する CLIコマンド
•ログファイルを一覧表示する CLIコマンドは file listです<file name>
•ログファイルを取得する CLIコマンドは file get <file name>です

必要なログファイル

マルチサーバー証明書の問題を分析するために収集が必要な2つのログファイルがあります。

• Cisco Tomcat。
• Connection Branch Sync Service。

CLIコマンドの例
ログファイルを一覧表示して収集する CLIコマンドの例を次に示します。

•ログファイルを一覧表示する CLIコマンド:

• file list activelog cuc/diag_Tomcat*
• file list activelog cuc/diag_CUCE_Sync*

•ログファイルを収集する CLIコマンド:

• file get activelog cuc/diag_Tomcat_00000001.uc
• file get activelog cuc/diag_CUCE_Sync00000001.uc

ログファイルを分析しても問題を解決できない場合は、Cisco TACに連絡してください。
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